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第 1 部: everRun ユーザガイド

『everRunユーザガイド』では、everRunシステムの概要およびシステムをインストールして使用す

る方法について説明します。

everRunソフトウェアのインストールに必要な手順の概要については、次を参照してください。

l 1ページの「everRunクイックスタートガイド」

運用モードおよびストレージとネットワークアーキテクチャを含むシステムの説明については、次を参

照してください。

l 1ページの「everRunシステムの概要」

計画とインストールに関する情報は、次を参照してください。

l 23ページの「はじめに」

次のトピックでは、everRunシステムを管理する方法について説明します。

l 57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

l 109ページの「everRunソフトウェアをアップグレードする」

l 111ページの「everRun 7.x以外のシステムからマイグレーションする」

l 131ページの「論理ディスクを管理する」

l 137ページの「物理マシンを管理する」



l 147ページの「仮想マシンを管理する」

l 251ページの「物理マシンのメンテナンスを行う」



第 1 章: everRun システムの概要

everRunソフトウェアのインストールに必要な手順の概要については、「1ページの「everRunク

イックスタートガイド」」を参照してください。

everRunシステムの概要については、次のトピックを参照してください。

l 8ページの「everRunシステムの概要」

l 12ページの「運用モード」

l 17ページの「everRunのストレージアーキテクチャ」

l 19ページの「ネットワークアーキテクチャ」

l 21ページの「システム使用の制限事項」

everRun クイックスタートガイド

『everRunクイックスタートガイド』を使用して、everRunシステムを手早く起動して操作を開始で

きます。

everRunシステムには複数の仮想マシン(VM)をサポートできるx86-64ホストサーバ("物理マシン"

または"PM"と呼びます)が2台と、everRun可用性コンソールを実行できるリモートの管理用コン

ピュータが1台必要です。このガイドではPMをセットアップする方法と、次を含む基本的なインス

トール関連および起動時のタスクについて説明します。

l 2ページの「必要なものを準備する」

l 2ページの「RAIDコントローラを構成する」

l 3ページの「システムのケーブルを接続する」
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l 4ページの「ソフトウェアをDVDに書き込む」

l 5ページの「everRunソフトウェアをインストールする」

l 7ページの「everRun可用性コンソールにログオンする」

l 8ページの「保護された仮想マシンを作成する」

注: インストールの処理に関してヘルプが必要な場合は次までお問い合わせください。

l 電話: 866-763-1813 (米国内フリーダイヤル)または602-852-3094 (米国以外の

国)

l everRun ダウンロードとサポートページ

http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html

必要なものを準備する

以下のものおよび情報が必要になります。

l 「24ページの「システム要件の概要」」で説明されている要件を満たす2台のPM。

l 接続する各ネットワーク用のイーサネットケーブル。

l リモート管理コンピュータ。これはeverRun可用性コンソールにアクセスできるWebブラウザ

がインストールされている汎用のPCです。このコンピュータは最初にインストールするPMと

同じビジネス/管理ネットワーク上になければなりません。詳細については、「32ページの

「everRun可用性コンソールの要件」」を参照してください。

l インストール操作を行うためのモニター、キーボード、およびケーブル。

l Stratus から受け取ったeverRunライセンスキー。

l everRun ISOイメージ。次からダウンロードできます: everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html)

l ネットワーク管理者から受け取った、everRunおよび各PMの IPv4アドレス、ネットマスク、

デフォルトゲートウェイアドレス、およびDNSアドレスの値。

RAID コントローラを構成する

Stratus では、everRunシステムにストレージRAIDコントローラを使用することを強く推奨しま

す。everRunシステムではRAIDコントローラがシステムの物理ディスクから論理ディスクを作成し、
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システムのケーブルを接続する

これらの論理ディスクを1つのストレージグループにまとめます。次に推奨される構成内容を示しま

す。

l システムに論理ディスクが1つしかない場合、Stratus では、ホストに提示される論理ディスク

が冗長な物理ドライブを基盤とするようにRAIDコントローラを構成することを強く推奨しま

す。

l Stratus では、バッテリ式書き込みキャッシュのあるRAIDコントローラの使用を強く推奨しま

す。

l 最初の論理ディスクからブートするようにRAIDコントローラを構成する必要があります。

システムのケーブルを接続する

各ケーブルを次のように配線します。

l プライベートネットワーク: 1台目のPMの1 つ目の内蔵ポートと2台目のPMの1 つ目の内蔵

ポートを接続します。プライベートネットワークをA-Linkとして使用する場合、「20ページの

「A-Linkネットワークとプライベートネットワーク」」を参照してください。

l ビジネス/管理ネットワーク:最初のビジネスネットワークが管理ネットワークになります。

イーサネットケーブルで各PMの2 つ目の内蔵ポートをネットワークスイッチ経由でネット

ワーク接続し、このネットワークにリモート管理コンピュータを接続します。

l A-Linkネットワーク:各A-Linkネットワークについて、イーサネットケーブルで1台目のPM

の任意の未使用ポートと2台目のPMの任意の未使用ポートを直接つなぐか、ネットワークス

イッチ経由でこれらのポートを接続します。

l ビジネスネットワーク:各ビジネスネットワークについて、イーサネットケーブルで1台目の

PMのポートと2台目のPMのポートをつなぎ、ネットワークスイッチ経由でネットワークに接

続します。

l リモート管理コンピュータが管理ネットワークに接続されているか、ルーティングされているこ

とを確認します。

l 1台目のPMにモニター、キーボード、およびマウスを接続します。詳細については、「35

ページの「サイトとシステムの準備」」を参照してください。

次の図は上記の接続方法を示すものです。
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注: 1台目のPMにソフトウェアをインストールする場合、そのPMにキーボードとモニ

ターを接続します。2台目のPMにソフトウェアをインストールする場合、そのPMに

キーボードとモニターを接続します。ソフトウェアのインストールが完了したら、システ

ムからキーボードとモニターを取り外します。

ソフトウェアを DVD に書き込む

次の手順でISOイメージを取得して確認し、DVDに書き込みます。

1. インターネットに接続している任意のコンピュータで、 everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) に移動します。

2. everRunソフトウェアのISOイメージ(everRun_install-7.x.x.x-xxx.iso) をダウンロード

するには、[Product Download (製品ダウンロード)]の下で [everRun 7.x.x.x ISO

Image] をクリックします。ISOイメージを保存します。

ダウンロードの処理中にファイルが破損されることがあります。ダウンロードしたファイルが破

損されていないことを確認するには、ISOイメージを検証します。ISOイメージを検証した後、

あるいは検証をスキップする場合は、ステップ 3に進みます。

ISO イメージを検証する (Windows)

a. Microsoft サポートWebサイトからMicrosoft File Checksum Integrity Verifier

(FCIV) 実行可能ファイルをダウンロードします。ダウンロード済みのISOファイルが保

存されているディレクトリに、このファイルを保存します。
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ISOイメージを検証する(Linux)

b. FCIV検証ファイルをダウンロードします。[Product Download (製品ダウンロード)]

の下で[everRun 7.x.x.x ISO fciv] をクリックします。ダウンロード済みのISOファ

イルが保存されているディレクトリに、このファイルを保存します。

c. コマンドプロンプトを開きます。ISO、実行可能ファイル、および検証ファイルが保存さ

れているディレクトリから、次のコマンドを入力してISOイメージのステータスを

チェックします。

fciv –v –xml everRun_install-7.x.x.x-xxx.xml

d. コマンドが成功した場合(つまり"すべてのファイルが正しく確認されました"

というメッセージが返された場合)、ステップ 3に進みます。コマンドが失敗した場合は

もう一度ダウンロードを行います。

ISO イメージを検証する (Linux)

a. md5sum検証ファイルをダウンロードします。[Product Download (製品ダウン

ロード)]の下で[everRun 7.x.x.x ISO md5sum] をクリックします。ダウンロード

済みのISOファイルが保存されているディレクトリに、このファイルを保存します。

b. ISOファイルと検証ファイルが保存されているディレクトリから、次のコマンドを入力し

てISOイメージのステータスをチェックします。

md5sum -c everRun_install-7.x.x.x-xxx.md5

c. コマンドが成功した場合(つまり" everRun_install-7.x.x.x-xxx.iso: OK"

というメッセージが返された場合)、ステップ 3に進みます。コマンドが失敗した場合は

もう一度ダウンロードを行います。

3. 検証が完了したら、汎用のDVDアプリケーションを使用してISOイメージをDVDに書き込み

ます。たとえば、Roxio アプリケーションがインストールされている場合はISOファイルを右ク

リックしてDVDに書き込むオプションを選択します。

詳細については、「37ページの「everRunソフトウェアを入手する」」を参照してください。

everRun ソフトウェアをインストールする

everRunソフトウェアのインストール処理を完了させるには60～90分ほどかかります。
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1. 次の手順で1台目のPMにeverRunソフトウェアをインストールします。

a. 1台目のPMの電源を入れてDVDを挿入します。

b. PMの電源がオンになったら、次のBIOS設定を構成します。

o 最初のブートデバイスを光学式ドライブに設定します。

o Virtualization Technology を有効にします。

o Execute-Disable Bit Capability を有効にします。

注: キーボードに異なるレイアウトを構成するには、「47ページの「キー

ボードをマッピングする」」を参照してください。

c. インストールソフトウェアのウェルカム画面で矢印キーを使って [Install everRun,

Create a new system (everRun のインストール、新しいシステムの作成)]を選択

し、Enterキーを押します。

d. [Select interface for private Physical Machine connection (プライベート物理マ

シンに接続するインタフェースの選択)]画面で、1つ目の内蔵ポート em1が未選択の場

合はこれを選択し、F12を押します。

e. [Select interface for managing the system (ibiz0) (システムのイメージ作成に
使用するインタフェースの選択 (ibiz0))]画面で、2つ目の内蔵ポート em2が未選択の

場合はこれを選択し、F12を押します。

f. [Select the method to configure ibiz0 (ibiz0 を構成する方法の選択)]画面で

[Manual configuration (Static Address) (手動構成 (静的アドレス))]を選択して

F12を押します。

注: 動的 IP構成を実行するには、[Automatic configuration via

DHCP (DHCP による自動構成)]を選択してステップ 1hに進みます。そ

の場合、「49ページの「管理IPアドレスを記録する」」で説明されてい

るようにIPv4アドレスをメモする必要があります。

g. [Configure em2 (em2 の構成)]画面でネットワーク管理者から受け取ったIPv4アド

レス、ネットマスク、デフォルトゲートウェイアドレス、およびDNSアドレスの値を入

力して F12を押します。
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h. その後PMがリブートするまで操作は必要ありません。リブートしたら、DVDを取り出

して2台目のPMにモニタとキーボードを接続し、ステップ 2に進みます。

2. 次の手順で2台目のPMにeverRunソフトウェアをインストールします。

a. 2台目のPMの電源を入れてDVDを挿入します。

b. PMの電源がオンになったら、ステップ 1bの説明に従ってBIOSを構成します。

c. インストールソフトウェアのウェルカム画面で矢印キーを使って [Replace PM, Join

system: Initialize data (PM の交換、システムの結合: データの初期化)]を選択

し、Enterキーを押します。

d. ステップ 1c～1fを実行します。

e. その後2台目のPMがリブートするまで操作は必要ありません。リブートしたら、DVD

を取り出してキーボードとコンソールを切断し、everRun可用性コンソールにログオン

します。

everRun 可用性コンソールにログオンする

1. リモート管理コンピュータから、ブラウザのアドレスバーにnode0 (プライマリ)の IPアドレス

を入力します。

2. everRun可用性コンソールのログオンページが表示されます。[ユーザ名]に admin、[パス

ワード]に adminと入力し、[ログイン]をクリックします。

3. Stratus everRunのEULAが表示されます。EULAを読み、その内容に同意する場合は [同意す

る]をクリックします。

4. [初期の構成]ページが表示されます。デフォルトでは [通知]の下の [サポート通知の有効化]

ボックスがオンになっています。everRunシステムからStratus 認定サービス業者サービスプ

ロバイダに稼動状態およびスタータスの通知が送信されないようにするには、このチェック

ボックスをオフにします。この設定は後でも変更できます(「85ページの「リモートサポート

設定を構成する」」を参照してください)。

5. [システム IP]の下で、IPアドレスに担当のネットワーク管理者から受け取ったアドレスを入力

します。

ネットワークの情報を入力したら、[続行]をクリックします。

6. [ポータルの再起動が必要]ウィンドウが表示されます。ウィンドウの表示に従って1分ほど待機

してから、[OK]をクリックしてコンソールをリフレッシュし、操作を続行します。
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7. [ライセンス情報]ウィンドウが表示されます。[ライセンスキーのアップロード]の下で [参照]

をクリックし、Stratus から取得したライセンス .KEYファイルを参照します。ライセンスファ

イルを選択して [アップロード]をクリックします。

セキュリティ保護のため、[ユーザとグループ]ページで adminアカウントのデフォルトのユー

ザログイン名とパスワードを変更してください。

everRun可用性コンソールが表示されます。今後コンソールにログオンする際に使用できるよう、この

システムIPアドレスをブックマークに保存するか、メモします。

保護された仮想マシンを作成する

仮想CD (VCD) を作成して、ソフトウェアインストールメディアを仮想マシン(VM)で使用できるよ

うにします。

1. everRun可用性コンソールで [仮想 CD]ページを開きます。

2. [VCD の作成]をクリックして仮想 CD の作成ウィザードを開きます。

3. 作成ウィザードの指示に従います。詳細については、「229ページの「仮想CDを作成する」」

を参照してください。

次に新しい仮想マシン(VM)を作成して、everRunシステムにゲストオペレーティングシステムをイ

ンストールします。

1. [仮想マシン]ページで、[作成]をクリックしてVM 作成ウィザードを開きます。

2. 作成ウィザードの指示に従います。詳細については、「155ページの「新しい仮想マシンを作成

する」」を参照してください。

オペレーティングシステムをインストールした後、ゲストオペレーティングシステムに関するその他

のタスク(ディスクの初期化やアプリケーションのインストールなど)を実行します。詳細については、

「52ページの「インストール後のタスク」」を参照してください。

everRun システムの概要

everRunシステムは、ハードウェア障害が発生した場合でもデータを失うことなく継続して運用するこ

とができます。システムの機能と容量の説明については、次を参照してください。

l 9ページの「everRunシステムの説明」

l 9ページの「物理マシンと仮想マシン」

l 10ページの「管理操作」
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l 10ページの「アラート」

l 11ページの「リモートサポート」

l 11ページの「Lights-Out Management (LOM)」

l 11ページの「サードパーティ製の管理ツール」

everRun システムの説明

everRunソフトウェアにより、2台のコンピュータが単一の高可用性システムまたはフォールトトレ

ラントシステムとして機能するようになります。これらの各コンピュータのことを物理マシンと呼びま

す。

この2台の物理マシン(またはPM)には以下の特性があります。

l 同じホストオペレーティングシステム(CentOS) を実行します。

l 同じデータ、メモリ、およびストレージを含んでいます(2台のPMは直接イーサネットリンク

経由で同期されます)。

l サポートされるゲストオペレーティングシステムを実行する仮想マシンをサポートします。

PMには次の要件が課されます。

l CPUが互換であること。

l everRunシステムのハードウェア要件を満たしていること。詳細については、「423ページの

「物理マシンのシステム要件」」および「24ページの「システム要件の概要」」を参照してく

ださい。

2台のPMのデータとメモリの内容は直接イーサネットリンク経由で同期されます。ネットワークへの

その他のイーサネット接続が、仮想マシンおよび管理操作をサポートします。

関連トピック

24ページの「システム要件の概要」

422ページの「対応しているゲストオペレーティングシステム」

19ページの「ネットワークアーキテクチャの概要」

物理マシンと仮想マシン

everRunシステムは、2台の物理マシン(PM)上で実行される冗長な仮想マシン(VM)を作成すること

によって、アプリケーションを透過的に保護します。
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everRun管理ソフトウェアはeverRunで保護されたVM (PVM)を新しく作成できます。また、既存の

VMを他の環境からインポートしてeverRunで保護されたVMに変換することもできます。everRun

ソフトウェアは、選択したVMと同一のインスタンスを2番目のホストPMに作成することで、VMに

FTクラスの保護を提供します。システム管理者は、everRun可用性コンソールと呼ばれる個別のブラ

ウザベースの管理コンソールを使用して、この単一のエンティティを管理します。

2台のホストPMに存在するコンピューティングリソースの冗長性は、アプリケーションやユーザには

認識されません。アプリケーションに対しては1つのホスト名、VMに提示される各ネットワークにつ

き1つのMACアドレス、そしてVMに提示される各VMネットワークにつき1つのIPアドレスのみが

使用されます。システム管理者は、物理サーバに読み込むのと同じ方法で、保護されたVM (PVM)上で

アプリケーションの読み込みと構成を行います。ディスクやネットワークデバイスで故障や障害が発生

した場合、everRunソフトウェアはI/Oをペアの残りのホストPMに自動的にリダイレクトして、運用

を継続できるようにします。障害が修復されるまでの間、冗長性は失われますが、クライアント側が接

続の中断やデータ損失を経験することはありません。アプリケーションは、何も問題が発生していない

かのように継続して実行されます。冗長性、フォールト検知、特定、そして管理の各機能性

は、Windows やLinux環境およびそこで実行されているアプリケーションに対して完全に透過的に処

理されます。同様にPMの修復も透過的かつ自動的に行われます。PMで障害の起きたコンポーネント

が修復されると、everRunソフトウェアはその修復済みのコンポーネントを保護された環境に自動的に

取り入れて、アプリケーションの実行を中断せずに冗長性を復元します。

関連トピック

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

90ページの「[物理マシン]ページ」

93ページの「[仮想マシン]ページ」

管理操作

everRunシステムに対するすべての管理操作は、everRun可用性コンソールから実行できます。この

ブラウザベースのインタフェースを使用して、システム全体および個々の物理マシン(PM)、仮想マシ

ン(VM)、およびその他のリソースにアクセスできます。詳細については、「58ページの「everRun

可用性コンソール」」を参照してください。

アラート

everRunシステムのアラートメッセージは、システム管理者に対処が必要な項目について通知しま

す。たとえば以下のような項目があります。
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リモートサポート

l 実行する必要のある構成タスク

l システムの運用状態に関する通知

l 対処が必要なシステムの問題

アラートメッセージとその説明を表示するには、左側のナビゲーションパネルで [ダッシュボード]

をクリックします。アラートログを表示するには、左側のナビゲーションパネルで [アラート]をク

リックします。

次のアイコンはそれぞれアラートメッセージの状態を示します。

情報目的

正常またはOKの状態

軽度、警告、または一貫しない状態

中程度の状態

破損、故障、または深刻な状態

リモートサポート

everRunシステムのリモートサポート機能にアクセスするには、左側のナビゲーションパネルで [基

本設定]をクリックします。このページで次を選択してサポートおよびプロキシの設定を構成できま

す。

l [サポート構成]—Stratus 認定サービス業者によるシステムのリモートサポート機能を許可

し、システムがStratus 認定サービス業者に稼動状態およびステータスに関する通知を送信でき

るようにする設定を構成します。詳細については、「85ページの「リモートサポート設定を構

成する」」を参照してください。

l [プロキシ構成]—インターネットへのアクセスに使用するプロキシサーバを構成できます。詳

細については、「87ページの「インターネットプロキシ設定を構成する」」を参照してくださ

い。

Lights-Out Management (LOM)

サーバベンダーによってLOM機能が提供されることがあります。管理者はLOMを使用して、さまざま

なシステム管理および運用機能をリモートで実行できます。everRunシステムは、ベンダーサーバ上

のLOMを完全にサポートしています。

サードパーティ製の管理ツール
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everRunユーザガイド

everRunシステムにサードパーティ製の管理ツールをインストールできます。これには、ベンダーやプ

ラットフォーム固有の管理/モニタリングユーティリティ、企業専用の管理/モニタリングユーティリ

ティ、およびその他各種の管理/モニタリングソフトウェアがあります。以下の点に注意してくださ

い。

l 一般的に言って、ホストオペレーティングシステム(CentOS) 上で実行できる管理ツールは

everRunシステムでも実行できます。ただし、CentOSKVMベースの仮想化を管理/モニタリン

グするツールは例外となる場合があります。everRunの仮想化を管理/モニタリングするには、

付属のeverRun管理ツールを使用してください。

l Stratus では、everRunシステムを展開する前に、インストール済みの管理ツールとシステムを

連携して使用できることを確認するようお勧めします。

l everRunシステムには、システムインストールの実行時に指定したrootパスワードを使って

アクセスできます。Stratus では、サードパーティ製管理ツール用としてroot以外のアカウント

を設定することを推奨します。

l everRunシステムには、インストールの実行時に指定した(または、インタフェースでDHCP

を使用するようインストール時に構成した場合はDHCPサーバから提供された) IPアドレスを使

用して、管理ネットワーク経由でアクセスできます。

ホストオペレーティングシステムへのアクセスに関する情報は、「22ページの「ホストオペレーティ

ングシステムにアクセスする」」を参照してください。

関連トピック

23ページの「はじめに」

422ページの「システムリファレンス情報」

運用モード

everRunシステムには、VMにユーザ定義の可用性レベルを設定するための運用モードが2つありま

す。

l 13ページの「高可用性運用」

l 13ページの「フォールトトレラント運用」

HA運用とFT運用はどちらも物理マシン(PM)のペアを使用することで、特定レベルの冗長性を提供し

ます。
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高可用性運用

Stratus では、HA運用とFT運用の両方でクォーラムサービスを構成することをお勧めします。クォー

ラムサービスによって、HA運用やFT運用のペアを構成する各PMが互いに独立して動作するスプ

リットブレーン現象の発生を防ぐことができます。詳細については、「16ページの「クォーラムサー

バ」」を参照してください。

高可用性運用

everRunソフトウェアではユーザがVMに定義する可用性レベルとして高可用性(HA) とフォールト

トレラント(FT) の2つが用意されています。

HA運用では、everRunソフトウェアが大半のハードウェア障害を自動的に検知してその場所を特定

し、対処することにより、アプリケーションを継続して実行できるようにします。HAのリモートサ

ポートテクノロジによって、everRunソフトウェアがStratus サポートセンターにさまざまな問題に

ついて通知を行い、障害のタイプとその正確な場所を知らせます。このように自動障害検知、特定、リ

モートサポートの各テクノロジを組み合わせることで、専門知識を持つサポート技術者へのアクセスと

迅速な問題解決が確実になります。

VMの可用性レベルの選択は、everRun可用性コンソールを使用してVMを作成またはインポートする

ときに行います。

HA運用を有効にした場合、基本的なフェールオーバーと復旧機能が提供されます。一部の障害では復

旧とHA運用の復元のために(自動の) VMリブートが必要です。

l CPU、メモリ、I/O、その他の物理マシン(PM)の障害によるダウンタイムをほぼゼロにしま

す。

l IT担当者が介入することなく障害に対処できます。

l すべてのコンポーネントに継続してアクティブな有効性を提供します。

l 冗長性と回復性が常に保証されます。

HAは、数分程度の中断がときおり発生しても支障のないアプリケーションに適しています。

関連トピック

93ページの「[仮想マシン]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

フォールトトレラント運用
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everRunユーザガイド

everRunソフトウェアではユーザがVMに定義できる可用性レベルとして高可用性(HA) とフォールト

トレラント(FT) の2つが用意されています。FT運用では、障害発生時にもダウンタイムなしに継続し

てアプリケーションが実行されます。FTは、最高レベルの可用性を必要とするアプリケーションに使用

します。

VMの可用性レベルの選択は、everRun可用性コンソールを使用してVMを作成またはインポートする

ときに行います。

FT運用ではeverRunソフトウェアが、2台の物理マシン(PM)で実行されるVM用に冗長な環境を作

成することによりアプリケーションを透過的に保護します。everRunソフトウェアは、選択したVMと

同一のインスタンスを2台目のホストPMに作成して、VMにFTクラスの保護を提供します。

FT運用を有効にした場合、VMはすべての障害から透過的に保護され、ダウンタイムが発生することは

ありません。また、FTでは次のメリットも得られます。

l CPU、メモリ、I/O、その他の物理マシン(PM)の障害によるダウンタイムが一切なくなりま

す。

l IT担当者が介入しなくても障害に対処できます。

l データの損失がなくなります。

l すべてのコンポーネントに継続したアクティブな有効性確認機能を提供します。

l 完全な冗長性と回復性が常に保証されます。

関連トピック

93ページの「[仮想マシン]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

シンプレックス運用

シンプレックス運用のeverRunシステムは、ディザスタリカバリ(DR) 構成のみで使用できます。DR

構成では、FTまたはHAで保護された仮想マシン(VM)がデュプレックス構成のeverRunシステム上

の片方のサイトで実行され、これらのVMのスナップショットがもう一方のサイトのシンプレックスシ

ステムにコピーされます。

デュプレックスシステムで、そのVMが動作しなくなるような障害が発生した場合、リモートのシンプ

レックスシステム上のスナップショットからVMを起動することができます。
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SplitSite 構成

シンプレックスeverRunシステムはDR構成の一部であり、シンプレックスモードとは異なります。

シンプレックスモードでは、HAまたはFT運用のVMが、パートナーのPMに障害が発生したため、

一時的にデュプレックスシステム上の単一のPMで実行されます。

SplitSite 構成

注: SplitSite (スプリットサイト)構成を実行するにはeverRunのSplitSite ライセンス

が必要です。

SplitSite 構成は、2つの別々のサイトにある2台の物理マシンを接続します。これはディザスタトレラ

ントな展開方法で、ハードウェアの冗長性だけでなく、それを含む物理的なコンピュータ室や建物の冗

長性も維持されます。SplitSite 構成は地理的に距離があることから、コンポーネントの配置に注意する

必要があり、より複雑なネットワークトポロジを必要とします。SplitSite 構成の場合、クォーラム

サーバを使用するよう、Stratus では強く推奨します。SplitSite 構成では A-Link ネットワークが他

の障害発生シナリオにさらされる可能性があります。

SplitSite 構成のネットワークの必要条件の一覧は「30ページの「SplitSite ネットワークの要件」」に

記載されています。

SplitSite とクォーラムサービス

SplitSite 構成では、クォーラム展開に推奨されるベストプラクティス(「33ページの「クォーラム

サーバの考慮事項」」を参照)に従って、2台のクォーラムサービスコンピュータを構成します。すべ

てのSplitSite 構成において、優先クォーラムサービスコンピュータは第3のファシリティに配置し、

代替コンピュータは第4サイトに配置します(第3サイトに配置する場合には適切な場所を選択してく

ださい)。これらのネットワークは相互に接続されています。

クォーラムサービスコンピュータはできる限り分離する必要があります。両方を同じ(つまり第3の)

サイトに配置しなければならない場合、各コンピュータが同じ電源に依存しないように気を付ける必要

があります。

また、everRun PMとクォーラムサービスコンピュータ間の物理的な接続が、もう片方のPMのサイ

トを経由しないようにします。

クォーラムサービスコンピュータをeverRun PMの一方と同じサイトに配置することによって、デー

タの整合性が確保されます。ただしその場合、発生したサイト障害によっては、手動で復旧されるまで

VMをシャットダウンする必要が出てきます。
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everRunユーザガイド

管理ネットワークはeverRunのPMとクォーラムサービスコンピュータを物理的に接続します。これ

が正しく機能するためには各everRun PMが異なるゲートウェイを使用してクォーラムサービスコン

ピュータにアクセスするよう、PMを構成する必要があります。2台のPMが同じゲートウェイを経由し

てクォーラムサービスコンピュータにアクセスする場合、障害時にデータの整合性が確保されます。た

だしその場合、発生したサイト障害によっては、手動で復旧されるまでVMをシャットダウンする必要

が出てきます。

関連トピック

16ページの「クォーラムサーバ」

19ページの「ネットワークアーキテクチャの概要」

クォーラムサーバ

クォーラムサービスは、HAまたはFTレベルで保護された仮想マシン(PVM)を実行する2台のサーバ

(物理マシン)とは別個のサーバ上に展開する、Windows オペレーティングシステムベースのサービス

です。 クォーラムサーバによってデータの整合性が保証され、everRun環境で特定の障害が生じた場

合に自動で再起動する機能が提供されます。 Stratus では、SplitSite 運用の場合は特に、クォーラム

サーバを使用することを推奨します。 everRun PMの各ペアに0、1、または2つのクォーラムサーバ

を構成できます。

クォーラムサーバは、スプリットブレーン現象を含む、複数のネットワーク障害が発生するシナリオで

VMの完全性を確保し、特定の障害発生後に自動で再起動する機能を提供します。クォーラムサーバの

通信は管理ネットワーク経由で行われます。

クォーラムサーバは、SplitSite 構成では特に重要です。 SplitSite のベストプラクティスとして、優

先クォーラムコンピュータを第3のファシリティに設置し、代替クォーラムコンピュータは第4ファ

シリティに設置することが推奨されます。 ただし、代替クォーラムサービスコンピュータを優

先クォーラムコンピュータと同じファシリティに設置しても、十分な結果は得られます。

使用できるサイトが2つしかない場合(つまり上記のベストプラクティスによる構成が不可能な場合)

で、一方のPMがダウンしていてもう片方のPMがクォーラムサーバと通信できない場合(たとえばダ

ウンしたPMと同じサイトにある場合など)、スプリットブレーンシナリオの発生を避けるため、正常

なサイトにあるVMは自動的にシャットダウンされます。

関連トピック

33ページの「クォーラムサーバの考慮事項」

73ページの「クォーラムサーバを構成する」
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everRunのストレージアーキテクチャ

15ページの「SplitSite 構成」

everRun のストレージアーキテクチャ

everRunシステムではRAIDコントローラが、システムの物理ディスクから論理ディスクを作成しま

す。これらの論理ディスクは1つのストレージグループにまとめられます。論理ディスクにはボ

リュームが含まれています。各ボリュームには、仮想マシン(VM)とスナップショットデータを格納す

るボリュームコンテナがあります。everRunのストレージアーキテクチャの詳細については、以下の

トピックを参照してください。

l 17ページの「論理ディスクと物理ディスク」

l 17ページの「ストレージグループ」

l 18ページの「ボリュームコンテナのサイズを決定する」

論理ディスクと物理ディスク

everRunシステムではRAIDコントローラがシステムの物理ディスクから論理ディスクを作成しま

す。everRunソフトウェアは、RAIDコントローラによってオペレーティングシステムに提示される論

理ディスクにアクセスできます。everRunソフトウェアは新しい論理ディスクおよび論理ディスクの障

害を検知します。論理ディスクの管理にはeverRun可用性コンソールを使用します。詳細について

は、「131ページの「論理ディスクを管理する」」を参照してください。

物理ディスクの管理とモニタリングにはRAIDコントローラを使用する必要があります。RAIDアレイ

で物理ディスクを新しく追加したり交換する場合、RAIDコントローラの製造元の要件に従ってくださ

い。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

ストレージグループ

everRunシステムにおけるストレージグループとは、論理ディスクの集まりを指していま

す。everRunソフトウェアは、インストール時にすべての論理ディスクを含む初期ストレージグルー

プを作成します。ストレージグループに関する情報は、everRun可用性コンソールの [ストレージグ

ループ]ページで確認できます。詳細については、「100ページの「[ストレージグループ]ページ」」

を参照してください。

関連トピック
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58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

ボリュームコンテナのサイズを決定する

"ボリュームコンテナ"は、ボリュームとそのボリュームに関連付けられているVMスナップショット

データを格納するストレージ容量です。

ボリュームコンテナのサイズはVMの作成時に指定できます。スナップショットデータが増えるにつれ

て、ボリュームコンテナのサイズ拡張が必要となることもあります。ボリュームコンテナは拡張できま

すが、サイズを小さくすることはできません。

ボリュームコンテナのサイズは次の要因によって左右されます。

l ボリュームサイズ

l スナップショットを取得する場合:

o 保持するスナップショットの数

o スナップショットの対象期間中に変更されるデータの量

l DRによる保護が有効かどうか

注: スナップショットの対象期間中に変更されるデータの量は、アプリケーションによっ

て異なり、ボリュームコンテナのサイズを決定する際に大きな要因となります。ボ

リュームコンテナの適切なサイズを決定するには、次回のスナップショット取得までに

アプリケーションによって変更されるデータの量を考慮する必要があります。

スナップショットを取得せず、DRによる保護も無効になっている場合、ボリュームコンテナのサイズ

はボリュームのサイズと同じになることもあります。

スナップショットを取得する場合や、DRによる保護を有効にする場合には、ボリュームコンテナのサ

イズは、主にスナップショットの対象期間中にボリュームに書き込まれるデータの量によって決まりま

す。この量はアプリケーションおよびRPOの値によって異なります。DRで保持されるスナップショッ

トが10個以下で、ユーザが作成する追加のスナップショットが3個ある一般的なケースの場合:

l 個別のブートディスクを使って作成されたVMや、スナップショットの対象期間中に書き込まれ

るデータの量が比較的少ないアプリケーションの場合、ボリュームコンテナのサイズをボリュー

ムサイズの2.6倍に設定するのが適切です。
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ネットワークアーキテクチャ

l スナップショットの対象期間中に書き込まれるデータの量が中程度のアプリケーションの場合、

ボリュームコンテナのサイズをボリュームサイズの約3.5倍に設定するのが適切です。

l スナップショットの対象期間中に書き込まれるデータが多いアプリケーションの場合、ボリュー

ムコンテナのサイズをボリュームサイズの3.5倍より大きな値に設定する必要があります。

ボリュームコンテナのおおよそのサイズを計算するには、次の式を使用できます。

ボリューム コンテナのサイズ = 2 * ボリューム サイズ + [(保持するス

ナップショットの数 + 1)* スナップショットのサイズ]

関連トピック

227ページの「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」

324ページの「image-container-resize」

ネットワークアーキテクチャ

everRunのネットワークアーキテクチャに関する情報は、次のトピックを参照してください。

l 19ページの「ネットワークアーキテクチャの概要」

l 20ページの「A-Linkネットワークとプライベートネットワーク」

l 21ページの「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」

ネットワークアーキテクチャの概要

イーサネットネットワークによって、everRunシステムの2台の物理マシン(PM)の間の通信手段が

提供されます。イーサネットネットワークには次の主な種類があります。

l アベイラビリティリンクネットワーク、またはA-Linkネットワークは、仮想マシン(VM)に割

り当てられ、2台のPM間のデータの同期またはVMのマイグレーションに使用されます。A-

Linkネットワークのうち1つはプライベートネットワークでなければなりません。このネット

ワークは2台のeverRun PMを接続します。「20ページの「A-Linkネットワークとプライ

ベートネットワーク」」を参照してください。

l ビジネスネットワークによって、アプリケーションがネットワークに接続できるようになりま

す。ビジネスネットワークのうち1つは管理ネットワークでなければなりません。このネット

ワークはeverRun可用性コンソールに接続してクォーラムサーバにより使用されます。「21

ページの「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」」を参照してください。
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everRunシステムでは、各PMごとに少なくとも1つのプライベートネットワークと1つの管理ネッ

トワークが必要です。

A-Link ネットワークとプライベートネットワーク

すべてのeverRunシステムには priv0と呼ばれる1つのプライベートネットワークが必要です。この

ネットワークによって2台のeverRun物理マシン(PM)を接続します。このプライベートネット

ワークは検出のみに使用され、IPv4ブロードキャストに応答するエンティティを他に構成することはで

きません。

everRunシステムにはこのプライベートネットワークに加え、PM間におけるデータ複製のパフォーマ

ンスを向上させるA-Linkネットワークが含まれます。A-Linkネットワークによって、ディスクの同

期、ネットワークの並列、ハートビートチェックの実行、およびフォールトトレラントメモリの同期

が可能になります。

デフォルトでは、次の条件が該当する場合はプライベートネットワークがA-Linkネットワークの役割

も果たします。

l プライベートネットワークの速度が10Gb以上の場合。

l プライベートネットワーク速度が10Gb未満であり、システムに(管理リンクを除いて)他に10

Gbのポートがない場合。その場合、そのプライベートネットワークを現在A-Linkとして使用し

ておらず、かつ他にもA-Linkが残っている場合には、A-Linkロールを後で削除できます。

プライベートネットワークは、その速度が10Gb未満であり、かつシステムに(管理リンクを除いて)

他に10Gbのポートがない場合、A-Linkのロールを実行できません。ただし、プライベートネット

ワークにA-Linkロールを後日割り当てることはできます。

最もシンプルなプライベートネットワークは、各サーバの内蔵イーサネットポートを接続する1つの

イーサネットケーブル(クロスケーブルまたはストレートケーブル)で構成されます。プライベート

ネットワークに単一イーサネットケーブル以外のネットワークデバイスを使用する場合、1ページの

「15ページの「SplitSite 構成」」を参照してください。

PM間のA-Linkネットワークは直接(つまりプライベートネットワークと同じ方法で)接続するか、

ネットワークスイッチを経由して接続します。

必ず冗長なA-Linkネットワークを設定してください。

プライベートネットワークはeverRunのインストールソフトウェアによって設定されます。また、こ

のソフトウェアは、インストール時に物理的に接続されているすべてのA-Linkネットワークポート用

にA-Linkネットワークを設定します。インストールが完了した後でA-Linkネットワークを設定するに
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ビジネスネットワークと管理ネットワーク

は、「54ページの「追加のネットワークを接続する」」を参照してください(この方法はネットワーク

に追加のA-Linkネットワークポートがいくつもある場合に推奨します)。

関連トピック

21ページの「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」

29ページの「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

19ページの「ネットワークアーキテクチャの概要」

102ページの「ネットワーク接続を修正する」

ビジネスネットワークと管理ネットワーク

A-Linkネットワークで使用されるポート(プライベートネットワークポートも含みます)を除き、すべ

てのイーサネットポートがビジネスネットワークポートと見なされます。これらのポートは、ゲスト

オペレーティングシステムがネットワークに接続するために使用されます。

ビジネスネットワークの1つである管理ネットワークは、everRun可用性コンソールにアクセスして

各種の管理タスクとクォーラムサーバの処理を行います。各everRun PMに、ibiz0と呼ばれる管理

ネットワークが1つあります。

管理ネットワークはeverRunのインストールソフトウェアによって設定されます。また、このソフト

ウェアは、インストール時に物理的に接続されているすべてのビジネスネットワークポート用にビジネ

スネットワークを設定します。インストールが完了した後でビジネスネットワークを設定するには、

「54ページの「追加のネットワークを接続する」」を参照してください。

関連トピック

20ページの「A-Linkネットワークとプライベートネットワーク」

28ページの「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

19ページの「ネットワークアーキテクチャの概要」

102ページの「ネットワーク接続を修正する」

システム使用の制限事項

次のトピックで説明されている、システム使用に関する制限事項に従ってください。

l 21ページの「QEMU」

l 22ページの「ホストオペレーティングシステムにアクセスする」

QEMU
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Stratus everRunシステムは、ハードウェア仮想化を実行するオープンソースハイパーバイザQEMU

(Quick EMUlator) をサポートします。仮想化に使用する場合、QEMUはゲストコードをホストCPU

上で直接実行し、高レベルのパフォーマンスを実現します。

everRunユーザはQEMUの仮想化エンジンやその構成に変更を加えないでください。

ホストオペレーティングシステムにアクセスする

everRunソフトウェアのインストールが完了した後、PMの物理コンソールを使用するかSSHを使っ

たリモート操作によってホストオペレーティングシステムにアクセスできます。

SSH経由でホストオペレーティングシステムにアクセスする場合、インストールの処理中に指定され

た(または、インタフェースでDHCPを使用するようインストール時に構成した場合はDHCPサーバに

より提供された)管理用IPアドレスを使用します。「49ページの「管理IPアドレスを記録する」」を

参照してください。

注: ホストオペレーティングシステムにアクセスする際は、PM間で異なる場合があるの

で、システムのIPアドレスを使用しないでください。

ルートアカウントのデフォルトパスワードは everRunです。

注: セキュリティ上の理由から、ユーザ名とパスワードを直ちに変更してください。

CentOSでのサードパーティ製管理ツールの使用については、「11ページの「サードパーティ製の管

理ツール」」を参照してください。
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第 2 章: はじめに

次のトピックでは、everRunの計画、インストール、およびインストール後のタスクについて説明しま

す。

l 23ページの「計画」

l 34ページの「ソフトウェアのインストール」

l 52ページの「インストール後のタスク」

計画

システム構成の計画に関する情報は、次のトピックを参照してください。

l 24ページの「システム要件の概要」

l 26ページの「ストレージの要件」

l 26ページの「メモリの要件」

l 26ページの「全般的なネットワーク要件と構成」

l 28ページの「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

l 29ページの「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

l 30ページの「SplitSite ネットワークの要件」

l 32ページの「everRun可用性コンソールの要件」

l 32ページの「対応しているインターネットブラウザ」
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l 33ページの「クォーラムサーバの考慮事項」

l 34ページの「電源の要件と考慮事項」

システム要件の概要

everRunシステムには複数の仮想マシン(VM)をサポートできるx86ホストサーバが2台

と、everRun可用性コンソールを実行できるリモート管理コンピュータ(汎用のPC)が1台必要です

。

次にeverRunの24ページの「システムハードウェア」の要件を示します。ソフトウェアの要件につ

いては、「25ページの「システムソフトウェア」」を参照してください。

システムハードウェア

サポートされるサーバ

StratuseverRunソフトウェアは、次のいずれかを含む、Red Hat® Linux Hardware Catalog (ハー

ドウェアカタログ)に一覧されている任意のシステムで実行できます。

l 1つまたは2つのIntel® Xeon® E3-XXXXプロセッサまたはIntel Xeon E3-XXXX v2プロセッ

サ

l 1つの Intel® Xeon® E3-XXXX v3プロセッサ

l 1つまたは2つのIntel Xeon E5-XXXXプロセッサまたはIntel Xeon E5-XXXX v2プロセッサ

保護された仮想マシン("PVM"、つまりStratus により保護されているマシン)の冗長サーバとして使

用するため、同一のプロセッサが搭載された2台目のコンピュータが必要です。everRun各ホストコ

ンピュータのCPUは、BIOSで仮想化用のハードウェアサポートが有効になっている必要があります。

RAM

最小8GBのRAM (物理メモリ)を推奨します。

ディスク容量の要件

内蔵ディスクのみがサポートされます。フォールトトレラント運用の場合、各物理マシンにつき少なく

とも2つのドライブが必要です。

ホストCentOSオペレーティングシステムおよびeverRunソフトウェアのために、ログ用の容量を含

めてホストドメインに50GBが必要です。各VM用に少なくとも10GB (ブートディスク)を確保して

ください。各VMのアプリケーションとデータ、およびVMスナップショット用に追加のストレージが

必要になります。
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ネットワーク

ネットワーク

最小のネットワーク構成には、A-linkおよび共有管理/ビジネスリンク用に1つずつ、合計2つのポー

トが含まれます。

最適なネットワーク構成では、A-Link用に2つの10-GbEネットワークポート(うち1つはpriv0、つ

まりプライベートネットワークとしても機能します)、管理ネットワーク用に1つのネットワークイン

タフェース、およびPVMで必要とされる数のビジネス/稼動用ポートが含まれます。複数のPVMを実

行する予定の場合、A-Linkのペアを追加することを検討します。最大4つのペアがサポートされます。

SplitSite 構成のすべてのネットワークコンポーネントに、エンドツーエンドで少なくとも155Mbps

の速度が必要です。フォールトトレラントSMPを使用する場合、A-Linkネットワークは少なくとも

1Gbps でなければなりません。

詳細については、「19ページの「ネットワークアーキテクチャの概要」」、「20ページの「A-Link

ネットワークとプライベートネットワーク」」、および「21ページの「ビジネスネットワークと管理

ネットワーク」」を参照してください。

IP アドレス

各everRunホストに管理ソフトウェアで使用される静的なIPv4 IPアドレスが必要です。管理ネット

ワークのDNSプライマリおよびセカンダリサーバのIPアドレス、およびゲートウェイとサブネット

マスク情報は、担当のITネットワーク管理者に問い合わせてください。詳細については、「52ページ

の「システムIP情報を取得する」」を参照してください。

ポート

everRunシステムはローカルファイアウォールでのHTTPS通信にポート443を使用し、SSHにポー

ト22、またLinux VMのVNCには5900を使用します。ファイアウォールで適切なポート経由のトラ

フィックが許可されている必要があります。everRunで保護されたVMがUDPポート4557を使用し

てクォーラムサービスコンピュータにアクセスできるよう、ファイアウォールの許可が必要です。

システムソフトウェア

「422ページの「対応しているゲストオペレーティングシステム」」を参照してください。

関連トピック

423ページの「物理マシンのシステム要件」

425ページの「物理マシンと仮想マシンの重要な考慮事項」

425ページの「仮想マシンの推奨事項と制限」
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148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」

71ページの「IP設定を構成する」

ストレージの要件

everRunシステムには次のストレージ要件および推奨事項が適用されます。

l 各物理マシンに少なくとも2つの物理ディスクが含まれている必要があります。

l Stratus では、システムでストレージRAIDコントローラを使用することを強く推奨します。

n システムに論理ディスクが1つしかない場合、Stratus では、ホストに提示される論理

ディスクが冗長な物理ドライブを基盤とするようにRAIDコントローラを構成することを

強く推奨します。

n Stratus では、バッテリ式書き込みキャッシュのあるRAIDコントローラの使用を強く推

奨します。

n 最初の論理ディスクからブートするようにRAIDコントローラを構成する必要がありま

す。

ストレージ構成で上記の要件が満たされることを確認したら、「35ページの「サイトとシステムの準

備」」に戻ります。

関連トピック

17ページの「everRunのストレージアーキテクチャ」

メモリの要件

最小8GBのRAM (物理メモリ)を推奨します。everRunシステムで利用できるメモリの合計容量は、

システム内で容量が低い方の物理マシン(PM)が表すメモリ容量に一致します。たとえば、一方のPM

に32GBのメモリがあり、もう片方のPMに16GBのメモリがある場合、合計メモリ容量は16GB

(つまり容量が小さい方のPMのメモリ)になります。

関連トピック

150ページの「仮想マシンのメモリを計画する」

全般的なネットワーク要件と構成

このトピックでは全般的なネットワーク要件について説明し、推奨されるネットワーク構成を示しま

す。

要件
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推奨構成

everRunソフトウェアをインストールする前に、お使いのネットワークで以下の要件が満たされている

ことを確認してください。

l everRunシステムはIPv6マルチキャストを含む、完全なIPv4およびIPv6プロトコルアクセ

スを使用します。このトラフィックが妨げられた場合、インストールが失敗したり、everRun

システムを実行できなくなる可能性があります。

上記に加え、各ネットワークタイプに固有の以下のトピックを参照してください。

l 29ページの「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

l 28ページの「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

l 30ページの「SplitSite ネットワークの要件」

推奨構成

次に推奨されるネットワーク構成を示します。

l お使いのシステムに2 つの 1 Gbイーサネットポートと2 つの 10 Gbイーサネットポートが

ある場合:

n 1つの10Gbポートをプライベートネットワーク(priv0) に設定します。

n もう1つの10GbポートをA-Linkネットワークに設定します。

n 1つの1Gbポートを管理リンクに設定します。

n もう1つの1Gbポートをビジネスリンクに設定します。

l お使いのシステムに同じタイプのイーサネットポートが 4 つある場合(たとえば、1Gbポート

が4つ、または10Gbポートが4つある場合):

n 1つのポートをプライベートネットワーク(priv0) に設定します。

n 1つのポートをA-Linkネットワークに設定します。

n 1つのポートを管理リンクに設定します。

n 1つのポートをビジネスリンクに設定します。

注: 4つの1Gbイーサネットポートで構成されるシステムでは、十分なパフォー

マンスを得るのに必要なスループットを提供できない場合があります。このよう

なシステムで十分なパフォーマンスを得るには10Gbのアドオンカードを設置す

る必要があります。
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ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件

ビジネスネットワークおよび管理ネットワークには以下の要件が適用されます。

l IPv6リンクローカルアドレス指定を使用します。

l ビジネスネットワークまたは管理ネットワークの速度は、A-Linkネットワークの速度と同じか

それ以下でなければなりません。

l ボンディングおよびVLANのトランキングはサポートされません。

l VMは IPv4、IPv6、またはその他のイーサネットプロトコルを使用できます。

l サイトでSLAACまたはDHCPv6が有効にされている場合、IPv6ホストアクセスにすべてのビ

ジネスネットワークを使用できます。

l everRun可用性コンソールにアクセスするにはbiz0:0を使用します。これはプライマリ管理

PMにマイグレーションされるIPv4アドレスです。各PMは管理ネットワーク上で独自のIPv4

アドレス(ibiz0) も有しています。

l 各PMに少なくとも1つのビジネスネットワーク(これは管理ネットワークです)が必要です。

また最大20個のビジネスネットワークを構成できます。

イーサネットトラフィックが妨げなしに各PMからVMへ通信できるようにするには、次を行います。

l ビジネスネットワークに接続されているスイッチポートがARPパケット(余分なARPパケット

も含みます)をフィルタリングしないようにします。everRunシステムは、イーサネットスイッ

チにそのポート転送テーブルを更新してVMトラフィックを正しいeverRun PM上の適切な物理

イーサネットポートに転送するよう指示するために、ゲストVMの代理で余分なARPパケット

を送信します。

l ビジネスネットワークに接続されたスイッチポートは、イーサネットタイプ0x8807でレイヤ

2のマルチキャスト(アドレス01:E0:09:05:00:02) を許可する必要があります。

l RHELまたはCentos ゲストを構成して同じサブネットに複数のNICを設定する場合、非対称

ルーティングに起因するゲストネットワークの接続問題が発生することがあります。この問題を

回避するには、保護された仮想マシン(PVM)の /etc/sysctl.confファイルを変更します。以

下の行を追加してファイルを保存したうえでPVMをリブートしてください。

n net.ipv4.conf.default.rp_filter = 2

n net.ipv4.conf.all.rp_filter = 2
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A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件

l ビジネスネットワークに接続されたスイッチで、特定のビジネスリンクからもう片方のPMの対

応するビジネスリンクへのMACアドレスの移動を無効化するようなMACアドレスのセキュリ

ティ機能が有効になっていてはいけません。

l フェールオーバー応答を最適化するには、everRunシステムに接続されているすべてのスイッ

チで、MACのエイジング期限の値を1秒未満に設定します。

これらの要件を満たしていなかったり、VMが片方のeverRun PMからもう一方のPMにマイグレー

ションするときにスイッチがその転送テーブルを正しく更新できない場合には、VMで停電が発生

し、VMとの間でネットワークトラフィックが正しくやり取りされない可能性があります。

A-Link ネットワークとプライベートネットワークの要件

A-Linkネットワークおよびプライベートネットワークには以下の要件が適用されます。

l IPv6リンクローカルアドレス指定を使用します。

l everRunシステムの特定のPM上のすべてのA-Linkネットワークとプライベートネットワーク

は、プロトコルフィルタリングなしでもう一方のPM上の対応するリンクと同じL2ブロード

キャストドメインになければなりません。

l 2台のeverRun PM間で送信されるイーサネットパケットは、通信が妨げられたりレート制限

を受けないようにします。これらがL3ネットワークインフラストラクチャによってルーティン

グやスイッチングされていないことを確認してください。

l PMごとに1～8個のA-Linkネットワークを構成できますが、少なくとも2つのネットワーク

を構成するよう推奨します。

l 1～10Gbのイーサネットポートを使用します。A-Linkネットワークの速度は、ビジネスネッ

トワークまたは管理ネットワークの速度と同じかそれ以上でなければなりません。

l PM間におけるストレージ複製のためのネットワークトラフィックはA-Linkネットワークを介

して送信されます。A-Linkネットワークを直接接続する必要はなく、ネットワークスイッチに

も接続できます。

l プライベートネットワークにeverRunエンドポイント以外のネットワークホストは接続されま

せん。

l システムは各VMに最小1個、最大2個のA-Linkネットワークを割り当てます。ただし、各A-

Linkネットワークに複数のVMを割り当てることが可能です。

関連トピック
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20ページの「A-Linkネットワークとプライベートネットワーク」

SplitSite ネットワークの要件

このトピックでは、SplitSite 構成のネットワークの必要条件について説明します。

l 30ページの「A-Linkネットワークの要件」

l 30ページの「プライベートネットワークの要件」

l 31ページの「ビジネスネットワークの要件」

l 31ページの「管理ネットワークの要件」

A-Link ネットワークの要件

SplitSite 構成のA-Linkネットワークには次が必要です。

l NICは少なくとも1Gbの全二重モードを使用する必要があり、可能であれば10Gbを使用しま

す。

l FTレベルで保護された仮想マシン(VM)を実行するシステムの場合、A-Linkには次が必要で

す。

n VMあたり1Gbps の最小帯域幅

n ラウンドトリップ2msの最小サイト内遅延

l HAレベルで保護されたVMのみを実行するシステムの場合、A-Linkには次が必要です。

n VMあたり155Gbps の最小帯域幅

n ラウンドトリップ10ms の最小サイト内遅延

l 両方のA-Linkで同じカード(マルチポートNIC) を使用しないでください。

l A-Linkには専用のポイントツーポイントファイバ接続も使用できます。そうでない場合、これ

らはVLAN上に構成する必要があります。複数のA-Linkが1つのVLANを共有でき、また個別

のVLANを使用することも可能です。複数のeverRunシステムで、A-Link用に同じVLANを使

用できます。

プライベートネットワークの要件

SplitSite 構成のプライベートネットワークには次が必要です。
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ビジネスネットワークの要件

l NICは少なくとも1Gbで全二重モードであり、可能であれば10Gbを使用する必要がありま

す。

l VMあたり155Mbps の最小帯域幅。

l ラウンドトリップ10ms の最小サイト内遅延。プライベートネットワークに接続されたスイッ

チ、またはファイバーツーコッパーコンバータは、ルーティングおよびブロッキングなしでな

ければならず、ラウンドトリップ遅延が10ms を超えることはできません。遅延はファイバー

各100マイルごとに1msとして計算し、これにルーティングおよびブロッキングなしのスイッ

チまたはファイバーコンバータによる遅延を加算します。

l プライベートネットワークには専用のポイントツーポイントファイバ接続も使用できます。そ

うでない場合、これはプライベートVLAN上に構成する必要があります。everRun PMに接続さ

れた2つのVLANスイッチポート間にあるネットワーク機器に、プライベートネットワークの

ポート接続に使用されるVLANがフィルタリングを一切追加しないようにします。

ビジネスネットワークの要件

SplitSite 構成のビジネスネットワークには次が必要です。

l ネットワークはビジネスVLAN上に構成します。両方のノードのビジネスネットワークがこの

VLAN上になければなりません。

l これらのノードは同じレイヤ2マルチキャストドメイン内になければなりません。

l 各PM上のビジネスネットワークは、もう片方のPMのスイッチとは個別のスイッチに接続しま

す。

l everRunシステムには少なくとも1つのビジネスネットワークが必要です。上記の要件はすべ

て各ビジネスネットワークに適用されます。

管理ネットワークの要件

SplitSite 構成の管理ネットワークには次が必要です。

l デフォルトでは管理ネットワークはビジネスネットワークと共有されます。その場合、ビジネス

ネットワークの要件のすべてが管理ネットワークにも適用されます。

l リモート管理用にビジネスLANへのゲートウェイを構成します。

関連トピック

15ページの「SplitSite 構成」

19ページの「ネットワークアーキテクチャの概要」
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everRun 可用性コンソールの要件

everRun可用性コンソールは、everRunシステム、その物理マシン(PM)、および仮想マシン(VM)

をブラウザを使ってリモート管理する機能を提供します。

l 使用するコンピュータはeverRunシステムを含むサブネットにアクセスできる必要がありま

す。

l サポートされるブラウザを使用してください。「32ページの「対応しているインターネットブ

ラウザ」」を参照してください。

l お使いのコンピュータにJava 7以降のリリースがインストールされていることを確認します。 

ブラウザに最新バージョンへの更新を求めるメッセージが表示されることがあります。Java の

ダウンロードはhttp://www.java.com/ja から入手できます。

詳細については、「57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」」を参照してください。

対応しているインターネットブラウザ

ブラウザを使用してeverRun可用性コンソールに接続します。everRunシステムに対応しているブラ

ウザのみを使用してください。対応していないブラウザを使用すると、内容が正しく表示されなかった

り、ウィザードの一部が表示されないことがあります。

everRunシステムに対応しているブラウザは次のとおりです。

対応しているブラウザ リリース

Microsoft Internet Explorer™ IE9以降1

Mozilla® Firefox® 25以降

Google® Chrome™ 31以降

Java™ の要件

お使いのシステムで最新バージョンのJava を実行する必要があります。古いバージョンを使用してい

る場合、ウィザードやeverRun可用性コンソールのその他の機能の使用時に警告が表示されることが

あります。警告後もその機能を使い続けるとシステムがハングします。警告には最新バージョンの

Java をインストールして以下のいずれかを行うよう指示が表示されます。

1IE8は推奨されません。everRunの一部の機能がサポートされていません。
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クォーラムサーバの考慮事項

l Java のセキュリティ設定を"中"に下げる

l everRunシステムを例外サイトリストに追加する

l メッセージ内のリンクを使用して証明書をJava の署名者CAとして追加する

クォーラムサーバの考慮事項

クォーラムサービスの有効化と構成は、インストール後に行う構成タスクです。 Stratus では、優

先クォーラムサーバと代替サーバの2つのクォーラムサービスコンピュータを構成することを推奨し

ます。クォーラムサーバの概要については、「16ページの「クォーラムサーバ」」を参照してくださ

い。

クォーラムサービスソフトウェアを展開する場合、以下の要件を満たすWindows オペレーティング

システムが実行されている任意の汎用コンピュータまたはラップトップにインストールできます。

l オペレーティングシステム:Windows Server 2012、Windows Server 2008、Windows

Server 2003、Windows Vista、Windows 7、またはWindows 8 (電源を常にオンにします)

l ディスク容量: 100MB (最小要件)

l NIC: 少なくとも1つ

l 接続:管理ネットワーク経由でeverRun構成が利用可能であること

クォーラムサーバソフトウェアをインストールするには

1. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]セクション( everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) ) から、クォーラムサーバソフ

トウェアのインストーラファイルをダウンロードします。

2. クォーラムサーバでインストーラファイルをダブルクリックします。

注: クォーラムサーバソフトウェアを新しいバージョンにアップグレードする場合、以

前のバージョンをアンインストールする必要はありません。

上記のほかに、クォーラムサービスのベストプラクティスとして以下の点も考慮してください。

l クォーラムサービスコンピュータは2台構成します。クォーラムコンピュータと各ホスト間に

最小の共通ネットワーク機能が必要です。

l インストール時に、保護されたVM (PVM)がUDPポート4557を使用してクォーラムサービス

コンピュータにアクセスします。everRunで保護されたVMがUDPポート4557を使用し

33/491ページ

http://docs.oracle.com/javase/7/docs/technotes/guides/jweb/jcp/jcp.html
http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html


everRunユーザガイド

てクォーラムサービスコンピュータにアクセスできるよう、ファイアウォールの許可が必要で

す。(このポート割り当てがローカルインフラストラクチャと競合する場合、everRun可用性コ

ンソールを使用してクォーラムサーバを構成するときに別のポート番号を指定できます。)

l SplitSite で展開する場合、クォーラムサービスコンピュータをホストと同じサイトに配置する

ことはできません。優先クォーラムコンピュータと代替クォーラムコンピュータの両方で同じ

原因による障害が発生した場合、VMは冗長性を正常にダウングレードしてから、1台のホスト

を使用して運用を継続し、クォーラムコンピュータの復旧を待ちます。ただし、ホストと選択さ

れたクォーラムコンピュータで同じ原因による障害が起きた場合には、障害のないサーバで実行

されているVMが自動でシャットダウンします。クォーラムサーバとSplitSite 構成の詳細につ

いては、「30ページの「SplitSite ネットワークの要件」」および「15ページの「SplitSite 構

成」」を参照してください。

l 優先クォーラムサービスコンピュータと代替コンピュータを共通のサイトに置く必要がある場

合、それぞれ別のAC電源(フェーズ)につなぐか、個別のUPSデバイスに構成してください。

関連トピック

9ページの「物理マシンと仮想マシン」

73ページの「クォーラムサーバを構成する」

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

電源の要件と考慮事項

Stratus では可用性を最大限に高めるため、everRunのフォールトトレラント(FT) ソフトウェアを冗

長な電源装置から電力を得る物理マシン(PM)で実行することを強く推奨します。また、各PMの電源

装置をそれぞれ個別の電源に接続する必要があります。

同じ電源に接続する場合の構成例については、「36ページの「電源を接続する」」の図解を参照して

ください。

電源に関するその他の情報については、サーバのベンダーに問い合わせてください。

ソフトウェアのインストール

everRunソフトウェアを初めてインストールする場合は次を実行します。

1. インストール用にサイトとシステムを準備します。「35ページの「サイトとシステムの準

備」」を参照してください。
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サイトとシステムの準備

2. システムに電源をつなぎます。「36ページの「電源を接続する」」を参照してください。

3. everRunソフトウェアをインストールします。「40ページの「everRunソフトウェアをイン

ストールする」」を参照してください。

ソフトウェアのインストールが完了した後、「52ページの「インストール後のタスク」」を参照して

ください。

関連トピック

109ページの「everRunソフトウェアをアップグレードする」

サイトとシステムの準備

everRunソフトウェアをインストールする前に、サイトおよびシステムで以下の要件が満たされること

を確認してください。

l システムが「24ページの「システム要件の概要」」に説明されているすべての要件を満たして

いること。

l ストレージ構成が「26ページの「ストレージの要件」」に説明されているすべての要件を満た

していること。

l 各物理マシンへのキーボードおよびコンソールによるアクセスを提供します。このアクセスは、

物理的なキーボードとモニタ、キーボード-ビデオ-マウス(KVM)スイッチ、または適切に構成

されたリモートコンソールおよびキーボードアクセスを提供できるリモート管理カードのいず

れかの形態で提供できます。ベンダーのマニュアルに従って(たとえば直接VGA接続または

USB接続など)、キーボード/コンソールアクセスを接続します。

注: everRunソフトウェアをシリアルコンソールからインストールすることはで

きません。

l everRun可用性コンソール用のリモート管理コンピュータを提供し、これが「32ページの

「everRun可用性コンソールの要件」」に記載されているすべての要件を満たすことを確認し

ます。

l お使いのネットワークに最適な構成を判断します。「26ページの「全般的なネットワーク要件

と構成」」を参照してください。

l インストールには内蔵DVDドライブまたはUSB接続のDVDドライブを使用します。
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サイトおよびシステムで上記の要件が満たされることを確認したら、「34ページの「ソフトウェアの

インストール」」に戻ります。

電源を接続する
電源を接続するには、everRunサーバに、それぞれ別の電源に接続された冗長な電源装置を構成しま

す。電源を接続した後、「34ページの「ソフトウェアのインストール」」に戻ります。

UPS (オプション)

次の図は、1台または2台のオプションの無停電電源装置(UPS) をeverRunシステムに接続する方法

を示します。

1 台の UPS:
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everRunソフトウェアを入手する

2 台の UPS:

関連トピック

34ページの「電源の要件と考慮事項」

everRun ソフトウェアを入手する

Stratus ではeverRunのインストールメディアをISOイメージとして提供しています。このイメージ

から直接ブートしたり、イメージをDVDに書き込みことができます。

注: ISOイメージをフラッシュドライブからブートすることはできません。

ISO イメージを取得する

1. インターネットに接続している任意のコンピュータで、 everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html)に移動します。

2. everRunソフトウェアのISOイメージ(everRun_install-7.x.x.x-xxx.iso) をダウンロード

するには、[Product Download (製品ダウンロード)]の下の [everRun 7.x.x.x ISO

Image] をクリックします。ISOイメージを保存します。

注: インターネット接続の状態によって、ダウンロード処理が完了するまでに最長

で30分を要する場合があります。
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ダウンロードの処理中にファイルが破損されることがあります。ダウンロードしたファイルが破

損されていないことを確認するには、ISOイメージを検証します。ISOイメージを検証した後、

あるいは検証をスキップする場合は、ステップ3に進みます。

ISO イメージを検証する (Windows)

1. Microsoft サポートWebサイトからMicrosoft File Checksum Integrity Verifier (FCIV) 実行

可能ファイルをダウンロードします。ダウンロード済みのISOファイルが保存されているディ

レクトリに、このファイルを保存します。

2. FCIV検証ファイルをダウンロードします。[Product Download (製品ダウンロード)]の下で

[everRun 7.x.x.x ISO fciv] を右クリックし、[Save Link As (リンクの保存)]を選択しま

す。ダウンロード済みのISOファイルが保存されているディレクトリに、このファイルを保存し

ます。

3. コマンドプロンプトを開きます。ISO、実行可能ファイル、および検証ファイルが保存されてい

るディレクトリから、次のコマンドを入力してISOイメージのステータスをチェックします。

fciv –v –xml everRun_install-7.x.x.x-xxx.xml

4. コマンドが成功した場合(つまり" すべてのファイルが正しく確認されました" という

メッセージが返された場合)、最終ステップに進みます。コマンドが失敗した場合はもう一度ダ

ウンロードを行います。

ISO イメージを検証する (Linux)

1. md5sum検証ファイルをダウンロードします。[Product Download (製品ダウンロード)]

の下で[everRun 7.x.x.x ISO md5sum] をクリックします。ダウンロード済みのISOファ

イルが保存されているディレクトリに、このファイルを保存します。

2. ISOファイルと検証ファイルが保存されているディレクトリから、次のコマンドを入力してISO

イメージのステータスをチェックします。

md5sum -c everRun_install-7.x.x.x-xxx.md5

3. コマンドが成功した場合(つまり" everRun_install-7.x.x.x-xxx.iso: OK" とい

うメッセージが返された場合)、最終ステップに進みます。コマンドが失敗した場合はもう一度

ダウンロードを行います。

最終ステップ

検証が完了したら(あるいは検証をスキップした場合)、次のいずれかを実行します。
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BIOSを構成する

l ISOイメージをDVDに書き込んでから、「40ページの「everRunソフトウェアをインストー

ルする」」の次の手順を実行します。

l ISOイメージをDVDに書き込まない場合、そのまま「40ページの「everRunソフトウェアを

インストールする」」の次の手順を実行します。

BIOS を構成する

ソフトウェアのインストールを実行する前に、一部のBIOS設定を変更する必要があります。また、そ

れ以外にオプションの(ただし推奨される) BIOS設定変更もあります。

BIOS設定を変更したら、変更を保存してインストール手順の次のステップ(「44ページの「1台目の

PMにソフトウェアをインストールする」」または「49ページの「2台目のPMにソフトウェアをイン

ストールする」」)を実行します。

注: このトピックではBIOS設定に関する一般的な情報を説明します。BIOS設定は設定

名も含めて一貫していないため、BIOS設定の実際の変更手順については製造元のマニュ

アルを参照してください。

必須の設定

以下のBIOS設定は必須です。

First Boot Device

どのデバイスがオペレーティングシステムをブートするか

を制御します。最初のブートデバイスは光学式ドライブに

設定します。

Virtualization Technology

プロセッサがVirtualization Technology (仮想化技術)を使

用できるようにします。これはEnabled (有効)に設定しま

す。

Execute-Disable Bit

Capability

プロセッサがメモリ内でアプリケーションコードの実行が

可能な領域と不可能な領域を指定できるようにします。これ

は悪意のあるコード攻撃を阻止するため、Enabled (有効)

に設定します。

推奨される設定

以下のBIOS設定は任意ですが、設定することを推奨します。
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AC Power Recovery
サーバを自動的に電源オンにして電源サイクル後にブート

するかどうかを指定します。推奨設定はON (オン)です。

F1/F2 Prompt on Error (Dell

システムのみ)

プロセスの処理中にエラーが検出された場合はブートを終

了します。everRunシステムはサーバが稼動した後に追加

の情報を提供できる可能性があるので、Disable (無効)に

設定します。

everRun ソフトウェアをインストールする

everRunソフトウェアをシステムに初めてインストールするには、この手順を実行します。

警告: everRunソフトウェアをインストールすると、すべてのハードドライブからデータが

消去されます。

everRun ソフトウェアを初めてインストールするには

1. リモート管理コンピュータでeverRunソフトウェアを入手します。「37ページの「everRun

ソフトウェアを入手する」」を参照してください。

2.  everRunシステムで次を実行します。

a. 物理マシン(PM)でキーボードとコンソールにアクセスできない場合、アクセスできるよ

うにします(「35ページの「サイトとシステムの準備」」を参照してください)。

b. 構成するネットワーク用のイーサネットケーブルを接続します。「40ページの「イーサ

ネットケーブルを接続する」」を参照してください。

3. 1台目のPMへのインストールを実行します。「44ページの「1台目のPMにソフトウェアをイ

ンストールする」」を参照してください。

4. 1台目のPMでソフトウェアのインストールが完了した後、2台目のPMでインストールを実行

します。「49ページの「2台目のPMにソフトウェアをインストールする」」を参照してくだ

さい。

これでインストールが完了します。インストール後に必要な手順を実行するには、「52ページの「イ

ンストール後のタスク」」を参照してください。

イーサネットケーブルを接続する
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everRunソフトウェアを初めてインストールする場合、その前にネットワークのイーサネットケーブ

ルを接続する必要があります。

注: ソフトウェアのインストールが完了した後で追加のネットワークをインストールする

には、「54ページの「追加のネットワークを接続する」」を参照してください。

各物理マシン(PM)で1つのネットワークポートをプライベートネットワーク(priv0) に割り当て、も

う1つのネットワークポートを管理ネットワーク(ibiz0) に割り当てます。プライベートネットワーク

と管理ネットワークには、任意のネットワークポート(1Gbまたは10Gb) を使用できます

が、Stratus では内蔵ネットワークポートの使用を推奨します。すべてのネットワークポートに

CAT5E、CAT6、またはCAT7ネットワークケーブルを使用します。

次の図はeverRunネットワークの構成の例を示します。

Stratus では、次のイーサネットケーブル構成を推奨します。

l プライベートネットワークの場合、イーサネットケーブルで1台目のPMの任意の内蔵ポート

と2台目のPMの同じ内蔵ポートをつなぎます。プライベートネットワークをA-Linkとして使

用する場合、ケーブルを10Gbポートに接続してください(インストールされている場合)。

l 管理ネットワークの場合、イーサネットケーブルで各PMの内蔵ポートを、リモート管理コン

ピュータからアクセス可能なネットワークに接続します。

注: プライベートネットワークおよび管理ネットワークに使用したポート番号をメ

モします。この情報はインストールソフトウェアに入力する必要があります。

l 各A-Linkネットワークについて、イーサネットケーブルで1台目のPMのポートと2台目の
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PMのポートを直接つなぐか、ネットワークスイッチ経由で接続します。

注: Stratus は、プライベートネットワークに加えて少なくとも1つのA-Link

ネットワークを構成することを推奨します。「29ページの「A-Linkネット

ワークとプライベートネットワークの要件」」を参照してください。

l 各ビジネスネットワークについて、イーサネットケーブルを使って1台目のPMのポートと2

台目のPMのポートをネットワークスイッチ経由で接続します。

イーサネットケーブルを接続した後、「40ページの「everRunソフトウェアをインストールする」」

の次の手順を実行します。

関連トピック

29ページの「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

28ページの「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

32ページの「everRun可用性コンソールの要件」

54ページの「追加のネットワークを接続する」

インストールのオプション

everRunのDVDを挿入すると、ウェルカム画面が開いて次のインストールオプションのリストが表示

されます。上下の矢印キーを使用して、目的のタスクに応じたオプションを選択します。その後 Tab

キーを押してコマンドラインに変更を加えることができます。最後に Enterキーを押して、DVDから

インストールプログラムをブートします。

タスク オプション 説明

1台目の

PMで初

期イン

ストー

ルを実

行する

Install

everRun,

Create a new

system

(everRun のイ

ンストール、新

しいシステムの

作成)

接続されているすべてのディスクからすべてのパーティションを

削除し、CentOSおよびeverRunソフトウェアをインストール

して、新しいシステムを作成します。「44ページの「1台目の

PMにソフトウェアをインストールする」」を参照してくださ

い。
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タスク オプション 説明

2台目の

PMで初

期イン

ストー

ルを実

行

し、PM

を交換

する

Replace PM,

Join system:

Initialize

data (PM の交

換、システムの

結合: データの

初期化)

接続されているすべてのディスクからすべてのパーティションを

削除し、CentOSおよびeverRunソフトウェアをインストール

して、既存のシステムに接続を試みます。「49ページの「2台

目のPMにソフトウェアをインストールする」」および「256

ページの「物理マシン、マザーボード、NIC、またはRAIDコン

トローラを交換する」」を参照してください。

故障し

たPM

を復旧

する

Recover PM,

Join system:

Preserving

data (PM の復

旧、システムの

結合: データの

維持)

すべてのデータを維持しますが、/bootおよび rootファイル

システムを再作成してCentOSおよびeverRunソフトウェアを

再インストールし、既存のシステムに接続を試みます。「142

ページの「故障した物理マシンを復旧する」」を参照してくださ

い。

レス

キュー

モード

でブー

トする

Rescue the

installed

system (インス

トール済みシス

テムのレス

キュー)

レスキューモードでブートします。

ローカ

ルドラ

イブか

らブー

トする

Boot from

local drive

(ローカル ドラ

イブからブー

ト)

ローカルドライブからブートします。
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タスク オプション 説明

メモリ

テスト

を実行

する

Memory test

(メモリ テス

ト)

メモリテストを実行します。

1 台目の PM にソフトウェアをインストールする

このトピックでは、1台目の物理マシン(PM)であるnode0に初めてeverRunソフトウェアをインス

トールする手順を説明します。

注: ISOイメージをマウントする方法でインストールを実行するには、最初にシステムの

リモート管理機能(たとえば、Dellシステムの場合は iDRACなど)を構成する必要があり

ます。手順については製造元のマニュアルを参照してください。

1 台目の PM に初めて ソフトウェアをインストールするには

1. 1台目のPMに電源が入っていない場合は電源を投入します。インストールソフトウェアの

DVDを挿入するか、ISOイメージをマウントします。

2. システムの電源がオンになったらBIOSに入って必須およびオプションのBIOS設定を構成しま

す。「39ページの「BIOSを構成する」」を参照してください。

注: キーボードに異なる言語を構成するには、「47ページの「キーボードをマッ

ピングする」」を参照してください。

3. インストールソフトウェアが読み込まれると、[Welcome (ウェルカム)]画面が開いて「42

ページの「インストールのオプション」」で説明されているオプションが表示されます。この画

面で初期インストールの実行方法を次の2つから選択できます。

n 方法 1: ユーザインタフェースを使ってインストールを実行する。この方法はインストー

ル処理に慣れておらず、プロンプトが表示されるGUIベースの操作手順を好むユーザに

適しています。

n 方法 2: コマンドラインを使ってインストールを実行する。この方法ではインストール処

理を自動化できます。前もってIPの設定を入力しておき、ユーザ操作なしでインストー
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ル処理を実行できます。この方法は、ソフトウェアを再インストールする必要があり、す

べてのIP設定が事前にわかっている場合は特に便利です。

方法 1: ユーザインタフェースを使ってインストールを実行する

1. 矢印キーを使用して [Install everRun, Create a new system (PM の交換、システ

ムの結合: データの初期化)]を選択し、Enterキーを押します。

注: 次のステップで説明されている画面が表示されるまで、操作は必要あり

ません。

2. [Select interface for private Physical Machine connection (プライベート物理マ
シンに接続するインタフェースの選択)]画面で、プライベートネットワークに使用する

物理インタフェースを設定します。最初の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em1

に移動して(選択されていない場合)、F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に

進みます。

注:

1. 使用するポートを判断できない場合、矢印キーでいずれかのポートを選

択して [Identify (識別)]ボタンをクリックします。すると選択した

ポートのLEDが30秒間点滅し、ポートの位置を確認できます。LEDは

ネットワークのアクティビティを示すために点滅する場合もあるの

で、Stratus では、識別プロセスではケーブルを抜いておくよう推奨し

ます。識別が完了したら、直ちにケーブルを差し込み直します。

2. システムに内蔵ポートがない場合、代わりに最初のオプションのインタ

フェースを選択します。

3. [Select interface for managing the system (ibiz0) (システムを管理するインタ
フェースの選択 (ibiz0))]画面で、管理ネットワークに使用する物理インタフェースを設

定します。2つ目の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em2に移動して(選択され

ていない場合)、F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注: システムに内蔵ポートが1つだけある場合、最初のオプションのインタ

フェースを選択します。システムに内蔵ポートがない場合、2番目のオプ

ションのインタフェースを選択します。
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4. [Select the method to configure ibiz0 (ibiz0 を構成する方法の選択)]画面

で、node0の管理ネットワークを動的なIP構成と静的なIP構成のどちらかに設定しま

す。通常の場合は静的なIP構成に設定するので、矢印キーで [Manual configuration

(Static Address) (手動構成 (静的アドレス))]を選択して F12キーを押し、選択内容

を保存して次の画面に進みます。動的なIP構成に設定する場合は、[Automatic

configuration via DHCP (DHCP による自動構成)]を選択して F12キーを押し、選

択内容を保存して次の画面に進みます。

5. この前の手順で [Manual configuration(Static Address) (手動構成 (静的アドレ

ス))]を選択した場合は [Configure em2 (em2 の構成)]画面が表示されます。次の

情報を入力して F12キーを押します。

n IPv4 address (IPv4アドレス)

n Netmask (ネットマスク)

n Default gateway address (デフォルトゲートウェイアドレス)

n Domain name server address (ドメイン名サーバアドレス)

この情報は担当のネットワーク管理者に問い合わせてください。

注: 入力した情報が無効な場合、有効な情報を入力するまで同じ画面が再表

示されます。

方法 2: コマンドラインを使ってインストールを実行する

1. Tabキーを押してコマンドラインを表示します。

2. プライベートネットワーク(priv0) の値を設定します。

n 最初の内蔵インタフェースを使用するには、次を入力します。

priv0=em1

n デフォルトのインタフェースを自動で選択するには、次を入力します。

priv0=auto

n MACアドレスのあるインタフェースを使用するには、次のいずれかを選択します:

priv0=AA-BB-CC-DD-EE-FFまたは priv0=AABBCCDDEEFF

3. 管理ネットワーク(ibiz0) の値を設定します。
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n BOOTPで2番目の内蔵インタフェースを使用するには、次を入力します。

ibiz0=em2:bootp

n インタフェースを自動的に選択してDHCPを使用するには、次を入力します。

ibiz0=auto:dhcp

n 静的な構成のIPアドレス10.83.51.116、ネットマスク255.255.0.0、デフォル

トゲートウェイ10.83.0.1、および2つのDNSサーバ134.111.24.254と

134.111.18.14をそれぞれ使用するには、次を入力します。

ibiz0=em2:10.83.51.116/16:10.83.0.1:134.111.24.254,134.111.18

.14

n システム管理者にデフォルトインタフェースの構成のクエリを行うには、次を入力

します。

ibiz0=auto

4. コマンドラインに必要な値を入力したら、Enterキーを押します。

4. これ以降はプロンプトの表示なしでインストール処理が続行されます。1台目のPMがリブート

するまで操作は必要ありません。リブートしたら、次を行います。

a. DVDを取り出すか、ISOイメージをアンマウントします。

b. IPアドレスを動的に取得するよう構成してある場合、「49ページの「管理IPアドレス

を記録する」」の説明に従って、そのIP アドレスを記録します。

5. 「40ページの「everRunソフトウェアをインストールする」」の次の手順を実行します。

キーボードをマッピングする

ソフトウェアのインストール時あるいはインストール後に、キーボードを構成してレイアウトを変更で

きます。

以下のキーボードレイアウトがサポートされています。

レイアウト 言語

de ドイツ語

de-latin1 ドイツ語(latin1)
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レイアウト 言語

de-latin1-nodeadkey ドイツ語(latin1デッドキーなし)

dvorak ドボラック

jp106 日本語

sg ドイツ語-スイス

sg-latin1 ドイツ語⁻スイス(latin1)

uk 英国

us 英語-米国

us-acentos 米国 (インターナショナル)

インストール時にキーボードレイアウトを構成するには

1. 1台目のPMのブート時に、ブートメニューから [インストール]、[リカバリ]、または [リペ

ア]を選択します。

2. Tabキーを押してカーネルコマンドラインにアクセスします。

3. keymapカーネル引数を指定して正しいキーボードレイアウトを構成します。次は日本語の

キーボードレイアウトを構成する場合の例です。

keymap=jp106

4. Enterキーを押してブートシーケンスを続行します。

5. 2台目のPMで上記の手順を繰り返します。

インストールが済んだ後でキーボードレイアウトを構成するには

1. 1台目のPMに rootとしてログインします。

2. コマンドラインから system-config-keyboardコマンドを使用してコンソールのキー

ボードに一致するキーマッピングを選択します。リブートする必要はありません。次はドイツ語

のキーボードレイアウトを構成する場合の例です。
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system-config-keyboard de

3. Enterキーを押します。

4. 2台目のPMで上記の手順を繰り返します。

関連トピック

44ページの「1台目のPMにソフトウェアをインストールする」

52ページの「インストール後のタスク」

管理 IP アドレスを記録する

システムIPアドレスを構成するために、ネットワーク管理者が各物理マシン(PM)の管理IPアドレス

を必要とする場合があります。この手順は、動的なIPアドレスを使用するように管理ネットワークを構

成している場合に実行します。(管理ネットワークに静的なIPアドレスを使用している場合、ネット

ワーク管理者は既にこの情報を把握しています。)

1. 1台目のPMのインストールとリブートが完了すると、次のようなログイン画面が表示されま

す。

everRun

IPv4 address 10.84.52.117

IPv6 address 3d00:feed:face:1083:225:64ff:fe8d:1b6e

IPv6 address fe80: :225:64ff:fe8d:1b6e

2. 画面に表示されたIPv4アドレスを記録します。

3. この IPアドレスをネットワーク管理者に提供します。

「40ページの「everRunソフトウェアをインストールする」」に戻り、次の手順を参照します。

2 台目の PM にソフトウェアをインストールする

このトピックでは、2台目の物理マシン(PM)であるnode1に初めてeverRunソフトウェアをインス

トールする手順を説明します。

注: ISOイメージをマウントする方法でインストールを実行するには、最初にシステムの

リモート管理機能(たとえば、Dellシステムの場合は iDRACなど)を構成する必要があり

ます。手順については製造元のマニュアルを参照してください。
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2 台目の PM に初めて ソフトウェアをインストールするには

1. 2台目のPMに電源が入っていない場合は電源を投入します。インストールソフトウェアの

DVDを挿入するか、ISOイメージをマウントします。

2. システムの電源がオンになったらBIOSに入って必須およびオプションのBIOS設定を構成しま

す。「39ページの「BIOSを構成する」」を参照してください。

3. インストールソフトウェアが読み込まれると、[Welcome (ウェルカム)]画面が開いて「42

ページの「インストールのオプション」」で説明されているオプションが表示されます。この画

面から、ユーザインタフェースまたはコマンドラインのどちらかを使用して初期インストール

を実行できます。このトピックでは、ユーザインタフェースを使ってインストールを実行する手

順を説明します。コマンドラインを使ってインストールを実行するには、「44ページの「1台

目のPMにソフトウェアをインストールする」」の「方法2: コマンドラインを使ってインス

トールを実行する」を参照してください。

4. 矢印キーを使用して [Replace PM, Join system: Initialize data (PM の交換、システムの

結合: データの初期化)]を選択し、Enterキーを押します。

注: 次のステップで説明されている画面が表示されるまで、操作は必要ありませ

ん。

5. [Select interface for private Physical Machine connection (プライベート物理マシンに
接続するインタフェースの選択)]画面で、プライベートネットワークに使用する物理インタ

フェースを設定します。最初の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em1に移動して(選択

されていない場合)、F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注:

1. 使用するポートを判断できない場合、矢印キーでいずれかのポートを選択して

[Identify (識別)]ボタンをクリックします。すると選択したポートのLEDが

30秒間点滅し、ポートの位置を確認できます。LEDはネットワークのアク

ティビティを示すために点滅する場合もあるので、Stratus では、識別プロセ

スではケーブルを抜いておくよう推奨します。識別が完了したら、直ちにケー

ブルを差し込み直します。

2. システムに内蔵ポートがない場合、代わりに最初のオプションのインタフェー

スを選択します。
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6. [Select interface for managing the system (ibiz0) (システムを管理するインタフェース
の選択 (ibiz0))]画面で、管理ネットワークに使用する物理インタフェースを設定します。2つ

目の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em2に移動して(選択されていない場合)、F12

キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注: システムに内蔵ポートが1つだけある場合、最初のオプションのインタフェー

スを選択します。システムに内蔵ポートがない場合、2番目のオプションのインタ

フェースを選択します。

7. [Select the method to configure ibiz0 (ibiz0 を構成する方法の選択)]画面で、node1

の管理ネットワークを動的なIP構成と静的なIP構成のどちらかに設定します。通常の場合は静

的なIP構成に設定するので、矢印キーで [Manual configuration (Static Address) (手動

構成 (静的アドレス))]を選択して F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

動的IP構成に設定する場合には、[Automatic configuration via DHCP (DHCP による自

動構成)]を選択して F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

8. この前の手順で [Manual configuration(Static Address) (手動構成 (静的アドレス))]を

選択した場合は [Configure em2 (em2 の構成)]画面が表示されます。次の情報を入力して

F12キーを押します。

n IPv4 address (IPv4アドレス)

n Netmask (ネットマスク)

n Default gateway address (デフォルトゲートウェイアドレス)

n Domain name server address (ドメイン名サーバアドレス)

この情報は担当のネットワーク管理者に問い合わせてください。

注: 入力した情報が無効な場合、有効な情報を入力するまで同じ画面が再表示され

ます。

9. これ以降はプロンプトの表示なしでインストール処理が続行されます。2台目のPMがリブート

するまで操作は必要ありません。リブートしたら、次を行います。
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a. DVDを取り出すか、ISOイメージをアンマウントします。

b. IPアドレスを動的に取得するよう構成してある場合、「49ページの「管理IPアドレス

を記録する」」の説明に従って、そのIP アドレスを記録します。

10. 「40ページの「everRunソフトウェアをインストールする」」の次の手順を実行します。

インストール後のタスク

システムのインストールが完了した後、次のようなインストール後のタスクをいくつか実行する必要が

あります。

l 52ページの「システムIP情報を取得する」

l 53ページの「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」

l 必要なシステムの基本設定を構成する:

n 74ページの「日付と時刻を構成する」

n 85ページの「リモートサポート設定を構成する」

n 73ページの「クォーラムサーバを構成する」

n 66ページの「所有者情報を指定する」

l 76ページの「Active Directory を構成する」

l 104ページの「ローカルユーザアカウントを管理する」

l 60ページの「ダッシュボードで未対応のアラートを解決する」

l 54ページの「追加のネットワークを接続する」

システム IP 情報を取得する

everRunソフトウェアをインストールした後、everRun可用性コンソールに初めてログオンするため

にnode0の IPアドレスが必要になります(「53ページの「everRun可用性コンソールに初めてログ

オンする」」を参照してください)。初めてのログオンを完了させるには、システムIP情報も必要で

す。この情報はネットワーク管理者から提供されます。ネットワーク管理者がシステムIP情報を特定で

きるよう、node0とnode1の IPアドレスをネットワーク管理者に提供します(「49ページの「管理

IPアドレスを記録する」」を参照してください)。

システムのIPアドレスを取得します。これは静的なIPアドレスでなければなりません。動的なIPアド

レスは使用しないでください。
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関連トピック

34ページの「ソフトウェアのインストール」

52ページの「インストール後のタスク」

everRun 可用性コンソールに初めてログオンする

everRunソフトウェアのインストールを完了した後、everRun可用性コンソールにログオンしてエン

ドユーザライセンス契約(EULA) に同意しeverRunシステムを管理します。

前提条件: everRun可用性コンソールに初めてログオンする場合、次の情報が必要です。

l node0 (プライマリ) IPアドレス—インストールの操作中にメモしたアドレスです。

「49ページの「管理IPアドレスを記録する」」を参照してください。

l システムのIPアドレス—この情報はネットワーク管理者が提供します。「52ページ

の「システムIP情報を取得する」」を参照してください。

l everRunソフトウェアの購入時にStratus から受け取ったライセンス .KEYファイ

ル—初回のログオンを完了するにはこのファイルをeverRun可用性コンソールに

アップロードする必要があります。初めてログオンを行う前にこのファイルの場所を

確認してください。

everRun可用性コンソールに初めてログオンするには

1. リモート管理コンピュータから、ブラウザのアドレスバーにnode0 (プライマリ)の IPアドレス

を入力します。

everRun可用性コンソールのログオンページが表示されます。

2. [ユーザ名]に admin、[パスワード]に adminと入力し、[ログイン]をクリックします。

Stratus everRunのEULAが表示されます。

3. EULAを読み、その内容に同意する場合は [同意する]をクリックします。

[初期の構成]ページが表示されます。

4. デフォルトでは [通知]の下の [サポート通知の有効化]ボックスがオンになっていま

す。everRunシステムからStratus 認定サービス業者サービスプロバイダに稼動状態およびス

タータスの通知が送信されないようにするには、このチェックボックスをオフにします。この設
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定は後でも変更できます(「85ページの「リモートサポート設定を構成する」」を参照してく

ださい)。

5. [システム IP]の下で、IPアドレスに担当のネットワーク管理者から受け取ったアドレスを入力

します。

ネットワークの情報を入力したら、[続行]をクリックします。

6. [ポータルの再起動が必要]ウィンドウが表示されます。ウィンドウの表示に従って1分ほど待機

してから、[OK]をクリックしてコンソールをリフレッシュし、操作を続行します。

7. [ライセンス情報]ウィンドウが表示されます。[ライセンスキーのアップロード]の下で [参照]

をクリックし、Stratus から取得したライセンス .KEYファイルを参照します。ライセンスファ

イルを選択して [アップロード]をクリックします。

初回ログオンが完了し、everRun可用性コンソールが表示されます。今後コンソールにログオンする際

に使用できるよう、このシステムIPアドレスはブックマークに保存するか、メモします。

セキュリティ保護のため、[ユーザとグループ]ページで adminアカウントのデフォルトのユーザログ

イン名とパスワードを変更してください。「104ページの「ローカルユーザアカウントを管理す

る」」を参照してください。

関連トピック

34ページの「ソフトウェアのインストール」

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

追加のネットワークを接続する

everRunインストールソフトウェアは、インストール時に物理的に接続されているすべてのネット

ワークポートにネットワークを接続します。このトピックでは、ソフトウェアのインストールが完了し

た後で追加のネットワークを接続する手順について説明します。

ネットワークを接続するには

1. イーサネットケーブルで1台目のPMのポートと2台目のPMのポートをつなぎます。各PMで

同じNICスロットとポート番号を使用するのが理想的です。ケーブルは(A-Linkネットワークの

場合)直接接続するか、(A-Linkネットワークまたはビジネスネットワークの場合)ネットワーク

スイッチ経由で接続します。
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2. everRun可用性コンソールで、[ネットワーク]ページを表示します。

a. 通常は1分以内に新しい共有ネットワーク名が表示されます。表示されない場合、ケーブ

ルが異なるサブネット上にあるか、PM間でNICポートに互換性がない(たとえばケーブ

ルの一方が10Gbポートに接続され、もう片方が1Gbポートに接続されている)ことを

示しています。

b. [構成]ボタンをクリックしてネットワークをA-Linkネットワークとビジネスネット

ワークのどちらにするかを選択します。直接接続の場合、A-Linkネットワークに設定する

必要があります。そうでない場合、A-Linkネットワークとビジネスネットワークのどち

らにも設定できます。

c. 新しい共有ネットワークに緑のチェックマークが表示されることを確認します。

3. 両方のPMで、追加のネットワークケーブルを1度に1組ずつ接続します。各PMで同じNIC

スロットとポート番号を使用するのが理想的です。

関連トピック

40ページの「イーサネットケーブルを接続する」

29ページの「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

28ページの「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

26ページの「全般的なネットワーク要件と構成」
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第 3 章: everRun 可用性コンソールを使用する

everRun可用性コンソールは、everRunシステムの管理とモニタリングをリモートの管理コンピュー

タから行う機能を提供するブラウザベースのインタフェースです。このコンソールの概要については、

「58ページの「everRun可用性コンソール」」を参照してください。

everRun可用性コンソール内の各ページに関する情報については、以下のトピックを参照してくださ

い。

l 60ページの「[ダッシュボード]ページ」

l 61ページの「[システム]ページ」

l 64ページの「[基本設定]ページ」

l 88ページの「[アラート]ページ」

l 89ページの「[監査]ページ」

l 90ページの「[物理マシン]ページ」

l 93ページの「[仮想マシン]ページ」

l 98ページの「[スナップショット]ページ」

l 99ページの「[ボリューム]ページ」

l 100ページの「[ストレージグループ]ページ」

l 101ページの「[ネットワーク]ページ」

l 102ページの「[仮想CD]ページ」
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l 103ページの「[アップグレードキット]ページ」

l 103ページの「[ユーザとグループ]ページ」

everRun 可用性コンソール

everRun可用性コンソールは、everRunシステムの管理とモニタリングをリモートの管理コンピュー

タから行う機能を提供するブラウザベースのインタフェースです。システムに対するすべての管理操作

をコンソールから実行でき、システム全体および個々の物理マシン(PM)、仮想マシン(VM)、およびそ

の他のリソースにアクセスすることができます。

everRun可用性コンソールで実行されるリモート管理コンピュータの要件については、「32ページの

「everRun可用性コンソールの要件」」を参照してください。

everRun可用性コンソールを使用して、次のさまざまな管理機能を実行できます。

l ダッシュボードからシステムアラートを確認します。「60ページの「[ダッシュボード]ペー

ジ」」を参照してください。

l [システム]ページから、VM、CPU、メモリ、およびストレージに関する統計を表示し、システ

ムのリブートまたはシャットダウンを実行します。「61ページの「[システム]ページ」」を参

照してください。

l システム、診断、通知(e アラートとSNMP構成)、およびリモートサポート(通知とアクセス)

の基本設定を指定します。システムの基本設定には、所有者情報とIPアドレスの構成

値、クォーラムサービス、日付と時刻、などが含まれます。「64ページの「[基本設定]ペー

ジ」」を参照してください。

l アラートおよび監査ログを表示します。「88ページの「[アラート]ページ」」および「89ペー

ジの「[監査]ページ」」を参照してください。

l 以下のリソースのモニタリング、管理、およびメンテナンスを行います。

n PMのステータス、ストレージ、ディスク、ネットワーク、およびセンサー。「90ページ

の「[物理マシン]ページ」」を参照してください。

n VMのステータスおよび管理タスク。VMの作成、インポート/復元、管理、およびメンテ

ナンスを含みます。「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照してください。

n スナップショットのステータスおよび管理タスク。スナップショットのエクスポートおよ

び削除を含みます。「98ページの「[スナップショット]ページ」」を参照してくださ

い。
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n ボリューム。状態、サイズ、およびストレージグループを含みます。「99ページの

「[ボリューム]ページ」」を参照してください。

n ストレージグループ。名前、使用サイズ、サイズ、およびボリューム数を含みます。

「100ページの「[ストレージグループ]ページ」」を参照してください。

n ネットワーク。状態、物理インタフェース、速度、MACアドレス、ネットワーク帯域

幅、およびパケット統計を含みます。「101ページの「[ネットワーク]ページ」」を参

照してください。

n 仮想CD。状態、サイズ、およびストレージグループを含みます。「102ページの「[仮

想CD]ページ」」を参照してください。

l ライブラリにあるアップグレードキット、ユーザ、およびグループのモニタリングと管理を行い

ます。「103ページの「[アップグレードキット]ページ」」および「103ページの「[ユーザ

とグループ]ページ」」を参照してください。

関連トピック

53ページの「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」

59ページの「everRun可用性コンソールにログオンする」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

everRun 可用性コンソールにログオンする

everRun可用性コンソールにログオンして、everRunシステムを管理します。コンソールを使用し

て、システムの物理マシン(PM)、仮想マシン(VM)、ストレージ、ネットワークなどを管理できます。

また、統計データを作成してアラートやログを表示することもできます。

everRun可用性コンソールにログオンするには

1. ブラウザのアドレスバーに、everRunシステムのIPアドレスまたは完全修飾名(FQDN)を次

のように入力します。
http://<IPアドレス>

または、

http://<FQDN名>

<IPアドレス>はeverRunシステムの静的IPアドレスで、インストール時に指定されます。

<FQDN名>はそのIPアドレスに対応するFQDN名です。
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2. ログオンページが表示されたら、ユーザ名とパスワードを入力します。

3. [ログイン]をクリックします。

関連トピック

53ページの「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

[ダッシュボード] ページ

[ダッシュボード]ページには、everRunシステムの未対応のアラートのサマリが表示されます。この

ページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [ダッシュボード]をクリックします。

未解決のアラートに関する追加の情報を表示するには、アラートのリストでエントリをクリックする

か、everRunシステム図にあるアラート記号(たとえば )をクリックします。次の情報が表示されま

す。

l 問題に関連するコンポーネント(たとえばeverRunシステム、物理マシン(PM)、仮想マシン

(VM)など)。

l 対処が必要なアクティビティまたはタスクの説明。

l 問題の解決が必要な理由(該当する場合)。

アクティブなアラートはできるだけ早期に解決してください(「60ページの「ダッシュボードで未対応

のアラートを解決する」」を参照)。

everRun システム図を理解する

[ダッシュボード]ページのシステム図は、システムのステータスを視覚的に示すものです。星印はプラ

イマリPMを表します。アラート記号がある場合、これは情報目的のアラートか、対処が必要な重要な

アラートを表します。アラート記号をクリックすると、そのアラートに関する情報が表示されます。

関連トピック

90ページの「[物理マシン]ページ」

61ページの「[システム]ページ」

93ページの「[仮想マシン]ページ」

ダッシュボードで未対応のアラートを解決する
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システムのインストールを完了した後、[ダッシュボード]ページに表示される未対応のアラートをすべ

て解決します。

未対応のアラートを解決するには

everRun可用性コンソールの[ダッシュボード]ページの下部に表示されるアラートを確認します。次

のオプションがあります。

l アラートを解決します。

たとえば、"Stratus によるサポートを最大限に活用するには、サポート通知サービスを有効に

する必要があります"というメッセージが表示されている場合はサポート通知サービスを有効に

します。

l ([アクション]列で) [無視]をクリックして、アラートを無視してリストから削除します。軽度

のアラートは解決せずに無視することができます。[無視]をクリックするとアラートが表示され

なくなります。

無視したアラートをリストに再び表示するには、アラートリストの上にある [無視]をクリック

してから、[アクション]列で [リストア]をクリックします。

関連トピック

60ページの「[ダッシュボード]ページ」

[システム] ページ

[システム]ページには、everRunシステムに関する情報が表示されます。このページからシステムの

リブートやシャットダウンを行えます。このページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [シス

テム]をクリックします。

[システム]ページに、everRunシステムのリソースの割り当てが表示されます。

[システム]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l 62ページの「システムをリブートする」

l 63ページの「システムをシャットダウンする」

このほかにもeverRunシステムの多くの管理タスクをeverRun可用性コンソールを使用して実行しま

す。詳細については、「58ページの「everRun可用性コンソール」」を参照してください。

everRunのシステムリソースを管理するには、「76ページの「システムリソースを構成する」」を

参照してください。

関連トピック
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57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

システムをリブートする

everRun可用性コンソールを使用したeverRunシステムのリブートでは、VMにダウンタイムが発生

しない方法で両方のPMを安全に再起動できます。

注意事項: それ以外の方法(たとえば各PMを個別にリブートするなど)を使って

everRunシステムをシャットダウンすると、データを損失する可能性があります。

注: 両方のPMが正常に実行されていない場合や、PMがメンテナンスモードになってい

る場合には、システムをリブートできません。

前提条件: リブートを行う前に、両方のPMが実行中であることを確認してください。

everRun システムをリブートするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [システム]を選択します。

2. [リブート]ボタンをクリックします。

リブートには最長15分かかります。everRun可用性コンソールでリブート処理の一部を確認で

きます。システムのPMが順次メンテナンスモードになり、その後メンテナンスモードが解除さ

れます(メンテナンスモードの詳細については、「137ページの「メンテナンスモード」」を

参照してください)。

3. PMが再起動されること、およびすべてのVMが正常に実行され続けることを確認します。

リブートを開始すると、マストヘッドのメッセージにリブートの進行状況が表示されます。リブートを

キャンセルするには、マストヘッドの [リブートのキャンセル]をクリックします。

注意事項: リブートをキャンセルするとシステムはその時点の状態のままになるため、手

動で正常な状態に復元する必要があります。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

61ページの「[システム]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」
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システムをシャットダウンする

everRunシステムをシャットダウンするにはeverRun可用性コンソールを使用します。この方法で

は、まず仮想マシン(VM)をシャットダウンしてから物理マシン(PM)をシャットダウンすることによ

り、正常なシャットダウンが実行されます。everRunシステムのシャットダウンには必ずこの方法を使

用してください。シャットダウンを行う前に、両方のPMが実行中であることを確認します。

注意事項:

1. everRunシステムをシャットダウンするとVMがオフラインになるので、システムの

シャットダウンは計画的なメンテナンス期間中のみに行ってください。

2. それ以外の方法でeverRunシステムをシャットダウンすると(たとえば各PMの電源

を遮断するなど)、データを損失する可能性があります。

everRun システムをシャットダウンするには

1. ディスクがノード間で同期されるように、両方のPMが実行中であることを確認します。

2. 左側のナビゲーションパネルで [システム]を選択します。

3. [シャットダウン]ボタンをクリックします。

everRun可用性コンソールでシャットダウン処理の一部を確認できます。システムのPMが順次メンテ

ナンスモードに切り替わります(メンテナンスモードの詳細については、「137ページの「メンテナン

スモード」」を参照してください)。ただし、システムが完全にシャットダウンするとeverRun可用性

コンソールが使用不可能になり、マストヘッドに ''通信が失われました"と表示されます。

システムのシャットダウンが完了すると、コンソールに接続できなくなります。everRunシステムを完

全にシャットダウンできない場合、VMが正しくシャットダウンされていない可能性があります。VM

をシャットダウンするには、次のいずれかを実行します。

l VMコンソールまたはリモートデスクトップアプリケーションを使用して、VMにログオンしま

す。オペレーティングシステムコマンドを使用してVMをシャットダウンします。

l everRun可用性コンソールにログオンします。左側のナビゲーションパネルで [仮想マシン]

をクリックし、VMを選択してから [電源オフ]を選択します。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

61ページの「[システム]ページ」
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57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

[基本設定] ページ

[基本設定]では、everRunシステムの設定を構成できます。このページを開くには、左側のナビゲー

ションパネルで [基本設定]をクリックします。

次の表は基本設定の各項目とその説明を一覧したものです。

基本設定 説明

システム

所有者情報

everRunシステム管理者の名前と連絡先を指定したり表示できます。こ

の情報は、簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) 要求への応答として

も提供されます。「66ページの「所有者情報を指定する」」を参照して

ください。

IP構成

everRunシステムのインターネットプロトコル(IP) アドレスおよびネッ

トワーク設定を表示したり指定できます。「71ページの「IP設定を構成

する」」を参照してください。

クォーラムサーバ

既存および新規のクォーラムサーバを表示できます。クォーラムサーバ

によってデータの整合性が保証され、everRun環境で特定の障害が発生

した場合に自動で再起動する機能が提供されます。「16ページの

「クォーラムサーバ」」および「73ページの「クォーラムサーバを構成

する」」を参照してください。

日付と時刻

システム時刻を表示したり、everRunシステムでネットワークタイムプ

ロトコル(NTP) の値を指定したり(推奨)、日付と時刻を手動で設定する

ことができます。「74ページの「日付と時刻を構成する」」を参照して

ください。

システムリソース

everRunソフトウェア用に予約する仮想CPU (ｖCPU) の数およびメモリ

容量を指定できます。「76ページの「システムリソースを構成する」」

を参照してください。
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基本設定 説明

Active Directory

Active Directory を有効または無効にできます。有効にした場合、Active

Directory によって、Active Directory ドメインからの既存のユーザまた

はグループがeverRun可用性コンソールにログオンしてeverRunシステ

ムを管理するための許可を与えることが可能になります。「76ページの

「Active Directory を構成する」」を参照してください。

インポート/エクス

ポート設定

この設定を使用して、圧縮および暗号化をインポート/エクスポート手順

のためeverRun可用性コンソールで実行できるようにします。「78ペー

ジの「仮想マシンのインポートオプションを構成する」」を参照してく

ださい。

診断

診断
Stratus 認定サービス業者の診断ファイルを生成できます。「79ページ

の「診断ファイルを管理する」」を参照してください。

通知

e アラート
システム管理者用の電子メールアラート(e アラート)を有効にできま

す。「81ページの「eアラートを構成する」」を参照してください。

SNMP構成

システムをリモートでモニタリングするために、簡易ネットワーク管理プ

ロトコル(SNMP) 要求およびトラップを有効にできます。「83ページの

「SNMP設定を構成する」」を参照してください。

リモートサポート

サポート構成

リモートアクセスおよび通知機能を構成できます。リモートアクセスに

より、Stratus 認定サービス業者がトラブルシューティングの目的でシス

テムにリモート接続できるようになります。有効にした場合、everRun

システムはStratus 認定サービス業者にシステムの問題に関する通知を送

信できます。「85ページの「リモートサポート設定を構成する」」を参

照してください。
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基本設定 説明

プロキシ構成

組織でインターネットアクセスにプロキシサーバを使用する必要があ

り、everRunあるいは他の認定Stratus サービス業者とサービス契約を

交わしている場合、everRunシステムのプロキシ設定を構成できま

す。everRunソフトウェアは、サポート通知メッセージおよびリモート

サポートのアクセス機能にプロキシサーバ情報を使用します。「87ペー

ジの「インターネットプロキシ設定を構成する」」を参照してくださ

い。

One View
One ViewサーバのIPアドレスまたはホスト名を入力できます。「87

ページの「One Viewの設定を構成する」」を参照してください。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

所有者情報を指定する

everRunシステムの管理者または所有者の名前と連絡先情報を指定して、サポートの目的でこの情報を

提供します。

所有者情報はeverRun可用性コンソールで利用でき、簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) 要求

に応じて提供されます。

システムの所有者情報を指定するには

1. 左側のパネルで [基本設定]を選択します。

2. [基本設定]ページで [所有者情報]をクリックします。

3. [フルネーム]、[電話番号]、[電子メール]、[サイトアドレス]の各フィールドに情報を入力し

ます。

4. [保存]をクリックします。

everRun の製品ライセンスを管理する

everRunシステムの製品ライセンスの管理では、次のことを行います。
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everRunの製品ライセンスを管理する

l コンピュータに保存されているライセンス.key ファイルをアップロードする。

l アクティベーション済みのライセンス.key ファイルをコンピュータにダウンロードし、これを

everRunシステムにアップロードする。

l 既存のライセンスのアクティベーション、更新、またはチェックを行う。

everRunシステムを購入すると、Stratus から電子メールでライセンス.key ファイルが提供されま

す。ライセンス.key ファイルを、everRunシステムにライセンスをアップロードする必要がある場合

にアクセスできる(everRunシステム以外の)コンピュータに保存します。

ライセンスがない場合、またはライセンスやサポート契約をアップグレードしたり更新する必要がある

場合、everRunカスタマサポートまたはStratus 認定サービス業者に問い合わせる必要があります。

everRun サポートページ(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) を参照して

ください。

ライセンス.key ファイルをポート443 (https) 経由でStratus の alas.stratus.comサーバにイ

ンターネット接続しているeverRunシステムにアップロードするたびに、ライセンスは自動的にアク

ティベートされるか更新されます。また、everRunシステムは、24時間ごとにアクティベーション/更

新を試行します。お使いのeverRunシステムがインターネットに接続していない場合、アクティベー

トされたライセンス.key ファイルをコンピュータに手動でダウンロードして、これをeverRunシステ

ムにアップロードすることができます。

新しいライセンス .key ファイルをインターネットに接続している everRun システムにアップロード

するには

ライセンス.key ファイルをコンピュータに保存した後、この手順を使用してライセンス.key ファイル

をeverRunシステムにアップロードします。everRunシステムがインターネットに接続できる必要が

あります。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

3. [新しいライセンス]バーをクリックしてオプションを表示します。

4. [ライセンスキーのアップロード]の下で [参照]をクリックして、コンピュータのライセンス

.key ファイルが保存されている場所に移動します。ライセンス.key ファイルを選択し、[開く]

をクリックします。その後、[アップロード]をクリックしてeverRunシステムにファイルを

アップロードします。everRunシステムがStratus サーバにアクセスしてライセンスのアク

ティベーションを行います。
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インターネットに接続できない (ただしインターネット接続のあるコンピュータに接続している)

everRun システムにライセンスを適用するには

お使いのeverRunシステムがインターネットに接続されていなくても、インターネットに接続してい

るコンピュータにプライベートイントラネット経由で接続できる場合には、以下の手順でアクティベー

ション済みのライセンスをダウンロードしてeverRunシステムにアップロードできます。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

3. [ライセンスのチェックとアクティベーション]バーをクリックしてオプションを表示します。

4. ステップ1の [アクティベートされたライセンスキーのダウンロード]で [アクティベート済み

ライセンス]をクリックし、ライセンス.key ファイルをアクティベートして(everRunシステ

ム以外の)コンピュータにダウンロードします。

[av_number_A.key を開く]ダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスで

[ファイルの保存]を選択し、コンピュータにダウンロードした.key ファイルの保存場所を選択

します。(ブラウザによっては、ファイルを保存するデフォルトの場所が「ダウンロード」フォ

ルダに設定されています。)

5. ステップ2の [アクティベートされたライセンスキーのアップロード]で [参照]をクリック

し、この前の手順で保存した.key ファイルに移動します。その後、[アップロード]をクリック

してeverRunシステムにファイルをアップロードします。

インターネット接続のない everRun システムにライセンスを適用するには

お使いのeverRunシステムがインターネットに接続されていなくても、インターネットに接続してい

るコンピュータにプライベートイントラネット経由で接続できる場合には、以下の手順でアクティベー

ション済みのライセンスを取得して、everRunシステムに転送することができます。

この手順を行うには以下が必要です。

l everRunシステムに加え、USBフラッシュドライブと2台のコンピュータ(AおよびB)。

l コンピュータAはインターネットにアクセスできますが、everRunシステムには接続していま

せん。

l コンピュータBはeverRunシステム上のeverRun可用性コンソールにアクセスできますが、

このどちらのコンピュータもインターネットには接続していません。

コンピュータBで次を行います。
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1. USBポートにUSBフラッシュドライブを挿入します。

2. everRun可用性コンソールにログオンします。

3. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]を選択します。

4. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

5. [ライセンスのチェックとアクティベーション]バーをクリックしてオプションを表示します。

6. ステップ1で [ライセンスのアクティベーション]リンクを右クリックし、使用しているブラウ

ザでリンクをコピーするオプション(たとえば [リンク先をコピー]や [リンクアドレスをコ

ピー]など)を選択します。

7. テキストエディタ(notepad.exe) を開いてコピーしたURLを貼り付け、USBフラッシュドラ

イブにテキストファイルとして保存します。

8. USBフラッシュドライブを抜き取ります。

コンピュータAで次を行います。

1. USBポートにUSBフラッシュドライブを挿入します。

2. テキストエディタでUSBフラッシュドライブに保存したテキストファイルを開きます。テキス

トエディタに表示されたURLをクリップボードにコピーします。

3. Webブラウザを開いてアドレスバーにURLを貼り付けます。Enterキーを押します。ライセン

ス.key ファイルがダウンロードされます。

4. ライセンス.key ファイルをUSBフラッシュドライブにコピーします。

5. USBフラッシュドライブを抜き取ります。

コンピュータBで次を行います。

1. USBポートにUSBフラッシュドライブを挿入します。

2. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]を選択します。

3. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

4. [ライセンスのチェックとアクティベーション]バーをクリックしてオプションを表示します。

5. [参照]をクリックしてUSBフラッシュドライブ上のライセンス.key ファイルに移動し、選択

します。[開く]をクリックします。

6. [製品ライセンス]パネルで [アップロード]をクリックします。

ライセンスのステータスをチェックするには
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この手順を使用して、Stratus の alas.stratus.comサーバにポート443 (https) 経由でインター

ネット接続しているコンピュータに既にアップロードされているライセンス.key ファイルのステータ

スをチェックします。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

[ライセンスのチェックとアクティベーション]バーをクリックしてオプションを表示します。

3. [ライセンスを今すぐチェック]をクリックします。コンソールにライセンスのステータスが表示

されます。

ステータス:ライセンスはアクティベートされています。nn日 nn時間で有効期限

が切れます

ライセンスのタイプ: Enterprise エディション(ボリューム)

有効期限: 月dd、20yy、時刻

前回のチェック: 月dd、20yy、時刻

アセットID: asset_id

ライセンスアクティベーションのエラーコード

ライセンスのアクティベーションに失敗した場合、License Activation Server (ALAS) が以下のいずれ

かのエラーコード(数字)を返します。

2.1: ALAS_UNKNOWN_SITEID

指定されたアセットIDキーはStratus のカスタマデータベースAtlas に存在しません。(たとえばトラ

イアル版IDを使用して)ライセンスを作成した直後の場合、ライセンス情報がまだALASに送信されて

いない可能性があります。15分待ってからもう一度お試しください。アクティベーションが再度失敗し

た場合は、Stratus 認定サービス業者に連絡して、表示されたエラーコードを提供してください。

3.1: ALAS_INVALID_ARG

ALASのURLがアセットIDパラメータなしで呼び出されました。このエラーは、アセットIDを含まな

い、正しく作成されていないライセンスキーを用いた場合に発生することがあります。

3.2: ALAS_INVALID_SITEID

アセットIDパラメータが指定されましたが、パラメータに値が含まれていません。このエラーは、空

白のアセットIDを含む、正しく作成されていないライセンスキーを用いた場合に発生することがあり

ます。
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3.3: ALAS_NO_SIGN

ALASがSSL証明書署名サーバとの通信を行えません。

3.4: ALAS_NO_ATLAS_UPDATE

ALASがAtlas 内のアクティベーション情報やOSリリース番号などの情報の更新に失敗しました。こ

のエラーは、ライセンスのアクティベーション処理中にALAS側で発生します。

3.5: ALAS_NO_MORE_ACTIVATION

サイトが許可されるアクティベーション回数(通常は3回)を超えました。Stratus 認定サービス業者

では必要に応じてこの制限を変更できます。

9.0: ALAS_UNKNOWN

不明なエラーです。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

IP 設定を構成する

everRunシステムのインターネットプロトコル(IP) 設定を構成して、システムやノードのIPアドレ

スの値、およびネットワークマスク、ゲートウェイアドレス、Domain Name System (DNS) サーバ

などの該当する設定の値を指定したり変更します。

everRunソフトウェアのインストール時およびインストール後に、everRunシステム用に1つと各

ノード用に1つずつ、合計3つのIPアドレスを構成します。これらのIPアドレスやその他のIP設定

は、インストールを完了した後でも以下のうち適切な手順を使って変更できます。everRunシステムに

は静的なIPv4アドレスを指定する必要があります。

警告:

1. 特にVMが稼働中のシステムでは、担当のネットワーク管理者の了解とアドバイスな

しにIP構成の設定を変更することは避けてください。IP構成を変更すると、システ

ムとそのすべてのVMにアクセスできなくなる可能性があります。

2. IPアドレスの変更にはeverRun可用性コンソールを使用する必要があります。Linux

のツールは使用しないでください。
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注:

1. IP 設定の構成手順は、everRunシステムが同じサブネット内にとどまるか、新しい

サブネットに移動するかによって異なります。システムを新しいサブネットに移動す

る手順は、「262ページの「everRunリリース7.2.0.0リリースノート」」を参照

してください。ニーズに適した手順を使用してください。

2. 通常の場合、新しいサブネット用にIP設定を変更するには、ノードの物理的なネット

ワーク接続を変更する必要があります(たとえば、PMを移動する場合はネットワーク

ケーブルをいったん抜いてから差し込み直します)。ノードからケーブルを取り外す前

に、ノードをシャットダウンする必要があります。

3. 単一ノード構成のシステムでは、[IP 構成]ページに1つのノードのみの設定が表示

されます。

システムやノードの IP 設定を、同じサブネット上のシステムの設定に変更するには

この手順はeverRunシステムおよびすべての仮想マシン(VM)を実行したままの状態で行います。た

だし、システムのIPアドレスを変更する場合はeverRun可用性コンソールとシステムとの接続が一時

的に失われることがあります。新しいシステムIPアドレスにあるeverRun可用性コンソールには1～

2分以内にアクセスできるようになります。(各ノードのノードIPアドレスはそれぞれ個別に変更で

き、その場合コンソールの接続は失われません。)

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [IP 構成]をクリックします。

3. [静的なシステム IP]ボックスに、ネットワーク管理者から受け取った静的なシステムIPアドレ

スを入力します。

4. [静的]ボタンをクリックし、[プライマリ DNS]と [セカンダリ DNS]に、有効かつ一意の値

を入力します。

5. 表示されたネットマスク値が正しいことを確認します。

6. [node0]と [node1]に、[IP アドレス]と [ゲートウェイ IP]の適切な値を入力します。

7. [保存]をクリックするか、以前の値に戻すには [リセット]をクリックします。

システムIPアドレスを変更した場合、[ポータルの再起動が必要]ダイアログボックスが表示さ

れます。1分ほど待ってから [OK]をクリックします。ブラウザが新しいシステムIPアドレス

にリダイレクトされます。
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関連トピック

34ページの「ソフトウェアのインストール」

52ページの「システムIP情報を取得する」

53ページの「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」

64ページの「[基本設定]ページ」

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

クォーラムサーバを構成する

everRunシステムに初めてログオンするときに、クォーラムサーバを構成します。

前提条件: クォーラムサーバを構成する前に、「16ページの「クォーラムサーバ」」お

よび「33ページの「クォーラムサーバの考慮事項」」を参照してください。

注: VMにクォーラムサーバ構成の変更を認識させるには、VMをシャットダウンしてか

ら再起動して、マシンをリブートする必要があります。「211ページの「仮想マシンを

シャットダウンする」」および「210ページの「仮想マシンを起動する」」を参照して

ください。

クォーラムサーバを構成するには

1. everRun可用性コンソールにログオンします。

2. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]を選択します。

3. [クォーラムサーバ]をクリックします。

4. [クォーラムサーバの追加]をクリックします。

5. [優先クォーラムサーバの追加]ダイアログボックスで、次の値を入力します(すでに優

先クォーラムサーバが存在する場合は [代替クォーラムサーバの追加]ダイアログボックスが表

示されます)。

n [DNS または IP アドレス]－優先クォーラムサーバの完全修飾DNSホスト名または

IP アドレスを入力します。
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n [ポート] (デフォルト値は4557です)－デフォルト値以外のポートを使用する場合、そ

の番号を入力します。

[保存]をクリックして値を保存します。

6. ステップ4および5を繰り返して2台目の代替クォーラムサーバを構成します。Stratus で

は、クォーラムサーバを2台構成することを推奨します。

7. クォーラムサービスを有効にするには、[有効]チェックボックスをオンにして [保存]をク

リックします。

クォーラムサーバを削除するには

注意事項: 優先クォーラムサーバを削除すると、代替クォーラムサーバが優先クォーラ

ムサーバになります。代替クォーラムサーバがない場合、優先クォーラムサーバを削除

すると自動的にクォーラムサービスが無効になります。

1. everRun可用性コンソールの [基本設定]ページに移動します。

2. [クォーラムサーバ]をクリックします。

3. 削除するクォーラムサーバのエントリを見つけます。

4. 一番右の列で [削除]をクリックします。

注: VMで使用されているクォーラムサーバを削除する場合、削除の操作を完了させるに

は、VMをリブートしてクォーラムサーバが認識されないようにする必要があります。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

日付と時刻を構成する

everRunシステムに初めてログオンするときに、日付と時刻を設定してネットワークタイムプロトコ

ル(NTP) サービスを有効にします。NTPサービスを使用するとシステムクロックが自動的に設定さ

れ、実際の時刻とのずれが生じないようになります。
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注意事項: 日付と時刻の設定を変更すると、システム時刻が実際の時刻と一致しない場合

にプライマリの物理マシン(PM)がリブートされ、セカンダリPMがシャットダウンする

ことがあります。リブートが完了するまですべての仮想マシン(VM)が停止され、ビジネ

スプロセスは中断されます。

注: VMのマイグレーションや再起動が行われると、クロックのタイムゾーンが切り替わり

ます。VMのタイムゾーンが変更されないようにするには、次を行います。

l すべてのVMのタイムゾーンを、everRunシステム用に構成したタイムゾーンと一

致するように設定します。

l すべての仮想マシンを、everRunシステム用に構成されたのと同じNTPサーバを使

用するように構成します。

日付と時刻の設定を構成するには

1. everRunシステムにログオンします。

2. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックします。

3. [基本設定]ページで [日付と時刻]をクリックします。

4. [日付と時刻]の表示で、[タイムゾーンの構成]プルダウンメニューから次のように値を選択し

ます。

n [自動 (推奨設定)]を選択すると、NTPサービスが有効になります。テキスト領域

で、NTPサーバのアドレスを1行に1つずつ入力します。複数のNTPサーバを指定する

と冗長性が得られます。

n [手動]を選択すると、設定を手動で入力できます。

注: この方法で構成すると、everRunシステム時刻が実時刻と一致しなく

なることがあります。

5. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

時刻のずれが生じたためにシステムのリブートが必要な場合、everRun可用性コンソールマストヘッ

ドにシステムがリブートされるというメッセージが表示されます。その場合には、プライマリ物理マシ

ン(PM)がリブートされ、セカンダリPMはシャットダウンします。プライマリPMのリブート中は
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everRun可用性コンソールへの接続が失われます。リブートが完了するとPMがコンソールとの接続を

再確立し、セカンダリPMの再起動を求めるアラートが表示されます。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

システムリソースを構成する

システムリソースを構成して、everRunシステムで仮想CPU (ｖCPU) およびメモリの管理方法を指定

します。デフォルト値を使用してください。値の変更はサービス担当者から特に指示を受けた場合のみ

に行います。

everRun システムのシステムリソースを構成するには

1. everRun可用性コンソールで、左側にあるナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックして

[基本設定]ページを表示します。

2. [システムリソース]をクリックします。

3. 設定の変更は、サービス担当者から特に指示を受けた場合のみ行います。

n [システムｖCPU]は、everRunソフトウェア用に予約されるｖCPUの数を設定しま

す。値は2 (デフォルト)または4です。

n [システムメモリ]は、everRunソフトウェア用に予約されるメモリの容量を設定しま

す。値は1024 MB、2048 MB (デフォルト)、または4096 MBです。

4. [システムリソース]セクションの一番下にスクロールして [保存]をクリックするか、以前の保

存値に戻すには [リセット]をクリックします。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

Active Directory を構成する
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everRunシステムのActive Directory を構成して、Active Directory ドメインからの既存のユーザま

たはグループが自身のActive Directory 資格情報を使ってeverRun可用性コンソールにログオンでき

るように許可することが可能です。

everRunシステムをActive Directory ドメインに追加した後、アクセスの許可ウィザードを使ってド

メインユーザに管理者権限を割り当てることができます。このウィザードは [ユーザとグループ]ペー

ジから起動できます(「103ページの「[ユーザとグループ]ページ」」を参照してください)。

Active Directory ドメインに everRunシステムを追加するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [Active Directory]をクリックします。

3. [Active Directory の有効化]をクリックします。

4. [Active Directory ドメイン]の隣に、使用するドメインの名前を入力します。

5. [Active Directory へのシステムの追加]をクリックします。

6. そのドメインの管理者権限が許可される [ユーザ名]および [パスワード]を入力します。

7. [追加]をクリックします。

8. [ユーザとグループ]ページで管理者権限を割り当てます。「105ページの「ドメインユーザア

カウントを管理する」」を参照してください。

Active Directory ドメインから everRun システムを削除するには

1. everRun可用性コンソールで、左側のパネルの [基本設定]をクリックして [基本設定]

ページを表示します。

2. [Active Directory]をクリックします。

3. [Active Directory からのシステムの削除]をクリックします。

4. そのドメインの管理権限が付与されている [ユーザ名]および [パスワード]を入力しま

す。

5. [削除]をクリックします。

ドメイン認証を無効化するには

1. everRun可用性コンソールで、左側のパネルの [基本設定]をクリックして [基本設定]

ページを表示します。

2. [Active Directory]をクリックします。
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3. [Active Directory の無効化]をクリックします。

注: Active Directory を無効化すると、everRunシステムの管理者を認証するた

めのドメイン認証が使用できなくなりますが、システムがドメインから削除され

ることはありません。ドメイン認証を再び使用できるようにするには、[Active

Directory の有効化]をクリックします。[ユーザとグループ]ページでコント

ローラの名前を再入力したり、ドメインユーザを復元する必要はありません。

関連トピック

103ページの「[ユーザとグループ]ページ」

105ページの「ドメインユーザアカウントを管理する」

104ページの「ローカルユーザアカウントを管理する」

64ページの「[基本設定]ページ」

58ページの「everRun可用性コンソール」

仮想マシンのインポートオプションを構成する

仮想マシンのインポートのオプションを構成して、everRunシステムのセキュリティ強化のために暗号

化を有効にします。

everRun システムのインポートのオプションを構成するには

1. everRun可用性コンソールで、左側のパネルの [基本設定]をクリックして [基本設定]ページ

を表示します。

2. [インポート] をクリックします。

3. 次からシステムに適した設定を1つ選択します。

n [インポート]では、セキュリティ保護されたバージョンのハイパーテキスト転送プロト

コル(HTTPS) を介したデータの暗号化通信が可能になります。暗号化は時間がかかる可

能性があるため、セキュリティが懸念される場合にのみ有効にしてください。デフォルト

ではこの設定は無効にされています。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」
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64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

診断ファイルを管理する

診断ファイルはeverRunシステムのログファイルと構成情報のスナップショットを提供します。この

情報を使用して、Stratus 認定サービス業者がシステムの問題を解決することができます。

診断ファイルを作成するときに、everRunシステムの過去24時間または7日間のログファイルや、す

べての使用可能なログ情報と統計を含めるように指定できます。あるいはパフォーマンス統計のみを含

めることもできます。

詳細については、次を参照してください。

l 79ページの「診断ファイルを作成する」

l 81ページの「診断ファイルを削除する」

l 80ページの「診断ファイルをカスタマサポートにアップロードする」

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

64ページの「[基本設定]ページ」

診断ファイルを作成する

診断ファイルはeverRunシステムのログファイルと構成情報のスナップショットを提供します。診断

ファイルを作成すると、Stratus 認定サービス業者によるシステムの問題解決に役立ちます。

診断ファイルを作成するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示しま

す。

2. [診断]カテゴリの [診断]をクリックします。

3. プルダウンメニューから次のいずれかのオプションを選択します。

n 最小サイズの診断ファイルには、過去24時間のログ情報が含まれています。

n 中サイズの診断ファイルには、過去7日間のログ情報が含まれています。
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n フルサイズの診断ファイルには、everRunシステムの統計情報を含む利用可能なすべて

のログ情報が含まれています。

n 統計ファイルには、過去7日間のパフォーマンス統計情報が含まれています。

4. [診断ファイルの生成]をクリックします。

5. Stratus 認定サービス業者にファイルをアップロードします。手順については「80ページの

「診断ファイルをカスタマサポートにアップロードする」」を参照してください。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

診断ファイルをカスタマサポートにアップロードする

StratuseverRunカスタマサポートWebサイトに診断ファイルをアップロードして、everRunシステ

ムの問題解決に役立てます。(診断ファイルを作成するには、「79ページの「診断ファイルを作成す

る」」を参照してください。)

診断ファイルをカスタマサポートにアップロードするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [診断]カテゴリの [診断]をクリックします。

3. 次のいずれかを実行します。

n everRunシステムがインターネットに接続している場合、[アップロード]をクリックし

て診断ファイルをStratus everRunカスタマサポートに直接アップロードします。

n everRunシステムがインターネットに接続されていない場合や、アップロードに失敗し

た場合、診断ファイルを [Stratus Diagnostic File Upload (Stratus 診断ファイルの

アップロード)]Webページに手動でアップロードできます。まず、everRun可用性コン

ソールで [ダウンロード]をクリックして診断ファイルをローカルコンピュータに.zip

ファイルとしてダウンロードします。zip形式の診断ファイルを、インターネットに接続

しているコンピュータに転送します。Webブラウザを開いてアドレスバーに

http://diags.stratus.com/DiagUpload.htmlと入力します。[Stratus Diagnostic

File Upload (Stratus 診断ファイルのアップロード)]ページで [Browse (参照)]をク

リックし、コンピュータ上のファイルを選択して [Submit (送信)]をクリックします。
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診断ファイルを削除する

この手順について詳しい説明が必要な場合、everRunカスタマサポートまでお問い合わせくだ

さい。電話番号は everRun サポートページ(http://www.stratus.co.jp/customer_

support/index.html)に記載されています。

ファイルが一切不要になった時点で(たとえば、カスタマサポートによりファイルが正しくアップロー

ドされたことが確認された時点で)、オプションで「81ページの「診断ファイルを削除する」」の説明

に従って、ファイルをeverRunシステムから削除することができます。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

診断ファイルを削除する

Stratus 認定サービス業者にアップロードした後、診断ファイルをeverRunシステムから削除しま

す。

診断ファイルを削除するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示しま

す。

2. [診断]カテゴリの [診断]をクリックします。

3. 診断ファイルを選択し、[削除]をクリックします。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

e アラートを構成する

電子メールアラート(e アラート)を構成して、システムで管理者による対処が必要なイベントが発生し

たときに、everRunシステムが管理者に電子メールを送信できるようにします。

e アラートを有効にするには
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1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示しま

す。

2. [通知]の下で [e アラート]をクリックします。

3. [e アラートの有効化]ボックスをクリックします。以下の設定を指定や選択するためのボックス

が表示されます。

n [SMTP サーバ] (必須)—企業が電子メールの送信に利用している簡易メール転送プロト

コル(SMTP) サーバの名前を入力します。

n [e アラートの言語]—プルダウンメニューから言語を選択します。

n [送信者の電子メールアドレス]—次のいずれかが該当する場合、送信者の有効な電子

メールアドレスを指定してeアラートの配信を有効にします。

o everRunシステムにDNSサーバが指定されておらず、かつ SMTPサーバがドメイ

ンリテラル(noreply@<IP アドレス>という形式の差出人アドレス)を受

け入れるように構成されていない場合。

o e アラートの差出人アドレスとして、noreply@company.comなどの別のアドレ

スを使用する場合。

SMTPサーバで受け入れられる任意の電子メールアドレスを使用できます。

n [TLS を使用して接続する]—このボックスは、SMTPサーバにトランスポート層セキュ

リティ(TLS) が必要な場合に選択します。

n [認証の有効化]—電子メールを送信するためSMTPサーバの認証が必要な場合、この

ボックスをクリックし、SMTPアカウントの [ユーザ名]と [パスワード]を入力します。

n 受信者リスト (必須)—すべてのeアラート受信者の電子メールアドレスを入力します。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

注: e アラートの構成を有効にしたり更新した場合、テストアラートを作成して、アラー

トを受信できることを確認します。

テストアラートを作成するには

[テストアラートの作成]をクリックします。everRunソフトウェアでテストアラートが作成され、e

アラートの配信がトリガーされます。配信ステータスはアラート履歴ログ(「88ページの「[アラート]

82/491ページ



SNMP設定を構成する

ページ」」を参照)で確認できます。すべての電子メール受信者に、"テストアラート"という件名のサ

ンプル電子メールが送信されます。

セカンダリ物理マシンをいったんメンテナンスモードにしてから(「137ページの「メンテナンスモー

ド」」を参照)メンテナンスモードを解除することによってeアラートをテストすることもできます。

両方のメンテナンスモードイベントに関するeアラートが送信されることを確認してください。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

SNMP 設定を構成する

everRunシステム用に簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) の設定を構成して、SNMP管理アプ

リケーションがシステムをリモートでモニタリングできるようにします。(SNMP情報は個々のPMでは

なく、システムのみに関する情報です。) SNMP要求およびSNMPトラップを次のように有効にできま

す。

l SNMP要求－everRunソフトウェアでサポートされるMIBに登録されているオブジェクトの値

を取得するために、everRunシステムに送信される要求。これには、everRunシステムを記述

するオブジェクトの集合であるeverRun固有のMIBが含まれます。everRunMIBの詳細につ

いては、「430ページの「MIBファイルの内容」」を参照してください。

l SNMPトラップ－アラートなどのイベントが発生した後、everRunシステムにより作成される

メッセージ。このメッセージは、通常ネットワーク管理ステーション(NMS) などの所定の受信

者リスト宛てに送信されます。

必要なセキュリティパラメータを指定するには、標準の /etc/snmp/snmpd.confファイルを両

方のノードで編集する必要があります。たとえば、デフォルトの publicコミュニティを使用する任

意のユーザによるSNMP要求を許可するには、各ノードで上記のファイルにある次の行をコメントアウ

トするか、削除します。

com2sec notConfigUser default public

group notConfigGroup v1 notConfigUser

group notConfigGroup v2c notConfigUser

view systemview included .1.3.6.1.2.1.1

view systemview included .1.3.6.1.2.1.25.1.1
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access notConfigGroup "" any noauth exact systemview none none

編集済みのファイルを保存した後、各ノードで次のコマンドを入力して、snmpdプロセスを再起動す

る必要があります。

service snmpd restart

SNMP 要求を有効にするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示しま

す。

2. [通知]の下で [SNMP 構成]をクリックします。

3. [SNMP 要求の有効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

SNMP トラップを有効にするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示しま

す。

2. [通知]の下で [SNMP 構成]をクリックします。

3. [SNMP トラップの有効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. SNMPコミュニティの名前を入力するか、デフォルト値(public) のままにします。

5. [SNMP トラップの受信者リスト]の隣に、各受信者のIPアドレスまたはホスト名を1行に1つ

ずつ入力します。

6. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

7. 次の説明に従って、SNMP操作が許可されるようにファイアウォールを構成します。

8. 次の説明に従ってテストアラートを作成します。

注: e アラートの構成を有効にしたり更新した場合、テストアラートを作成して、トラッ

プを受信できることを確認します。

SNMP 操作が許可されるようにファイアウォールを構成するには

everRunシステムからアラートを受信しシステムにトラップを送信できるようSNMP管理システムを

有効にするには、組織のファイアウォールを構成して以下のポートを開きます。

メッセージタイプ: SNMP

プロトコル: SNMP

84/491ページ



リモートサポート設定を構成する

ポート: 161(Get/Walk) 162 (トラップ)

テストアラートを作成するには

[テストアラートの作成]をクリックします。SNMPトラップの配信をトリガーするテストアラートが

作成されます。配信ステータスはアラート履歴ログ(「88ページの「[アラート]ページ」」を参照)で

確認できます。全受信者にSNMPトラップのサンプルが送信されます。

リモートサポート設定を構成する

everRunシステムに初めてログインするときにサポート構成を設定して、注意の必要なイベントが発生

するとeverRunシステムがサポート通知(アラート)をStratus 認定サービス業者に送信する機能を有

効にします。

サポート構成の設定を行うには

1. everRun可用性コンソールで、左側にあるナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックして

[基本設定]ページを表示します。

2. [リモートサポート]の下で [サポート構成]をクリックします。

3. 必要に応じて設定を変更します。次の説明を参照してください。 

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

5. 下記の説明に従って、サポートメッセージが許可されるようにファイアウォールを構成します。

6. 下記の説明に従って、テストアラートを作成します。

注: e アラートの構成を有効にしたり変更した場合はテストアラートを作成し

て、Stratus 認定サービス業者が担当のシステムから送信されたシステム稼動状態に関す

るメッセージを確かに受信できることを確認します。

以下の設定を、お使いのシステムに適した値に設定します。

l [リモートサポートアクセスの有効化]を使用すると、Stratus 認定サービス業者がトラブル

シューティングの目的でeverRunシステムにリモート接続できます。この設定は有効にした

後、必要に応じて無効化できます。

l [通知の有効化]を使用すると、everRunシステムからStratus 認定サービス業者サービスプロ

バイダに稼動状態およびスタータス通知を送信できます。

n [サポート通知の有効化]は、注意が必要なすべてのイベントに関してアラートを送信しま

す。
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n [定期レポートの有効化]を使用すると、システム情報のサマリを毎日送信し、製品および

サービスの品質向上に役立てることができます。

サポートメッセージが許可されるようにファイアウォールを構成するには
次の情報を使用して、企業のファイアウォールを、Stratus 認定サービス業者との通信が許可さ

れるように構成します。

メッセージタイプ:Call-homeとライセンス

プロトコル: TCP

ポート: 443

Stratus サポートサーバアドレス: *.stratus.com

メッセージタイプ:サポート診断

プロトコル: TCP

ポート: 443

Stratus サポートサーバアドレス: *.stratus.com

メッセージタイプ:Dial-in

プロトコル: TCP

ポート: 443、デフォルトプロキシポート: 3128 (デフォルトプロキシポート番号は変更

できます。)

Stratus サポートサーバアドレス: *.ecacsupport.com

メッセージタイプ: e アラート

プロトコル: SMTP

ポート: 25

SNMP管理システムを有効にして、アラートを受信してeverRunシステムにトラップを送信す

るには、ファイアウォールを以下のように構成します。

メッセージタイプ: SNMP

プロトコル: SNMP

ポート: 161(Get/Walk) 162 (トラップ)

テストアラートを作成するには
[テストアラートの作成]をクリックします。サポート通知メッセージを送信するテストアラー

トが作成されます。配信ステータスについては、アラート履歴ログを参照してください。サポー

ト通知に失敗すると、後続のアラートが作成されます。

関連トピック
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58ページの「everRun可用性コンソール」

64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

インターネットプロキシ設定を構成する

組織でインターネットアクセスにプロキシサーバを使用する必要があり、everRunあるいは他の認定

Stratus サービス業者とサービス契約を交わしている場合は、everRunシステムのプロキシ設定を構成

します。

プロキシサーバはeverRunシステムとインターネットとの間のセキュアなブリッジとして機能しま

す。everRunソフトウェアは、サポート通知メッセージまたはリモートサポートのアクセス機能に関

連する発信HTTPトラフィック用としてのみプロキシサーバ情報を使用します。

インターネットプロキシ設定を構成するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [リモートサポート]の下で [プロキシ構成]をクリックします。

3. プロキシサービスを有効にするには、[プロキシの有効化]ボックスをクリックします。

4. [プロキシサーバ]ボックスにプロキシサーバの完全修飾ホスト名か、IPアドレスを入力しま

す。

5. デフォルトのポート番号(3128) と異なるポートを使用する場合は、[ポート番号]ボックスに

ポート番号を入力します。

6. プロキシサーバに認証が必要な場合、[認証の有効化]ボックスをクリックし、[ユーザ名]と

[パスワード]を入力します。

7. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

64ページの「[基本設定]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

One View の設定を構成する

システムのOne View接続を有効化するには、その前にお使いのeverRunシステムをOne Viewサー

バに登録する必要があります。この手順は、「88ページの「パートA: プラットフォームを登録す
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る」」と「88ページの「パートB: プラットフォームをOne Viewコンソールに追加する」」の2段階

で行います。

パート A:プラットフォームを登録する

1. everRun可用性コンソールで、コンソールに追加するシステムのアセット IDを確認します。ア

セット IDは、マストヘッドのシステム名の下に表示されます。

2. One Viewコンソールで、マストヘッドの [プラットフォーム]をクリックします。

3. アクションバーの [プラットフォームの登録]をクリックします。

4. [プラットフォームの登録]ダイアログボックスで、ステップ1で確認した [アセット ID]を入

力します。

5. [保存]をクリックします。

パート B:プラットフォームをOne View コンソールに追加する

1. everRun可用性コンソールで、[基本設定]ページの [One View]に移動します。

a. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]を選択します。

b. [基本設定]ページで [リモートサポート]の下の [One View]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [One View]を選択した状態で、[One View の有効化]をクリックしま

す。

3. [サーバ]ボックスで、One ViewコンソールのIPアドレスまたはDNS名を入力します。(必要

に応じて担当のシステム管理者にIPアドレスを問い合わせてください。)

4. [保存]をクリックします。

One Viewコンソールで、[プラットフォーム]ページに新しいシステムが表示されることを確認

します。

関連トピック

52ページの「システムIP情報を取得する」

[アラート] ページ

[アラート]ページには、everRunシステムで発生したイベントに関するメッセージが表示されます。

[アラート]ページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [アラー

ト]をクリックします。(everRunシステムにおけるユーザアクティビティのログを表示するには、

「89ページの「[監査]ページ」」を参照してください。)
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アラートに関する情報を表示するには、アラートを下にスクロールします。デフォルトでは一番新しい

ものから順に表示されます。アラートをクリックすると、問題とその解決策(該当する場合)に関する情

報と、このアラートに対して [サポート通知]、[e アラート]、[SNMP トラップ]のうちどれが送信さ

れたかが表示されます。

注: サポート通知アラート、eアラート、およびSNMPトラップが生成されるの

は、everRun可用性コンソールでこれらを有効にした場合のみです。詳細については、次

を参照してください。

l 85ページの「リモートサポート設定を構成する」

l 81ページの「eアラートを構成する」

l 83ページの「SNMP設定を構成する」

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

[監査] ページ

[監査]ページには、everRun可用性コンソールにおけるユーザアクティビティのログが表示されま

す。このページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [監査]をクリックします。(everRunシ

ステムで発生したイベントのログを表示するには、「88ページの「[アラート]ページ」」を参照して

ください。)

ログに関する情報を表示するには、ログエントリを下にスクロールします。デフォルトでは一番新しい

ものから順に表示されます。次の情報が表示されます。

l [時刻]—アクションの日付と時刻。

l [ユーザ名]—アクションを開始したユーザの名前。

l [発信元ホスト]—everRun可用性コンソールを実行していたホストのIPアドレス。

l [アクション]—everRun可用性コンソールで実行されたアクション。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」
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[物理マシン] ページ

[物理マシン]ページでは、everRunシステムの物理マシン(PM)を管理できます。(PMはノードとも

呼ばれます。)このページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [物理マシン]をクリックしま

す。

[物理マシン]という見出しとマストヘッドのすぐ下に、[状態]、[アクティビティ]、[名前]、[モデ

ル]、[VM の数]が表示されます。特定のPMを管理するには、[名前]の下で [node0 (プライマリ)]

または [node1]をクリックします。PMの状態とアクティビティの意味については、「92ページの

「物理マシンの状態とアクティビティ」」を参照してください。

下部パネルにはアクションボタンおよび選択したノードの詳細情報が表示されます。

l アクションボタン:選択したノードの状態に応じてさまざまなアクションボタンが表示されま

す。初期状態では [作業開始]ボタン( )が表示されます。通常の場合、メンテナンスタ

スクを実行するには [作業開始]をクリックしてノードをメンテナンスモードに切り替える必要

があります(詳細については、「137ページの「メンテナンスモード」」を参照してくださ

い)。メンテナンスモードで使用できる追加のPMアクションについては、「91ページの「物理

マシンのアクション」」か、実行するタスクのヘルプトピックを参照してください。

l 詳細情報:選択したノードの詳細や統計を表示するには、次のいずれかのタブをクリックしま

す。

n [サマリ] (初期表示)には、選択したノードのモデル、総合状態、アクティビティ、およ

び構成(メモリおよび論理ディスク)が表示されます。

n [説明]には、ノードに関する情報を入力できるウィンドウが表示されます。

n [ストレージ]には、ストレージの状態、論理ID、サイズ、コントローラ、および現在の

アクション(該当する場合)が表示されます。

n [ネットワーク]には、ネットワークの状態、名前、速度、およびMACアドレスが表示さ

れます。

n [センサー]には、センサーの名前と現在の状態が表示されます。

n [仮想マシン]には、仮想マシンの状態、アクティビティ、および名前が表示されます。

n [詳細]には、選択したノードの製造元、モデル、およびシリアル番号が表示されます。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」
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物理マシンのアクション

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

物理マシンのアクション

物理マシン(PM)を選択すると、PMの状態とアクションに応じて以下のアクションボタンまたはその

一部が表示されます。

注意事項: PMのメンテナンスを行うには、everRun可用性コンソールの [物理マシン]

ページを使用します。PCのスイッチなどのコンピュータのコントロールを使用しないで

ください。everRun可用性コンソールは、サービスの中断につながる可能性のある大半

のアクションからeverRunシステムを守ります。

コマンド 説明

作業開始

PMをメンテナンスモードにします。このPMで実行中のVMは、もう片方のPMが

サービスに使用されている場合はそちらにマイグレーションされます。(そうでない場

合、要求を再確認してVMをシャットダウンするよう求められます。)VMがマイグ

レーションまたはシャットダウンされると、PMに "実行中 (メンテナンスモード)"

と表示されます。「137ページの「メンテナンスモード」」を参照してください。

[作業開始]ボタンをクリックすると、PMがメンテナンスモードになった後、次のアクションを実

行できるようになります。

最終処理

PMの "実行中 (メンテナンスモード)の状態を解除します。「137ページの「メン

テナンスモード」」を参照してください。

シャットダ

ウン

PMをシャットダウンします。PMは "オフ (メンテナンスモード)"に切り替わりま

す。「140ページの「物理マシンをシャットダウンする」」を参照してください。

リブート

PMをリブートします。PMは "リブート準備中 (メンテナンスモード)"に切り替わり

ます。「139ページの「物理マシンをリブートする」」を参照してください。
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コマンド 説明

削除

PMやそのコンポーネントを交換できるよう、everRunソフトウェアがPMを

everRunシステムのデータベースから削除します。「256ページの「物理マシン、

マザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換する」」を参照してくださ

い。

次のアクションは、障害率が高いためにeverRunソフトウェアがVMをサービスから除外し、電源

をオフにした場合に使用できます。

デバイスの

リセット

PMの平均故障間隔(MTBF) カウンタをリセットしてサービスに戻せるようにしま

す。「145ページの「故障した物理マシンのMTBF をリセットする」」を参照してく

ださい。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

90ページの「[物理マシン]ページ」

物理マシンの状態とアクティビティ

物理マシン(PM)には以下の状態とアクティビティがあります。各状態とアクティビティに応じて特定

のアクションが有効になります。

状態 アクティビティ 使用できるコマンド 説明

退去中 最終処理
仮想マシンがこのPMからパートナーマシ

ンにマイグレーションしています。

実行中 作業開始 PMは故障が予想されます。

実行中 作業開始 PMが故障しました。

電源オフ 作業開始 障害率が高すぎるため、everRunがPMの
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[仮想マシン]ページ

デバイスのリセット

電源をオフにしました。[デバイスのリセッ

ト]をクリックするまでPMは電源オフの状

態のままになります。「145ページの「故

障した物理マシンのMTBF をリセットす

る」」を参照してください。

ブート中 最終処理 PMがブートしています。

リブート 最終処理 PMがリブートしています。

実行中

最終処理
シャットダウン

リブート

リカバリ

交換

PMはメンテナンスモードで実行中です。

「137ページの「メンテナンスモード」」

を参照してください。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

90ページの「[物理マシン]ページ」

[仮想マシン] ページ

[仮想マシン]ページを使用して、everRunシステムで実行中の仮想マシン(VM)を管理します。この

ページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [仮想マシン]をク

リックします。

特定のVMを管理するには、[仮想マシン]ページの上部パネルでVMの名前をクリックします。下部の

パネルに、そのVMを管理するためのコントロールと情報が表示されます。

[仮想マシン]ページに表示されるVMの状態とアクティビティの意味については、「97ページの「仮

想マシンの状態とアクティビティ」」を参照してください。ここに表示されるコントロールの詳細につ

いては、「94ページの「仮想マシンのアクション」」か、特定のタスクのヘルプトピックを参照して

ください。

[仮想マシン]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。
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l VMを作成、インポート、復元する(「154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションす

る」」を参照)

l 213ページの「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

l 216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」

l 復元またはエクスポートが可能なVMスナップショットを作成する(「234ページの「スナップ

ショットを作成する」」を参照)

l VMの電源を制御する

n 210ページの「仮想マシンを起動する」

n 211ページの「仮想マシンをシャットダウンする」

n 212ページの「仮想マシンの電源をオフにする」

l 215ページの「仮想マシンを削除する」または215ページの「仮想マシンの名前を変更する」

l 高度なタスクやトラブルシューティングを管理する(概要は「245ページの「高度なトピック

(仮想マシン)」」を参照)

l VMに関する情報(VMの名前、説明、および下部パネルのタブに表示されるリソースなど)を表

示する

関連トピック

147ページの「仮想マシンを管理する」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

仮想マシンのアクション

仮想マシン(VM)を選択すると、VMの状態とアクションに応じて以下のアクションボタンが表示され

ます。

アクション 説明

作成

VM作成ウィザードを起動します。「155ページの「新しい仮想マシンを作成す

る」」を参照してください。

インポート/リ

OVF およびVHDファイルのセットからVMをインポートします。「154ページの

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」」を参照してください。
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アクション 説明

ストア

インポートウィザードでは、VMを"インポート"してそのVMの新しいインスタ

ンスを作成するか、あるいはVMを"リストア"してOVF およびVHDファイルに

指定されているのと同じハードウェアIDが設定された同一のVMを作成すること

ができます。

Open Virtual Machine Format (OVF) は、物理マシンまたは仮想マシンデータを

パッケージングして配布するためのオープンスタンダードです。OVF フォーマッ

トはVMに関するメタデータ情報を含みます。仮想ハードディスク(VHD)は、仮

想ディスク情報を含むファイルです。

VMが稼動している場合、次のアクションを使用できます。

コンソール

選択したVMのコンソールを開きます。「213ページの「仮想マシンコンソール

のセッションを開く」」を参照してください。

スナップ

ショット

OVF およびVHDファイルにエクスポートできるVMスナップショットを作成しま

す。「233ページの「スナップショットを管理する」」を参照してください。

シャットダウ

ン

選択したVMをシャットダウンします。「211ページの「仮想マシンをシャットダ

ウンする」」を参照してください。

電源オフ

選択したVMの処理を直ちに停止して、そのメモリの状態を破棄します。これ

は、VMを正常にシャットダウンできない場合の最後の手段としてのみ使用してく

ださい。「212ページの「仮想マシンの電源をオフにする」」を参照してくださ

い。

VMがシャットダウンまたは停止している場合、次のアクションを使用できます。

仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを起動します。このウィザードを起動
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アクション 説明

構成
する前にVMがシャットダウンされている必要があります。「216ページの「仮想

マシンのリソースを再プロビジョニングする」」を参照してください。

リストア

OVF またはVHDファイルの以前のバックアップコピーからVMを上書きすること

で、お使いのeverRunシステム上の既存のVMを復元します。「197ページの

「OVF ファイルから仮想マシンを交換する」」を参照してください。

スナップ

ショット

OVF およびVHDファイルにエクスポートできるVMスナップショットを作成しま

す。「233ページの「スナップショットを管理する」」を参照してください。

起動

選択したVMをブートします。「210ページの「仮想マシンを起動する」」を参照

してください。

CDからブー

ト

選択したCDからVMをブートします。「231ページの「仮想CDからブートす

る」」を参照してください。

次のアクションは、障害率が高いためにeverRunソフトウェアがVMをサービスから除外し、電源

をオフにした場合に使用できます。

デバイスのリ

セット

VMの平均故障間隔(MTBF) カウンタをリセットしてサービスに戻せるようにしま

す。「248ページの「故障した仮想マシンのMTBF をリセットする」」を参照し

てください。

VMがクラッシュすると、MTBF しきい値に達している場合はeverRunソフト

ウェアがそのVMを自動的に再起動します。VMがMTBF のしきい値を下回る場

合、everRunはそのマシンをクラッシュした状態のまま維持します。必要に応じ

て [デバイスのリセット]をクリックし、VMを再起動してMTBF カウンタをリ

セットできます。

関連トピック
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仮想マシンの状態とアクティビティ

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

93ページの「[仮想マシン]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

仮想マシンの状態とアクティビティ

仮想マシン(VM)では、以下のように状態とアクティビティに応じて特定のアクションが有効になりま

す。

状態 アクティビティ 有効なアクション 説明

インストール中

everRunソフトウェアが新しいVMの

ブートボリュームをインストールして

います。

停止

起動

構成

スナップショット

CDからブート

削除

VMはシャットダウンされたか電源オフ

になっています。

ブート中
コンソール

電源オフ
VMが起動しています。

実行中

コンソール

スナップショット

シャットダウン

電源オフ

VMは冗長な物理マシンで正常に稼動し

ています。

実行中

コンソール

シャットダウン

電源オフ

VMは正常に稼動していますが、完全に

冗長なリソースで実行されていませ

ん。

停止中
電源オフ

削除

VMはシャットダウンアクションが実

行されたためシャットダウンしている
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状態 アクティビティ 有効なアクション 説明

最中か、もう片方の物理マシンがメン

テナンスモードに推移しているために

シャットダウンされています。

クラッシュ

VMがクラッシュし、再起動していま

す。有効な場合、eアラートとサポー

ト通知メッセージが送信されます。

クラッシュ

VMがクラッシュした回数が多く、その

MTBF しきい値を超えました。[デバイ

スのリセット]をクリックするまでVM

はクラッシュ状態のままになります。

「248ページの「故障した仮想マシン

のMTBF をリセットする」」を参照し

てください。

関連トピック

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

93ページの「[仮想マシン]ページ」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

[スナップショット] ページ

[スナップショット]ページを使用して仮想マシン(VM)のスナップショットを管理します。スナップ

ショットは特定の時点におけるVMのイメージを表します。スナップショットを使用してeverRunシ

ステム上のVMを復元したり、エクスポートしたスナップショットを新しいVMで使用することができ

ます。このページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [スナップ

ショット]をクリックします。

[仮想マシン]ページでスナップショットを作成するには、「234ページの「スナップショットを作成

する」」を参照してください。

既存のスナップショットを管理するには、[仮想マシン]ページの上部パネルでスナップショットの名前

をクリックします。下部のパネルにそのスナップショットの説明が表示されます。
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[ボリューム]ページ

[スナップショット]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l 238ページの「スナップショットをエクスポートする」

l 244ページの「スナップショットを削除する」

l [説明]テキストボックスに各ボリュームの説明を追加する

関連トピック

233ページの「スナップショットを管理する」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

[ボリューム] ページ

[ボリューム]ページには、everRunシステム内の仮想マシン(VM)に接続されているボリュームに関

する情報が表示されます。このページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーション

パネルで [ボリューム]をクリックします。[ボリューム]ページの上部パネルに、ボリュームに関する

以下の列と情報が表示されます。

l 状態

l 名前

l サイズ

l ストレージグループ

l 用途。次のいずれかが表示されます。

n ボリュームをVMが使用している場合、そのVMへのリンク。

n ボリュームが root または swapの場合、物理マシン(PM)ページ(node0または

node1) へのリンク。

n 共有ボリューム(shared.fs) の場合はシステム。

n ボリュームがシステムボリュームではなく、VMでも使用されていない場合、"なし"。

[ボリューム]ページの上部パネルでボリュームの名前をクリックすると、下部パネルにそのボリューム

に関する追加の情報が表示されます。下部パネルでは、ボリュームに対して次のような管理タスクを実

行できます。
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l [説明]テキストボックスに各ボリュームの説明を追加する

l ボリュームの名前を変更する(「226ページの「everRunシステムのボリュームの名前を変更

する」」を参照)

l [コンテナ]タブで、ボリュームコンテナに関する、ボリュームおよびそこに保存されているス

ナップショットなどの情報を表示する

l [コンテナ]タブで、ボリュームコンテナを拡張する(「227ページの「everRunシステムのボ

リュームコンテナを拡張する」」を参照)

l [削除]をクリックしてボリュームを削除する(VMがボリュームを使用している場合、[削除]ボ

タンは表示されません)

その他のボリューム管理タスクは、[仮想マシン]ページから実行します。これには以下のタスクが含ま

れます。

l 221ページの「仮想マシンにボリュームを接続する」

l 219ページの「仮想マシンのボリュームを作成する」

l 222ページの「仮想マシンからボリュームを切断する」

l 224ページの「仮想マシンからボリュームを削除する」

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

[ストレージグループ] ページ

[ストレージグループ]ページには、everRunシステム内のディスクに関する情報が表示されます。こ

のページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [ストレージグ

ループ]をクリックします。

ストレージグループに関する情報を表示するには、[ストレージグループ]ページの上部パネルにある

ストレージグループ名をクリックします。下部のパネルに、そのストレージグループに関する情報が表

示されます。

[ストレージグループ]ページを使用して、名前、使用サイズ、サイズ、ボリューム数などのストレー

ジグループに関する情報を表示できます。また、下部パネルの [説明]タブでストレージグループの説

明を追加することもできます。
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注意事項: everRunソフトウェアは、たとえばディスクを変更したりPMのアップグ

レードや復元を行った場合などに、セカンダリ物理マシン(PM)上のディスクをプライマ

リPM上のディスクに自動で同期させます。PM間のボリュームの同期中は、左側のナビ

ゲーションパネルにある[システム]および [ボリューム]にビジーのアイコン( )が表

示されます。PMの同期中は、どちらのPMも削除しないでください。

ストレージとeverRunシステムに関する詳細については、「17ページの「everRunのストレージ

アーキテクチャ」」を参照してください。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

[ネットワーク] ページ

[ネットワーク]ページには、everRunシステムに接続されている共有ネットワークに関する情報が表

示されます。このページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで

[ネットワーク]をクリックします。

特定のネットワークを管理するには、[ネットワーク]ページの上部でネットワークの名前をクリックす

るか、[サマリ]タブのネットワーク接続図にあるポートをクリックします。下部のパネルに、そのネッ

トワークに関する情報が表示されます。

[ネットワーク]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l 54ページの「追加のネットワークを接続する」

l 102ページの「ネットワーク接続を修正する」.

l [サマリ]タブで、ネットワークを構成する物理アダプタのリストを確認する

l [説明]タブで、ネットワークの説明を追加する

l [仮想マシン]タブで、ネットワークを使用する仮想マシンのリストを確認する

ネットワークに関するその他の情報については、以下のトピックを参照してください。

l 26ページの「全般的なネットワーク要件と構成」

l 30ページの「SplitSite ネットワークの要件」
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注: [ネットワーク]ページには、両方の物理マシンに物理的に接続されているネット

ワークのみが表示されます。存在するはずのネットワークが表示されない場合、両方の

ネットワーク接続が正しく配線されていて、そのLINKがアクティブであることを確認し

ます。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

ネットワーク接続を修正する

everRunシステムソフトウェアはネットワーク接続のモニタリングと分析を行います。既存のネット

ワーク接続が最適でない(たとえば、1Gbポートが10Gbポートに接続されている場合など)ことが認

識され、ソフトウェアがネットワークを自動的に再構成できない場合には、ケーブルでつながれたネッ

トワークポートを自動的にペアリングできないことを通知するアラートが生成されます。その場合、次

の手順を実行してネットワーク接続を再構成して接続を最適化します。

最適でないネットワーク接続を再構成するには

1. セカンダリPMをメンテナンスモードにします。詳細については、「137ページの「メンテナ

ンスモード」」を参照してください。

2. everRun可用性コンソールで[ネットワーク]ページを開きます。

3. [ネットワークのフィックス]ボタンをクリックします。everRunシステムソフトウェアがネッ

トワークを再構成する間、[ネットワーク]ページの図に表示される接続トポロジが新しい最適な

構成を反映して更新されます。

4. セカンダリPMをメンテナンスモードから削除します。詳細については、「137ページの「メ

ンテナンスモード」」を参照してください。

[仮想 CD] ページ

[仮想 CD]ページを使用して仮想CD (VCD) を作成します。VCDを使用して、everRunシステム上の

仮想マシンで使用できる、ソフトウェアインストールメディアまたはリカバリメディアを作成できま

す。このページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [仮想 CD]

をクリックします。

102/491ページ



[アップグレードキット]ページ

特定のVCDを管理するには、[仮想 CD]ページの上部パネルでVCDの名前をクリックします。下部の

パネルに、そのVCDの説明が表示されます。

[仮想 CD]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l 229ページの「仮想CDを作成する」

l 232ページの「仮想CDを削除する」

l 232ページの「仮想CDの名前を変更する」

l [説明]テキストボックスに各ボリュームの説明を追加する

その他のVCD管理タスクを実行するには、「228ページの「仮想CDを管理する」」を参照してくだ

さい。

関連トピック

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

[アップグレードキット] ページ

everRun [アップグレードキット]ページでは、お使いのシステムを新しいバージョンのeverRunに

アップグレードするためのソフトウェアキットのアップロードと管理を行えます。[アップグレード

キット]ページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [アップグ

レードキット] をクリックします。

everRunソフトウェアのアップグレードの詳細については、「109ページの「everRunソフトウェア

をアップグレードする」」を参照してください。

関連トピック

58ページの「everRun可用性コンソール」

57ページの「everRun可用性コンソールを使用する」

[ユーザとグループ] ページ

[ユーザとグループ]ページでは、everRunシステムのユーザアカウントの追加、変更、および削除、

またはシステムを管理するActive Directory ユーザのアクセスの許可を行えます。このページを開く

には、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [ユーザとグループ]をクリックし

ます。

ローカルユーザアカウントを管理するには
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新しいユーザを追加するには、上部パネルの右側にある [追加]をクリックします。既存のユーザに変

更を加えるには、ユーザアカウントの名前をクリックして [編集]または [削除]をクリックします。詳

細については、「104ページの「ローカルユーザアカウントを管理する」」を参照してください。

ドメインユーザアカウントを管理するには

everRunシステムでActive Directory サービスを有効にする手順については、「76ページの

「Active Directory を構成する」」を参照してください。ドメインユーザのeverRunシステムを管理

するアクセスを許可したり削除するには、「105ページの「ドメインユーザアカウントを管理す

る」」を参照してください。

注: Active Directory ユーザまたはグループが構成されたシステムに管理者としてログイ

ンしている場合、[ユーザとグループ]ページの右上角に [アクセスの許可]ボタンが表示

されます。[アクセスの許可]ボタンをクリックすると、アクセスの許可ウィザードが起

動します。アクセスの許可ウィザードの使い方については、「105ページの「ドメイン

ユーザアカウントを管理する」」を参照してください。

ユーザアカウントをソートおよび検索するには

アカウントの数が多い場合、列見出しをクリックしてアカウントを特定のパラメータによってソートで

きます。アカウントのソート基準にはタイプ、ユーザ名、実名、電子メールアドレス、またはロールを

使用できます。

関連トピック

76ページの「Active Directory を構成する」

105ページの「ドメインユーザアカウントを管理する」

104ページの「ローカルユーザアカウントを管理する」

ローカルユーザアカウントを管理する

everRun可用性コンソールの [ユーザとグループ]ページで、ユーザの追加、編集、削除、パスワード

の指定、およびローカルユーザへの105ページの「ユーザロール」の割り当てを行います。(Active

Directory ドメイン内の設定済みユーザによるアクセスを許可したり拒否するには、「105ページの

「ドメインユーザアカウントを管理する」」を参照してください。)

ローカルユーザアカウントは、中央のドメインサーバではなくeverRunシステム自体に保存されま

す。[ユーザとグループ]ページでローカルアカウントを検索するには、[タイプ]列の値が [ローカル

ユーザ]になっているエントリを探します。
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ユーザロール

ユーザアカウントを追加するには

1. 左下のパネルで [ユーザとグループ]を選択します。

2. 上部パネルで [追加]をクリックします。

3. [ロール]ドロップダウンウィンドウで [管理者]、[プラットフォームマネージャー]、[読み取

り専用]のいずれかを選択します。

4. [ユーザ名]、[パスワード]、[電子メールアドレス]、[実名]の各フィールドに値を入力しま

す。ユーザ名とパスワードは1～64文字にし、スペースを含めることはできません。

5. [保存]をクリックします。

ユーザアカウントを編集するには

1. 左下のパネルで [ユーザとグループ]を選択します。

2. 上部パネルで [編集]をクリックします。

3. ユーザのロールを変更するには、[ロール]ドロップダウンウィンドウで [管理者]、[プラット

フォームマネージャー]、[読み取り専用]のいずれかを選択します。

4. [保存]をクリックします。

ユーザアカウントを削除するには

1. [ユーザとグループ]で削除するアカウントを選択します。

2. [削除]をクリックします。

3. 確認のダイアログボックスで [はい]をクリックします。

注: デフォルトの adminアカウントを編集して名前とパスワードを変更する必要があり

ますが、このアカウントを削除することはできません。

ユーザロール

l 管理者: 完全な管理者権限

l プラットフォームマネージャー: ユーザの追加、削除、および変更を除く、システム管理者権限

l 読み取り専用: システム構成を表示する権限(構成の変更権限はありません)、およびシステムソ

フトウェアをインストールする権限

ドメインユーザアカウントを管理する
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Active Directory (AD) ドメインユーザアカウントにeverRun可用性コンソールへのアクセスを許可

することができます。ドメインユーザアカウントは、ローカルのeverRunシステムではなく中央の

ADドメインサーバ上で管理します。

ドメインアカウントにアクセスを許可した後は、[ユーザとグループ]ページにあるアクセスの許可ウィ

ザードを使ってシステムへのアクセス許可のあるADアカウントの表示、管理、およびソートを行うこ

とができます。

前提条件: ドメインアカウントを管理するには、その前にeverRunシステムをActive

Directory ドメインに追加する必要があります。(「76ページの「Active Directory を構

成する」」を参照してください。) Active Directory が構成されていない場合や、インタ

フェースにログインしているユーザが管理権限を持たない場合には、[ユーザとグループ]

ページに[アクセスの許可]ボタンは表示されません。

ドメインユーザアカウントにアクセスを許可するには

1. 左下のパネルで [ユーザとグループ]ページを選択します。

2. 右上角の [アクセスの許可]をクリックします。

3. everRun - アクセスの許可ウィザードの [Search for (検索対象)]メニューで検索範囲を指定

します。

4. 検索する名前またはグループを入力します。 名前やテキストの一部を入力することもできます。

5. [検索]をクリックします。

6. システムのeverRun可用性コンソールグローバルユーザまたはグループとして追加する、ユー

ザまたはグループの隣りにある緑色のプラス記号(+) をクリックします。

7. [ロール]列のドロップダウンメニューを使用して、上記の手順でアクセスを許可したユーザまた

はグループにロールを割り当てます。割り当てが可能なロールは以下のとおりです。
Administrator (管理者)—システム管理者が行うすべての操作の実行権限が有効になります。

Plaftorm Admin (プラットフォーム管理者)—Administrator の権限からユーザアカウント

の管理権限を除いたものが有効になります。

Read Only (読み取り専用)—読み取りアクセスは有効になりますが、管理機能は許可されませ

ん。

Everyone (全員)—特定の情報への制限付き読み取りアクセスのみが有効になります。
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8. [完了]をクリックします。アクセスの許可ウィザードに新しいドメインユーザが表示されま

す。

ドメインユーザアカウントからアクセスを削除するには

1. [ユーザとグループ]ページで [アクセスの許可]をクリックします。

2. everRun - アクセスの許可ウィザードで、削除するユーザまたはグループの隣のチェック

ボックスをオンにします。

3. [Deny Access (アクセスの拒否)]をクリックし、[完了]をクリックします。

関連トピック

76ページの「Active Directory を構成する」
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第 4 章: everRun ソフトウェアをアップグレードする

このトピックではeverRunをアップグレードする方法について説明します。

前提条件: everRunソフトウェアをアップグレードするには、すべてのPMおよびVMが

正常な稼働状態になければなりません。アップグレードを開始する前に、everRun可用性

コンソールでPMまたはVMの問題を示すアラートが発生していないことを確認してくだ

さい。

アップグレードキットをアップロードするには

1. everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [アップグレードキット]をク

リックします。

2. [アップグレードキット]ページでマストヘッドの下にある [キットの追加]ボタンをクリックし

て、everRun キットのアップロードウィザードを開きます。

3. everRun - キットのアップロードウィザードダイアログボックスで、Google Chromeの場

合は [ファイルの選択]、FirefoxまたはInternet Explorer の場合は [参照]をクリックしてか

ら、.kit ファイルを参照して選択します。

4. .kit ファイルを選択した後、[アップロード]または [完了]をクリックします(実行される機能は

同じです)。ファイルをアップロードする間、"ファイルをアップロードしています (ウィザード

を閉じないでください)"というメッセージが表示されます。アップロードの所要時間は、ローカ

ルに保存されているファイルで最大2分間、ネットワーク経由で保存されているファイルの場合

は10分以上かかることがあります。
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5. アップロードが完了すると、"キットが正常にアップロードされました。 [OK] をクリックして

ウィザードを閉じてください。"というメッセージが表示されます。[OK]をクリックしてウィ

ザードを閉じます。

[アップグレードキット]ページに、アップグレードキットの状態とバージョン番号が表示され

ます。また、[キットの追加]ボタンとともに、[アップグレード]ボタンと [削除]ボタンも表示

されます。

6. 複数のアップグレードキットが読み込まれている場合、適切なものを選択します。

7. [アップグレード]をクリックしてeverRunシステムをアップグレードします。

everRunソフトウェアは、まずセカンダリPMをアップグレードしてリブートします。新たに

アップグレードされたPMがプライマリになった後、everRunソフトウェアはもう片方のPMを

アップグレードしてリブートします。

注: この手順によってeverRunシステムのAVCLIソフトウェアも更新されま

す。AVCLIをリモートの管理コンピュータにインストールしてある場合、リモー

トコンピュータのAVCLIを手動で最新バージョンにアップグレードする必要があ

ります。AVCLIソフトウェアは [Drivers and Tools (ドライバとツール)]セク

ションから入手できます。このセクションは everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) にあります。リ

モートコンピュータにAVCLIを手動でインストールする手順については、「274

ページの「AVCLIコマンドの概要」」を参照してください。
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第 5 章: everRun 7.x 以外のシステムからマイグレーションする

everRunMXシステムまたはAvance ユニットから、everRun 7.xシステムにマイグレーションする

場合に、もう片方のシステムから仮想マシン(VM)を転送するには、「154ページの「仮想マシンを作

成/マイグレーションする」」を参照してください。

システムワイドの構成をeverRunシステムにマイグレーションする方法については、以下のうち該当

するトピックを参照してください。

l 112ページの「everRunMXシステムからのマイグレーションを計画する」(システム間のマイ

グレーション)

everRunMXシステムとそのVMをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする際に影響を

受けるシステムワイドの構成と設定について検討するには、この計画情報を参照してください。

l 115ページの「everRunMXシステムをeverRun7.xシステムに変換する」(インプレースマ

イグレーション)

everRunMXシステムとそのVMのeverRun 7.xソフトウェアへのインプレースマイグレー

ションを実行するには、この手順を使用します。

l 121ページの「Avance ユニットからのマイグレーションを計画する」(システム間のマイグ

レーション)

Avance ユニットとそのVMをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする際に影響を受ける

システムワイドの構成と設定について検討するには、この計画情報を参照してください。

l 124ページの「Avance ユニットをeverRun 7.xシステムに変換する」(インプレースマイグ

レーション)
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Avance ユニットとそのVMのeverRun 7.xソフトウェアへのインプレースマイグレーション

を実行するには、この手順を使用します。

関連トピック

23ページの「計画」

34ページの「ソフトウェアのインストール」

52ページの「インストール後のタスク」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

everRun MXシステムからのマイグレーションを計画する

このトピックでは、現在everRunMXシステムを使用している場合にeverRun 7.xシステムへマイグ

レーションする際の考慮事項について説明します。

どのシステムを使用する場合でも、「154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」」に

ある、仮想マシン(VM)のeverRun 7.xシステムへのマイグレーションに関する情報を参照してくださ

い。

注: 最良の結果を得るには、Stratus 認定サービス業者までお問い合わせの上、everRun

7.x以外のシステムの評価とアップグレードに関するサポートを依頼してください。

プラットフォームの要件

既存のeverRunMXハードウェアを使用する場合でも、新しいハードウェアにマイグレーションする場

合でも、everRun 7.xシステムの最小システム要件を満たす必要があります。詳細については、「423

ページの「物理マシンのシステム要件」」を参照してください。

everRunMXはマルチノードXenServer プールをサポートしていますが、everRun 7.xシステムでは

2ノード構成のみがサポートされます。

計画的な停電

このヘルプトピックの考慮事項は、マイグレーションプロセス全体を通じて停電に耐え得ることを前提

に書かれています。ダウンタイムを最小限に抑える必要がある場合はStratus 認定サービス業者にヘル

プを依頼してください。

ゲストオペレーティングシステムのサポート

112/491ページ



ネットワークの準備

everRunMXの各仮想マシンで実行されているWindows ゲストオペレーティングシステム

が、everRun 7.xソフトウェアでサポートされることを確認します。「422ページの「対応している

ゲストオペレーティングシステム」」を参照してください。

さらに、各Windows ゲストオペレーティングシステムが、マイグレーションプロセス(「163ページ

の「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする」」を参照)または

インポートプロセス(「172ページの「everRunMXシステムからOVF ファイルをインポートす

る」」を参照)でサポートされていることも確認します。

ネットワークの準備

everRun 7.xの要件に従ってプラットフォームネットワークおよびネットワーク環境を準備します。

「26ページの「全般的なネットワーク要件と構成」」を参照してください。

管理ネットワークのアクセス

XenServer 管理ネットワークがeverRun 7.xビジネスネットワークになります。everRunMXの場合

と同様、管理コンソール(everRun可用性コンソール)にはこのネットワークからアクセスします。

XenServer 管理ネットワークにはボンディングされたネットワークインタフェースの使用が推奨され

ますが、これはeverRun 7.x管理ネットワークでサポートされていません。

everRunMXではXenServer プール内の各ノードにIPv4アドレスが関連付けられています。これは

everRun 7.xシステムでも同様ですが、その場合は(DHCPではなく)静的なシステムの IPアドレスも

必要です。このシステムのIPアドレスによってeverRun可用性コンソールへのアクセスが提供され、

必要に応じてeverRun 7.xソフトウェアによりeverRun 7.xノード間でフェールオーバーされます。

アベイラビリティリンクネットワーク

everRunMXで使用されていたA-Link (アベイラビリティリンク)ネットワークは、everRun 7.xシス

テム上でも引き続きA-Linkネットワークとして機能します。everRunMXのA-Linkは、各ノードで同

じサブネット上にはない複数のネットワークインタフェースも使用できますが、everRun 7.xシステム

ではそのような設定が不可能です。2つのA-Linkのそれぞれにつき、各ノードでそれに関連するネット

ワークインタフェースが同じローカルネットワークになければなりません。これはインタフェースの特

定に、IPv6リンクのローカルアドレスが使用されるためです。

A-Linkには10Gbネットワークを2つ使用することを推奨します。

A-Link接続がポイントツーポイントである必要はありません(したがってスイッチネットワーク上にも

設定できます)。

プライベートネットワーク
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everRunプライベートネットワークを特定する必要があります。プライベートネットワーク上には常

にeverRun 7.xシステムを1つだけインストールし、実行できます。したがって、プライベートネッ

トワークは2つのeverRun 7.xノード間のポイントツーポイント接続とすることを推奨します。

everRun 7.xシステムでは、少なくとも1つのA-Linkネットワークがポイントツーポイント接続され

ている場合はプライベートネットワーク用のA-Linkのうちの1つを共有するのが通常です。

プライベートネットワークには10Gbネットワークの使用を推奨します。

ビジネスネットワーク

プライベートネットワークでもA-Linkネットワークでもないすべてのネットワークは、ビジネスネッ

トワーク(つまりVMにより利用可能なネットワーク)として使用できます。管理ネットワークは同時に

ビジネスネットワークとして使用できます。

ストレージの考慮事項

everRunMXでは外付けストレージと冗長パスストレージの両方がサポートされていまし

た。everRun 7.xシステムでは、このどちらのストレージ構成もサポートされません。

everRunMXではストレージを複数のボリュームグループに構成することが可能でした。everRun 7.x

ソフトウェアは、利用可能なすべてのストレージから、単一のストレージグループを自動的に作成しま

す。

物理ストレージの要件については、「26ページの「ストレージの要件」」を参照してください。

クォーラムのサポート

everRunMX 6.2より前のリリースでは、クォーラムサーバをA-Link経由で使用する必要がありまし

た。everRunMX 6.2以降では、クォーラムサーバをXenServer プール内の任意のネットワーク経由

で使用できます。everRun 7.xシステムの場合、クォーラムサーバをビジネスネットワーク経由で使

用する必要があります。このネットワークはIPv4アドレスを使って構成され、クォーラムに必要で

す。

everRun可用性コンソールで、優先クォーラムサーバを1台目のクォーラムサーバとして構成し、代

替クォーラムサーバを2台目のクォーラムサーバとして構成する必要があります。

everRun のインストール

everRun 7.xシステムのノードを構成したら、「34ページの「ソフトウェアのインストール」」を参

照してeverRun 7.xソフトウェアをインストールし構成できます。

仮想マシンのマイグレーション
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P2VクライアントのマイグレーションプロセスまたはOVF のインポートプロセスを使用して、VMを

everRun 7.xシステムにマイグレーションします。各プロセスの概要については、「154ページの

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」」を参照してください。

everRun MXシステムを everRun7.xシステムに変換する

everRunMXシステムをeverRun 7.xシステムに変換して、everRunMXシステムとその仮想マシン

(VM)のeverRun 7.xソフトウェアへのインプレースマイグレーションを実行します。

everRunMXシステムを変換するには、everRunMXシステム上の1台の物理マシン(PM)、つまり"

ノード"をシャットダウンして、そのノードにeverRun 7.xソフトウェアをインストールします。P2V

クライアントを使用して、各VMをeverRunMXノードからeverRun 7.xノードにネットワークを

使って転送します。その後、残りのノードにeverRun 7.xソフトウェアをインストールします。

注意事項: 変換を行う前に、everRunMXシステムとそのVMをバックアップして、その

設定を記録することを検討してください。everRunMXシステムをeverRun 7.xシステ

ムに変換すると、最終的には(VMをeverRun 7.xノードにマイグレーションした後で)

お使いのeverRunMXシステム上のすべてのものが上書きされます。

注:

l 最良の結果を得るには、Stratus 認定サービス業者までお問い合わせの上、everRun

7.x以外のシステムの評価とアップグレードに関するサポートを依頼してください。

l everRunMXシステムをeverRun 7.xシステムに変換する前に、「423ページの

「物理マシンのシステム要件」」と「422ページの「対応しているゲストオペレー

ティングシステム」」を参照し、お使いのPMとVMがサポートされることを確認し

ます。

everRun MX システムの変換準備をするには

1. everRunMXシステムを変換する計画を立てるには、次の情報を参照してください。

n 112ページの「everRunMXシステムからのマイグレーションを計画する」

everRunMXシステムからeverRun 7.xシステムへのマイグレーションまたは変

換を行う際の考慮事項について説明しています。

n 34ページの「ソフトウェアのインストール」
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everRun 7.xソフトウェアのインストール手順の概要を説明しています。

n 163ページの「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグ

レーションする」

P2Vクライアントを使用してVMを別のシステムにマイグレーションする方法を説

明しています。また、VMがeverRun 7.xシステムで正しく機能するように、VM

をマイグレーションする前にゲストオペレーティングシステムで行う必要のあ

る、いくつかの手順についても説明しています。

2. everRunMXシステムとVMをバックアップします。

3. everRun 7.x ISOファイルを everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) からダウンロードしま

す。

4. P2VクライアントのISOファイルを、同じサポートページの [Drivers and Tools (ド

ライバとツール)]セクションからダウンロードします。

5. everRun 7.x ISOファイルを物理DVDに書き込みます。このDVDは、システムの各PM

にeverRun 7.xソフトウェアをインストールするために使用します。

6. P2VクライアントISOファイルを物理CDに書き込みます。このCDを各everRunMX

VMでブートして、VMをeverRun 7.xシステムに転送します。

7. ネットワーク管理者に問い合わせて、変換したeverRun 7.xシステムのシステムワイド

のIPアドレスとして使用する静的なIPアドレスを少なくとも1つ入手します。これらの

アドレスを自動的に割り当てるためのDHCPサーバがない場合や、静的なアドレスのみを

使用したい場合には、2つのノードでそれぞれ使用できるよう、もう1つ追加の静的IP

アドレスをリクエストします。

注: everRunMXシステムとeverRun 7.xシステムでは一意の静的IPアド

レスを維持する必要があります。ただし、元のeverRunMXシステムのIP

アドレスをeverRun 7.xシステムで再利用したい場合は、変換が完了した

後でeverRun 7.xシステムのネットワーク設定を変更できます。

everRun MX システムのマスターサーバをシャットダウンするには
両方のノードがeverRunMXソフトウェアを実行している状態で、次を行います。
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1. everRunMXマスターノードのホスト名またはIPアドレスで everRun Availability

Centerにログオンします:

http://everRunMX-address:8080

2. 左側のナビゲーションパネルで [Hosts (ホスト)]タブをクリックします。

3. マスターサーバを右クリックして [Shutdown (シャットダウン)].を選択します。

4. サーバによるVMの退去とシャットダウンを許可します。[everRun Log (everRun ロ

グ)]タブで進行状況を確認できます。

サーバのシャットダウンが完了すると、everRun Availability Center への接続が失われ

たというメッセージが表示されます。これは正常な動作です。

5. Citrix XenCenterを開いてeverRunMXシステムのもう一方のサーバに接続します。

この時点ではこれがマスターサーバになっています。

6. 続行する前に、残りのサーバでまだVMが実行されていることを確認します。

everRun MX システムの最初のノードを everRun 7.x ノードに変換するには

注意事項: ノードをeverRun 7.xソフトウェアに変換すると、そのノードのすべ

てのハードドライブが消去されます。

1つのノードがシャットダウンしていて、もう一方のノードがeverRunMXソフトウェアを実行

している状態で、次を行います。

1. everRun 7.xDVDを、オフラインになっているノードの物理DVDドライブに挿入し、

このノードをブートしてインストールプログラムを起動します。

2. 「44ページの「1台目のPMにソフトウェアをインストールする」」の指示に従

い、everRun 7.xソフトウェアを最初のノードにインストールします。ノードの電源を入

れて、必要なBIOS設定を更新し、ノードをeverRun 7.xDVDからブートしてインス

トールプログラムを実行します。

管理ネットワークを構成する際は、DHCPで割り当てられるアドレスを選択して、IPアド

レスを記録しておきます。「49ページの「管理IPアドレスを記録する」」を参照してく

ださい。(オプションで、2つ目のノードを変換した後、各ノードに静的なIPアドレスを

指定することもできます。)
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注意事項: この時点では、everRunMXシステムのもう一方のノードは変

換しません。変換を行うと、everRunMXのデータとVMがすべて失われ

ます。

3. 最初のノードへのeverRun 7.xソフトウェアのインストールが完了したら、新しくイン

ストールしたノードのIPアドレスにあるeverRun可用性コンソールに接続できることを

確認します。

4. 新しくインストールしたノードでeverRun可用性コンソールにログオンします。手順は

「53ページの「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」」を参照してくださ

い。

初期の構成を設定するプロンプトが表示されたら、ネットワーク管理者から受け取った静

的なIPアドレスをシステム IPアドレスとして入力します。テストの目的でeverRun

7.xシステムの機能を完全に有効にするには、[LICENSE INFORMATION (ライセン

ス情報)]ページで製品ライセンスをアップロードしてアクティベーションを行う必要があ

ります。

注:

n システム IPアドレスを指定する際は、node0やnode1のアドレスで

はなく、everRunシステム全体のIPアドレスを入力します。

n everRun 7.xソフトウェアを残りのノードにインストールする前

に、VMが最初のノードで正しく稼働することを確認するには、製品ラ

イセンスのアクティベーションを行う必要があります。P2Vクライアン

トを使用して製品ライセンスなしでVMをeverRun 7.xシステムにマ

イグレーションすることはできますが、everRun 7.xシステムでVMの

起動とテストを行うには、有効なライセンスのアクティベーションを実

行する必要があります。

VM を everRun MX ノードから everRun 7.x ノードにマイグレーションするには
最初のノードがeverRun 7.xソフトウェアを実行していて、2番目のノードがeverRunMXソ

フトウェアを実行している状態で、次を行います。

1. 必要に応じて、「163ページの「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステム

にマイグレーションする」」を参照してVMをマイグレーション用に準備します。
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(Windows Server 2003 VMをマイグレーションする必要がある場合、「160ページの

「Windows Server 2003 VMをeverRun 7.2システムにマイグレーションする」」の手

順を参照してください。)

場合によっては、VMをマイグレーションする前に、VMがeverRun 7.xシステムで正し

く機能するよう、ゲストオペレーティングシステムでいくつかの手順を行う必要があり

ます。

2. everRunMXシステムの残りのノードで、次にある everRun Availability Centerにロ

グオンします:

http://everRunMX-system:8080

3. 左側のナビゲーションパネルで [Virtual Machines (仮想マシン)]をクリックします。

4. マイグレーションするVMを右クリックして、[Unprotect (保護の解除)]をクリックし

ます。

5. VMの保護が解除されて自動的にシャットダウンしたら、XenCenterに戻ります。

6. XenCenterの左側のナビゲーションパネルで、everRunMXシステムのエントリを見つ

けて展開します。VMをクリックして [Start (起動)]をクリックします。

7. VMが起動したら、[Console (コンソール)]タブをクリックし、[Click here to

create a DVD Drive (DVD ドライブを作成するにはここをクリックします)]をク

リックします。VMをシャットダウンして、変更を保存します。

8. P2VクライアントCDを、もう一方のeverRunMXノードのDVDドライブに挿入しま

す。

9. [Console (コンソール)]タブの[DVD drive n (DVDドライブn)] の隣で、ドロップダ

ウンメニューから物理P2VクライアントCDを選択します。[Start (起動)]をクリック

して、P2VクライアントCDからVMのブートを開始します。

10. VMのマイグレーションを実行します。手順については、「163ページの「物理マシンま

たは仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする」」を参照してくださ

い。

11. マイグレーションが完了したら、VMの電源を切り、VMのコンソールウィンドウを閉じ

てください。
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12. everRun 7.xに接続しているeverRun可用性コンソールで、[仮想マシン]ページにVM

が表示されることを確認します。

13. マイグレーションしたVMを起動して、正常に動作していることを確かめます。VMのマ

イグレーション手順を完了します。手順については、「163ページの「物理マシンまたは

仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする」」を参照してください。

たとえば、必要に応じてドライバをインストールしたり一部のサービスを無効にします。

注意事項: everRun 7.xシステム上のVMを使用する際、everRunMXシ

ステム上の元のVMはシャットダウンした状態のままにする必要がありま

す。そうでない場合、VMでネットワークやソフトウェアライセンスの競

合が発生します。

注: everRun 7.xシステム上のVMを起動するには、製品ライセンスの

アクティベーションを済ませる必要があります。「66ページの

「everRunの製品ライセンスを管理する」」を参照し、ライセンスのアッ

プロードとアクティベーションを行います。

14. 必要に応じて、VMの構成と管理を行います。手順については、「147ページの「仮想マ

シンを管理する」」を参照してください。ゲストに固有の設定については、次を参照して

ください。

n 201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

n 206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

15. ステップ1～14を繰り返してその他必要なVMをマイグレーションします。

16. すべてのVMが正しく機能することを確認し、残りのeverRunMXサーバからの必要な

追加の設定をすべて記録します。次の手順ではこの残りのサーバを上書きします。

everRun 7.x ソフトウェアへの変換を完了するには

注意事項: ノードをeverRun 7.xソフトウェアに変換すると、そのノードのすべ

てのハードドライブが消去されます。2つ目のノードを変換した後は、エクス

ポートやサードパーティ製のバックアップを使って復元する場合を除き、元のVM

を復旧することはできません。
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1. everRunMXシステムの残りのノードをシャットダウンします。

2. 「49ページの「2台目のPMにソフトウェアをインストールする」」の指示に従い、2つ

目のノードにeverRun 7.xソフトウェアをインストールします。ノードの電源を入れ

て、必要なBIOS設定を更新し、ノードをeverRun 7.xDVDからブートしてインストー

ルプログラムを実行します。

管理ネットワークを構成する際は、DHCPで割り当てられるアドレスを選択しておきま

す。(ソフトウェアをインストールした後で、静的なIPアドレスを指定できます。)

3. インストールが完了したら、everRun 7.xシステムのシステムIPアドレスにある

everRun可用性コンソールに接続します。

4. オプションで、everRun 7.xシステムのネットワーク設定を次のように更新します。

n everRunMXシステムの静的IPアドレスを、everRun 7.xシステムのシステムIP

アドレスとして再利用するには、[基本設定]ページを開いて [IP 構成]をク

リックします。[システム IP]タブで、everRunMXシステムが使用していた静的

なIPアドレスを入力し、[保存]をクリックします。

n 各ノードに静的IPアドレスを指定する場合、各ノードの [noden IP]タブをク

リックし、新しい設定を入力して [保存]をクリックします。

必要な場合はeverRun可用性コンソールが再度読み込まれ、新しいアドレスが反映され

ます。

5. everRun 7.xの設定を構成します。概要については、「52ページの「インストール後の

タスク」」を参照してください。

トラブルシューティング
必要な場合は以下の情報を参照してエクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問

題を解決してください。

everRun 7.x システムで発生するネットワーク接続の問題を解決するには

最初のノードをインストールした後でeverRun可用性コンソールに接続できない場

合、everRun 7.xシステムのnode0とシステムIPアドレスに同じアドレスが使用されている可

能性があります。この問題を解決するには、everRun 7.xソフトウェアをnode0に再インス

トールし、node0用とシステムIPアドレス用にそれぞれ異なるIPアドレスを入力してくださ

い。

Avance ユニットからのマイグレーションを計画する
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このトピックでは、現在Avance ユニットを使用している場合にeverRun 7.xシステムへマイグレー

ションする際の考慮事項について説明します。

どのシステムを使用する場合でも、「154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」」に

ある、仮想マシン(VM)のeverRun 7.xシステムへのマイグレーションに関する情報を参照してくださ

い。

注: 最良の結果を得るには、Stratus 認定サービス業者までお問い合わせの上、everRun

7.x以外のシステムの評価とアップグレードに関するサポートを依頼してください。

プラットフォームの要件

既存のAvance ハードウェアを使用する場合や、新しいハードウェアにマイグレーションする場

合、everRunシステムの最小システム要件を満たす必要があります。詳細については「423ページの

「物理マシンのシステム要件」」を参照してください。

計画的な停電

このヘルプトピックの考慮事項は、マイグレーションプロセス全体を通じて停電に耐え得ることを前提

に書かれています。ダウンタイムを最小限に抑える必要がある場合はStratus 認定サービス業者にヘル

プを依頼してください。

ゲストオペレーティングシステムのサポート

Avance の各VMで実行されているWindows またはLinuxゲストオペレーティングシステム

が、everRunソフトウェアでサポートされることを確認します。「422ページの「対応しているゲス

トオペレーティングシステム」」を参照してください。

さらに、各ゲストオペレーティングシステムが、マイグレーションプロセス(「163ページの「物理

マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする」」を参照)またはインポー

トプロセス(「172ページの「everRunMXシステムからOVF ファイルをインポートする」」を参照)

でサポートされていることも確認します)。

ネットワークの準備

everRunのシステム要件に従ってプラットフォームネットワークおよびネットワーク環境を準備しま

す。「26ページの「全般的なネットワーク要件と構成」」を参照してください。

管理ネットワークのアクセス
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アベイラビリティリンクネットワーク

Avance Management Console (管理コンソール)へのアクセスに使用されたものと同じネットワーク

がeverRun可用性コンソールでも使用されます。

Avance では、システム内のどちらのノードにもフェールオーバーが可能なIPv4システムアドレスを

経由して、管理ネットワーク上でノードを使用できました。everRunソフトウェアは同じシステムア

ドレスを使用しますが、システムIPアドレスと同じサブネットにある各ノードのIPv4アドレスも個別

に必要となります。

アベイラビリティリンクネットワーク

Avance にはアベイラビリティリンクがありませんでした。したがって、これらのネットワークをハー

ドウェア構成に追加する必要があります。

A-Linkには10Gbネットワークを2つ使用することを推奨します。

A-Link接続がポイントツーポイントである必要はありません(したがってスイッチネットワーク上にも

設定できます)。

プライベートネットワーク

Avance ユニットでプライベートネットワークに使用されたのと同じネットワークを、everRunシス

テムのプライベートネットワークに使用できます。

プライベートネットワーク上には常にeverRunシステムを1つだけインストールし、実行できます。

したがって、プライベートネットワークは2つのeverRunノード間のポイントツーポイント接続とす

ることを推奨します。

少なくとも1つのA-Linkネットワークがポイントツーポイント接続されている場合はプライベート

ネットワーク用のA-Linkのうちの1つを共有するのが通常です。

プライベートネットワークには10Gbネットワークの使用を推奨します。

ビジネスネットワーク

プライベートネットワークでもA-Linkネットワークでもないすべてのネットワークは、ビジネスネッ

トワーク(つまりVMにより利用可能なネットワーク)として使用できます。管理ネットワークは同時に

ビジネスネットワークとして使用できます。

ストレージの考慮事項

Avance ユニットのストレージはeverRunシステムでそのまま使用できますが、ストレージグループ

は1つしか設定できません。物理ストレージの要件については、「26ページの「ストレージの要

件」」を参照してください。
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everRun のインストール

everRunシステムのノードを構成したら、「34ページの「ソフトウェアのインストール」」を参照し

てeverRunソフトウェアをインストールし構成できます。

仮想マシンのマイグレーション

P2VクライアントのマイグレーションプロセスまたはOVF のインポートプロセスを使用して、VMを

everRunシステムにマイグレーションします。各プロセスの概要については、「154ページの「仮想

マシンを作成/マイグレーションする」」を参照してください。

Avance ユニットを everRun 7.xシステムに変換する

Avance ユニットをeverRunシステムに変換して、Avance ユニットとその仮想マシン(VM)の

everRun 7.xソフトウェアへのインプレースマイグレーションを実行します。

Avance ユニットを変換するには、Avance ユニットの1台の物理マシン(PM)、つまり"ノード"を

シャットダウンして、そのノードにeverRunソフトウェアをインストールします。P2Vクライアント

を使用して、各VMをAvance ノードからeverRunノードにネットワークを使って転送します。その

後、残りのノードにeverRunソフトウェアをインストールします。

注意事項: 変換を行う前に、Avance ユニットとそのVMをバックアップして、その設定

を記録することを検討してください。Avance ユニットをeverRunシステムに変換する

と、最終的には(VMをeverRunノードにマイグレーションした後で) Avance ユニット

上のすべてのものが上書きされます。

注:

l 最良の結果を得るには、Stratus 認定サービス業者までお問い合わせの上、everRun

以外のシステムの評価とアップグレードに関するサポートを依頼してください。

l Avance システムをeverRunシステムに変換する前に、「423ページの「物理マシ

ンのシステム要件」」と「422ページの「対応しているゲストオペレーティングシ

ステム」」を参照し、お使いのPMとVMがサポートされることを確認します。

Avance ユニットの変換準備をするには

1. Avance ユニットを変換する計画を立てるには、次の情報を参照してください。
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Avance ユニットをeverRun 7.xシステムに変換する

n 121ページの「Avance ユニットからのマイグレーションを計画する」

Avance ユニットからeverRunシステムへのマイグレーションまたは変換を行う

際の考慮事項について説明しています。

n 34ページの「ソフトウェアのインストール」

everRunソフトウェアのインストール手順の概要を説明しています。

n 163ページの「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグ

レーションする」

P2Vクライアントを使用してVMを別のシステムにマイグレーションする方法を説

明しています。また、VMがeverRunシステムで正しく機能するように、VMをマ

イグレーションする前にゲストオペレーティングシステムで行う必要のある、い

くつかの手順についても説明しています。

2. Avance ユニットとVMをバックアップします。

3. everRun ISOファイルを everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) からダウンロードしま

す。

4. P2VクライアントのISOファイルを、同じサポートページの [Drivers and Tools (ド

ライバとツール)]セクションからダウンロードします。

5. everRun ISOファイルを物理DVDに書き込みます。このDVDは、システムの各PMに

everRunソフトウェアをインストールするために使用します。

6. Avance Management Console で、P2VクライアントISOファイルを使用してVCDを

作成します。このVCDを各Avance VMでブートして、everRunシステムにVMを転送

します。

7. ネットワーク管理者に問い合わせて、変換したeverRunシステムのシステムワイドのIP

アドレスとして使用する静的なIPアドレスを少なくとも1つ入手します。これらのアド

レスを自動的に割り当てるためのDHCPサーバがない場合や、静的なアドレスのみを使用

したい場合には、2つのノードでそれぞれ使用できるよう、もう1つ追加の静的IPアド

レスをリクエストします。
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注: Avance ユニットとeverRunシステムでは一意の静的IPアドレスを維

持する必要があります。ただし、元のAvance ユニットのIPアドレスを

everRunシステムで再利用したい場合は、変換が完了した後でeverRun

システムのネットワーク設定を変更できます。

Avance ユニットの node0 を everRun ノードに変換するには

注意事項: ノードをeverRunソフトウェアに変換すると、そのノードのすべての

ハードドライブが消去されます。

両方のノードがAvance ソフトウェアを実行している状態で、次を行います。

1. Avance Management Console で、Avance ユニットが正しく実行されていて、両方の

PMがオンラインになっていることを確認します。

2. Avance ユニットのnode0でメンテナンスモードを有効にします。

注: 一貫性を保つため、Avance ユニットのnode0から操作を開始しま

す。この最初に変換するノードが、everRunシステムのnode0になりま

す。

3. VMがnode0からnode1へとマイグレーションすることを確認します。

4. node0をシャットダウンします。

5. 「44ページの「1台目のPMにソフトウェアをインストールする」」の指示に従

い、everRunソフトウェアをnode0にインストールします。ノードの電源を入れて、必

要なBIOS設定を更新し、ノードをeverRun DVDからブートしてインストールプログラ

ムを実行します。

管理ネットワークを構成する際は、DHCPで割り当てられるアドレスを選択して、IPアド

レスを記録しておきます。「49ページの「管理IPアドレスを記録する」」を参照してく

ださい。(オプションで、2つ目のノードを変換した後、各ノードに静的なIPアドレスを

指定することもできます。)

注意事項: この時点では、Avance ユニットの残りのノードは変換しませ

ん。変換を行うと、Avance データおよびVMがすべて失われます。
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6. node0へのeverRunソフトウェアのインストールが完了したら、新しくインストールし

たノードのIPアドレスにあるeverRun可用性コンソールに接続できることを確認しま

す。

7. node0でeverRun可用性コンソールにログオンします。手順は「53ページの

「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」」を参照してください。

初期の構成を設定するプロンプトが表示されたら、ネットワーク管理者から受け取った静

的なIPアドレスをシステム IPアドレスとして入力します。テストの目的でeverRunシ

ステムの機能を完全に有効にするには、[LICENSE INFORMATION (ライセンス情

報)]ページで製品ライセンスをアップロードしてアクティベーションを行う必要がありま

す。

注:

n システム IPアドレスを指定する際は、node0やnode1のアドレスで

はなく、システムワイドのIPアドレスを入力します。

n everRunソフトウェアを残りのノードにインストールする前に、VMが

node0で正しく稼働することを確認するには、製品ライセンスのアク

ティベーションを行う必要があります。P2Vクライアントを使用して製

品ライセンスなしでVMをeverRunシステムにマイグレーションする

ことはできますが、everRunシステムでVMの起動とテストを行うに

は、有効なライセンスのアクティベーションを実行する必要がありま

す。

VM を Avance ノードから everRun ノードにマイグレーションするには
node0がeverRunソフトウェアを実行していて、node1がAvance ソフトウェアを実行して

いる状態で、次を行います。

1. 必要に応じて、「163ページの「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステム

にマイグレーションする」」を参照してVMをマイグレーション用に準備します。

(Windows Server 2003 VMをマイグレーションする必要がある場合、「160ページの

「Windows Server 2003 VMをeverRun 7.2システムにマイグレーションする」」の手

順を参照してください。)

127/491ページ



everRunユーザガイド

場合によっては、VMをマイグレーションする前に、VMがeverRunシステムで正しく機

能するよう、ゲストオペレーティングシステムでいくつかの手順を行う必要がありま

す。

2. Avance Management Console で、マイグレーションするVMをシャットダウンしま

す。

3. P2VクライアントVCDからVMをブートして、VMのマイグレーションを実行します。

手順については、「163ページの「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステ

ムにマイグレーションする」」を参照してください。

4. マイグレーションが完了したら、VMの電源を切り、VMのコンソールウィンドウを閉じ

てください。

5. everRunに接続しているeverRun可用性コンソールで、[仮想マシン]ページにVMが

表示されることを確認します。

6. マイグレーションしたVMを起動して、正常に動作していることを確かめます。VMのマ

イグレーション手順を完了します。手順については、「163ページの「物理マシンまたは

仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする」」を参照してください。

たとえば、必要に応じてドライバをインストールしたり一部のサービスを無効にします。

注意事項: everRunシステム上のVMを使用する際、Avance システム上

の元のVMはシャットダウンした状態のままにする必要があります。そう

でない場合、VMでネットワークやソフトウェアライセンスの競合が発生

します。

注: everRunシステム上のVMを起動するには、製品ライセンスのアク

ティベーションを済ませる必要があります。「66ページの「everRunの

製品ライセンスを管理する」」を参照し、ライセンスのアップロードと

アクティベーションを行います。

7. 必要に応じて、VMの構成と管理を行います。手順については、「147ページの「仮想マ

シンを管理する」」を参照してください。ゲストに固有の設定については、次を参照して

ください。
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n 201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

n 206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

8. ステップ1～7を繰り返してその他の必要なVMをマイグレーションします。

9. すべてのVMが正しく動作することを確認し、残りのAvance ノード(node1) からの必

要な追加の設定をすべて記録します。次の手順ではこの残りのサーバを上書きします。

everRun ソフトウェアへの変換を完了するには

注意事項: ノードをeverRunソフトウェアに変換すると、そのノードのすべての

ハードドライブが消去されます。2つ目のノードを変換した後は、エクスポート

やサードパーティ製のバックアップを使って復元する場合を除き、元のVMを復

旧することはできません。

1. Avance ユニットをシャットダウンして、残りのAvance ノード(node1) の電源を切り

ます。Avance Management Console で、[Unit (ユニット)]ページの [Shutdown

(シャットダウン)]をクリックします。

2. 「49ページの「2台目のPMにソフトウェアをインストールする」」の指示に従い、

everRunソフトウェアをnode1にインストールします。ノードの電源を入れて、必要な

BIOS設定を更新し、ノードをeverRun DVDからブートしてインストールプログラムを

実行します。

管理ネットワークを構成する際は、DHCPで割り当てられるアドレスを選択しておきま

す。(ソフトウェアをインストールした後で、静的なIPアドレスを指定できます。)

3. インストールが完了したら、everRunシステムのシステムIPアドレスにあるeverRun

可用性コンソールに接続します。

4. オプションで、everRunシステムのネットワーク設定を次のように更新します。

n Avance ユニットの静的IPアドレスを、everRunシステムのシステムIPアドレ

スとして再利用するには、[基本設定]ページを開いて [IP 構成]をクリックしま

す。[システム IP]タブで、Avance ユニットで使用していた静的なIPアドレスを

入力し、[保存]をクリックします。

n 各ノードに静的IPアドレスを指定する場合、各ノードの [noden IP]タブをク

リックし、新しい設定を入力して [保存]をクリックします。
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必要な場合はeverRun可用性コンソールが再度読み込まれ、新しいアドレスが反映され

ます。

5. everRunの設定を構成します。概要については、「52ページの「インストール後のタ

スク」」を参照してください。

トラブルシューティング
必要な場合は以下の情報を参照してエクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問

題を解決してください。

everRun システムで発生するネットワーク接続の問題を解決するには

特に最初のノード(node0) をインストールした後でeverRun可用性コンソールに接続できない

場合、node0とシステムのIPアドレスに同じIPアドレスが使用されている可能性があります。

この問題を解決するには、everRunソフトウェアをnode0に再インストールし、node0とシス

テムIPアドレス用にそれぞれ異なるIPアドレスを入力してください。
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第 6 章: 論理ディスクを管理する

論理ディスクの管理にはeverRun可用性コンソールを使用します。概要は「131ページの「論理ディ

スクの管理」」および「17ページの「論理ディスクと物理ディスク」」を参照してください。

タスクの実行手順については次を参照してください。

l 132ページの「故障した論理ディスクに対処する」

l 134ページの「新しい論理ディスクをアクティベートする」

論理ディスクの管理

everRunシステムではeverRun可用性コンソールを使用して、新しい論理ディスクをアクティブ化し

て障害のある論理ディスクに対処することにより論理ディスクを管理します。

RAIDコントローラからオペレーティングシステムに提示された新しい論理ディスクがeverRunソフ

トウェアで自動認識される場合であっても、状況によっては新しい論理ディスクのアクティベーション

を行う必要があります。詳細については、「134ページの「新しい論理ディスクをアクティベートす

る」」を参照してください。

存在しない論理ディスクや障害のある論理ディスクに関するアラートには対処する必要があります。ま

た、物理ディスクが削除されたり障害が発生した場合にeverRunソフトウェアが論理ディスクの不具

合を検知することもあります。その場合はeverRunソフトウェアでアラートが作成され、ダッシュ

ボードに表示されます。次にアラートの例を示します。

l システムに、存在しないか不具合のある論理ディスクがあります。

l PM node1 の論理ディスク - 1 に不具合があります。
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everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページの各PMの[ストレージ]タブに、不具合のある論理

ディスクが表示されます。詳細については、「90ページの「[物理マシン]ページ」」を参照してくだ

さい。

論理ディスクの障害が発生すると、システムストレージが固定されます。このアラートに対処するまで

は新しいボリュームの割り当てを行えません。対処の方法として、RAIDコントローラBIOSやマスト

ヘッドの [リペア]ボタンを使用することもあります。詳細については、「132ページの「故障した論

理ディスクに対処する」」を参照してください

関連トピック

17ページの「論理ディスクと物理ディスク」

58ページの「everRun可用性コンソール」

故障した論理ディスクに対処する

everRunソフトウェアで論理ディスクの破損や損失が検出されると、everRun可用性コンソールの

[ダッシュボード]ページに論理ディスク故障のアラートが表示されます。(アラートの例は、「131

ページの「論理ディスクの管理」」を参照してください。)アラートは[アラート履歴]ページでも確認

できます。状況に応じて次のいずれかの方法を用いて問題に対処するまで、everRun可用性コンソール

にはアラートが表示されたままになります。

l 物理ディスクが取り除かれた場合、適切な物理ディスクを挿入し直す必要があります。その場

合、物理マシンによってディスクが復元されますが、状況によってはRAIDコントローラソフト

ウェアを使用して論理ディスクの復元を完了する必要があります。

l 論理ディスクが破損している場合や存在しない場合、RAIDコントローラソフトウェアによる復

旧を試行できます。RAIDコントローラソフトウェアを使って論理ディスクをサービスに復旧さ

せることができた場合、everRunソフトウェアは復元された論理ディスクを検知して、その

データを使用し始めます。

l 論理ディスクが破損していたり存在せず、RAIDコントローラソフトウェアを使用して論理ディ

スクを復旧できない場合(たとえば、故障した物理ディスクを交換する必要がある場合)、マスト

ヘッドの [リペア]ボタンをクリックして修復を完了させます。[リペア]ボタンをクリックする

と、everRunソフトウェアによって次が行われます。

n アラートを無視します。

n 故障したすべての論理ディスクを退去させます。
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n 故障したすべての論理ディスクをそのストレージグループから削除します。

n 故障した論理ディスクを使用していたすべてのボリュームの修復を試行します。

注意事項:

1. [リペア]ボタンをクリックすると、故障した論理ディスク上のデータはすべて削除さ

れます。

2. ストレージの修復により、故障した論理ディスクを使用している仮想マシン(VM)

は、修復が完了するまでシンプレックスとして機能します。

3. 一部の構成では、ブートディスクである論理ディスクの修復が必要な場合、RAIDコ

ントローラを再構成して残りのいずれかの論理ディスクからブートするようにしなけ

ればなりません。故障ディスクの影響を受けない論理ディスクであれば、サーバを

ブートできます。everRunソフトウェアは、全体的な可用性を最大限にするため各

ノードのブロックファイルをミラーリングします。ただし、システムによっては

RAIDコントローラで事前に定義されたブート論理ディスクからしかブートできない

こともあり、事前定義された論理ディスクがブート不可能であっても存在している場

合には、代替の論理ディスクからブートすることができません。ノードが復旧され、

交換ドライブを使用した論理ディスクが最新の状態になった後、RAIDコントローラ

でブートデバイスを元の値に戻す必要があります。

故障した論理ディスクを修復するには

1. everRun可用性コンソールのマストヘッドに表示される [リペア]ボタンをクリックします。

2. 修復を続行するには、確認メッセージのボックスで [はい]をクリックします。

[リペア]ボタンをクリックすると、everRunソフトウェアはデータを他の論理ディスクにマイ

グレーションすることで、故障したすべてのボリュームを修復しようとします。他の論理ディ

スクにデータの保存に十分な空き容量がある場合、everRunソフトウェアによる修復が正常に

完了します。他の論理ディスクにデータの保存に必要な空き容量が不足している場合、修復に必

要な空き容量がないというアラートがeverRunソフトウェアに表示されます。その場合、新し

い論理ディスクを作成するか既存のボリュームを削除する方法で、ストレージグループにスト

レージを追加する必要があります。

データの保存に十分な空き容量がある場合、everRunソフトウェアは故障したボリュームの再

ミラーリングを自動的に行います。
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修復が完了した後、RAIDコントローラソフトウェアを使って故障した論理ディスクを削除し、新しい

論理ディスクを作成します。everRunソフトウェアが新しい論理ディスクを自動的に認識し、ディスク

にデータが含まれない場合はこれをサービスに追加します。ディスクにデータが含まれる場合、ダッ

シュボードに "PM nodenの論理ディスク nを認識できません。アクティベーションを行うか、削除

する必要があります"というメッセージが表示されます。論理ディスクをアクティベートするには、

「134ページの「新しい論理ディスクをアクティベートする」」を参照してください。

関連トピック

17ページの「論理ディスクと物理ディスク」

58ページの「everRun可用性コンソール」

新しい論理ディスクをアクティベートする

everRunシステムではRAIDコントローラがシステムの物理ディスクから論理ディスクを作成しま

す。everRunソフトウェアは、RAIDコントローラがオペレーティングシステムに提示する論理ディ

スクにアクセスできます。新しい論理ディスクを認識すると、everRunソフトウェアは次のいずれかの

アクションを実行します。

l 論理ディスクにデータが含まれていない場合、everRunソフトウェアはその論理ディスクの

サービスを開始します。

l 退去されていない既知の論理ディスクの場合、everRunソフトウェアは論理ディスクとその

データの使用を開始します。

l ディスクに未知のデータが含まれる場合、ダッシュボードに "PM nodenの論理ディスク nを

認識できません。アクティベーションを行うか、削除する必要があります。"というメッセージ

が表示されます。その場合、ディスクをアクティベートするか削除します。あるいは現時点では

何もせず、後でディスクをアクティベートまたは削除することもできます。

注意事項: 論理ディスクのアクティベーションを行うと、そのディスクのすべてのデータ

が失われます。

新しい論理ディスクをアクティベートするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [物理マシン]を選択します。

2. [物理マシン]ページの上部パネルでnode0またはnode1を選択します。

3. [物理マシン]ページの下部のパネルで [ストレージ]タブをクリックします。
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4. [アクション]列で [非認識のアクティベーション]ボタンをクリックし、対応する論理ディスク

をアクティベートします。

5. [確認]メッセージボックスが表示されたら、[はい]をクリックして論理ディスクのアクティ

ベーションを確認します。論理ディスクのアクティベーションを行うと、そのディスクのすべて

のデータが失われます。

everRunソフトウェアが新しい論理ディスクをパーティションし、初期ストレージグループに追加し

て、このディスクの使用を開始します。

関連トピック

132ページの「故障した論理ディスクに対処する」

131ページの「論理ディスクの管理」

17ページの「論理ディスクと物理ディスク」

58ページの「everRun可用性コンソール」
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第 7 章: 物理マシンを管理する

物理マシン(PM)を管理して、その運用を制御しメンテナンスを行います。

PMの表示と管理にはeverRun可用性コンソールの [物理マシン]ページを使用します。詳細について

は、「90ページの「[物理マシン]ページ」」を参照してください。

[物理マシン]ページから行う多くのタスクはメンテナンスモードで実行する必要があります。詳細に

ついては、「137ページの「メンテナンスモード」」を参照してください。

メンテナンスモードでPMの運用状態を管理するには、次を参照してください。

l 140ページの「物理マシンをシャットダウンする」

l 139ページの「物理マシンをリブートする」

l 141ページの「負荷分散」

障害のあるPMを復旧したり、MTBF をリセットしてPMのトラブルシューティングを行うには、

「142ページの「物理マシンのトラブルシューティングを行う」」を参照してください。

メンテナンスタスクを実行するには、「251ページの「物理マシンのメンテナンスを行う」」を参照

してください。

メンテナンスモード

物理マシン(PM)がメンテナンスモードに切り替わると、メンテナンスを行えるようマシンがオフライ

ンになります。メンテナンス後に最終処理すると、PMのメンテナンスモードが解除されて再びオンラ

インになり、仮想マシン(VM)を実行できるようになります。

PMがメンテナンスモードになると、そのPMは実行中の仮想マシン(VM)をもう片方のPMにマイグ

レーションします。これにより、メンテナンスによるVMのサービス中断を回避できます。
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物理マシン(nodex (プライマリ)) がメンテナンスモードに切り替わると、もう片方のPMがプライマ

リになります。

両方のPMがメンテナンスモードに入る場合、これらのPMはすべてのVMを正常にシャットダウンし

て、PMがシャットダウンやリブートされる前にVMのメモリ状態を保護します。

PMのシャットダウンは、PMがメンテナンスモードにある状態で [物理マシン]ページから行う必要が

あります。これはeverRun可用性コンソールが、PMの電源を手動でオフにした結果生じる可能性のあ

るサービス中断からシステムを保護するためです。

注意事項:

1. PMがメンテナンスモードになっている間、everRunシステムはフォールトトレラ

ントでありません。ダウンタイムの発生を回避するには、PMのメンテナンスモード

を解除して再びオンラインに戻せるよう、サービスをできるだけ早く最終処理しま

す。

2. 両方のPMを同時にメンテナンスモードにすることは避けてください。仮想マシンの

運用を継続するには、少なくとも1台のPMが正常に稼動している必要があります。

(everRunシステム全体をシャットダウンする必要がある場合、「140ページの「物

理マシンをシャットダウンする」」を参照してください。)

注: 両方の物理マシンをメンテナンスモードにするには、まずセカンダリPMをメンテナ

ンスモードにした後で、プライマリPMをメンテナンスモードにします。この順序を守

ることで、仮想マシンの不要なマイグレーションを回避できます。

PM をメンテナンスモードにするには

1. [物理マシン]ページからPMを選択します。

2. [作業開始]をクリックします。

PMがメンテナンスモードになると、その状態が と表示されます。

PM を最終処理してメンテナンスモードを解除するには

1. [物理マシン]ページから物理マシンを選択します。

2. [最終処理]をクリックして、PMのメンテナンスモードを解除します。

関連トピック
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物理マシンの管理アクション

58ページの「everRun可用性コンソール」

137ページの「物理マシンを管理する」

9ページの「物理マシンと仮想マシン」

90ページの「[物理マシン]ページ」

93ページの「[仮想マシン]ページ」

物理マシンの管理アクション

次のような物理マシンの管理アクションを実行できます。

l 139ページの「物理マシンをリブートする」

l 140ページの「物理マシンをシャットダウンする」

l 141ページの「負荷分散」

物理マシンをリブートする

物理マシン(PM)をリブートしてeverRunソフトウェアを再起動し、オプションでPMのメンテナンス

モードを解除します。(everRunシステムの両方のPMをリブートする必要がある場合には、「62ペー

ジの「システムをリブートする」」を参照してください。)

PM をリブートするには

1. リブートするPM (node0またはnode1) を決定します。

2. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックしま

す。

3. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合状態

が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモード)"に

変わります。

4. [リブート]をクリックします。PMがリブートし [アクティビティ]状態が表示されます。

n リブート準備中 (メンテナンスモード)

n リブート中 (メンテナンスモード)

n ブート中 (メンテナンスモード)

n 実行中 (メンテナンスモード)
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5. PMのメンテナンスモードを解除して仮想マシンを実行できるようにするには、[最終処理]をク

リックします。

関連トピック

137ページの「メンテナンスモード」

58ページの「everRun可用性コンソール」

137ページの「物理マシンを管理する」

90ページの「[物理マシン]ページ」

物理マシンをシャットダウンする

物理マシン(PM)をシャットダウンして、修理や交換の必要がある場合にPMの実行を停止します。以

下の手順はPMを1台のみ停止する場合に使用します。

注意事項:

1. この手順を使って両方のPMをシャットダウンすると、データを損失する可能性があ

ります。両方のPMを停止する必要がある場合、「63ページの「システムをシャッ

トダウンする」」の説明に従ってeverRunシステムをシャットダウンします(これに

より仮想マシン(VM)もシャットダウンされます)。

2. -f (強制)オプションを、CentOSオペレーティングシステムの

halt、poweroff、または rebootコマンドで使用しないでください。使用する

と、同じノード上でアクティブなFTゲストがハングします。代わりに、下記に説明

する手順でeverRun可用性コンソールとメンテナンスモードを使用して、PMを

シャットダウンします。

3. PMをシャットダウンすると、everRunシステムがフォールトトレラントではなくな

ります。アップタイムを継続させるには、オフラインのPMをできるだけ早くサービ

スに戻します。

PMをシャットダウンするには、PMをメンテナンスモードにする必要があります。すると、そのPM

で実行中のすべてのマシンがもう片方のPMにマイグレーションされます。

PM をシャットダウンするには
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1. シャットダウンするPMを決定します。

2. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックしま

す。

3. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合状態

が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモード)"に

変わります。

4. このPMの状態が "実行中 (メンテナンスモード)"になった後、[シャットダウン]をクリック

します。

注意事項: [シャットダウン]をクリックしてもPMがオフにならない場合、手動でPMの

電源をオフにする必要があります。その場合、メモリの状態情報が失われます。手動で電

源をオフにする手順は、最後の手段として使用してください。

PMがシャットダウンした後はアクティビティが "オフ (メンテナンスモード)"になります。この

PMは手動で再起動する必要があります。

関連トピック

137ページの「メンテナンスモード」

58ページの「everRun可用性コンソール」

137ページの「物理マシンを管理する」

90ページの「[物理マシン]ページ」

負荷分散

HA負荷分散ではVMを両方のPMに分散させることによりパフォーマンスと可用性の改善を図りま

す。負荷分散はVMごとに構成され、everRunシステム上で自動的に有効化されます。

一方のPMが使用不可となった場合、もう片方のPMですべてのVMが実行されます。 VMを実行する

よう設定されたPMが再び使用可能な状態になると、VMは自動的にこのPMへマイグレーションし、

完全に同期されます。

運用モード

負荷分散は [仮想マシン]ページにある、VMの [負荷分散]タブで設定します。 以下のモードがサポー

トされています。
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l [自動で分散]。VMの自動負荷分散機能を提供します。自動負荷分散が設定されたVMは、最も

多くのリソースがある使用可能なPM上で実行されます。自動設定された1つ以上のVMを移動

することにより負荷分散の効果が向上するとシステムで判定された場合、アラートが生成されま

す。ダッシュボードにアラートが表示され、マストヘッドに負荷分散の通知が表示されます。

VMの自動負荷分散を開始するには、[負荷分散]をクリックします。

[仮想マシン]ページの [現在の PM]列のアイコンに、次にマイグレーションするVMが表示さ

れます。

l [nodeNに手動で配分]。上級ユーザの場合、自動ポリシーに依存せず、特定のPM (ノード)を

それぞれのVMに手動で割り当てることができます。

[仮想マシン]ページで、各VMの[現行 PM]タブにグラフィックが表示されます。このグラフィック

は、VMの現在の負荷分散状態、VMを実行しているPM、およびその優先PMを示します。

次のサンプルグラフィックは、VMが現在PM 0で実行されていて、優先マシンはPM 1であることを

示しています。

everRunポリシーはVMを常に稼動状態に保ちます。 片方のPMで故障が予想されたりメンテナンス

を行っている場合や、サービスから除外されている場合には、VMは正常に機能している方のPMで実

行されます。両方のPMが正常な状態にある場合、VMはその優先PMにマイグレーションします。

関連トピック

246ページの「仮想マシンの優先PMを選択する」

物理マシンのトラブルシューティングを行う

次のトピックでは、PMのトラブルシューティングの手順について説明します。

l 142ページの「故障した物理マシンを復旧する」

l 145ページの「故障した物理マシンのMTBF をリセットする」

故障した物理マシンを復旧する

物理マシン(PM)の復旧は、PMがブート不可能になったり、everRunシステムでPMとして機能しな

くなった場合に行います。状況によっては、everRun可用性コンソールに故障したPMの状態が "アク

セス不可能 (同期/退去中...)"と表示されることもあります。
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PMを復旧するには、インストール用ISOを使用して、PMが実行していたeverRunリリースを再イン

ストールする必要があります。ただし、故障したPMの復旧は最初に行うソフトウェアのインストール

とは異なります。復旧操作ではすべてのデータが維持されますが、/bootおよびrootファイルシステ

ムの再作成、CentOSおよびeverRunソフトウェアの再インストール、および既存のシステムへの接

続試行が行われます。

警告: この手順では、復旧前にPMにインストールしたすべてのソフトウェアと、入力した

すべてのPM構成情報が削除されます。この手順を完了した後は、手動ですべてのソフト

ウェアを再インストールして、元の設定に一致するようPMを再構成する必要があります。

注: PMの修復または置換が必要な場合、「256ページの「物理マシン、マザーボー

ド、NIC、またはRAIDコントローラを交換する」」を参照してください。その場合は

ノードの削除をメンテナンスモードで行う必要があります。
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前提条件:

1. 復旧が必要なPMを判断します。

2. 次のいずれかの方法で、PMが実行していたeverRunリリースのインストールソフ

トウェアを取得します。

n インストール用ISOをStratus 認定サービス業者からダウンロードします。

n 前回使用したアップグレードキットから、現在の作業ディレクトリにインス

トール用ISOを抽出します。これには次のようなコマンドを実行します

(x.x.x.xはリリース番号、nnnはビルド番号です)。

tar -xzvf everRun_upgrade-x.x.x.x-nnn.kit *.iso

インストール用の正しいISOを取得したら、これを保存するかDVDに書き込みま

す。37ページの「everRunソフトウェアを入手する」を参照してください。

3. 復旧するPMにモニタとキーボードが接続されていることを確認します。

4. 復旧するPMが、イーサネットケーブルでネットワークに接続されているか、2台の

everRunシステムPM間の距離が近い場合はもう片方のPMに直接接続されているこ

とを確認します。イーサネットケーブルは復旧するPMの最初の内蔵ポートに差し込

むか、PMに内蔵ポートがない場合はオプションの(つまりアドオンまたは拡張)ポー

トに差し込みます。

PM を復旧するには

1. 復旧するPMに手動で電源を入れます。PMの電源がオンになったらBIOSに入って光学式ドラ

イブを最初のブートデバイスに設定します。

2. PMに ISOイメージをマウントするか、DVDを挿入します。

3. [Welcome (ウェルカム)]画面で、[Recover PM, Join system: Preserving data (PM の

リカバリ、システムの結合: データの維持)]を選択し、Enterキーを押します。

4. プロンプトが表示されたら [Select interface for private Physical Machine connection

(プライベート物理マシンに接続するインタフェースの選択)]に応答してから、[Select

interface for managing the system (ibiz0) (システムを管理するインタフェースの選択
(ibiz0))]プロンプトに応答します。
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5. ibiz0を構成するプロンプトが表示されたら、[Automatic configuration via DHCP

(DHCP による自動構成)]または [Manual configuration (Static Address) (手動構成 (静

的アドレス))]を選択します。(priv0はインストールソフトウェアによって自動的に構成されま

す。)

6. インストールが完了すると、PMでインストールDVDを使用した場合はDVDが取り出され、リ

ブートされます。

7. PMのブート中、everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページでそのアクティビティを確

認できます。復旧が完了すると、[アクティビティ]列のPMの状態が "リカバリ (メンテナンス

モード)"から "実行中"に変わります。

8. この手順を完了した後は、アプリケーションおよびすべてのホストレベルのソフトウェアを手動

で再インストールし、元の設定に一致するようPMを再構成する必要があります。

関連トピック

137ページの「メンテナンスモード」

137ページの「物理マシンを管理する」

58ページの「everRun可用性コンソール」

90ページの「[物理マシン]ページ」

故障した物理マシンのMTBF をリセットする

物理マシン(PM)の平均故障間隔(MTBF: mean time between failure) カウンタをリセットして、故

障した物理マシンの再起動を試行します。

PMがクラッシュすると、MTBF しきい値に達している場合はeverRunソフトウェアがこれを自動的に

再起動します。PMがMTBF しきい値を下回る場合、everRunソフトウェアはマシンを電源オフの状態

のままで維持します。その場合、必要に応じてMTBF カウンタをリセットすることで、PMを再起動で

きます。

注意事項: Stratus 認定サービス業者から指示を受けた場合を除き、MTBF カウンタはリ

セットしないでください。リセットを行うと、システムのフォールトトレランスに影響

することがあります。

注: [デバイスのリセット]ボタンは、PMがそのMBTF しきい値を下回る場合にのみ表示

されます。
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PM の MTBF カウンタをリセットするには

1. MTBF カウンタをリセットするPMを決定します。

2. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックしま

す。

3. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合状態

が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモード)"に

変わります。

4. PMに "実行中 (メンテナンスモード)"と表示されたら、[デバイスのリセット]をクリックしま

す。

関連トピック

137ページの「メンテナンスモード」

137ページの「物理マシンを管理する」

58ページの「everRun可用性コンソール」

90ページの「[物理マシン]ページ」
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第 8 章: 仮想マシンを管理する

仮想マシン(VM)を管理して、その運用の制御、リソースのプロビジョニング、またはゲストオペレー

ティングシステムとアプリケーションの構成を行います。

VMの表示と管理はeverRun可用性コンソールの [仮想マシン]ページで行えます。このページにアク

セスする方法は「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照してください。特定の管理タスクの実

行手順については次のトピックを参照してください。

メンテナンスモードでPMの運用状態を管理するには、次を参照してください。

l 210ページの「仮想マシンを起動する」

l 211ページの「仮想マシンをシャットダウンする」

l 212ページの「仮想マシンの電源をオフにする」

l 213ページの「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

VMの作成または構成を行うには、次を参照してください。

l 148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」(仮想CPU、メモリ、ストレージ、および

ネットワーク)

l 154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

l 233ページの「スナップショットを管理する」

l 228ページの「仮想CDを管理する」

l 201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」
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l 206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

l 216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

高度なタスクを実行するには、次を参照してください。

l 245ページの「仮想マシンに特定のMACアドレスを割り当てる」

l 246ページの「仮想マシンの優先PMを選択する」

l 247ページの「仮想マシンの保護レベルを変更する(HAまたはFT)」

l 247ページの「仮想マシンのブートシーケンスを構成する」

l 248ページの「故障した仮想マシンのMTBF をリセットする」

l 249ページの「仮想マシンでダンプファイルを検索する」

仮想マシンのリソースを計画する

仮想マシンを作成するときは、システムのパフォーマンスと可用性を最大限にできるようなシステムリ

ソースの割り当て方法を計画してください。

仮想マシンへのリソース割り当てを計画するには、次を参照してください。

l 148ページの「仮想マシンのｖCPUを計画する」

l 150ページの「仮想マシンのメモリを計画する」

l 151ページの「仮想マシンのストレージを計画する」

l 153ページの「仮想マシンのネットワークを計画する」

仮想マシンのｖCPU を計画する

仮想CPU (vCPU) の割り当てによって、everRunシステムの仮想マシン(VM)にコンピューティング

リソースを割り当てます。

VMにvCPUを割り当てるときは、以下の情報と制限事項に配慮してください。

l 各ｖCPUは処理能力の仮想単位を表します。everRunシステムで利用可能なvCPUの合計数

は、システム内で処理能力が低い方の物理マシン(PM)が表すハードウェアスレッドの数に一致

します。たとえば、一方のPMにそれぞれ2つのスレッドで構成されるコアが4つ(つまり

vCPUが8個)あり、もう片方のPMにそれぞれ2つのスレッドで構成されるコアが8つ(つま

りvCPUが16個)ある場合、利用できるvCPUの合計数は8個(つまり処理能力が小さい方の

PMのスレッド数)となります。
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l VMに利用できるｖCPUの数は、everRunシステムで使用可能な合計vCPUから、everRunシ

ステムソフトウェアに割り当てられたvCPUの数(vCPUの数は2または4に設定できます。

「76ページの「システムリソースを構成する」」を参照してください)を差し引いたもので

す。たとえば、ｖCPUの合計数が8個で、システムソフトウェアに2個のｖCPUを割り当てた

場合、システムをオーバープロビジョニングせずに実行中のVMに割り当てることのできる

vCPUは6個です。

l 1つのVMに割り当てることのできるvCPUの最大数は、システム内にあるvCPUの合計数に等

しくなります。各VMは、その構成されたvCPUに、オーバーヘッドとしてFTVMの場合は

2、HA VMの場合は1をそれぞれ追加した数のvCPUを使用します。

l Windows ベースのVM: 割り当て済みvCPUの数を1から nまたは nから1に変更した場合、

再プロビジョニングの完了時にVMを再起動した後で(「216ページの「仮想マシンのリソース

を再プロビジョニングする」」を参照)、VMをもう一度シャットダウンして再起動する必要があ

ります。これにより、VMが対称型マルチプロセッシング(SMP) のために正しく再構成されま

す。このVMは、再起動されるまでは異常な動作を示し、使用できません。

l everRun可用性コンソールの [システム]ページ(「61ページの「[システム]ページ」」を参

照)に、vCPUの合計容量、everRunシステムソフトウェアに割り当てられたvCPUの数、実

行中のVMにより使用されるvCPUの数、および利用可能なvCPUの数が表示されます。

l everRunソフトウェアではvCPUのオーバープロビジョニングが許可されます。[システム]

ページに表示された空きvCPUの数がゼロ未満の場合、vCPUのオーバープロビジョニングが発

生したことを示します。これはコンソールにも表示され、vCPUがどの程度オーバープロビジョ

ニングされているかも表示されます。

l vCPUをオーバープロビジョニングしてもVMの作成や起動には支障はありませんが、オーバー

プロビジョニングが発生した状態でシステムを稼動するのは避けることを推奨します。

仮想 CPU のオーバープロビジョニングに関する考慮事項

注: 一般に、VMリソースのオーバープロビジョニングは避けてください。各VMのリ

ソースは隔離して、VMをリソースリークや予期しないパフォーマンスピークの発生し

得る他のVMから保護するのが理想的です。VMを作成して構成する際は、他のVMでは

使用できない専用のリソースを割り当てるようにします。

物理CPUのオーバープロビジョニングは、次の状況が当てはまる場合のみに行います。
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l すべてのVMによって消費されるピーク時vCPUリソースが、everRunシステムの物理リソー

スを超えていない場合。

l 1つ以上のVMを異なる時間に使用している場合(オフピーク時のバックアップなど)。

l 1つ以上のVMを、別のVMの稼動中に停止する場合(VMのアップグレード中、VMのバック

アップや復旧時など)。

l VMで使用されるピーク時合計CPUが、サービスレベルアグリーメントまたは必要な応答時間

に影響を及ぼさない場合。

l 各VMのCPU使用状況をよく把握していて、そのアプリケーションにリソースリークの傾向が

ない場合。CPUがオーバープロビジョニングされた場合、1つのVMで発生したリークが他の

VMのパフォーマンスに影響を及ぼすことがあります。

関連トピック

24ページの「システム要件の概要」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンのメモリを計画する

メモリの割り当てによって、everRunシステムの仮想マシン(VM)に物理メモリを割り当てます。

VMにメモリを割り当てるときは、以下の情報と制限事項に配慮してください。

l VMに割り当てることのできる合計メモリは、everRunシステムで使用可能な合計メモリ(「26

ページの「メモリの要件」」を参照)から、everRunシステムソフトウェアに割り当てられた

メモリ容量(1、2、または4GBに設定できます。「76ページの「システムリソースを構成す

る」」を参照してください)を差し引いたものです。たとえば、メモリの合計容量が16GBあ

り、システムソフトウェアに2GBを割り当てた場合、VMで使用可能なメモリは14GBになり

ます。

l 1つのVMに、すべてのVMに利用できるメモリの合計容量をプロビジョニングすることができ

ます。各VMは、その要求されたメモリ容量に20%のオーバーヘッドを加算した容量を使用し

ます。

l 許容される最小のメモリ割り当ては256MBですが、64ビットオペレーティングシステムでは

少なくとも600MBが必要です。ゲストオペレーティングシステムのメモリの要件を必ず確認

してください。
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l everRun可用性コンソールの [システム]ページ(「61ページの「[システム]ページ」」を参

照)に、メモリの合計容量、everRunシステムソフトウェアに割り当てられたメモリ、実行中の

VMにより使用されるメモリ、および空きメモリの容量が表示されます。このページを使用して

メモリの割り当てを確認します。

l everRunソフトウェアでは、実行中のVMのオーバープロビジョニングが許可されないため、

物理マシンの合計物理メモリ容量を超えるVMを起動することはできません。メモリのオーバー

プロビジョニングの発生を許可しても安全なのは、たとえばVMのアップグレードやポイントイ

ンタイムバックアップまたは復旧の最中などの、VMのうち1つ以上が停止中で、かつ別のVM

が実行中の場合のみです。

l 必要な場合には使用度の低い仮想マシンを1つ以上シャットダウンするか再構成し、使用度の高

いVMに利用可能なリソースを割り当て直すことによって、メモリを手動で再配分することがで

きます。

関連トピック

26ページの「メモリの要件」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンのストレージを計画する

everRunシステムのストレージ割り当てを計画して、仮想マシン(VM)とシステム管理のニーズを満た

すのに十分な空き容量を確保します。

everRunソフトウェアをインストールすると、すべての論理ディスクで利用可能な容量を使ってスト

レージグループが1つ作成されます。このストレージグループからVMのボリュームおよび仮想CD

(VCD) を割り当てます。この割り当てによってシステムのパフォーマンスおよび利用可能なストレージ

容量をフルに活用できるかどうかが大きく左右されます。

ストレージを仮想マシン(VM)に割り当てる際、以下の点について考慮してください。

l ストレージの最大容量を考慮する

everRunソフトウェアはストレージのオーバープロビジョニングを許可しません。すべてのVM

およびVCDに必要なストレージの合計は、everRunシステムで利用可能なストレージの合計未

満でなければなりません。容量が不足しているストレージグループからVMのボリュームを作成

しようとすると、システムによって阻止されます。
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l 孤立したストレージを最小限に抑える

各PMに同じ容量のストレージがあることを確認します。一方のPMにもう片方のPMよりも多

くのストレージが割り当てられている場合、ストレージグループではその小さい方の容量しか利

用できません。たとえば、一方のPMに3TBのストレージがあり、もう片方のPMに2TBのス

トレージがある場合、ストレージの合計容量は2TB (つまり容量が小さい方のPMのストレー

ジ)になります。

l 追加のVCD用にストレージ容量を残しておく

追加のVMやアプリケーションをインストールするためのVCD用として、ストレージグループ

に少なくとも5GBの空き容量を残しておきます。(このストレージ容量を確保するため、使用し

終わったVCDを削除することを検討してください。)

l VMのスナップショット用にストレージ容量を残しておく

各VMボリュームを作成する際、そのボリュームサイズだけでなく、それより大きいボリューム

コンテナのサイズも指定します。ボリュームコンテナにはボリュームとそのスナップショットが

保存されます。作成されたスナップショットをすべて保存するのに十分な容量を残すには、最初

にボリュームの少なくとも2倍の容量をイメージコンテナ用に割り当てます。ただし、VMのス

ナップショット操作とディザスタリカバリによる保護の設定によっては、必要な容量が変わる

ことがあります。ボリュームコンテナに必要なストレージ容量の推定について詳しくは、「18

ページの「ボリュームコンテナのサイズを決定する」」を参照してください。

ボリュームコンテナのストレージ容量を節約するには、古いスナップショットや使用しなくなっ

たスナップショットを削除することができます。「244ページの「スナップショットを削除す

る」」を参照してください。また、必要な場合はボリュームコンテナを拡張できます。「227

ページの「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」」を参照してください。

l 各VMに個別のブートボリュームとデータボリュームを作成する

ゲストオペレーティングシステムとアプリケーションを最初の(ブート)ボリュームに作成し、

その関連データ用には別のボリュームを作成します。ブートボリュームとデータボリュームを

区別しておくとデータの保護に役立ち、ブートボリュームがクラッシュした際にVMを簡単に復

旧できます。

l ゲストオペレーティングシステムにオーバーヘッドを追加した容量を持つブートボリュームを

作成する
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仮想マシンのネットワークを計画する

ゲストオペレーティングシステムの容量の最小要件に従い、ボリュームのフォーマット後の容

量と使用容量を考慮して、容量を大めに割り当てることを検討します。たとえば、VMの作成時

にブートドライブに5GB割り当てた場合、そのブートボリュームのフォーマット後の容量は、

使用開始前に約4.8 GBとなり、5GBの要件を満たすには不十分な可能性があります。

関連トピック

26ページの「ストレージの要件」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンのネットワークを計画する

ネットワークリソースを計画して、利用可能な仮想ネットワークをeverRunシステム上の仮想マシン

(VM)に割り当てる方法を決定します。

everRunソフトウェアをインストールすると、ソフトウェアが2台の物理マシン(PM)にある物理ネッ

トワークポートのペアをバインディングして、冗長な仮想ネットワークを形成します。everRunシス

テム上にVMを作成またはプロビジョニングする際は、物理ネットワークポートではなく、これらの仮

想ネットワークにVMを接続します。

VMを仮想ネットワークに接続するときは、以下の情報と制限事項に配慮してください。

l 1つのVMを複数の仮想ネットワークに接続できます。複数のVMを同じ仮想ネットワークに接

続することもできます。

l everRunソフトウェアでは、ネットワークリソースのオーバープロビジョニングに制限があり

ません。したがって、仮想ネットワークを割り当てる際はVMのネットワーク帯域幅および応答

時間の必要条件を考慮します。

l 複数のVMで同じ仮想ネットワークを共有する場合、利用可能なネットワーク帯域幅はこれらの

VM間で均等に共有されます。vCPU容量と異なり、帯域幅リソースを比例して割り当てる方法

はありません。したがって、1つのVMによるネットワークリソースの使用度が高い場合、当該

ネットワーク上のすべてのVMのパフォーマンスが劣化することがあります。VMの帯域幅要件

が大きい場合、そのVMに専用の仮想ネットワークを接続することを検討してください。

関連トピック

26ページの「全般的なネットワーク要件と構成」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」
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216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンを作成/マイグレーションする

既存のVMまたは物理マシン(PM)をネットワーク経由で直接マイグレーションするか、OVF (Open

Virtualization Format) ファイルを既存のeverRunまたはAvance VMからインポートする方法

で、everRun 7.xシステムに新しい仮想マシン(VM)を作成します。

既存のソースVMまたはPMを使用せずに新しいVMを作成するには、「155ページの「新しい仮想マ

シンを作成する」」を参照してください。

everRun 7.x以外のソースからシステムをマイグレーションまたはインポートするには、「111ページ

の「everRun 7.x以外のシステムからマイグレーションする」」の考慮事項を参照したうえで、ニーズ

に応じて次から適切なトピックを参照してください。

l 163ページの「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグレーションす

る」(everRunMXおよびAvance ベースのVMを含む、大部分のVMまたはPM)

P2Vクライアント (virt-p2v) を使用して、PMまたはVMをネットワーク経由で直接everRun

システム上の新しいVMに転送します。

l 172ページの「everRunMXシステムからOVF ファイルをインポートする」(everRunMX

ベースのVMのみ)

XenConvert を使用してVMをeverRunMXシステムからネットワーク共有上のOVF および仮

想ハードディスク(VHD)ファイルにエクスポートした後、everRun可用性コンソールを使用し

てこれらのファイルをeverRun 7.xシステムにインポートします。

l 182ページの「Avance システムからOVF ファイルをインポートする」(Avance ベースのVM

のみ)

Avance Management Console (管理コンソール)を使用してVMをAvance ユニットから管理

PCまたはネットワーク共有上のOVF およびraw tar 形式のハードディスクファイルにエクス

ポートした後、everRun可用性コンソールを使用してこれらのファイルをeverRun 7.xシステ

ムにインポートします。

VMを別のeverRun 7.xシステムからマイグレーションまたはインポートしたり、VMを同じeverRun

7.xシステム上に複製または復元するには、次のいずれかのトピックを参照してください。

l 163ページの「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグレーションす

る」
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P2Vクライアント (virt-p2v) を使用して、VMをネットワーク経由で別のeverRun 7.xシステ

ムまたは同じeverRun 7.xシステム上の上の新しいVMに直接転送します。

l 233ページの「スナップショットを管理する」

everRun可用性コンソールを使用してソースVMのスナップショットを作成し、そのスナップ

ショットをネットワーク共有上のOVF およびVHDファイルにエクスポートします。

l 191ページの「everRun 7.xシステムからOVF ファイルをインポートする」

everRun可用性コンソールを使用して、OVF およびVHDファイルを別のeverRun 7.xシステ

ムにインポートしたり、同じeverRun 7.xシステムにインポートし直します。

197ページの「OVF ファイルから仮想マシンを交換する」

everRun可用性コンソールを使用して、OVF およびVHDファイルを同じeverRun 7.xシステ

ムにインポートし、既存のVMを以前のバックアップコピーで上書きして復元します。

新しい仮想マシンを作成する

新しい仮想マシン(VM)を作成して、everRunシステムにゲストオペレーティングシステムをインス

トールします。(既存のVMまたは物理マシン(PM)をマイグレーションすることもできます。説明は

「154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」」を参照してください。)

[仮想マシン]ページの [作成]をクリックして、VM 作成ウィザードを起動します。ウィザードにVM

のリソース割り当てのプロセスが順を追って表示されます。

注:

Windows Server 2003 VMを作成する必要がある場合、「158ページの「新しい

Windows Server 2003仮想マシンを作成する」」を参照してください。Windows

Server 2003 VMを作成するには、上記と異なる手順を実行する必要があります。
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前提条件:

l 「148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」」のリストを参照し、VMへの

CPU、メモリ、ストレージ、およびネットワークリソースの割り当てに関する前提条

件と考慮事項を確認します。

l Windows またはLinuxインストールメディアのブート可能な仮想CD (VCD) を作成

します。詳細については「229ページの「仮想CDを作成する」」を参照してくださ

い。ブート可能なVCDは単一のCDまたはDVDでなければなりません。複数のCD

またはDVDはサポートされていません。

l everRunシステムの両方のPMがオンラインになっていることを確認します。そうで

ない場合、システムがVMを正しく作成できません。

l 新しいVMをディザスタリカバリ(DR) で保護する場合、ゲストオペレーティング

システムのインストールが完了するまで待ってください。必要に応じて、One View

コンソールでDRによる保護を有効化する前に、VMのコンソールを開いてゲストが

正常な稼働状態にあり、応答することを確認します。

新しい VM を作成するには

1. [物理マシン]ページ(「90ページの「[物理マシン]ページ」」を参照)で、両方のPMが "実行

中"の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期も行われていないことを

確認します。

2. [仮想マシン]ページ(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照)で、[作成]をクリック

してVM 作成ウィザードを開きます。

3. [名前、説明、保護および OS]ページで、次を行います。

a. VMにeverRun可用性コンソールで表示される [名前]を入力し、オプションで [説明]

を入力します。

b. VMで使用する保護のレベルを選択します。

o 高可用性 (HA)—基本的なフェールオーバーと復旧機能を提供し、発生した障害

によっては復旧に(自動の) VMリブートが必要です。HAは、ある程度のダウンタ

イムが許容され、FTが提供する高レベルのダウンタイム保護を必要としないアプ

リケーションに使用してください。
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o フォールトトレラント (FT)—2台の物理マシンで実行されるVMに冗長な環境

を作成することにより、アプリケーションを透過的に保護します。FTは、HAで提

供される以上のダウンタイム保護を必要とするアプリケーションに使用します。

保護のレベルの詳細については、「12ページの「運用モード」」を参照してください。

c. インストールするオペレーティングシステムが含まれたブート VCDを選択します。

d. [次へ]をクリックします。

4. [ボリューム]ページで次を行います。

a. everRun可用性コンソールに表示されるブートボリュームの [名前]を入力します。

b. 作成するボリュームのコンテナサイズとボリュームサイズをギガバイト(GB) 単位で入

力します。コンテナサイズは、スナップショットを保存する追加の容量を含む、ボ

リュームの合計サイズです。ボリュームサイズは、コンテナのうち、ゲストオペレー

ティングシステムで利用できる部分です。ストレージの割り当てに関する詳細は、「18

ページの「ボリュームコンテナのサイズを決定する」」および「151ページの「仮想マ

シンのストレージを計画する」」を参照してください。

c. ディスクイメージのフォーマットを次から選択します。

n RAW—rawディスクフォーマット。

n QCOW2—QEMU Copy OnWrite (QCOW2)フォーマット。スナップショットお

よびディザスタリカバリ機能に対応しています。

d. ボリュームを作成する [ストレージグループ]を選択します。

e. 必要に応じて、[新しいボリュームの追加]をクリックして各ボリュームのパラメータを指

定し、追加のデータボリュームを作成します。(VMを作成した後、仮想マシンの再プロ

ビジョニングウィザードを使用してボリュームを追加することもできます。詳細について

は、「219ページの「仮想マシンのボリュームを作成する」」を参照してください。)

f. 続行するには [次へ]をクリックします。

5. [ネットワーク]ページで、このVMに接続する共有ネットワークを選択します。詳細について

は、「153ページの「仮想マシンのネットワークを計画する」」を参照してください。続行する

には [次へ]をクリックします。

6. [ｖCPU とメモリ]ページで、VMに割り当てるｖCPUの数とメモリの容量を指定します。詳細

については、「148ページの「仮想マシンのｖCPUを計画する」」および「150ページの「仮
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想マシンのメモリを計画する」」を参照してください。続行するには [次へ]をクリックしま

す。

7. [作成サマリ]ページで次を行います。

a. 作成サマリの内容を確認します。変更が必要な場合、[戻る]をクリックします。

b. コンソールセッションの自動開始を避け、ソフトウェアのインストール処理をモニタリン

グできるようにするには、[コンソールの起動]の選択を解除します。

c. VMのプロビジョニング内容を受け入れてソフトウェアのインストールを開始するには、

[完了]をクリックします。

8. 必要に応じて、VMコンソールセッションでオペレーティングシステムのインストールの進行状

況を確認したり、任意のプロンプトに応答できます。

9. オペレーティングシステムをインストールした後、稼動時に必要となる追加のリソースとソフト

ウェアを構成します。詳細については次を参照してください。

n 201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

n 206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

注意事項: インストール処理が完了した後、最後のリブートを実行する前にプライマリ

PMで障害が生じたりVMがクラッシュした場合、VMのインストールを再開しなければ

ならないことがあります。

次のいずれかのインストールが中断した場合、VMがリブートしないことがあります。

l 構成手順を含む、ゲストオペレーティングシステム

l システムファイルを処理する任意のミドルウェアまたはアプリケーション

関連トピック

215ページの「仮想マシンの名前を変更する」

215ページの「仮想マシンを削除する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

新しいWindows Server 2003 仮想マシンを作成する
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everRunシステムに新しいWindows Server 2003 VMを作成するには、この手順を実行しま

す。Windows Server 2003 VMを作成する前に、以下の考慮事項を理解しておく必要があります。

l Windows Server 2003オペレーティングシステムはMicrosoft によってサポートされていませ

ん。

l everRunシステムがサポートするWindows Server 2003オペレーティングシステムの唯一の

バージョンは、Windows Server 2003 R2 Enterprise SP2 32 ビット版です。

l 他のオペレーティングシステムでVMを作成する際は、ネットワークVirtIOドライバが自動的

にインストールされません。手動でのインストールに必要な手順は、以下に説明しています。

注: 次の手順では、お使いのeverRunシステムにこのゲストOSをインストールするた

めに必要な、固有のアクションについてのみ説明します。ここでは説明されていない、通

常のインストールプロンプト(たとえばロケールの選択プロンプトなど)にも、適宜応答

する必要があります。

新しいWindows Server 2003 VM を作成するには

1. Windows Server インストールメディアのブート可能な仮想CD (VCD) を作成します。詳細に

ついては、「229ページの「仮想CDを作成する」」を参照してください。

2. 「155ページの「新しい仮想マシンを作成する」」で説明されている、ステップ1～7を実行

します。

3. ソフトウェアがWindows ロゴのテストに合格していないというメッセージが表示された場合は

[はい]をクリックしてインストールを続行します。

4. RedHat VirtIO SCSIコントローラドライバがWindows ロゴのテストに合格していないという

メッセージが表示された場合は [はい]をクリックしてインストールを続行します。

5. Windows セットアップが完了していないというメッセージが表示されたら、[キャンセル]をク

リックします。

6. セットアップの続行が選択されたことを示すWindows セットアップのメッセージが表示された

ら、[OK]をクリックします。

7. コンピュータの管理を開いて [デバイスマネージャー]をクリックします。

8. コンピュータの管理の右側のパネルで、[その他のデバイス]の下にある [イーサネットコント

ローラ]を右クリックします。ポップアップメニューで [ドライバの更新]をクリックします。
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9. ハードウェアの更新ウィザードで、[いいえ、今回は接続しません]を選択します。[次へ]をク

リックします。

10. ハードウェアの更新ウィザードで、[一覧または特定の場所からインストールする (詳細)] を選

択します。[次へ]をクリックします。

11. ハードウェアの更新ウィザードで、[リムーバブルメディア (フロッピー、CD-ROM など) を検

索]を選択します。[次へ]をクリックします。

12. ハードウェアの更新ウィザードで、一番上にあるRed Hat VirtIOイーサネットアダプタを選択

します。[次へ]をクリックします。

13. ハードウェアのインストールで、ソフトウェアがWindows ロゴのテストに合格していないとい

うメッセージが表示された場合、[続行する]をクリックしてから、[完了]をクリックします。

14. コンピュータの管理を閉じます。

15. 前の手順でインストールしたVMをシャットダウンします。このシャットダウンは、インストー

ルの処理中に自動的にインストールされた仮想フロッピーディスクを削除するために必要です。

注: Windows Server CD2からオプションのソフトウェアをインストールするに

は、このCDメディアのISOイメージを入手する必要があります。入手したISO

イメージを、システムからアクセスできるネットワークに保存して、setup.exe

ファイルを実行します。

16. オペレーティングシステムをインストールした後、稼動時に必要となる追加のリソースとソフト

ウェアを構成します。詳細については、「201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成

する」」を参照してください。

Windows Server 2003 VM を everRun 7.2 システムにマイグレーションする

Windows Server 2003仮想マシン(VM)をAvance ユニットまたはeverRunMXシステムから

everRun 7.2以降のシステムにマイグレーションするには、次の手順に従います。Windows Server

2003 VMのマイグレーションを行う前に、以下の考慮事項を理解しておく必要があります。

l Windows Server 2003オペレーティングシステムはMicrosoft によってサポートされていませ

ん。

l everRunシステムがサポートするWindows Server 2003オペレーティングシステムの唯一の

バージョンは、Windows Server 2003 R2 Enterprise SP2 32 ビット版です。
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l マイグレーション先のシステムはeverRunソフトウェアのリリース7.2以降を実行している必

要があります。

VMをマイグレーションするには、ソースWindows Server 2003 VMで "P2Vクライアント" (virt-

p2v) をブートし、このクライアントを使用してソース側からセキュアなネットワーク転送の構成、開

始、およびモニタリングを行います。まず、「Windows Server 2003 VMのマイグレーションを準備

するには」のうち、ソースシステムに適した手順を行ってから、続けて「Windows Server 2003 VM

をAvance またはeverRunMXシステムからマイグレーションするには」の手順を実行します。

Avance ユニットへのWindows Server 2003 VM のマイグレーションを準備するには

1. P2VクライアントのISOファイルを、 everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html)のドライバとツールセク

ションからダウンロードします。

ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fciv (Windows) またはmd5sum

(Linux) チェックサムファイルも同時にダウンロードして、「37ページの「everRunソ

フトウェアを入手する」」で説明されているコマンドに類似したコマンドを実行します。

2. Avance Management Console で、P2VクライアントISOファイルを使用してVCDを

作成します。このVCDをWindows Server 2003 VMでブートして、everRunシステム

にVMを転送します。

3. [仮想マシン]ページで、Windows Server 2003 VMを選択して [シャットダウン]をク

リックします。

4. Windows Server 2003 VMが停止したら、[CD からブート]をクリックします。

5. [CD からブート]ダイアログボックスで、P2VクライアントVCDを選択して [ブート]

をクリックします。

everRun MX システムへのWindows Server 2003 VM のマイグレーションを準備するには

1. P2VクライアントのISOファイルを、 everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) のドライバとツール

セクションからダウンロードします。

2. P2VクライアントISOファイルを物理CDに書き込みます。このCDをWindows

Server 2003 VMでブートして、everRun 7.2以降のシステムにVMを転送します。

3. 「115ページの「everRunMXシステムをeverRun7.xシステムに変換する」」の「VM

をeverRunMXノードからeverRunノードにマイグレーションするには」セクションに
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あるステップ1～9を実行して、Windows Server 2003 VMをシャットダウンし、P2V

クライアントCDからブートします。

Windows Server 2003 VM を Avance または everRun MX システムからマイグレーションする

には

1. [virt-p2v]ウィンドウで、マイグレーション先のeverRunシステムのホスト名(または

ホストIPアドレス)とパスワードを入力します。[Connect (接続)]をクリックします。

2. 表示された [virt-p2v]ウィンドウで、[Convert (変換)]をクリックします。

マイグレーションの進行状況は [virt-p2v]ウィンドウおよびマイグレーション先の

everRunシステムのeverRun可用性コンソールの [ボリューム]ページで監視できま

す。新しいVMに関連付けられたボリュームから順次表示されます。

3. マイグレーションが完了すると、[virt-p2v]ウィンドウに、処理が成功したというメッ

セージが表示されます。[電源オフ]をクリックして、ソースVMをシャットダウンしま

す。

4. マイグレーション先everRunシステムのeverRun可用性コンソールで、[仮想マシン]

をクリックします。

5. 新しく作成したVMを選択し、[起動]をクリックします。

6. Windows Server 2003ゲストオペレーティングシステムにログオンします。

7. サービスコントロールマネージャーに、システムの起動中にドライバエラーが発生した

という警告が表示されます。[OK]をクリックします。

8. [新しいハードウェアが見つかりました]ウィザードで、[いいえ、今回は接続しません]

を選択して [次へ]をクリックします。

9. [ソフトウェアを自動的にインストールする]を選択します。[次へ]をクリックします。

10. RedHat VirtIOイーサネットアダプタがWindows ロゴのテストに合格していないという

警告が表示されます。[続行する]をクリックします。

11. [新しいハードウェアが見つかりました]ウィザードが完了したら、[完了]をクリックし

ます。

12. RedHat VirtIO SCSIアダプタがWindows ロゴのテストに合格していないという警告が

表示されます。[続行する]をクリックします。
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13. [新しいハードウェアが見つかりました]ウィザードに、[このハードウェアをインストー

ルできません]というメッセージが表示されます。[このソフトウェアをインストールする

確認を今後表示しない。]を選択して [完了]をクリックします。

14. コンピュータの再起動を求めるプロンプトで、[はい]をクリックします。

15. サービスコントロールマネージャーに、システムの起動時にドライバエラーが発生した

という警告が再び表示されます。[OK]をクリックします。

16. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク構成の設定を更新し、再

起動して設定を有効にします。

新しいVMが正しく機能することが確認できたら、マイグレーションプロセスは完了します。た

だしeverRunシステムは、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用モードを有

効にするため、PM間のデータの同期を続行することがあります。

物理マシンまたは仮想マシンを everRun 7.x システムにマイグレーションする

物理マシン(PM)または仮想マシン(VM)のマイグレーションでは、ネットワークを経由してeverRun

7.xシステムの新しいVMにマシンを転送します。(Open Virtualization Format (OVF) ファイルを

everRun 7.xシステムにインポートすることもできます。概要は「154ページの「仮想マシンを作成/

マイグレーションする」」を参照してください。)

PMまたはVMをネットワーク経由でマイグレーションするには、ソースPMまたはVMで P2Vクライ

アント (virt-p2v) をブートし、このクライアントを使用してソース側からセキュアなネットワーク転

送の構成、開始、およびモニタリングを行います。マイグレーションが完了するまではeverRunシス

テムで構成手順を行う必要はありませんが、everRun可用性コンソールの [ボリューム]ページに新し

いVMに関連付けられたボリュームが順次表示されるので、マイグレーションの進行状況を確認できま

す。

注意事項: マイグレーションの準備を行う前に、ソースPMまたはVMのバックアップを

検討してください。
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注:

l マイグレーションプロセスでは、CentOS/RHEL 6、Windows 7、Windows Server

2008、Windows Small Business Server 2011、またはUbuntu 12.04以降を実行

するPMまたはVMのみがサポートされます。

l Windows Server 2003 VMをマイグレーションする必要がある場合、「160ページ

の「Windows Server 2003 VMをeverRun 7.2システムにマイグレーションす

る」」を参照してください。Windows Server 2003 VMのマイグレーションを行う

には、上記と異なる手順を実行する必要があります。

l LinuxベースのPMまたはVMの場合、マイグレーションプロセスの前に

/etc/fstabファイルを編集してデータボリュームのエントリをコメントアウト

し、ブートボリュームのみがマウントされるようにすることを検討してくださ

い。LinuxベースのVMはeverRunシステム上で異なるデバイス名を使用するので、

元のデバイス名のボリュームをマウントできない場合、新しいVMがシングルユーザ

モードでブートされることがあります。マイグレーションプロセスの

後、/etc/fstabのエントリを正しいデバイス名に戻すことができます。詳細につ

いては「トラブルシューティング」を参照してください。

l UbuntuベースのPMまたはVMの場合、マイグレーションを行う前に

/boot/grub/grub.cfgファイルを編集して gfxmodeパラメータを textに

変更する必要があります(たとえば set gfxmode=text)。これを行わないと、

新しいVMのコンソールがeverRunシステムでハングします。マイグレーションの

後、ソースPMまたはVMで元の設定を復元できます。

l マイグレーションプロセスの進行中はソースPMまたはVMをシャットダウンする必

要があります。マイグレーションのために計画的なメンテナンス期間を設定すること

を検討してください。

l PMまたはVMのマイグレーションにかかる時間は、ソースシステムにあるボリュー

ムのサイズと数、およびソースとターゲットeverRunシステム間のネットワーク帯

域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボリュームが1つあるソース

システムを1Gb/s のネットワークで転送するには約30分かかります。

l 1度に複数のPMやVMのマイグレーションを行えますが、ネットワーク帯域幅を共

有すると、マイグレーションの処理時間が長くなります。
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l マイグレーションの後にソースPMまたはVMを引き続き使用する場合、everRunシ

ステムの新しいVMには異なるMACアドレスとIPアドレスを設定することを忘れな

いでください。

l マイグレーションの処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPM

に切り替わった場合、そのマイグレーションプロセスは失敗します。これはシステム

の継続運用には影響しませんが、ソースPMまたはVMのP2Vクライアントをリブー

トして再実行する必要があります。詳細については、「トラブルシューティング」を

参照してください。

前提条件: マイグレーションプロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両

方のPMがオンラインになっている必要があります。everRun可用性コンソールの [物理

マシン]ページで、両方のPMが "実行中"の状態にあり、どちらのPMもメンテナンス

モードではなく、同期も行われていないことを確認します。

everRun システムへの PM のマイグレーションを準備するには

1. P2VクライアントのISOファイルを、 everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html)のドライバとツールセク

ションからダウンロードします。

ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fciv (Windows) またはmd5sum

(Linux) チェックサムファイルも同時にダウンロードして、「37ページの「everRunソ

フトウェアを入手する」」で説明されているコマンドに類似したコマンドを実行します。

2. 物理マシンのブートに使用するCD-ROMに、P2VクライアントのISOファイルを書き込

みます。

3. P2VクライアントCDを、ソースPMのCDまたはDVDドライブに挿入します。

4. PMをシャットダウンして、P2Vクライアントをブートする準備をします。

everRun システムへの VM のマイグレーションを準備するには

1. P2VクライアントのISOファイルを、 everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html)のドライバとツールセク

ションからダウンロードします。

165/491ページ

http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html
http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html


everRunユーザガイド

ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fciv (Windows) またはmd5sum

(Linux) チェックサムファイルも同時にダウンロードして、「37ページの「everRunソ

フトウェアを入手する」」で説明されているコマンドに類似したコマンドを実行します。

2. P2VクライアントISOファイルをソースVMに挿入または接続し、関連するハイパーバ

イザで仮想CDドライブをブートデバイスに設定します。

3. VMをシャットダウンして、P2Vクライアントをブートする準備をします。

everRun システムに PM または VM をマイグレーションするには

1. PMまたはVMの電源をオンにしてP2Vクライアントをブートします。約1分後に virt-

p2vウィンドウが開きます。

2. マイグレーションプロセスに使用するネットワーク設定を構成するプロンプトが表示され

た場合、構成を行います。それ以外の場合はステップ3に進みます。ネットワーク設定を

構成するには

a. ネットワークデバイスが複数ある場合、アクティブなネットワークデバイスを1

つ選択します。

b. 静的なネットワーク設定を指定するには、オプションで [Automatic

configuration (自動構成)]チェックボックスをオフにして [IP Address (IP

アドレス)]、[Gateway (ゲートウェイ)]、および [DNS Servers (DNS サー

バ)]の設定を入力します。

それ以外の場合は、デフォルトの設定のままにしてDHCPを使用します。

c. [Use these network settings (これらのネットワーク設定を使用する)]をク

リックします。

3. 変換サーバ(everRunシステム)の接続設定を入力します。システムの [Hostname (ホ

スト名)] (または IPアドレス)と rootアカウントの [Password (パスワード)]を入力

します。(「22ページの「ホストオペレーティングシステムにアクセスする」」にある

ように、everRunホストオペレーティングシステムの rootアカウントを使用する必要

があります。)

4. [Connect (接続)]をクリックします。[Target properties (ターゲットプロパティ)]

ページが表示されます。

5. [Destination Profile (保存先プロファイル)]に [EverRun-FT]を選択します。
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6. everRun可用性コンソールに表示される、ターゲットVMの [Name (名前)]を入力し

ます。(everRunシステムのすべての既存のVMと異なる名前を指定する必要がありま

す。)

7. [Number of CPUs (CPU の数)]および [Memory(MB) (メモリ (MB))]の値は自動

的に検知され入力されますが、everRunシステムのVMにソースPMまたはVMよりも

多くのCPUやメモリを割り当てたい場合にはオプションでこれらの値を変更できます。

8. マイグレーションに含める [Fixed Storage (固定ストレージ)]デバイスを選択するに

は、各デバイスの読み込みのチェックボックスをオンにします。

ブートボリュームを含めて少なくとも1つの固定ストレージデバイスを選択する必要が

あります。(P2VクライアントはLinuxベースのユーティリティなので、すべてのデバイ

スがLinuxデバイス名を使って表示されます。したがって sdaはブートボリュームを表

します。)

P2Vクライアントはマイグレーションのリムーバブルメディアとネットワークインタ

フェースを自動的に管理します。いずれの項目を選択した場合も、everRunシステムの

新しいVMにはCD/DVDドライブおよびネットワークインタフェースがそれぞれ1つず

つだけ転送されます。新しいVMのCD/DVD構成は変更できませんが、マイグレーショ

ン後に必要に応じてVMに追加のネットワークインタフェースをプロビジョニングするこ

とは可能です。

9. everRunシステムにPMまたはVMをマイグレーションする準備が完了したら、

[Convert (変換)]をクリックします。(何かの理由でマイグレーションをキャンセルす

る必要がある場合はこの後の「トラブルシューティング」を参照してください。)

10. マイグレーションが完了すると、P2Vクライアントに処理が成功したというメッセージが

表示されます。該当する場合はCDまたは仮想CDを取り出し、[電源オフ]をクリックし

てソースPMまたはVMをシャットダウンします。

注: マイグレーションの後、everRunシステムの新しいVMはプライマリPM上

に配置され、停止中の状態のままになります。VMを起動する前に、次の手順を実

行してマイグレーションの処理を完了してください。

everRun システムのマイグレーションを完了させるには

1. everRun可用性コンソールで [仮想マシン]ページを開きます(「93ページの「[仮想マ
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シン]ページ」」を参照してください)。

2. 上部パネルで新しいVMを選択して [構成]をクリックし、仮想マシンの再プロビジョニ

ングウィザードを開きます。「216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニ

ングする」」を参照してください。ウィザードを使用してVMに必要なｖCPU、メモリ、

ストレージ、およびネットワーク設定を構成します。

n ソースPMまたはVMに複数のネットワークインタフェースがある場合、マイグ

レーションプロセスに含まれないその他のネットワークインタフェースを構成し

ます。

n ソースPMまたはVMを引き続き実行する場合、新しいVMで各ネットワークイン

タフェースのMACアドレスが、ソースPMまたはVMのものとは異なることを確

認してください。

ウィザードの最後のページで [完了]をクリックし、変更を有効にします。

3. [起動]をクリックして、新しいVMをブートします。

4. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステ

ムにログオンします。(コンソールの使用方法については、「213ページの「仮想マシン

コンソールのセッションを開く」」を参照してください。)

5. Windows ベースのVMの場合、必要なVirtIOドライバを次の手順でインストールします

(Linuxベースのシステムには既にインストールされています)。

注: 2つ以上のドライバをインストールする必要があり、その各ドライバの

インストール後にシステムを再起動しなければなりません。プロンプトが

表示されたら、最後のドライバがインストールされるまで待機してからゲ

ストオペレーティングシステムを再起動できます。

通常の場合、Windows ではドライバをインストールするプロンプトが表示されるか、ド

ライバが自動的にインストールされます。システムが再起動して新しいドライバが適用さ

れたら、これらのドライバが存在することを確認します。必要な場合は、次の手順でドラ

イバをインストールします。

a. ゲストオペレーティングシステムの [デバイスマネージャー]を開きます。

b. [ネットワークアダプタ]を展開して [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]が
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存在することを確認します。VM内のネットワークインタフェースの数によって

は、複数のアダプタが存在する場合もあります。

[Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]が存在しない場合、[その他のデバイス]

を展開して不明なイーサネットコントローラデバイスを右クリックします。[ドラ

イバソフトウェアの更新]を選択し、ウィザードの指示に従い [Red Hat VirtIO

Ethernet Adapter]ドライバを自動検索してインストールします。追加の各イー

サネットコントローラデバイスについてドライバの更新手順を繰り返します。

c. [ストレージコントローラ]を展開して [Red Hat VirtIO SCSI controller]が

存在することを確認します。VM内のボリュームの数によっては、複数のコント

ローラが存在する場合もあります。

[Red Hat VirtIO SCSI controller]が存在しない場合、[その他のデバイス]を

展開して不明なSCSI コントローラデバイスを右クリックします。[ドライバソフ

トウェアの更新]を選択し、ウィザードの指示に従い [Red Hat VirtIO SCSI

controller]ドライバを自動検索してインストールします。追加の各SCSI コント

ローラデバイスについてドライバの更新手順を繰り返します。

d. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムを再起動し、更新されたドライバ

を読み込みます。

注: VirtIOドライバが正しくインストールされるまでは、everRun可用性

コンソールの [仮想マシン]ページおよび [ボリューム]ページの [状態]列

にVMやボリュームの正しい状態が表示されないことがあります。

6. everRunシステムで操作に不要なゲストオペレーティングシステムのサービスをすべて

無効にします。

n PMソースからマイグレーションを行った場合、ハードウェアと直接やり取りを行

うすべてのサービスを無効にします。例:

n Dell OpenManage (OMSA)

n HP Insight Manager

n Diskeeper
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n VMソースからマイグレーションを行った場合、他のハイパーバイザに関連付けら

れているすべてのサービスを無効にします。例:

n VMware ツール

n Hyper-Vツール

これらのサービスを無効にした後、ゲストオペレーティングシステムを再起動して変更

を実装します。

7. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク構成の設定を更新し、再

起動して設定を有効にします。

8. ゲストオペレーティングシステムに追加のWindows またはLinuxベースのシステム設

定を構成してあることを確認します。次を参照してください。

n 201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

n 206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

新しいVMが正しく機能することが確認できたら、マイグレーションプロセスは完了します。た

だしeverRunシステムは、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用モードを有

効にするため、PM間のデータの同期を続行することがあります。

トラブルシューティング
必要に応じて以下の情報を参照し、マイグレーションプロセスで発生した問題を解決してくださ

い。

マイグレーションプロセスをキャンセルするには

P2Vクライアントを実行しているソースPMまたはVMの電源をオフにします。

マイグレーションをキャンセルしたり、マイグレーションが失敗した後でクリーンアップするに

は

everRun可用性コンソールを開いてソースPMまたはVMに関連するマイグレーション済みボ

リュームをすべて削除します。マイグレーションプロセスを再開するには、ソースPMまたは

VMでP2Vクライアントをリブートします。

失敗したマイグレーションから復旧するには

マイグレーションプロセスが失敗した場合、ソースPMまたはVMでP2Vクライアントにエ

ラーメッセージが表示されます。また、everRunシステムにもメッセージが表示されることが

あります。これらのメッセージに基づいて問題を特定します。
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その後もマイグレーションが失敗する場合、可能であればサーバサイドデバッグを有効にしま

す。マイグレーションの後、Stratus 認定サービス業者に送信する診断ファイルを作成します。

詳細については「79ページの「診断ファイルを作成する」」を参照してください。診断ファイ

ルには、マイグレーションプロセスで生成されたサーバサイドのデバッグメッセージが含まれ

ています。

新しい VM のコンソールが everRunシステムでハングした場合に復旧するには

UbuntuベースのVMでは、マイグレーションプロセスを実行する前にeverRun可用性コン

ソールgfxmode パラメータが正しく設定されていないと、VM コンソールが で

ハングします(「注意」を参照してください)。VMコンソールがハングする場合、everRun可用

性コンソールでコンソールが開くまでVMを何度か再起動してから、その後の問題発生を回避で

きるよう gfxmodeパラメータを修正します。

VMコンソールのトラブルシューティングの詳細については、「213ページの「仮想マシンコン

ソールのセッションを開く」」を参照してください。

everRun システムの VM で見つからないデータボリュームを復旧するには

インポートの完了後にeverRunシステムのVMにデータボリュームが表示されない場合、次の

手順に従ってこれらのボリュームを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ボ

リューム]ページで正しいボリュームを含めます。

l Windows ベースのVMではディスク管理を使用してデータボリュームをオンラインにし

ます。

l LinuxベースのVMでは /etc/fstabファイルを編集して、ストレージデバイスを

Avance (/dev/xvda～ /dev/xvdh) からeverRun (/dev/vda～ /dev/vdh)

の新しいデバイス名に更新します。たとえばインポートにボリュームを含めなかった場

合、デバイス名が一致しなくなることがあります。

everRun システムの VM で見つからないネットワークデバイスを復旧するには

インポートの完了後にeverRunシステムのVMにネットワークデバイスが表示されない場合、

次の手順に従ってこれらのデバイスを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ネッ

トワーク]ページで正しいネットワークを含めます。
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l LinuxベースのVMの場合、ネットワークスタートアップスクリプトを再構成して、ネッ

トワークインタフェースに新しいデバイス名を反映させます。

関連トピック

111ページの「everRun 7.x以外のシステムからマイグレーションする」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

everRun MX システムから OVF ファイルをインポートする

展開の準備としてeverRun 7.xシステムにVMを転送するには、everRunMXシステムからOpen

Virtualization Format (OVF) ファイルをインポートします。(OVF ファイルを使用せずに物理マシン

(PM)または仮想マシン(VM)をeverRun 7.xシステムにマイグレーションするには、「163ページの

「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする」」を参照してくださ

い。)

VMをeverRunMXシステムからインポートするには、まずXenConvert 2.1を使用してOVF および

仮想ハードディスク(VHD)ファイルをeverRunMXシステムからネットワーク共有にエクスポート

し、次にeverRun可用性コンソールを使用してそのネットワーク共有からeverRun 7.xシステムに

OVF およびVHDファイルをインポートします。

注意事項: everRunMXシステムからのエクスポートを準備する前に、ソースVMを

バックアップすることを検討してください。
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注:

l everRunMXシステムからインポートできるのは、Windows Server 2008を実行す

るVMのみです。OVF ファイルからのWindows Server 2003 VMのインポート処

理はサポートされていません。Windows Server 2003 VMをeverRun 7.xシステム

に転送する必要がある場合、「160ページの「Windows Server 2003 VMを

everRun 7.2システムにマイグレーションする」」を参照してください。

l Windows ベースのVMの場合、このトピックの説明に従って、everRunMXシステ

ムからVMをエクスポートする前に、ゲストオペレーティングシステムにVirtIOド

ライバをインストールする必要があります。VirtIOドライバをインストールしない

と、インポートしたVMがeverRun 7.xシステムでのブート中にクラッシュします。

l everRunMXシステム上のソースVMと、everRun可用性コンソールを実行する管

理PCの両方からアクセスできるネットワーク共有をマッピングする必要がありま

す。XenConvert を使用してこの共有にVMをエクスポートした後、その共有から

everRun 7.xシステムにVMをインポートします。

l OVF ファイルをeverRunMXシステムからエクスポートするために準備をする

際、everRun Availability Center でVMの保護を解除する必要があります。この操

作によってVMが自動的にシャットダウンされます。このプロセスのために計画的な

メンテナンス期間を設定することを検討してください。

l エクスポートとインポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと

数、およびネットワークの帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボ

リュームが1つあるVMを1Gb/s のネットワークで転送する場合、エクスポートと

インポートに約30分ずつかかります。

l everRun 7.xシステム上にVMをインポートする際、インポートウィザードによって

そのVMの新しいインスタンスが作成され、固有のハードウェアIDが設定されま

す。インポートウィザードには、同じハードウェアID (SMBIOSUUID、システムシ

リアル番号、およびMACアドレス)を持つ同一のVMが作成されるリストア(復元)

オプションがありません。これは、everRunMXシステムからのエクスポートファイ

ルにはこの情報が含まれていないためです。
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l インポートした後にソースVMをeverRunMXシステムで引き続き使用する場

合、everRun 7.xシステムのVMには異なるIPアドレスを設定することを忘れない

でください。

l インポートの処理中にeverRun 7.xシステムがプライマリPMからセカンダリPM

に切り替わった場合、そのインポートプロセスは失敗します。これはシステムの継

続運用には影響しませんが、everRun 7.xシステムで不完全なVMとその関連ボ

リュームを削除してから、もう一度インポートを実行する必要があります。

everRun MX システムから OVF ファイルをエクスポートする
everRunMXシステムからVMをエクスポートすると、OVF ファイルに含まれるVMの構成

と、選択したボリュームのコピーがエクスポートされます管理PC上の

everRun MX システムからの VM のエクスポートを準備するには

1. everRunMXマスターノードのホスト名またはIPアドレスで everRun Availability

Centerにログオンします:

http://everRunMX-system:8080

2. 左側のナビゲーションパネルで [Virtual Machines (仮想マシン)]をクリックします。

3. エクスポートするVMを右クリックして、[Unprotect (保護の解除)]をクリックしま

す。

4. VMの保護が解除されて自動的にシャットダウンしたら、Citrix XenCenterを開きま

す。

5. XenCenterの左側のナビゲーションパネルで、everRunMXシステムのエントリを見つ

けて展開します。エクスポートするVMをクリックして、[Start (起動)]をクリックし

ます。

6. [Console (コンソール)]タブをクリックしてVMのコンソールを開き、Windows ゲス

トオペレーティングシステムにログオンします。

7. 「201ページの「Windows ドライブのラベルを管理する」」を参照して、すべてのボ

リュームのラベルが正しいことを確認します。

8. Windows システム準備ツール(Sysprep) を実行してゲストオペレーティングシステ

ムを展開用に準備します。
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9. 次の手順に従ってWindows ゲストオペレーティングシステムにVirtIOドライバと

XenConvert ユーティリティをインストールします。

a. VirtIO.exeドライバインストールユーティリティを、 everRun サポートペー

ジ(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) のドライバと

ツールセクションからゲストオペレーティングシステムにダウンロードします。

このインストールユーティリティによって、everRunMXシステムからのエクス

ポートに必要なVirtIOドライバとXenConvert ユーティリティの両方がインス

トールされます。

ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fciv (Windows) または

md5sum (Linux) チェックサムファイルも同時にダウンロードして、「37ページ

の「everRunソフトウェアを入手する」」で説明されているコマンドに類似した

コマンドを実行します。

b. インストールユーティリティを右クリックして[管理者として実行]をクリックし

ます。

c. [OK]をクリックしてソフトウェアをインストールし、コマンドプロンプトウィ

ンドウで進行状況を監視します。

d. Windows にゲストオペレーティングシステムを再起動するプロンプトが表示され

たら、[後で再起動する]をクリックします。

注: Windows は、インストールユーティリティが完了する前に再起

動のプロンプトを表示します。以下の手順を完了するまではVM を

再起動しないでください。ドライバのインストールが失敗し、イン

ポートしたVMがeverRun 7.xシステム上でブートできなくなりま

す。

e. コマンドプロンプトウィンドウにインストールが完了したというメッセージと、"

続行するには、任意のキーを押してください"というプロンプトが表示されるまで

待機します。

f. コマンドプロンプトウィンドウをクリックしてアクティブにしてから、任意の

キーを押し、コマンドプロンプトウィンドウとWinZipウィンドウが閉じるまで
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待ちます。

g. ゲストオペレーティングシステムを再起動して新しいドライバを読み込みます。

インポートが正しく完了した後、このトピックの後の説明に従ってVirtIOドライバおよ

びXenConvert ユーティリティをアンインストールすることもできます。

everRun MX システムから VM およびブートボリュームをエクスポートするには

1. everRunMXシステム上のWindows ゲストオペレーティングシステムで、VMのエク

スポート先となるネットワーク共有をマッピングします。たとえば、everRun可用性コ

ンソールを実行する管理PC上のネットワーク共有にアクセスできます。

2. ソースVMでCitrix XenConvertを起動します。

3. [From: This machine (エクスポート元: このマシン)]が選択されていることを確認し

ます。

4. [To: Open Virtualization Format (OVF) Package (エクスポート先: Open
Virtualization Format (OVF) パッケージ)]を選択します。[Next (次へ)]をク

リックします。

5. [(Boot) (ブート)]ボリュームのみをエクスポートするよう選択します。その他のボ

リュームは選択を解除する必要があります。これには [Source Volume (ソースボ

リューム)]プルダウンメニューをクリックして [None (なし)]を選択します。このペー

ジの上記以外の設定は変更しないでください。[Next (次へ)]をクリックします。

注: ボリュームは1度に1つずつエクスポートします。そうでない場合は

エクスポートが失敗します。追加のボリュームをエクスポートする手順に

ついては次を参照してください。

6. [Please choose a folder to store the Open Virtualization (OVF) package
(OVF パッケージを保存するフォルダの選択)]テキスト領域にパスを指定します。

[Browse (参照)]をクリックして、エクスポート用にマウントしたネットワーク共有上

の新しい空のフォルダを選択します。

7. 次のXenConvert オプションが無効になっていることを確認してください。これらはサ

ポートされていないため、正常なインポートの妨げになる可能性があります。
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n Include a EULA in the OVF package (OVF パッケージにEULAを含む)

n Create Open Virtual Appliance (OVA) (Open Virtual Appliance (OVA) の作成)

n Compress Open Virtual Appliance (OVA) (Open Virtual Appliance (OVA) の圧

縮)

n Encrypt (暗号化)

n Signwith Certificate (証明書に署名)

8. [Next (次へ)]をクリックします。

9. オプションでターゲットのOVF ファイルの名前を変更できます。[Next (次へ)]をク

リックします。

10. [Convert (変換)]をクリックします。

注: エクスポートの処理中にWindows にハードディスクを使用するにはフォー

マットを行う必要があるというメッセージが表示されます。このメッセージは

[キャンセル]をクリックして無視することができます。するとエクスポートの処

理が続行されます。

everRun MX システムで VM からの追加のボリュームを 1 つずつエクスポートするには

1. ソースVMでCitrix XenConvertを再起動します。

2. [From: This machine (このマシンから)]が選択されていることを確認します。

3. [To: XenServer Virtual Hard Disk (VHD) (エクスポート先: XenServer Virtual
Hard Disk (VHD))]を選択します。[Next (次へ)]をクリックします。

4. 1 つのボリュームのみをエクスポートするよう選択します。その他のボリュームは選択を

解除する必要があります。これには [Source Volume (ソースボリューム)]プルダウ

ンメニューをクリックして [None (なし)]を選択します。

このページの上記以外の設定は変更しないでください。[Next (次へ)]をクリックしま

す。

5. [Please choose a folder to store the Open Virtualization (OVF) package
(OVF パッケージを保存するフォルダの選択)]テキスト領域にパスを指定します。

[Browse (参照)]をクリックして、エクスポート用にマウントしたネットワーク共有上
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の新しい空のフォルダを選択します。[Next (次へ)]をクリックします。

注: XenConvert にはVHDファイル名を指定するオプションがないため、

ファイルが上書きされないように各VHDは最初から異なるフォルダに保存

してください。

6. [Convert (変換)]をクリックします。VHDファイルとPVPファイルが作成されます。

7. VHDをエクスポートした後、新しいVHDに新しい一意の名前を付けてファイル名を変更

し、OVF およびVHDのブートボリュームを保存したフォルダに移動します。PVPファ

イルは使用しません。

8. 追加するボリュームそれぞれについてこの手順を繰り返します。

everRun 7.x システムに OVF ファイルをインポートする
everRun 7.xシステムにVMをインポートすると、エクスポートファイルから、VMの構成およ

び選択した関連ボリュームがインポートされます。

前提条件:

l 選択したOVF ファイル(ブートボリューム)および関連するすべてのVHD

ファイル(その他のボリューム)は同じディレクトリに保存されている必要があ

ります。また、そのディレクトリにその他のVHDファイルがあってはいけま

せん。

l インポートプロセスが正しく機能するためには、everRun 7.xシステムの両

方のPMがオンラインになっている必要があります。

everRun 7.x システムに VM をインストールするには

1. 該当する場合、管理PCで、エクスポートされたOVF およびVHDファイルを含むネット

ワーク共有をマッピングします。

2. everRun可用性コンソールを使用してeverRun 7.xシステムにログオンします。

3. [物理マシン]ページ(「90ページの「[物理マシン]ページ」」を参照)で、両方のPM

が "実行中"の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期の実行中

でもないことを確認します。

4. [仮想マシン]ページ(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照)で、[インポー

ト/リストア]をクリックしてインポートウィザードを開きます。
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5. 必要なJava™プラグインをWebブラウザに読み込むプロンプトが表示された場合、読

み込みを許可します。everRun可用性コンソール用にJava を有効にする手順について

は、「32ページの「対応しているインターネットブラウザ」」を参照してください。

6. [参照]をクリックします。ファイルブラウザで管理PCからインポートする .ovfファイ

ルを選択し、[インポート]をクリックします。

7. [インポート]をクリックして、一意のハードウェアIDが設定されたVMの新しいインス

タンスを作成します。

8. 次の情報を確認し、必要に応じて編集を行います。

n 名前、CPU、メモリ

仮想マシンの名前の変更、ｖCPUの数の編集、または使用可能な合計メモリの割

り当てを実行できます。

n ストレージ

すべてのボリュームが表示されます。everRun 7.xシステム上のボリュームにスト

レージコンテナを割り当てるには、ボリュームの [作成]ボックスを選択します

(ブートボリュームは必須です)。OVF ファイルからボリュームのデータをイン

ポートするには、[データの復元]ボックスを選択します。

n ネットワーク

利用可能なすべてのネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除した

り、まだ割り当てられていない新しいネットワークを追加することも可能です。少

なくとも1つのネットワークが必要です。ソースVMをeverRunMXシステム上

で引き続き実行する場合、新しいVMの各ネットワークインタフェースのMACア

ドレスが、ソースVMのものとは異なることを確認してください。

9. オプションで、VMをeverRun 7.xシステムで最初に起動する前にVMの再プロビジョニ

ングが必要な場合、[インポート後に仮想マシンを自動的に起動]チェックボックスをオ

フにすることもできます。

10. [インポート]をクリックして、VMのインポートを開始します。転送が完了したら [完

了]をクリックしてインポートウィザードを閉じます。
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注: インポートの処理中、everRun可用性コンソールの [ボリューム]ペー

ジにインポートされたボリュームが順次表示されます。インポートウィン

ドウに処理が完了したことが示されるまで、インポートされたボリューム

を接続したり削除しないでください。そうでない場合、インポートは失敗

します。

11. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリ

ソースを割り当てます。「216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングす

る」」を参照してください。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

12. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステ

ムにログオンします。

13. Windows ベースのVMの場合、ゲストオペレーティングシステムがVirtIOドライバお

よびその他の必要なドライバを自動的にインストールする操作を許可します。この処理に

は数分かかります。通知アイコンがデバイスの使用準備が完了したことを示し、再起動す

るプロンプトが表示されたら、ゲストオペレーティングシステムを再起動してドライバ

を読み込みます。

14. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク設定を更新します。

新しいVMが正しく機能することが確認できたら、インポートプロセスは完了します。ただし

everRun 7.xシステムは、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用モードを有効

にするため、PM間のデータの同期を続行します。

注: データが同期されてVirtIOドライバが稼動するまでの間、新しいVMとその

関連ボリュームに警告マークが表示される場合があります。

オプションで everRun MX システムのソース VM から VirtIO ドライバをアンインストールす

るには (Windows ベースの VM のみ)

新しいVMをeverRun 7.xシステムに正しくインポートした後、VirtIOドライバと

XenConvert ユーティリティをeverRunMXシステム上にあるWindows ベースのソースVM

からアンインストールできます。ただし、このソフトウェアはVMの操作や継続運用に干渉しな

いので、ソフトウェアのアンインストールは必須ではありません。

180/491ページ



everRunMXシステムからOVF ファイルをインポートする

1. Windows ベースのソースVMのコンソールで、VirtIO.exeインストールユーティリ

ティを見つけます。(VirtIOドライバがある場合、この同じユーティリティを使用してア

ンインストールします。)

2. インストールユーティリティを右クリックして[管理者として実行]をクリックします。

3. [OK]をクリックしてVirtIOドライバをアンインストールし、コマンドプロンプトセッ

ションで進行状況を監視します。

4. プロンプトが表示されたら、任意のキーを押してユーティリティを閉じます。再起動する

必要はありません。

トラブルシューティング
必要な場合は以下の情報を参照してエクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問

題を解決してください。

everRun MX システムからのエクスポートをキャンセルしたり、エクスポートが失敗した後

でクリーンアップするには

Windows ゲストオペレーティングシステムでXenConvert からのログファイル情報を保存し

てから、ユーティリティを閉じることを検討してください。ネットワーク共有上のエクスポート

フォルダからすべてのファイルを削除するか、その後で行うエクスポート用に新しいフォルダを

作成します。新しく行う各エクスポートごとに空のフォルダを選択する必要があります。

everRun 7.x システム上でインポートをキャンセルしたり、インポートが失敗した後でクリー

ンアップするには

everRun可用性コンソールで、インポートしたVMおよびその関連ボリュームをすべて削除し

ます。

everRun MX システムからのエクスポートの失敗から復旧するには

1度に複数のボリュームをエクスポートしようとすると、そのエクスポートは失敗しま

す。XenConvert を再び実行してエクスポートするボリュームを1つだけ選択し、他のボリュー

ムはすべて選択解除してください。また、実行する各エクスポートごとに空のフォルダを選択す

る必要があります。

everRun 7.x システムへのインポートの失敗から復旧するには

Windows ベースのVMにVirtIOドライバがない場合、インポートしたVMはクラッシュしま

す。XenConvert のエクスポートをもう一度実行する前に、everRunMXシステム上のVMに必

ずVirtIOドライバをインストールしてください。
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everRun 7.x システムの VM で見つからないデータボリュームを復旧するには

インポートの完了後にeverRun 7.xシステムのVMにデータボリュームが表示されない場合、

次の手順に従ってこれらのボリュームを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ボ

リューム]ページで正しいボリュームを含めます。

l ディスク管理を使用してデータボリュームをオンラインにします。

everRun 7.x システムの VM で見つからないネットワークデバイスを復旧するには

VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ネット

ワーク]ページで正しいネットワークを含めます。

関連トピック

111ページの「everRun 7.x以外のシステムからマイグレーションする」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

Avance システムから OVF ファイルをインポートする

展開の準備としてeverRun 7.xシステムにVMを転送する場合、Avance ユニットからOpen

Virtualization Format (OVF) ファイルをインポートします。(OVF ファイルを使用せずに物理マシン

(PM)または仮想マシン(VM)をeverRun 7.xシステムにマイグレーションするには、「163ページの

「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする」」を参照してくださ

い。)

VMファイルをAvance ユニットからインポートするには、まずAvance Management Console (管理

コンソール)を使用してOVF およびハードディスクファイルを管理PCにエクスポートし、次に

everRun可用性コンソールを使用してその管理PCからeverRunシステムにOVF およびハードディ

スクファイルをインポートします。

everRun可用性コンソールでVMイメージをインポートする際、インポートウィザードにVMをイン

ポートするかリストアするかを選択するオプションが表示されます。VMをインポートすると、一意の

ハードウェアIDが設定されたVMの新しいインスタンスが作成されます。VMをリストアする場合、同
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じハードウェアID (SMBIOSUUID、システムシリアル番号、およびVMイメージに指定されている場

合はMACアドレス)が設定された同一のVMが作成されます。これらのIDはゲストオペレーティング

システムやアプリケーションのソフトウェアライセンスに必要となる場合があります。元のVMとの競

合を避けるため、VMのリストアはこれをeverRunシステムに転送した後ソースシステム上での使用

を停止する場合のみに行ってください。

注意事項: Avance ユニットからのエクスポートを準備する前に、ソースVMをバック

アップすることを検討してください。

183/491ページ



everRunユーザガイド

注:

l CentOS/RHEL 6、Windows 7、Windows Server 2008、またはUbuntu 12.04以

降を実行するVMのみをAvance ユニットからインポートできます。

l Windows Server 2003 VMをeverRunシステムに転送する必要がある場合、「160

ページの「Windows Server 2003 VMをeverRun 7.2システムにマイグレーショ

ンする」」を参照してください。OVF ファイルからのWindows Server 2003 VMの

インポート処理はサポートされていません。

l Windows ベースのVMの場合、このトピックの説明に従って、Avance ユニットか

らVMをエクスポートする前にゲストオペレーティングシステムにVirtIOドライバ

をインストールする必要があります。VirtIOドライバをインストールしないと、イン

ポートしたVMがeverRunシステムでのブート中にクラッシュします。

l LinuxベースのVMの場合、Avance ユニットからVMをエクスポートする前

に、/etc/fstabファイルを編集してデータボリュームのエントリをコメントアウ

トし、ブートボリュームのみがマウントされるようにすることを検討してくださ

い。LinuxベースのVMはeverRunシステム上で異なるデバイス名を使用するので、

元のデバイス名のボリュームをマウントできない場合、新しいVMがシングルユーザ

モードでブートされることがあります。インポートプロセスの後、新しいVMで

/etc/fstabのエントリを正しいデバイス名に戻すことができます。詳細について

は「トラブルシューティング」を参照してください。

l UbuntuベースのVMの場合、Avance ユニットからVMをエクスポートする前に

/boot/grub/grub.cfgファイルを編集して gfxmodeパラメータを textに

変更する必要があります(たとえば set gfxmode=text)。これを行わないと、新

しいVMのコンソールがeverRunシステムでハングします。マイグレーションの

後、ソースVMで元の設定を復元できます。

l OVF ファイルのエクスポート中やAvance ユニットでのスナップショットの作成中、

ソースVMをシャットダウンする必要があります。このプロセスのために計画的なメ

ンテナンス期間を設定することを検討してください。

l エクスポートとインポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと

数、およびネットワークの帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボ
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リュームが1つあるVMを1Gb/s のネットワークで転送する場合、エクスポートと

インポートに約30分ずつかかります。

l インポートした後にソースVMをAvance ユニットで引き続き使用する場

合、everRunシステムのVMには異なるMACアドレスとIPアドレスを設定するこ

とを忘れないでください。

l インポートの処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切

り替わった場合、そのインポートプロセスは失敗します。これはシステムの継続運用

には影響しませんが、不完全なVMとその関連ボリュームをeverRunシステムで削

除してから、もう一度インポートを実行する必要があります。

Avance ユニットから OVF ファイルをエクスポートする
Avance ユニットからVMをエクスポートすると、OVF ファイルに含まれるVMの構成と、管

理PC上の選択したボリュームのコピーがエクスポートされます。

Avance ユニットからの VM のエクスポートを準備するには (Windows ベースの VM のみ)

1. Avance Management Console (管理コンソール)を使用してAvance ユニットにログオ

ンします。

2. [仮想マシン]ページで、エクスポートするVMを選択します。

3. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、Windows ゲストオペレーティン

グシステムにログオンします。

4. 「201ページの「Windows ドライブのラベルを管理する」」を参照して、すべてのボ

リュームのラベルが正しいことを確認します。

5. Windows システム準備ツール(Sysprep) を実行してゲストオペレーティングシステ

ムを展開用に準備します。

6. 次の手順に従ってWindows ゲストオペレーティングシステムにVirtIOドライバをイン

ストールします。

a. VirtIO.exeドライバインストールユーティリティを everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) のドライバとツー

ルセクションからゲストオペレーティングシステムにダウンロードします。

VirtIO.exe ファイルの整合性を検証する場合、関連する fciv (Windows) または

md5sum (Linux) チェックサムファイルも同時にダウンロードして、「37ページ
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の「everRunソフトウェアを入手する」」で説明されているコマンドに類似した

コマンドを実行します。

b. インストールユーティリティを右クリックして[管理者として実行]をクリックし

ます。

c. [OK]をクリックしてVirtIOドライバをインストールし、コマンドプロンプト

ウィンドウで進行状況を監視します。

d. Windows にゲストオペレーティングシステムを再起動するプロンプトが表示され

たら、[後で再起動する]をクリックします。

注: Windows は、インストールユーティリティが完了する前に再起

動のプロンプトを表示します。以下の手順を完了するまではVM を

再起動しないでください。ドライバのインストールが失敗し、イン

ポートしたVMがeverRunシステム上でブートされなくなります。

e. コマンドプロンプトウィンドウにVirtIOドライバのインストールが完了したとい

うメッセージと、"続行するには、任意のキーを押してください"というプロンプ

トが表示されるまで待機します。

f. コマンドプロンプトウィンドウをクリックしてアクティブにしてから、任意の

キーを押し、コマンドプロンプトウィンドウとWinZipウィンドウが閉じるまで

待ちます。

g. ゲストオペレーティングシステムを再起動して新しいドライバを読み込みます。

VirtIOドライバをインストールすると、everRunMXシステムからのエクスポートに必

要なXenConvert ユーティリティも同時にインストールされますが、このユーティリ

ティはAvance ユニットでは使用しません。インポートが正しく完了した後、このト

ピックの後の説明に従ってVirtIOドライバおよびXenConvert ユーティリティをアンイ

ンストールすることもできます。

Avance ユニットから VM をエクスポートするには

次の手順でAvance からVMをエクスポートする方法を説明しますが、代わりにスナップショッ

トを作成してエクスポートする方法により、ソースVMのダウンタイムを削減することも可能で

す。スナップショットを作成するには、Avance のオンラインヘルプを参照してください。
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1. Avance Management Console (管理コンソール)を使用してAvance ユニットにログオ

ンします。

2. [仮想マシン]ページで、エクスポートするVMを選択します。

3. VMを選択した状態で [シャットダウン]をクリックしてVMの電源がオフになるまで待ち

ます。

4. [エクスポート]をクリックしてエクスポートウィザードを表示します。

5. 必要なJava™プラグインをWebブラウザに読み込むプロンプトが表示された場合、読

み込みを許可します。

6. [VM のエクスポート]をクリックします。(スナップショットを作成してある場合は [ス

ナップショットのエクスポート]をクリックします。)

7. [参照]をクリックします。Avance Management Console (管理コンソール)を実行する

管理PC上のエクスポートの場所を選択し、[保存]をクリックします。

8. キャプチャするボリュームを選択するか、[VM 構成のみ]をクリックしてエクスポート

ファイルに各ボリュームの構成の詳細のみを含め、データは含めないように指定します。

9. [エクスポート]をクリックします。

everRun システムに OVF ファイルをインポートする
everRunシステムにVMをインポートすると、管理PC上のOVF エクスポートから、VMの構

成および選択した関連ボリュームがインポートされます。

前提条件: インポートプロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両

方のPMがオンラインになっている必要があります。

everRunシステムに VM をインポートするには

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [物理マシン]ページ(「90ページの「[物理マシン]ページ」」を参照)で、両方のPM

が "実行中"の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期も行われ

ていないことを確認します。

3. [仮想マシン]ページ(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照)で、[インポー

ト/リストア]をクリックしてインポートウィザードを開きます。
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4. 必要なJava™プラグインをWebブラウザに読み込むプロンプトが表示された場合、読

み込みを許可します。everRun可用性コンソール用にJava を有効にする手順について

は、「32ページの「対応しているインターネットブラウザ」」を参照してください。

5. [参照]をクリックします。ファイルブラウザで管理PCからインポートする .ovfファイ

ルを選択し、[インポート]をクリックします。

6. [インポート]または [リストア]を選択します。インポートを実行すると、一意のハード

ウェアIDが設定されたVMの新しいインスタンスが作成されます。リストアを実行する

と、OVF ファイルに指定されているのと同じハードウェアIDが設定された同一のVMが

作成されます。

7. 次の情報を確認し、必要に応じて編集を行います。

n 名前、CPU、メモリ

仮想マシンの名前の変更、ｖCPUの数の編集、または使用可能な合計メモリの割

り当てを実行できます。

n ストレージ

すべてのボリュームが表示されます。everRunシステム上のボリュームにスト

レージコンテナを割り当てるには、ボリュームの [作成]ボックスを選択します

(ブートボリュームは必須です)。OVF ファイルからボリュームのデータをイン

ポートするには、[データの復元]ボックスを選択します。

n ネットワーク

利用可能なすべてのネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除した

り、まだ割り当てられていない新しいネットワークを追加することも可能です。少

なくとも1つのネットワークが必要です。ソースVMをAvance ユニット上で引き

続き実行する場合、新しいVMの各ネットワークインタフェースのMACアドレス

が、ソースVMのものとは異なることを確認してください。

8. everRunシステムで最初に起動する前にVMの再プロビジョニングが必要な場合、オプ

ションで [インポート後に仮想マシンを自動的に起動]チェックボックスをオフにするこ

ともできます。

9. [インポート]をクリックして、VMのインポートを開始します。転送が完了したら [完

了]をクリックしてインポートウィザードを閉じます。
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注: インポートの処理中、everRun可用性コンソールの [ボリューム]ペー

ジにインポートされたボリュームが順次表示されます。インポートウィン

ドウに処理が完了したことが示されるまで、インポートされたボリューム

を接続したり削除しないでください。そうでない場合、インポートは失敗

します。

10. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリ

ソースを割り当てます。「216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングす

る」」を参照してください。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

11. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステ

ムにログオンします。

12. Windows ベースのVMの場合、ゲストオペレーティングシステムがVirtIOドライバお

よびその他の必要なドライバを自動的にインストールする操作を許可します。この処理に

は数分かかります。通知アイコンがデバイスの使用準備が完了したことを示し、再起動す

るプロンプトが表示されたら、ゲストオペレーティングシステムを再起動してドライバ

を読み込みます。

13. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク設定を更新します。

新しいVMが正しく機能することを確認した時点でインポートプロセスは完了します。ただし

everRunシステムは、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用モードを有効にす

るため、PM間のデータの同期を続行することがあります。

注: データが同期されてVirtIOドライバが稼動するまでの間、新しいVMとその

関連ボリュームに警告マークが表示される場合があります。

オプションで Avance ユニットのソース VM から VirtIO ドライバをアンインストールするに

は (Windows ベースの VM のみ)

新しいVMをeverRunシステムに正しくインポートした後、VirtIOドライバとXenConvert

ユーティリティをAvance ユニット上にあるWindows ベースのソースVMからアンインストー

ルできます。ただし、このソフトウェアはAvance ユニットの操作や継続運用に干渉しないの

で、ソフトウェアのアンインストールは必須ではありません。
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1. Windows ベースのソースVMのコンソールで、VirtIO.exeインストールユーティリ

ティを見つけます。(VirtIOドライバがある場合、この同じユーティリティを使用してア

ンインストールします。)

2. インストールユーティリティを右クリックして[管理者として実行]をクリックします。

3. [OK]をクリックしてVirtIOドライバをアンインストールし、コマンドプロンプトセッ

ションで進行状況を監視します。

4. プロンプトが表示されたら、任意のキーを押してユーティリティを閉じます。再起動する

必要はありません。

トラブルシューティング
必要な場合は以下の情報を参照してエクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問

題を解決してください。

Avance ユニットからのエクスポートをキャンセルしたり、エクスポートが失敗した後でクリー

ンアップするには

お使いの管理PCで、エクスポートフォルダからすべてのファイルを削除するか、その後で行う

エクスポート用に新しいフォルダを作成します。

everRun システム上でインポートをキャンセルしたり、インポートが失敗した後でクリーン

アップするには

everRun可用性コンソールで、インポートしたVMおよび関連するすべてのボリュームを削除

します。

everRun システムへのインポートの失敗から復旧するには

Windows ベースのVMにVirtIOドライバがない場合、インポートしたVMはクラッシュしま

す。エクスポートを再び実行する前に、Avance ユニット上のVMに必ずVirtIOドライバをイン

ストールしてください。

新しい VM のコンソールが everRunシステムでハングした場合に復旧するには

UbuntuベースのVMでは、インポートプロセスを実行する前に gfxmodeパラメータが正しく

設定されていないと、VMコンソールがeverRun可用性コンソールでハングします(「注意」を

参照してください)。VMコンソールがハングする場合、everRun可用性コンソールでコンソー

ルが開くまでVMを何度か再起動してから、その後の問題発生を回避できるよう gfxmodeパラ

メータを修正します。

190/491ページ



everRun 7.xシステムからOVF ファイルをインポートする

VMコンソールのトラブルシューティングの詳細については、「213ページの「仮想マシンコン

ソールのセッションを開く」」を参照してください。

everRun システムの VM で見つからないデータボリュームを復旧するには

インポートの完了後にeverRunシステムのVMにデータボリュームが表示されない場合、次の

手順に従ってこれらのボリュームを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ボ

リューム]ページで正しいボリュームを含めます。

l Windows ベースのVMではディスク管理を使用してデータボリュームをオンラインにし

ます。

l LinuxベースのVMでは /etc/fstabファイルを編集して、ストレージデバイスを

Avance (/dev/xvda～ /dev/xvdh) からeverRun (/dev/vda～ /dev/vdh)

の新しいデバイス名に更新します。たとえばインポートにボリュームを含めなかった場

合、デバイス名が一致しなくなることがあります。

everRun システムの VM で見つからないネットワークデバイスを復旧するには

インポートの完了後にeverRunシステムのVMにネットワークデバイスが表示されない場合、

次の手順に従ってこれらのデバイスを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ネッ

トワーク]ページで正しいネットワークを含めます。

l LinuxベースのVMの場合、ネットワークスタートアップスクリプトを再構成して、ネッ

トワークインタフェースに新しいデバイス名を反映させます。

関連トピック

111ページの「everRun 7.x以外のシステムからマイグレーションする」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

everRun 7.x システムから OVF ファイルをインポートする
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VMを別のeverRun 7.xシステムに転送したり、作成したイメージを同じeverRun 7.xシステムに転

送し直して元のVMを復元したり複製する場合、everRunシステムからOpen Virtualization Format

(OVF) ファイルをインポートします。(OVF ファイルを使用せずに物理マシン(PM)または仮想マシン

(VM)をeverRun 7.xシステムにマイグレーションするには、「163ページの「物理マシンまたは仮想

マシンをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする」」を参照してください。)

everRunシステムからVMイメージをインポートするには、まずソースeverRun可用性コンソールシ

ステムでeverRunを使用してVMのスナップショットを作成してから(「234ページの「スナップ

ショットを作成する」」を参照)、そのスナップショットをサポートされるネットワーク共有上のOVF

および仮想ハードディスク(VHD)ファイルにエクスポートします(「238ページの「スナップショッ

トをエクスポートする」」を参照)。ネットワーク共有を管理PCにマウントしてから、ターゲットの

everRunシステムでeverRun可用性コンソールを開いて、管理PCからのOVF およびVHDファイル

をインポートします。

everRun可用性コンソールでVMイメージをインポートする際、インポートウィザードにVMをイン

ポートするかリストアするかを選択するオプションが表示されます。VMをインポートすると、一意の

ハードウェアIDが設定されたVMの新しいインスタンスが作成されます。VMをリストア(復元)する

場合、同じハードウェアID (SMBIOSUUID、システムシリアル番号、およびVMイメージに指定され

ている場合はMACアドレス)が設定された同一のVMが作成されます。これらのIDはゲストオペレー

ティングシステムやアプリケーションのソフトウェアライセンスに必要となる場合があります。元の

VMとの競合を避けるため、VMのリストアはこれをeverRunシステムに転送した後ソースシステム上

での使用を停止する場合のみに行ってください。

既存のVMを同じeverRunシステム上に復元してVMを上書きし、これを以前のバックアップコピー

から復元する場合は、「197ページの「OVF ファイルから仮想マシンを交換する」」を参照してくだ

さい。

注意事項: ソースシステムからのスナップショットとエクスポートを準備する前に、ソー

スVMをバックアップすることを検討してください。
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注:

l インポートできるのは、サポートされるゲストオペレーティングシステムを実行して

いるVMのみです。詳細については、「422ページの「対応しているゲストオペ

レーティングシステム」」を参照してください。

l インポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、およびネット

ワーク帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボリュームが1つある

VMを1Gb/s のネットワークで転送するには約30分かかります。

l everRun VMをインポートしたり復元する際、そこに含めた各ボリュームの元のコン

テナサイズは維持されません。たとえば、ソースVMに、40GBのボリュームコン

テナに含まれた20GBのブートボリュームがある場合、ターゲットのVMは、20

GBのボリュームコンテナに含まれる20GBのブートボリュームとして構成されま

す。ターゲットシステムのボリュームコンテナのサイズは必要に応じて拡張できま

す。詳細については、「227ページの「everRunシステムのボリュームコンテナを

拡張する」」を参照してください。

l VMを同じeverRunシステムにインポートし直してVMを複製する場合、VMの名前

を変更して、エクスポートまたはインポートの処理中にボリュームを複製する必要が

あります。

l VMを同じeverRunシステムに復元する場合、そのVMを起動するには、元のVMを

停止するか、そのシステムから削除する必要があります。VMを異なるシステムから

復元する場合、競合を回避するには、ターゲットシステム上でこのVMを起動する前

に、ソースシステム上の元のVMを停止する必要があります。

l インポートや復元プロセスの後にソースVMを引き続き使用する場合、ターゲットシ

ステムのVMには異なるMACアドレスとIPアドレスを設定することを忘れないでく

ださい。

l インポートの処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切

り替わった場合、そのインポートプロセスは失敗します。これはシステムの継続運用

には影響しませんが、everRunシステムで不完全なVMとその関連ボリュームを削除

してから、もう一度インポートを実行する必要があります。
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前提条件: インポートプロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両方の

PMがオンラインになっている必要があります。

everRunシステムに VM をインポートするには

1. ソースeverRunシステムでVMのスナップショットを作成してエクスポートします。詳細につ

いては、「233ページの「スナップショットを管理する」」を参照してください。

2. everRun可用性コンソールの実行に使用している管理PCで以下を実行します。

a. エクスポートされたOVF およびVHDファイルを含むネットワーク共有をマッピングしま

す。

b. ターゲットeverRunシステム上でeverRun可用性コンソールにログオンします。

3. [物理マシン]ページ(「90ページの「[物理マシン]ページ」」を参照)で、両方のPMが "実行

中"の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期の実行中でもないことを

確認します。

4. [仮想マシン]ページ(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照)で、[インポート/リス

トア]をクリックしてインポートウィザードを開きます。

5. 必要なJava™プラグインをWebブラウザに読み込むプロンプトが表示された場合、読み込みを

許可します。everRun可用性コンソール用にJava を有効にする手順については、「32ページ

の「対応しているインターネットブラウザ」」を参照してください。

6. [参照]をクリックします。ファイルブラウザでエクスポートファイルのあるネットワーク共有

を見つけます。インポートする .ovfファイルを選択し、[インポート]をクリックします。

7. [インポート]または [リストア]を選択します。インポートを実行すると、一意のハードウェア

IDが設定されたVMの新しいインスタンスが作成されます。リストアを実行すると、OVF ファ

イルに指定されているのと同じハードウェアIDが設定された同一のVMが作成されます。

8. 次の情報を確認し、必要に応じて編集を行います。

n 名前、CPU、メモリ

仮想マシンの名前の変更、ｖCPUの数の編集、または使用可能な合計メモリの割り当てを

実行できます。

n ストレージ

194/491ページ



everRun 7.xシステムからOVF ファイルをインポートする

すべてのボリュームが表示されます。everRunシステム上のボリュームにストレージコ

ンテナを割り当てるには、ボリュームの [作成]ボックスを選択します(ブートボリュー

ムは必須です)。VHDファイルからボリュームのデータをインポートするには、[データ

の復元]ボックスを選択します。

n ネットワーク

利用可能なすべてのネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除したり、ま

だ割り当てられていない新しいネットワークを追加することも可能です。少なくとも1つ

のネットワークが必要です。ソースVMをソースeverRunシステム上で引き続き実行す

る場合、新しいVMの各ネットワークインタフェースのMACアドレスがソースVMのも

のとは異なることを確認してください。

9. everRunシステムで最初に起動する前にVMの再プロビジョニングが必要な場合、オプション

で [インポート後に仮想マシンを自動的に起動]チェックボックスをオフにすることもできま

す。

10. [インポート]をクリックして、VMのインポートを開始します。転送が完了したら [完了]をク

リックしてインポートウィザードを閉じます。

注: インポートの処理中、everRun可用性コンソールの [ボリューム]ページにイ

ンポートされたボリュームが順次表示されます。インポートウィンドウに処理が

完了したことが示されるまで、インポートしたボリュームを接続したり削除しな

いでください。そうでない場合、インポートは失敗します。

11. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリソースを

割り当てます。「216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」」を参照し

てください。また、各ボリュームコンテナにスナップショット用の容量を追加するには、「227

ページの「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」」を参照してください。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

12. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステムにロ

グオンします。

13. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク設定を更新します。

新しいVMが正しく機能することを確認した時点でインポートプロセスは完了します。ただし

everRunシステムは、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用モードを有効にするた

め、PM間のデータの同期を続行することがあります。
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注: データが同期されてVirtIOドライバが稼動するまでの間、新しいVMとその関連ボ

リュームに警告マークが表示される場合があります。

トラブルシューティング
必要な場合は以下の情報を参照してエクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問

題を解決してください。

インポートをキャンセルしたり、インポートが失敗した後でクリーンアップするには

ターゲットシステム上のeverRun可用性コンソールで、インポートしたVMおよびそれに関連

するすべてのボリュームを削除します。

ターゲット VM で見つからないデータボリュームを復旧するには

インポートの完了後にターゲットeverRunシステムのVMにデータボリュームが表示されない

場合、次の手順でこれらのボリュームを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ボ

リューム]ページで正しいボリュームを含めます。

l Windows ベースのVMではディスク管理を使用してデータボリュームをオンラインにし

ます。

l LinuxベースのVMの場合、/etc/fstabファイルを編集して、ストレージデバイスに

新しいデバイス名を反映させます。インポートにボリュームを含めなかった場合には、デ

バイス名が一致しなくなることがあります。

everRun システムの VM で見つからないネットワークデバイスを復旧するには

インポートの完了後にターゲットeverRunシステムのVMにネットワークデバイスが表示され

ない場合、次の手順でこれらのデバイスを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ネッ

トワーク]ページで正しいネットワークを含めます。

l LinuxベースのVMの場合、ネットワークスタートアップスクリプトを再構成して、ネッ

トワークインタフェースに新しいデバイス名を反映させます。

関連トピック

111ページの「everRun 7.x以外のシステムからマイグレーションする」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」
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201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

OVF ファイルから仮想マシンを交換する

Open Virtualization Format (OVF) ファイルから仮想マシン(VM)を置き換えて、VMを以前のバック

アップコピーで上書きすることによりeverRunシステム上のVMを復元します。(VMを別のシステム

からインポートする場合は、「154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」」を参照し

てください。)

通常の場合、VMをインポートすると、一意のハードウェアIDが設定されたVMの新しいインスタンス

が作成されます。VMをリストア(復元)する場合には、同じハードウェアID (SMBIOSUUID、システ

ムシリアル番号、およびVMイメージに指定されている場合はMACアドレス)が設定された同一のVM

が作成されます。これらのIDは、ゲストオペレーティングシステムやアプリケーションのソフトウェ

アライセンスに必要となる場合があります。everRunシステム上に同一のVMが既に存在する場

合、VMを復元することでVMを置換して前のコピーで上書きできます。

everRun上の既存のVMを復元できるのは、VMスナップショットを既に作成してあり(「234ページ

の「スナップショットを作成する」」を参照)、そのスナップショットをサポートされるネットワーク

共有上のOVF およびVirtual Hard Disk (VHD) ファイルにエクスポート済みの場合(「238ページの

「スナップショットをエクスポートする」」を参照)のみです。このネットワーク共有を管理PCにマウ

ントしてから、ターゲットのeverRunシステムでeverRun可用性コンソールを開いて、管理PCから

OVF およびVHDファイルを復元する必要があります。

注意事項: 上書きと復元を行う前に、everRun上の既存のVMをバックアップすること

を検討してください。別のスナップショットを作成してエクスポートする場合、復元対象

のOVF やVHDファイルを上書きしないよう注意してください。
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注:

l VMの復元にかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、およびネット

ワーク帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボリュームが1つある

VMを1Gb/s のネットワークで転送するには約30分かかります。

l 既存のVMを上書きして復元すると、everRunシステムによって既存のVMとそのボ

リュームが削除されますが、VMのスナップショットやこれらのスナップショットが

保存されているボリュームコンテナは削除されません。VMのスナップショットを削

除するまでは、これらのボリュームコンテナが引き続きeverRunシステム上のスト

レージ容量を使用します(「244ページの「スナップショットを削除する」」を参

照)。ストレージ容量が限られる場合には、復元プロセスを始める前にスナップショッ

トを削除して、復元操作に十分なストレージ容量を確保することを検討してくださ

い。

l スナップショットの容量を確保するためVMのボリュームコンテナを以前拡張したこ

とがある場合、VMを上書きして復元する前に、各ボリュームコンテナのサイズをメ

モしておくことをお勧めします。everRunシステムは復元されたVM用に新しいボ

リュームコンテナを作成するため、以前拡張されたコンテナサイズは維持されませ

ん。したがって、復元が完了した後、復元されたVMのボリュームコンテナを手動で

拡張する必要があります(「227ページの「everRunシステムのボリュームコンテ

ナを拡張する」」を参照してください)。

l VMの復元処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切り替

わった場合、その復元プロセスは失敗します。これはシステムの継続運用には影響し

ませんが、everRunシステムで不完全なVMとその関連ボリュームを削除してから、

もう一度復元を実行する必要があります。

前提条件: 復元プロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両方のPMがオ

ンラインになっている必要があります。

everRunシステム上の VM を上書きして復元するには

1. 以前にVMのスナップショットを作成してあり、これをeverRunシステムからエクスポート済

みであることを確認します。
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2. everRun可用性コンソールの実行に使用している管理PCで以下を実行します。

a. エクスポートされたOVF およびVHDファイルを含むネットワーク共有をマッピングしま

す。

b. ターゲットeverRunシステム上でeverRun可用性コンソールにログオンします。

3. [物理マシン]ページ(「90ページの「[物理マシン]ページ」」を参照)で、両方のPMが "実行

中"の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期の実行中でもないことを

確認します。

4. [仮想マシン]ページ(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照)で、以前にバックアッ

プしたコピーから復元するVMを選択します。

5. [リストア]をクリックしてリストアウィザードを表示します。

6. 必要なJava™プラグインをWebブラウザに読み込むプロンプトが表示された場合、読み込みを

許可します。everRun可用性コンソール用にJava を有効にする手順については、「32ページ

の「対応しているインターネットブラウザ」」を参照してください。

7. [参照]をクリックします。ファイルブラウザでエクスポートファイルのあるネットワーク共有

を見つけます。復元する .ovfファイルを選択し、[リストア]をクリックします。

8. [続行]をクリックして、既存のVMとデータを上書きして操作を続けることを確認します。

注意事項: VMを復元すると、そのすべてのデータと構成詳細が上書きされます。

9. 次の情報を確認し、必要に応じて編集を行います。

n 名前、CPU、メモリ

仮想マシンの名前の変更、ｖCPUの数の編集、または使用可能な合計メモリの割り当てを

実行できます。

n ストレージ

すべてのボリュームが表示されます。everRunシステム上のボリュームにストレージコ

ンテナを割り当てるには、ボリュームの [作成]ボックスを選択します(ブートボリュー

ムは必須です)。VHDファイルからボリュームのデータをインポートするには、[データ

の復元]ボックスを選択します。

n ネットワーク
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利用可能なすべてのネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除したり、ま

だ割り当てられていない新しいネットワークを追加することも可能です。少なくとも1つ

のネットワークが必要です。

10. システムで最初に起動する前にVMの再プロビジョニングが必要な場合、オプションで [復元後

に仮想マシンを自動的に起動]チェックボックスをオフにすることもできます。

11. [リストア]をクリックして、VMのリストアを開始します。転送が完了したら [完了]をク

リックしてリストアウィザードを閉じます。

注: 復元の処理中、everRun可用性コンソールの [ボリューム]ページに復元され

たボリュームが順次表示されます。リストアウィンドウに処理が完了したことが

示されるまで、復元したボリュームを接続したり削除しないでください。これを

行うと、復元操作が失敗します。

12. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリソースを

割り当てます。「216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」」を参照し

てください。また、各ボリュームコンテナにスナップショット用の容量を追加するには、「227

ページの「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」」を参照してください。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

復元したVMが正しく機能することが確認できたら、復元プロセスは完了します。ただしeverRunシ

ステムは、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用モードを有効にするため、PM間の

データの同期を続行することがあります。

注: データが同期されてVirtIOドライバが稼動するまでの間、復元したVMとその関連

ボリュームに警告マークが表示される場合があります。

トラブルシューティング
復元プロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の情報を参照してください。

復元操作をキャンセルしたり、復元が失敗した後でクリーンアップするには

ターゲットシステム上のeverRun可用性コンソールで、復元したVMおよびそれに関連するす

べてのボリュームを削除します。

関連トピック

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」
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216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

Windows ドライブのラベルを管理する

Windows ベースの仮想マシンにあるボリュームにラベルを付けて、仮想マシンをエクスポートする

前、またはそのスナップショットを作成する前に、これが正しくマッピングされていることを確認しま

す。

注意事項: エクスポートまたはスナップショットの準備としてSysprepを実行する前

に、各ボリュームに識別可能な一意のラベルが付いていることを確認します。この手順

を実行するには管理者の権限が必要です。

コマンドプロンプトからラベルを設定するには、次を入力します。

C:\>label C:c-drive

すべてのボリュームラベルを一覧して確認するには、diskpartユーティリティを使用します。

C:\> diskpart

DISKPART> list volume

...

DISKPART> exit

バーチャルマシンをインポートした後、ディスクマネージャーを使ってドライブ名を割り当て直しま

す。エクスポートまたはスナップショットの前に割り当てたラベルは、ドライブを識別するために役立

ちます。手順については次を参照してください。

http://windows.microsoft.com/en-us/windows-vista/Change-add-or-remove-a-drive-

letter

関連トピック

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

Windows ベースの仮想マシンを構成する

Windows ベースの仮想マシンをインストールした後、次を参照して稼動時に必要となる追加のリソー

スとソフトウェアを構成します。
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l 203ページの「ディスクを作成して初期化する(Windows ベースのVM)」

l 203ページの「アプリケーションをインストールする(Windows ベースのVM)」

VMスナップショットを作成する予定がある場合(「233ページの「スナップショットを管理する」」

を参照)、次で説明されているようにQEMUゲストエージェントをインストールしてボリュームシャド

ウコピーサービス(VSS) を構成することを検討してください。

l 204ページの「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲスト

エージェントをインストールする(Windows ベースのVM)」

また、以下の設定も構成する必要があります。

l ゲストオペレーティングシステムのタイムゾーンを、everRun可用性コンソールの [日付と時

刻]の基本設定ページに構成されているタイムゾーンに対応するよう変更します(「74ページの

「日付と時刻を構成する」」を参照)。これを行わないと、VMの再起動やマイグレーションを実

行するたびにVMのタイムゾーンが変更されます。VMとeverRunシステムの両方で、ネット

ワークタイムプロトコル(NTP) を使用することを推奨します。

l ゲストオペレーティングシステムが省エネルギー状態になるのを防ぐため、休止機能を無効に

します(これはデフォルトで有効になっている場合があります)。

l ゲストオペレーティングシステムの電源ボタンのアクションを、ゲストを"休止"する代わりに

"シャットダウン"するように構成して、everRun可用性コンソールのVMの [シャットダウン]

ボタンが正しく機能するようにします(「211ページの「仮想マシンをシャットダウンする」」

を参照してください)。

注: ディザスタリカバリ(DR) で保護されているVMの場合、ゲストオペレー

ティングシステムが、電源ボタンアクションによってゲストをシャットダウンす

るよう構成されていることを確認します。DRマイグレーションの際にDRソフト

ウェアが電源ボタンアクションを使ってVMを自動的にシャットダウンできない

と、ユーザがVMコンソールに手動でログオンしてゲストオペレーティングシス

テムをシャットダウンするまで操作が遅延される可能性があります。

l システムがクラッシュしたときにクラッシュダンプファイルが生成されるようにゲストオペ

レーティングシステムを構成します。Microsoft の記事「How to generate a complete crash

dump file or a kernel crash dump file by using an NMI on a Windows-based system

(Windows ベースのシステムでNMIを使用して、完全クラッシュダンプファイルまたはカーネ
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ディスクを作成して初期化する(Windows ベースのVM)

ルクラッシュダンプファイルを生成する方法)」(記事 ID: 927069) の指示に従います。「詳

細」セクションの手順を実行します。

ディスクを作成して初期化する (Windows ベースの VM)

ディスクを作成して初期化し、Windows ベースの仮想マシンでボリュームにパーティションできるよ

う準備します。

Windows ベースの仮想マシンでディスクを作成して初期化するには

1. everRun可用性コンソールで、everRunシステムのストレージグループ内に新しいボリューム

を作成します。詳細については「219ページの「仮想マシンのボリュームを作成する」」を参照

してください。

2. Windows ゲストオペレーティングシステムで、ディスク管理または類似したユーティリティを

開きます。

3. 新しく追加したディスクを初期化します。(これを自動で行うプロンプトが表示されることもあ

ります。)

4. ディスクをダイナミックディスクに変換します。

5. ディスク上に1つ以上のシンプルボリュームを作成します。

6. Windows ゲストOSを再起動します。

詳しい手順はWindows のマニュアルを参照してください。

注: everRunソフトウェアは既に物理レベルでデータのミラーリングを行っているた

め、Windows ゲストOSにおけるボリュームの冗長性は必要ありません。

関連トピック

213ページの「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

アプリケーションをインストールする (Windows ベースの VM)

Windows ベースの仮想マシンにネットワークを介してアプリケーションをインストールします。たと

えば、インストールプログラムを含むネットワーク共有をマッピングしたり、インストールプログラム
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を実行可能ファイルまたはISOファイルとしてゲストオペレーティングシステムにダウンロードする

方法があります。

注: アプリケーションのインストールに仮想CDは使用できません。

関連トピック

213ページの「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

201ページの「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するため QEMUゲストエージェントをインス

トールする (Windows ベースの VM)

アプリケーション整合性のある仮想マシン(VM)スナップショットを作成したい場合、Windows ベー

スのゲストオペレーティングシステムにQuick EMUlator (QEMU)ゲストエージェントをインストー

ルします。everRunスナップショットの概要については、「233ページの「スナップショットを管理

する」」を参照してください。

通常の場合、アプリケーションはその稼働中にトランザクション処理、ファイルの開閉、メモリへの情

報保存などさまざまな操作を行います。アプリケーションがまだ稼働している状態でVMスナップ

ショットを作成すると、停電の後でシステムを再起動するのと類似した状況が発生します。今日ではほ

とんどのファイルシステムがそのような停電から復旧できるように設計されていますが、特に大量のト

ランザクションを処理するアプリケーションの実行中などは、復旧処理の間に一部のデータが壊れたり

失われる可能性もあります。そのような場合にアプリケーションを準備しないでスナップショットを作

成すると、"クラッシュ整合性"のあるスナップショット、つまりクラッシュや停電の後に作成したかの

ようなスナップショットが作成されます。

Microsoft Windows に用意されているボリュームシャドウコピーサービス(VSS) を利用すると、ファ

イルシステムおよびアプリケーションに対して、スナップショットやバックアップの作成中に一時的に

操作を"休止"、つまりフリーズする必要があることを通知できます。お使いのアプリケーションでVSS

がサポートされている場合には、everRunソフトウェアからQEMUゲストエージェントおよびVSS

を経由して、everRunシステム上のユーザスナップショットやディザスタリカバリ(DR) スナップ

ショットの作成中にアプリケーションを休止するよう通知を送り、スナップショットのアプリケーショ

ン整合性を確保することが可能です。
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アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをインストー

注意事項: QEMUゲストエージェントをインストールする前に、アプリケーションのベ

ンダーに連絡し、Microsoft VSSがサポートされるかどうか、およびVSSの操作をサ

ポートするために追加の構成手順が必要かどうかを確認してください。アプリケーション

整合性のあるスナップショットを作成するには、アプリケーションでVSSがサポートさ

れていて、QEMUゲストエージェントが正しくインストールされ実行されている必要が

あります。

注:

l デフォルトでは、QEMUゲストエージェントをインストールして、Microsoft VSSか

らシグナルを受信した場合に休止するようアプリケーションを明示的に構成しない限

り、すべてのスナップショットがクラッシュ整合性を持つと見なされます。

l QEMUゲストエージェントをインストールする際、場合によってはVMの再起動が必

要です。VMが使用中の場合には、この手順のためにメンテナンス期間を設定してく

ださい。

QEMUゲストエージェントをインストールするには

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

3. [コンソール]をクリックしてWindows ゲストオペレーティングシステムにログオンします。

4. QEMUゲストエージェントインストーラをお使いのシステムに転送するには、次のいずれかを

実行します。

n Webブラウザを開いて、everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) の [Drivers and Tools

(ドライバとツール)]セクションからインストーラをダウンロードします。

n インストーラが保存されたローカルネットワーク共有をマウントし、これをお使いのシス

テムにコピーするか、共有から実行できるように準備します。

5. インストーラのアイコンをダブルクリックして起動します。QEMUゲストエージェントのセッ

トアップウィザードが表示されます。

6. ライセンス情報を読み、問題がなければ [ライセンス条項および使用条件に同意する]をク

リックします。
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7. [インストール]をクリックして、ソフトウェアのインストールを開始します。

8. Windows にドライバソフトウェアの発行元を確認できないというメッセージが表示された場

合、[インストール]をクリックしてソフトウェアのインストールを続行します。

9. ゲストオペレーティングシステムを再起動するプロンプトが表示されたら、[再起動]をク

リックします。

Windows が再起動されると、ドライバソフトウェアがインストールされたというメッセージが

表示されます。

10. ゲストオペレーティングシステムを再起動するプロンプトが再び表示されたら、[再起動]をク

リックします。

QEMUゲストエージェントが正しくインストールされて実行されていることを確認するには

[サービス]を開きます。たとえば、[スタート]、[ファイル名を指定して実行]の順にクリックし、

「services.msc」と入力して [実行]をクリックします。以下のサービスが存在していて実行中である

ことを確認します。

l QEMUゲストエージェント(常に実行)

l QEMUゲストエージェントVSSプロバイダ(休止中のみ実行されることもあります)

[デバイスマネージャー]を開きます。たとえば、[スタート]、[コントロールパネル]、[ハードウェ

ア]、[デバイスマネージャー]の順にクリックします。次のドライバがインストールされていて、実行

中であることを確認します。

l VirtIO-Serial Driver (システムデバイスの下)

Linux ベースの仮想マシンを構成する

Linuxベースの仮想マシンをインストールした後、次を参照して稼動時に必要となる追加のリソースと

ソフトウェアを構成します。

l 207ページの「ディスクを作成して初期化する(LinuxベースのVM)」

l 208ページの「アプリケーションをインストールする(LinuxベースのVM)」

VMスナップショットを作成する予定がある場合(「233ページの「スナップショットを管理する」」

を参照)、次で説明されているようにQEMUゲストエージェントをインストールすることを検討してく

ださい。
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ディスクを作成して初期化する(LinuxベースのVM)

l 208ページの「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲスト

エージェントをインストールする(LinuxベースのVM)」

また、以下の設定も構成する必要があります。

l ゲストオペレーティングシステムが省エネルギー状態になるのを防ぐため、休止機能を無効に

します(これはデフォルトで有効になっている場合があります)。

l ゲストオペレーティングシステムの電源ボタンのアクションを、ゲストを"休止"にする代わり

に"シャットダウン"するように構成して、everRun可用性コンソールのVMの [シャットダウ

ン]ボタンが正しく機能するようにします。最小サーババージョンのUbuntu Linuxの場合、

オプションで acpidパッケージをインストールして [シャットダウン]ボタンを有効にしま

す。「211ページの「仮想マシンをシャットダウンする」」を参照してください。

注: ディザスタリカバリ(DR) で保護されているVMの場合、ゲストオペレー

ティングシステムが、電源ボタンアクションによってゲストをシャットダウンす

るよう構成されていることを確認します。DRマイグレーションの際にDRソフト

ウェアが電源ボタンアクションを使ってVMを自動的にシャットダウンできない

と、ユーザがVMコンソールに手動でログオンしてゲストオペレーティングシス

テムをシャットダウンするまで操作が遅延される可能性があります。

l kexec-toolsパッケージをインストールして、システムがクラッシュしたときにクラッシュ

ダンプファイルが生成されるようにゲストオペレーティングシステムを構成します。

l Ubuntu Linuxゲストオペレーティングシステムの場合、VMコンソールがeverRun可用性

コンソールでハングする問題を避けるため、/boot/grub/grub.cfgファイルを編集して

gfxmodeパラメータを textに変更します(例: set gfxmode=text)。VMコンソールが

ハングしてパラメータを設定できない場合、「213ページの「仮想マシンコンソールのセッ

ションを開く」」のトラブルシューティング情報を参照し、問題を解決してください。

これらの設定の詳細については、お使いのLinuxのマニュアルを参照してください。

ディスクを作成して初期化する (Linux ベースの VM)

ディスクを作成して初期化し、Linuxベースの仮想マシンでデータを保存できるようにします。

Linux ベースの仮想マシンでディスクを作成して初期化するには
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1. everRun可用性コンソールで、ストレージグループ内に新しいボリュームを作成します。詳細

については「219ページの「仮想マシンのボリュームを作成する」」を参照してください。

2. Linuxベースの仮想マシンでは、必要に応じてボリューム管理ツールを使用するか、適切なファ

イルを編集して、ボリュームを初期化してマウントします。詳しい手順はLinuxのマニュアルを

参照してください。

Linuxベースの仮想マシンは /dev/vda～ /dev/vdhです。標準の /dev/sda～ /dev/sdhで

はありません。everRun仮想ディスクボリュームはゲストオペレーティングシステムに表示され、物

理ディスクであるかのように使用されます。

関連トピック

213ページの「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

アプリケーションをインストールする (Linux ベースの VM)

Linuxベースの仮想マシンにネットワークを介してアプリケーションをインストールします。たとえ

ば、インストールパッケージを含むネットワークドライブをマウントしたり、インストールパッケー

ジを実行可能ファイルまたはISOファイルとしてゲストオペレーティングシステムにダウンロードす

る方法があります。

注: アプリケーションのインストールに仮想CDは使用できません。

関連トピック

213ページの「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

206ページの「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するため QEMUゲストエージェントをインス

トールする (Linux ベースの VM)
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アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをインストー

アプリケーション整合性のある仮想マシン(VM)スナップショットを作成したい場合、Linuxベースの

ゲストオペレーティングシステムにQuick EMUlator (QEMU)ゲストエージェントをインストールし

ます。everRunスナップショットの概要については、「233ページの「スナップショットを管理す

る」」を参照してください。

通常の場合、アプリケーションはその稼働中にトランザクション処理、ファイルの開閉、メモリへの情

報保存などさまざまな操作を行います。アプリケーションがまだ稼働している状態でVMスナップ

ショットを作成すると、停電の後でシステムを再起動するのと類似した状況が発生します。今日ではほ

とんどのファイルシステムがそのような停電から復旧できるように設計されていますが、特に大量のト

ランザクションを処理するアプリケーションの場合などは、復旧処理の間に一部のデータが壊れたり失

われる可能性もあります。そのような場合にアプリケーションの準備をせずにスナップショットを作成

すると、"クラッシュ整合性"のあるスナップショット、つまり停電後に作成したかのようなスナップ

ショットが作成されることになります。

お使いのアプリケーションでQEMUシグナルがサポートされている場合、everRunソフトウェアでは

QEMUゲストエージェントを経由してアプリケーションにシグナルを送り、everRunシステム上の

ユーザスナップショットやディザスタリカバリ(DR) スナップショットの作成前に、アプリケーション

が確実に"休止"、つまりフリーズするように通知して、スナップショットのアプリケーション整合性を

確保することが可能です。

大半のLinuxディストリビューションにはQEMUゲストエージェントが(通常は qemu-guest-

agentパッケージとして)付属しています。QEMUゲストエージェントのインストールと構成の詳細

については、お使いのLinuxディストリビューションのマニュアルを参照してください。

注意事項: QEMUゲストエージェントをインストールする前に、アプリケーションのベ

ンダーに連絡し、QEMUシグナルがサポートされるかどうか、およびアプリケーション

を休止するために追加の構成手順が必要かどうかを確認してください。アプリケーション

整合性のあるスナップショットを作成するには、アプリケーションでQEMUシグナルが

サポートされていて、QEMUゲストエージェントが正しくインストールされ実行されて

いる必要があります。
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注:

l デフォルトでは、QEMUゲストエージェントをインストールして、everRunソフト

ウェアからシグナルを受信した場合に休止するようアプリケーションを構成しない限

り、すべてのスナップショットがクラッシュ整合性を持つと見なされます。

l QEMUゲストエージェントをインストールする際、場合によってはVMの再起動が必

要です。VMが使用中の場合には、このインストール処理のためにメンテナンス期間

を設定してください。

仮想マシンの運用を管理する

仮想マシンの運用を管理する方法は次を参照してください。

l 210ページの「仮想マシンを起動する」

l 211ページの「仮想マシンをシャットダウンする」

l 212ページの「仮想マシンの電源をオフにする」

l 213ページの「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

l 215ページの「仮想マシンの名前を変更する」

l 215ページの「仮想マシンを削除する」

構成とトラブルシューティングの詳細については、「245ページの「高度なトピック(仮想マシン)」」

を参照してください。

仮想マシンを起動する

仮想マシンを起動して、仮想マシンにインストールされているゲストオペレーティングシステムをブー

トします。

仮想マシンを起動するには

1. [仮想マシン]ページで仮想マシンを選択します。

2. [起動]をクリックします。

関連トピック

211ページの「仮想マシンをシャットダウンする」

212ページの「仮想マシンの電源をオフにする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」
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仮想マシンをシャットダウンする

仮想マシンをシャットダウンする

仮想マシンをシャットダウンして、ゲストオペレーティングシステムの正常なシャットダウンを開始し

ます。

注: 仮想マシンのシャットダウンにはゲストオペレーティングシステムのコマンドを使

用できます。一部のゲストOSではeverRun可用性コンソールを使用した仮想マシンの

シャットダウンが許可されています(または許可されるよう構成できます)。

everRun 可用性コンソールで仮想マシンをシャットダウンするには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. [シャットダウン]をクリックします。

仮想マシンが応答しない場合、仮想マシンを電源オフにして、ゲストオペレーティングシステムを正常

にシャットダウンせずに仮想マシンを停止することもできます。

everRun可用性コンソールを使って仮想マシンをシャットダウンする操作は、物理マシンの電源ボタン

を押す場合と似ており、通常はオペレーティングシステムが正常にシャットダウンされます。場合に

よっては、ゲストオペレーティングシステムでこの機能を有効に設定する必要があります。例:

l すべてのゲストで、電源ボリュームのアクションが、ゲストオペレーティングシステムの休止

ではなくシャットダウンを実行するように設定されていることを確認します。everRun可用性

コンソールで、休止するように設定されているゲストの [シャットダウン]をクリックすると、

そのVMは"停止中" のままの状態になり、正しくシャットダウンされません。

l 一部のシステムでは、ユーザがオペレーティングシステムにログオンしていないと、電源ボタン

を使ってシステムをシャットダウンすることができません。その場合、セキュリティ設定を更新

して、ログインセッションがない場合でも電源ボタンを有効にできることがあります。

l Ubuntu Linuxの最小サーババージョンの一部には、電源ボタンを有効にする acpidパッケー

ジがデフォルトのインストールに含まれていません。その場合はこのパッケージを手動でインス

トールして、電源ボタンを有効にできます。
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注: ディザスタリカバリ(DR) で保護されているVMの場合、ゲストオペレーティング

システムが、電源ボタンアクションによってゲストをシャットダウンするよう構成され

ていることを確認します。DRマイグレーションの際にDRソフトウェアが電源ボタン

アクションを使ってVMを自動的にシャットダウンできないと、ユーザがVMコンソール

に手動でログオンしてゲストオペレーティングシステムをシャットダウンするまで操作

が遅延される可能性があります。

[シャットダウン]ボタンがeverRun可用性コンソールで機能するようにシステム電源ボタンの動作を

構成する方法は、ゲストオペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。

関連トピック

210ページの「仮想マシンを起動する」

212ページの「仮想マシンの電源をオフにする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの電源をオフにする

ゲストオペレーティングシステムの正常なシャットダウンを行わずに仮想マシンを停止するには、仮想

マシンを電源オフにします。

注意事項: [電源オフ]コマンドは、[シャットダウン]コマンドやゲストオペレーティン

グシステムのコマンドが失敗した場合のみに使用します。仮想マシンの電源をオフにす

る操作は、電源コードをコンセントから引き抜く場合と似ており、データ損失につながる

可能性があります。

仮想マシンの電源をオフにするには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. [電源オフ]をクリックします。

関連トピック

210ページの「仮想マシンを起動する」

211ページの「仮想マシンをシャットダウンする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

245ページの「高度なトピック(仮想マシン)」
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仮想マシンコンソールのセッションを開く

仮想マシン(VM)コンソールを開いて、VMで実行中のゲストオペレーティングシステムのコンソール

を表示します。

次に示すのはeverRun可用性コンソールでVMコンソールを開く手順ですが、リモートデスクトップ

アプリケーションを使用することもできます。

VM コンソールを開くには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. VMが稼動状態にあることを確認します。

3. [コンソール]をクリックします。

4. 必要なJava™プラグインをWebブラウザに読み込むプロンプトが表示された場合、読み込みを

許可します。

トラブルシューティング
VM コンソールウインドウが開かない場合に問題を解決するには

必要なJava™プラグインのWebブラウザへの読み込みを許可します。everRun可用性コン

ソール用にJava を有効にする手順については、「32ページの「対応しているインターネット

ブラウザ」」を参照してください。

上記の操作を行ってもVMコンソールセッションを開くことができない場合、担当のネット

ワーク管理者にポート6900～6999 (両者を含む)を開くよう依頼しなければならない場合があ

ります。

VM コンソールウインドウが空白の場合に問題を解決するには

VMに電源が入っていて、ブート中でないことを確認します。また、コンソールウィンドウをク

リックして任意のキーを押し、スクリーンセーバーを無効にします。

複数の VM コンソールウインドウが表示されていて、その動作が不安定な場合に問題を解決す

るには

すべてのコンソールウィンドウを閉じてから、コンソールウィンドウを1つだけ開きます。

VM コンソールウインドウが everRun システムでハングする問題を解決するには

UbuntuベースのVMでは、gfxmodeパラメータが正しく設定されていないとVMコンソール

がeverRun可用性コンソールでハングします。ゲストオペレーティングシステム
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で、/boot/grub/grub.cfgファイルを編集して gfxmodeパラメータを textに変更し

ます(例: set gfxmode=text)。

コンソールがハングしてパラメータを設定できない場合、次を行います。

1. everRun可用性コンソールでVMを再起動します。

2. GRUBメニューで eを押して、grubコマンドを編集します。

3. 次の画面の gfxmode行で、$linux_gfx_modeを textに変更して次のようにしま

す。

gfxmode text

4. Ctrl-xまたは F10を押してゲストオペレーティングシステムをブートします。

5. リブートした後も設定が維持されるよう、/boot/grub/grub.cfgファイルを編集

して gfxmodeパラメータを textに変更します。行が次のようになります。

set gfxmode=text

6. /boot/grub/grub.cfgファイルを保存します。

コンソール画面が判読不能な場合に Linux ベースの VM でターミナルタイプを変更するには

デフォルトでは、LinuxオペレーティングシステムはeverRun可用性コンソールでVMコン

ソールの基盤である vnctermプログラムでは正しくサポートされない vt100-navに TERM変

数を設定します。コマンドライン以外の方法を利用すると、画面が判読不能になります。この問

題を解決するには、次の手順に従いLinuxゲストオペレーティングシステムのターミナルのタ

イプを変更します。

1. ゲストオペレーティングシステムの inittabファイルを開きます。

2. 以下の行で、行の末尾にある -navを削除して、vt100-navを vt100に変更します。更

新後の行は次のようになります。

# Run gettys in standard runlevels co:2345:respawn:/sbin/agetty

xvc0 9600 vt100

3. inittabファイルを保存します。

関連トピック

210ページの「仮想マシンを起動する」

211ページの「仮想マシンをシャットダウンする」
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仮想マシンの名前を変更する

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの名前を変更する

仮想マシンの名前を変更します。仮想マシンの名前は [仮想マシン]ページに表示されます。

仮想マシンで実行されるゲストオペレーティングシステムのホスト名を変更する必要がある場合は、ゲ

ストオペレーティングシステムのツールを使用します。

仮想マシンの名前を変更するには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを見つけます。

2. 仮想マシンの名前をダブルクリックします。

3. 新しい名前を指定して Enterキーを押します。

関連トピック

215ページの「仮想マシンを削除する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンを削除する

everRunシステムから仮想マシンを永久に削除して、オプションでその関連データボリュームも削除

するには、仮想マシンの削除を行います。

注:

l VMを削除しても、そのVMに関連付けられているすべてのスナップショットと、そ

れが保存されているボリュームコンテナは、everRunシステム上に残ります。VM

のスナップショットとその関連ボリュームスナップショットをすべて削除するに

は、「244ページの「スナップショットを削除する」」を参照してください。

l ボリュームコンテナからすべてのボリュームとボリュームスナップショットの内容を

削除すると、システムによってそのコンテナが自動的に削除され、ストレージグルー

プの容量が解放されます。

仮想マシンを削除するには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. [シャットダウン]をクリックします。
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3. 仮想マシンが停止したら、[削除]をクリックします。

4. [仮想マシンの削除]ダイアログボックスで、削除するボリュームの横のチェックボックスをオ

ンにします。ボリュームをアーカイブとして保存する場合や別の仮想マシンへの接続用に保存す

る場合は、このチェックボックスをオフにします。

注意事項: 削除の対象として正しいVMとボリュームを選択してください。[VM

の削除]をクリックすると、これらの項目は永久に削除されます。

5. 仮想マシンおよび選択した任意のボリュームを永久に削除するには、[VM の削除]をクリックし

ます。

関連トピック

215ページの「仮想マシンの名前を変更する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンのリソースを管理する

仮想マシンのリソースを管理して、既存の仮想マシンのｖCPU、メモリ、ストレージ、またはネット

ワークリソースを再構成します。

仮想マシンのリソースを再構成するには、仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用します。

説明は次を参照してください。

l 216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」

仮想マシンのボリュームを再構成するには、タスクに応じて以下のトピックを参照してください。

l 219ページの「仮想マシンのボリュームを作成する」

l 221ページの「仮想マシンにボリュームを接続する」

l 222ページの「仮想マシンからボリュームを切断する」

l 224ページの「仮想マシンからボリュームを削除する」

仮想マシンのリソースを復旧し、新しいボリュームや仮想CD用に容量を解放するには、次を参照して

ください。

l 228ページの「仮想マシンのリソースを復旧する」

仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする
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仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする

仮想マシン(VM)を再プロビジョニングして、その仮想CPU (ｖCPU)、メモリ、ストレージ、または

ネットワークのリソースの割り当てを変更します。

[仮想マシン]ページの下部パネルで [構成]をクリックして、仮想マシンの再プロビジョニングウィ

ザードを起動します。ウィザードにVMのリソース再割り当てのプロセスが順を追って表示されます。

前提条件:

l 「148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」」のリストを参照し、VMへの

ｖCPU、メモリ、ストレージ、およびネットワークのリソースの割り当てに関する前

提条件と考慮事項を確認します。

l VMを再プロビジョニングするには、そのVMをシャットダウンする必要がありま

す。

注: ディザスタリカバリで保護されているVMを再プロビジョニングすることはできませ

ん。必要な場合、VMの保護をいったん解除して再プロビジョニングを行ってから、VM

の保護を再開できます。

仮想マシンを再プロビジョニングするには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照してくださ

い)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示し

ます。

4. [名前、説明、保護および OS]ページで、次を行います。

a. VMにeverRun可用性コンソールで表示される [名前]を入力し、オプションで [説明]

を入力します。

b. VMで使用する保護のレベルを選択します。

o 高可用性 (HA)—基本的なフェールオーバーと復旧機能を提供し、発生した障害

によっては復旧に(自動の) VMリブートが必要です。HAは、ある程度のダウンタ

イムが許容され、FTが提供する高レベルのダウンタイム保護を必要としないアプ

リケーションに使用してください。
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o フォールトトレラント (FT)—2台の物理マシンで実行されるVMに冗長な環境

を作成することにより、アプリケーションを透過的に保護します。FTは、HAで提

供される以上のダウンタイム保護を必要とするアプリケーションに使用します。

保護のレベルの詳細については、「12ページの「運用モード」」を参照してください。

c. [次へ]をクリックします。

5. [ボリューム]ページで、次を行えます。

注:

n VMブートボリュームは変更できません。変更できるのはデータボリュームだ

けです。

n ボリュームコンテナを拡張するには、「227ページの「everRunシステムの

ボリュームコンテナを拡張する」」を参照してください。

n [新しいボリュームの追加]をクリックして新しいデータボリュームを作成します。(ボタ

ンが表示されない場合、ウィザードページの一番下までスクロールします。)新しいボ

リュームのパラメータを指定します。

n ボリュームをVMから切断し、後日使用できるように維持しておくには、[切断]をク

リックします。

n ボリュームをeverRunシステムから完全に削除するには、[削除]をクリックします。

n プルダウンメニューが表示される場合、メニューから未接続のボリュームを選択し、[接

続]をクリックします。

詳細については、「151ページの「仮想マシンのストレージを計画する」」を参照してくださ

い。続行するには [次へ]をクリックします。

6. [ネットワーク]ページで、このVMに接続する各共有ネットワークのチェックボックスをオン

にします。

接続する各共有ネットワークについて、オプションで次を指定することもできます。

n カスタムのMACアドレスを設定する。

n [状態]を [有効]または [無効]に設定して、選択したネットワークへのトラフィックを

許可したりブロックする。
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詳細については、「153ページの「仮想マシンのネットワークを計画する」」を参照してくださ

い。続行するには [次へ]をクリックします。

7. [ｖCPU とメモリ]ページで、VMに割り当てるｖCPUの数とメモリの容量を指定します。詳細

については、「148ページの「仮想マシンのｖCPUを計画する」」および「150ページの「仮

想マシンのメモリを計画する」」を参照してください。続行するには [次へ]をクリックしま

す。

8. [構成サマリ]ページで次を行います。

注意事項: 削除対象としてマークされているボリュームが正しいことを確認しま

す。[完了]をクリックすると、削除対象としてマークされたディスクのデータは

永久に失われます。

a. 構成サマリの内容を確認します。変更が必要な場合、[戻る]をクリックします。

b. VMのプロビジョニング構成を受け入れるには、[完了]をクリックします。

9. [起動]をクリックして、VMを再起動します。

10. Windows ベースのVMで、割り当て済み仮想CPUの数を1から nに変更したり nから1に変

更した場合、再プロビジョニングの完了時にVMを再起動した後で、VMをもう一度シャットダ

ウンして再起動する必要があります。これにより、VMが対称型マルチプロセッシング(SMP) 用

に正しく再構成されます。このVMは、再起動されるまで異常な動作を示し、使用不可になりま

す。

関連トピック

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」

147ページの「仮想マシンを管理する」

仮想マシンのボリュームを作成する

ボリュームを作成して、新しい空白のボリュームを仮想マシン(VM)に接続します。(未接続の既存のボ

リュームを接続することもできます。詳細については「221ページの「仮想マシンにボリュームを接続

する」」を参照してください。)
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注: ディザスタリカバリで保護されているVM用に、ボリュームを作成することはできま

せん。必要な場合、VMの保護をいったん解除してボリュームを作成してから、VMの保

護を再開できます。

前提条件: VMにボリュームを作成する前に、そのVMをシャットダウンする必要がありま

す。

VM に新しいボリュームを作成するには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照してくださ

い)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示し

ます。

4. [次へ]をクリックして [名前、説明、保護および OS]ページをスキップします。(必要な場合は

「216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」」を参照し、追加のVMリ

ソースを構成します。)

5. [ボリューム]ページで、[新しいボリュームの追加]をクリックします。(ボタンが表示されない

場合、ウィザードページの一番下までスクロールします。)

6. [作成予定]の下で、次のいずれかを実行します。

a. everRun可用性コンソールに表示されるボリュームの [名前]を入力します。

b. 作成するボリュームのコンテナサイズとボリュームサイズをギガバイト(GB) 単位で入

力します。コンテナサイズは、スナップショットを保存する追加の容量を含む、ボ

リュームの合計サイズです。ボリュームサイズは、コンテナのうち、ゲストオペレー

ティングシステムで利用できる部分です。ストレージの割り当てに関する詳細は、「18

ページの「ボリュームコンテナのサイズを決定する」」および「151ページの「仮想マ

シンのストレージを計画する」」を参照してください。
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c. ディスクイメージのフォーマットを次から選択します。

n RAW—rawディスクフォーマット。

n QCOW2—QEMU Copy OnWrite (QCOW2)フォーマット。スナップショットお

よびディザスタリカバリ機能に対応しています。

d. ボリュームを作成する [ストレージグループ]を選択します。

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変更

内容を確認します。

8. [完了]をクリックして、ボリュームを作成します。

9. VMを起動して、Windows またはLinuxゲストOSで使用するボリュームを準備します。次を参

照してください。

n 203ページの「ディスクを作成して初期化する(Windows ベースのVM)」

n 207ページの「ディスクを作成して初期化する(LinuxベースのVM)」

関連トピック

222ページの「仮想マシンからボリュームを切断する」

224ページの「仮想マシンからボリュームを削除する」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」

147ページの「仮想マシンを管理する」

仮想マシンにボリュームを接続する

ボリュームを接続して、未使用のボリュームを仮想マシンに接続します。

注: ディザスタリカバリで保護されているVMに、ボリュームを接続することはできませ

ん。必要な場合、VMの保護をいったん解除してボリュームを接続してから、VMの保護

を再開できます。

前提条件: 仮想マシンにボリュームを接続するには、その前に仮想マシンをシャットダウン

する必要があります。

仮想マシンにボリュームを接続するには
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1. 他の仮想マシンで使用されているボリュームを接続することはできません。[ボリューム]ページ

を開いてボリュームを見つけ、[VM]列の値が [なし]であることを確認します。

2. [仮想マシン]ページを開きます(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照してくださ

い)。

3. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

4. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示し

ます。

5. [次へ]をクリックして [名前、説明、保護および OS]ページをスキップします。(必要な場合は

「216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」」を参照し、追加のVMリ

ソースを構成します。)

6. [ボリューム]ページで、[新しいボリュームの追加]ボタンの横のプルダウンメニューを見つけ

ます。プルダウンメニューから未接続のボリュームを選択し、[接続]をクリックします。

(ボタンが表示されない場合、ウィザードページの一番下までスクロールします。プルダウンメ

ニューが表示されるのは、everRunシステムに未接続のボリュームがある場合のみです。)

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変更

内容を確認します。

8. [完了]をクリックして、選択したボリュームを接続します。

関連トピック

219ページの「仮想マシンのボリュームを作成する」

222ページの「仮想マシンからボリュームを切断する」

224ページの「仮想マシンからボリュームを削除する」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」

147ページの「仮想マシンを管理する」

仮想マシンからボリュームを切断する

仮想マシンからボリュームを切断して、後で使用できるようにします。(ボリュームをeverRunシステ

ムから永久に削除することもできます。詳細については、「224ページの「仮想マシンからボリューム

を削除する」」を参照してください。)
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注:

l VMからボリュームを切断すると、ボリュームとそのボリュームコンテナの両方

が、VMとは個別に存在するようになります。したがって、VMを削除した後でもこ

れらの項目はシステムに残ります。

l ボリュームを削除する際に、そのボリュームコンテナも削除してストレージグループ

の容量を解放するには、ボリュームコンテナに保存されているすべてのスナップ

ショットも削除する必要があります。そうでない場合、ボリュームコンテナはシステ

ムから削除されません。詳細については、「224ページの「仮想マシンからボリュー

ムを削除する」を参照してください。

l ディザスタリカバリで保護されているVMからボリュームを切断することはできませ

ん。必要な場合、VMの保護をいったん解除してボリュームを切断してから、VMの

保護を再開できます。

前提条件: 仮想マシンからボリュームを切断するには、その前に仮想マシンをシャットダウ

ンする必要があります。

仮想マシンからボリュームを切断するには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照してくださ

い)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示し

ます。

4. [次へ]をクリックして [名前、説明、保護および OS]ページをスキップします。(必要な場合は

「216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」」を参照し、追加のVMリ

ソースを構成します。)

5. [ボリューム]ページで、切断するボリュームを見つけます。(ボリュームが表示されない場合、

ウィザードページを下にスクロールします。)

6. ボリューム名の上にある [切断]をクリックして、ボリュームを切断の対象としてマークしま

す。
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注意事項: 正しいボリュームをマークする必要があります。現在使用中のボリュー

ムはマークしないでください。

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変更

内容を確認します。

8. [完了]をクリックして、選択したボリュームを切断します。

関連トピック

221ページの「仮想マシンにボリュームを接続する」

224ページの「仮想マシンからボリュームを削除する」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」

147ページの「仮想マシンを管理する」

仮想マシンからボリュームを削除する

仮想マシン(VM)のボリュームを削除して、ボリュームをeverRunシステムから永久に削除します。

(VMからボリュームを切断して後日使用できるよう残しておくこともできます。詳細については、

「222ページの「仮想マシンからボリュームを切断する」」を参照してください。)
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注:

l ボリュームを削除する際に、そのボリュームコンテナも削除してストレージグルー

プの容量を解放するには、そのボリュームコンテナに保存されているすべてのボ

リュームスナップショットも削除する必要があります。そうでない場合、コンテナ

はシステムから削除されません。VMのスナップショットとその関連ボリュームス

ナップショットをすべて削除するには、「244ページの「スナップショットを削除

する」」を参照してください。

l ボリュームコンテナからすべてのボリュームとボリュームスナップショットの内容を

削除すると、システムによってそのコンテナが自動的に削除され、ストレージグルー

プの容量が解放されます。

l ディザスタリカバリで保護されているVMに接続中のボリュームを削除することはで

きません。必要な場合、VMの保護をいったん解除してボリュームを削除してか

ら、VMの保護を再開できます。

前提条件: 仮想マシンに接続されているボリュームを削除するには、その前に仮想マシンを

シャットダウンする必要があります。

仮想マシンに接続されているボリュームを削除するには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照してく

ださい)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを

表示します。

4. [次へ]をクリックして [名前、説明、保護および OS]ページをスキップします。(必要な

場合は「216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」」を参照し、

追加のVMリソースを構成します。)

5. [ボリューム]ページで、削除するボリュームを見つけます。(ボリュームが表示されない

場合、ウィザードページを下にスクロールします。)

6. ボリューム名の上にある [削除]をクリックして、ボリュームを削除の対象としてマーク

します。

225/491ページ



everRunユーザガイド

注意事項: 正しいボリュームをマークする必要があります。現在使用中のボ

リュームはマークしないでください。

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成

の変更内容を確認します。

8. [完了]をクリックして、選択したボリュームを永久に削除します。

未接続のボリュームを削除するには

注意事項: ボリュームを削除する前に、他の管理者がそのボリュームを必要として

いないことを確認します。

1. [ボリューム]ページで次を行います。

2. 未接続のボリュームを選択します。([VM]列の値が [なし]の場合のみ、[削除]ボタンが

表示されます。)

3. [削除]をクリックします。

関連トピック

222ページの「仮想マシンからボリュームを切断する」

221ページの「仮想マシンにボリュームを接続する」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」

147ページの「仮想マシンを管理する」

everRun システムのボリュームの名前を変更する

everRunシステム上のボリュームの名前を変更します。ボリューム名は [ボリューム]ページに表示さ

れます。

仮想マシンで実行されるゲストオペレーティングシステムにあるディスクまたはボリュームの名前を変

更する必要がある場合は、ゲストオペレーティングシステムのツールを使用します。

everRun システム上のボリュームの名前を変更するには
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1. [ボリューム]ページでボリュームを見つけます。

2. ボリュームの名前をダブルクリックします。

3. 新しい名前を指定して Enterキーを押します。

関連トピック

219ページの「仮想マシンのボリュームを作成する」

222ページの「仮想マシンからボリュームを切断する」

224ページの「仮想マシンからボリュームを削除する」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」

147ページの「仮想マシンを管理する」

everRun システムのボリュームコンテナを拡張する

仮想マシン(VM)のボリュームコンテナを拡張して、スナップショットやゲストオペレーティングシ

ステムボリューム用の追加の容量をコンテナに割り当てます。(ボリュームコンテナのゲストオペレー

ティングシステムで利用できる部分を拡張するには、everRunホストオペレーティングシステムで

421ページの「volume-resize」コマンドを実行します。)

ボリュームコンテナは拡張できますが、サイズを小さくすることはできません。次の手順に従ってボ

リュームコンテナを拡張します。この手順はVMが稼動していても停止していても同じです。ボリュー

ムコンテナに割り当てるストレージの容量を推定するには、「18ページの「ボリュームコンテナのサ

イズを決定する」」を参照してください。

前提条件: everRunシステムの両方のPMがオンラインになっていることを確認します。

そうでない場合、システムがVMを正しく拡張できません。

ボリュームコンテナを拡張するには

1. [物理マシン]ページ(「90ページの「[物理マシン]ページ」」を参照)で、両方のPMが "実行

中"の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期の実行中でもないことを

確認します。

2. [ボリューム]ページ(「99ページの「[ボリューム]ページ」」を参照)で [コンテナの拡張]

をクリックします。
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3. [追加するサイズ]の横に、ボリュームコンテナに追加するストレージ容量をギガバイト(GB) 単

位で入力します。値を入力すると、この操作の実行後に得られる [拡張後のコンテナサイズ]を

示すダイアログボックスが表示されます。

注: [追加するサイズ]に入力する値には注意してください。ボリュームコンテナ

を一度拡張すると、その後でサイズの変更を取り消したり、サイズを小さくする

ことはできません。ボリュームのサイズは拡張することしかできません。

4. [コンテナの拡張]をクリックして変更を確定し、コンテナを拡張します。ダイアログボックス

に拡張処理の進行状況が表示されます。操作が完了すると、このダイアログボックスは自動的に

閉じます。

仮想マシンのリソースを復旧する

ストレージ容量を節約するため、不要になったVMリソースは削除してください。また、ボリュームや

VCDの作成など、特定のタスクに必要な容量が不足している場合には、ストレージ容量を直ちに復旧し

なければならないことがあります。

ストレージ容量を復旧するには、次のトピックを参照して未使用のリソースを削除します。

l 215ページの「仮想マシンを削除する」

l 224ページの「仮想マシンからボリュームを削除する」

l 232ページの「仮想CDを削除する」

また、使用しなくなったスナップショットをVMから削除して、既存のボリューム上で新しいスナップ

ショット用の容量を解放することもできますが、この方法では新しいボリュームやVCD用のストレー

ジ容量は復旧できません。

l 244ページの「スナップショットを削除する」

関連トピック

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

148ページの「仮想マシンのリソースを計画する」

147ページの「仮想マシンを管理する」

仮想 CDを管理する
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仮想CD (VCD) を作成および管理して、ISO形式のソフトウェアインストールメディアをeverRunシ

ステム上の仮想マシンで使用できるようにします。

VCDは、読み取り専用のISOイメージファイルで、everRunシステムのストレージデバイス上にあ

ります。everRun可用性コンソールで仮想 CD の作成ウィザードを使用して、既存のISOファイルを

アップロードするか、新しいISOファイルを物理CD/DVDソースから作成します。詳細は「229ペー

ジの「仮想CDを作成する」」を参照してください。

VCDを作成すると、そこからブートしてWindows やLinuxゲストOSをインストールしたり、ブート

可能な復旧VCDからVMを起動することができます。

注: everRunソフトウェアではダウンタイムの発生を防ぐため、ゲストのインストール

後にVCDを挿入することができません。VCDを挿入すると、障害発生の際にシステムが

VMをマイグレーションできなくなります。ただし、トラブルシューティングの目的で

VCDから仮想マシンをブートすることはできます。

VCDの管理については、次を参照してください。

l 229ページの「仮想CDを作成する」

l 231ページの「仮想CD用にCDまたはDVDを作成する」

l 231ページの「仮想CDからブートする」

l 232ページの「仮想CDの名前を変更する」

l 232ページの「仮想CDを削除する」

仮想 CD を作成する

仮想CD (VCD) を作成して、ソフトウェアインストールメディアをeverRunシステム上の仮想マシン

(VM)で使用できるようにします。

VCDを作成するには、仮想 CD の作成ウィザードを使用してISOファイルをeverRunシステム上の

ストレージデバイスにコピーします。するとそのVCDからブートして(「231ページの「仮想CDか

らブートする」」を参照)ゲストOSをインストールしたり、ブート可能な復旧VCDからVMを起動で

きるようになります。
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注:

1. VCDを使用して仮想マシンにアプリケーションをインストールすることはできませ

ん。必要な場合は、ゲストオペレーティングシステムにネットワークドライブまた

はISOイメージをマウントしてアプリケーションメディアにアクセスします。

2. 各VCDは、それが保存されるストレージグループ内のディスク領域を使用します。

定期的に使用するVCDを除いて、不要になったVCDは削除してください。

3. インストール用にブート可能なVCDを作成する場合、これは単一のCDまたはDVD

でなければなりません。複数のCDまたはDVDはサポートされていません。

VCD を作成するには

1. 必要に応じて、VCDを作成するすべての物理メディアのISOファイルを作成します。

2. everRun可用性コンソールで [仮想 CD]ページを開きます。

3. [VCD の作成]をクリックして仮想 CD の作成ウィザードを開きます。

4. ウィザードで、VCD用に十分な空き容量のあるストレージグループを選択します。

5. VCDの名前を入力します。

6. 次からVCDのソースを1つ選択します。

n [ISO ファイルをアップロードする]は、everRun可用性コンソールを実行しているリ

モートシステムからファイルをアップロードします。

n [ネットワークソースから CD ISO をコピーする]は、ファイルをWeb URLからコピー

します。

7. [ISO ファイルをアップロードする]を選択した場合、[次へ]をクリックしてアップロードする

ISOファイルを選択します。

8. [完了]をクリックして、アップロードするか、指定のソースからISOファイルをコピーしま

す。

仮想 CD の作成ウィザードに、VCDが正しく追加されたことが表示されますが、イメージのサイズに

よっては転送処理に数分かかる場合があります。

VCDのステータスは、[仮想 CD]ページの [状態]列で確認できます。
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l 同期中のアイコン( )は、VCDがまだ作成中であることを示します。

l 破損のアイコン( )は、VCDの作成に失敗したことを示します。VCDを削除してから、作成を

再試行してください。

l 正常のアイコン( )は、転送が完了しVCDを使用する準備が整ったことを示します。

関連トピック

231ページの「仮想CD用にCDまたはDVDを作成する」

228ページの「仮想CDを管理する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

仮想 CD 用に CD または DVD を作成する

everRunシステム上で仮想CDの作成(「229ページの「仮想CDを作成する」」を参照)に使用する

目的で物理CDまたはDVDを作成する必要がある場合、次のガイドラインに注意してください。

l メディア作成ソフトウェアとCD-R/DVD-Rメディア、およびディスクアットワンス(DAO)メ

ソッドをサポートしているドライブのみを使用します。http://imgburn.com/の ImgBurnな

ど、デフォルトがDAOモードになっているソフトウェアを利用すると、確実にDAOモードを使

用できます。

l 必ず新しいメディアを使用します。

l メディアに書き込んでいるときにバッファアンダーランが発生する可能性を最小限に抑えるに

は、メディアへの書き込みを実行するのと同じコンピュータにISOイメージをダウンロードしま

す。

l 新しく作成したディスクは、必ず検証します。これにはメディア作成ソフトウェアの検証機能を

使用できます。

関連トピック

229ページの「仮想CDを作成する」

228ページの「仮想CDを管理する」

仮想 CD からブートする

仮想マシンを仮想CD (VCD) からブートして、ゲストオペレーティングシステムをインストールした

り、メンテナンスを実行します。

VCDからブートするには、その前に仮想マシンをシャットダウンする必要があります。
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VCD から仮想マシンをブートするには

1. 必要な場合はブート可能なCD/DVDからVCDを作成します(「229ページの「仮想CDを作成

する」」を参照)。

2. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

3. 仮想マシンが実行中の場合、[シャットダウン]をクリックします。

4. 仮想マシンのステータスが "停止中"になったら、[CD からブート]をクリックします。

5. ブート可能なVCDを選択して [ブート]をクリックします。

注: VCDからブートされたWindows ベースの仮想マシンは、ハードウェア仮想マシン

(HVM)としてブートされ、最初の3つのディスクボリュームのみにアクセスできます。

関連トピック

229ページの「仮想CDを作成する」

228ページの「仮想CDを管理する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

仮想 CD の名前を変更する

仮想CD (VCD) の名前を変更します。VCDの名前は [仮想 CD]ページに表示されます。

VCD の名前を変更するには

1. [仮想 CD]ページで、VCDを見つけます。

2. VCDの名前をダブルクリックします。

3. 新しい名前を指定して Enterキーを押します。

関連トピック

232ページの「仮想CDを削除する」

229ページの「仮想CDを作成する」

228ページの「仮想CDを管理する」

仮想 CD を削除する

everRunシステムから仮想CD (VCD) を永久に削除するには、VCDの削除を行います。
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VCD を削除するには

1. everRun可用性コンソールで、[仮想 CD]をクリックします。

2. リストで削除するVCDを見つけます。

3. VCDの [削除可能]の値が [はい]になっていることを確認します。値が [いいえ]のVCDは現

在使用中です。

4. VCDを選択して [削除]をクリックします。

関連トピック

232ページの「仮想CDの名前を変更する」

229ページの「仮想CDを作成する」

228ページの「仮想CDを管理する」

スナップショットを管理する

スナップショットを使用して、特定の時点における仮想マシン(VM)のイメージを保存できます。ス

ナップショットをエクスポートすると、エクスポートされたファイルを使ってVMを別のシステムにイ

ンポートしたり、同じeverRunシステムにインポートし直して元のVMを復元や複製することが可能

です。

注:

l VMを直接スナップショットの状態に戻したり、スナップショットから直接VMを作

成することはできません。VMスナップショットの作成は、元のVMの復元または複

製に使用されるエクスポートファイルを準備するためだけに行います。

l VMスナップショットを作成すると、そのVMに接続しているすべてのボリュームが

スナップショットに自動的に含められます。ただし、スナップショットを別のシステ

ムにエクスポートする場合は、ボリュームを除外することができます。個々のボ

リュームのスナップショットを作成することはできません。

スナップショットの管理については、次を参照してください。

l 234ページの「スナップショットを作成する」

l 238ページの「スナップショットをエクスポートする」

l 244ページの「スナップショットを削除する」
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作成したスナップショットをeverRun可用性コンソールで表示するには、次を行います。

l [スナップショット]ページを開きます(「98ページの「[スナップショット]ページ」」を参照

してください)。

l [仮想マシン]ページ(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照)で、VMをクリックして

[スナップショット]タブをクリックします。

VMのスナップショットを作成すると、everRunシステムは前回のスナップショット以降、あるいは既

存のスナップショットがない場合にはVMの作成以降に変更されたすべてのデータが含まれたスナップ

ショットイメージを保存します。各スナップショットには変更されたデータのみが含まれるので、ス

ナップショットの保存に必要なストレージ容量はVMのアクティビティレベルおよび前回のスナップ

ショットからの経過時間によって異なります。

スナップショットは各ボリュームごとにボリュームコンテナに保存されるので、VMスナップショット

に含める各ボリュームのボリュームコンテナ内に十分なストレージ容量を確保する必要があります。詳

細については、「18ページの「ボリュームコンテナのサイズを決定する」」を参照してください。古

いスナップショットや使用済みのスナップショットを削除してストレージ容量を回収することもできま

す。

VMのスナップショットはVMが実行中かどうかに関わらず作成できますが、"アプリケーション整合

性"を持つスナップショットを作成するには(その場合、サポートされるアプリケーションがデータ一貫

性を確保するために操作を"休止"またはフリーズします)、次のトピックのいずれかに説明されている

方法を使って、ゲストオペレーティングシステムを準備する必要があります。

l 204ページの「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲスト

エージェントをインストールする(Windows ベースのVM)」

l 208ページの「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲスト

エージェントをインストールする(LinuxベースのVM)」

関連トピック

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

スナップショットを作成する

スナップショットを作成して、特定の時点における仮想マシン(VM)のイメージを保存します。「238

ページの「スナップショットをエクスポートする」」の説明に従ってスナップショットをエクスポート
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すると、エクスポートされたファイルを使用してVMを別のシステムにインポートしたり、同じ

everRunシステムにインポートし直して元のVMを復元したり複製することが可能になります。(ス

ナップショットの概要については、「233ページの「スナップショットを管理する」」を参照してくだ

さい。)

VMのスナップショットはVMが実行中かどうかに関わらず作成できますが、"アプリケーション整合

性"を持つスナップショットを作成するには(その場合、サポートされるアプリケーションがデータ一貫

性を確保するために操作を"休止"またはフリーズします)、次のトピックのいずれかに説明されている

方法を使って、ゲストオペレーティングシステムを準備する必要があります。

l 204ページの「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲスト

エージェントをインストールする(Windows ベースのVM)」

l 208ページの「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲスト

エージェントをインストールする(LinuxベースのVM)」

作成できるスナップショットの最大数は、各VMボリュームのボリュームコンテナに割り当てられてい

るストレージ容量によって異なります(「18ページの「ボリュームコンテナのサイズを決定する」」

を参照)。必要な場合はボリュームコンテナを拡張できます。詳細については、「227ページの

「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」」を参照してください。
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注:

l LinuxベースのVMの場合、別のシステムにエクスポートするためにVMのスナップ

ショットを作成するには、/etc/fstabファイルを編集してデータボリュームのエ

ントリをコメントアウトし、ブートボリュームのみがマウントされるようにすること

を検討してください。LinuxベースのVMは別のシステム上で異なるデバイス名を使

用する可能性があります。したがって、元のデバイス名のボリュームをマウントでき

ない場合に新しいVMがシングルユーザモードでブートされることがあります。イン

ポートプロセスの後、新しいVMで /etc/fstabのエントリを正しいデバイス名

に復元できます。

l スナップショットの作成中にソースVMをシャットダウンする予定がある場合、この

プロセスのために計画的なメンテナンス期間を設けることを検討してください。

l VMスナップショットを作成すると、そのVMに接続しているすべてのボリュームが

スナップショットに自動的に含められます。ただし、スナップショットを別のシステ

ムにエクスポートする場合は、ボリュームを除外することができます。「238ページ

の「スナップショットをエクスポートする」」を参照してください。

l VMを複製するためにスナップショットをエクスポートする場合で、エクスポートの

後にソースVMを引き続き使用する予定がある場合には、ターゲットシステムへのイ

ンポート時に必ず異なるMACアドレスおよびIPアドレスを設定してください。

l スナップショットの処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPM

に切り替わった場合、スナップショットは失敗します。これはシステムの継続運用に

は影響しませんが、スナップショットは自動的に削除されるので、新しいスナップ

ショットの作成を開始する必要があります。

前提条件: スナップショットプロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両

方のPMがオンラインになっている必要があります。片方のPMだけがオンラインの場

合、スナップショットはオンラインになっているPMのみに書き込まれます。このスナッ

プショットを後でエクスポートするときは、同じPMがプライマリでなければなりませ

ん。

スナップショットの作成準備をするには (Windows ベースの VM)

1. アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成する場合、QEMUゲストエー
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ジェントがインストールされ実行されていることを確認します。詳細については、「204

ページの「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲス

トエージェントをインストールする(Windows ベースのVM)」」を参照してください。

2. 「201ページの「Windows ドライブのラベルを管理する」」を参照して、すべてのボ

リュームのラベルが正しいことを確認します。

3. 再展開のためにゲストオペレーティングシステムを準備する必要がある場合、Windows

システム準備ツール(Sysprep) を実行します。

スナップショットの作成準備をするには (Linux ベースの VM)
アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成する場合、QEMUゲストエージェント

がインストールされ実行されていることを確認します。詳細については、「208ページの「アプ

リケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをイン

ストールする(LinuxベースのVM)」」を参照してください。

スナップショットを作成するには

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [物理マシン]ページ(「90ページの「[物理マシン]ページ」」を参照)で、両方のPMが "実行

中"の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期の実行中でもないことを

確認します。

3. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

4. VMを選択した状態で下部パネルの [スナップショット]ボタンをクリックします

5. [仮想マシンのスナップショット]ダイアログボックスで、スナップショットの [スナップショッ

ト名]と [説明]を入力することもできます。

デフォルトでは、新規作成される各スナップショットのスナップショット名はそのVMの名前に

なりますが、よりわかりやすい名前を入力することもできます。(スナップショット名は一意で

なくても構いません。)

6. [スナップショットを作成]をクリックします。スナップショットが開始され、ダイアログ

ボックスが自動的に閉じます。

スナップショットの作成は通常数秒で完了しますが、VMのアクティビティレベルおよび前回のスナッ

プショットからの経過時間によっては、時間がかかる場合もあります。スナップショットのステータス

は、[スナップショット]ページの [状態]列で確認できます。
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l 破損のアイコン( )は、スナップショットがまだ処理中であるか、everRunシステム内の1つ

のノードのみに書き込み済みであることを示します。

l 正常のアイコン( )は、スナップショットの処理が完了したことを示します。

完了したスナップショットをエクスポートするには、「238ページの「スナップショットをエクスポー

トする」」を参照してください。

関連トピック

233ページの「スナップショットを管理する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

スナップショットをエクスポートする

everRunシステムからネットワーク共有に仮想マシン(VM)イメージを転送するための準備として、ス

ナップショットをエクスポートします。スナップショットをエクスポートすると、VMイメージを別の

システムにインポートしたり、同じeverRunシステムへインポートし直して元のVMの復元や複製で

きるようになります。(スナップショットの概要については、「233ページの「スナップショットを管

理する」」を参照してください。)

スナップショットのエクスポートを準備するには、環境内でVMエクスポートを保存するためのネット

ワーク共有を作成します。これはWindows 共有(共通インターネットファイルシステム(CIFS) 共有

とも呼ばれます)またはネットワークファイルシステム(NFS) 共有のどちらかです。共有を作成した

ら、このトピックの説明に従ってeverRunシステムのホストオペレーティングシステムにマウントし

ます。everRun可用性コンソールでエクスポートを開始すると、everRunシステムによってVMイ

メージが標準のOpen Virtualization Format (OVF) および仮想ハードディスク(VHD)ファイルとし

てネットワーク共有に保存されます。

238/491ページ



スナップショットをエクスポートする

注:

l エクスポート用のスナップショットを作成する場合、適切な手順を使用してゲストオ

ペレーティングシステムを準備する必要があります。これを行わないと、作成した

VMイメージが正しく動作しないことがあります。詳細については、「234ページの

「スナップショットを作成する」」を参照してください。

l スナップショットをエクスポートすると、変更されたデータだけでなく、その時点に

おけるVMの完全な統合スナップショットがエクスポートされます。VMの差分

バックアップを作成するには、ディザスタリカバリを有効にするか、サードパーティ

製のバックアップソリューションを使用します。

l everRun可用性コンソールで作成したスナップショット、またはディザスタリカバ

リスナップショットをエクスポートできますが、ディザスタリカバリスナップ

ショットを削除したり、その他の方法で管理することはできません。

l VMを別のeverRunシステムにインポートする目的でスナップショットをエクスポー

トする場合、エクスポートに含めた各ボリュームの元のコンテナサイズは維持されま

せん。たとえば、ソースVMに、40GBのボリュームコンテナに含まれた20GBの

ブートボリュームがある場合、ターゲットのVMは、20GBのボリュームコンテナ

に含まれる20GBのブートボリュームとして構成されます。ターゲットのeverRun

システムのボリュームコンテナのサイズは必要に応じて拡張できます。詳細について

は、「227ページの「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」」を参

照してください。

l エクスポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、およびネッ

トワーク帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートディスクが1つある

VMを1Gb/s のネットワークで転送するには約30分かかります。

l エクスポートした後でVMを引き続き使用する場合には、ターゲットシステムへのイ

ンポート時に必ず別のMACアドレスおよびIPアドレスを設定してください。

l エクスポートの処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPMに

切り替わった場合、そのエクスポートプロセスは失敗します。この操作はシステムの

継続運用に影響することはありません。everRun可用性コンソールを実行しているシ

ステムから、部分的にエクスポートされたファイルを削除して、もう一度ファイルを

エクスポートすることができます。
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前提条件: エクスポートプロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両方の

PMがオンラインになっている必要があります。単一ノード構成のシステムからスナップ

ショットをエクスポートできるのは、[スナップショットのエクスポート]ダイアログ

ボックスで、エクスポートに含めるよう選択したすべてのボリュームスナップショット

が、プライマリノード上にある場合のみです。通常は、スナップショットが両方のノード

に複製されますが、スナップショットの作成時に片方のノードがオフラインになっていた

場合には、スナップショットを使用できないこともあります。

エクスポート共有を作成してマウントするには
スナップショットをエクスポートする前に、その転送先となるネットワーク共有を作成してマウ

ントする必要があります。これには次の手順を実行します。

1. 環境内のVMのエクスポートを保存できる場所に、Windows/CIFS共有またはNFS共有

を作成します。

共有に、エクスポートするVMを保存するのに十分なストレージ容量があることを確認し

ます。また、ファイルの転送が許可されるよう、エクスポート共有の完全な読み書き権限

を設定するか、Windows/CIFS共有の場合は、その共有をホストするシステム/ドメイン

の特定のユーザに読み書きのアクセス許可を割り当てます。共有の場所と設定を記録しま

す。この情報は次の手順で使用します。

2. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

3. [物理マシン]ページで、どちらのPMがプライマリノードになっているかを確認しま

す。上部パネルのリストでnoden (プライマリ)と表示されているのがプライマリノー

ドです。

4. プライマリノードのIPアドレスがわからない場合、アドレスを確認します。たとえば、

[基本設定]ページで [IP 構成]をクリックします。プライマリノードの [noden IP]タ

ブをクリックして、[IP アドレス]の値をメモします。

5. セキュアシェル(ssh) ユーティリティを使用して、everRunシステムのプライマリ

ノードのホストオペレーティングシステム(ホストOS)にログオンします。ここにネッ

トワーク共有をマウントします。ルート ユーザとしてログインします。
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次の手順では、ftxmntスクリプトを使用してエクスポート共有を自動マウントする方

法を説明します。このスクリプトは大半のケースで使用できますが、必要な場合は標準の

マウントコマンドを実行して共有を手動でマウントすることもできます。

注:

n everRunシステムのホストOSに共有を手動でマウントする場合、マウ

ントポイントは、エクスポートプロセスで通常検索される /mnt/ft-

exportに作成する必要があります。(ftxmntスクリプトを使用する

場合はこのマウントポイントが自動的に作成されます。)

n everRunシステムをリブートした後もエクスポートのマウントを維持

するには、everRunシステムのホストOSにある /etc/ftstab

ファイルに手動でエントリを追加します。(ftxmntスクリプトは

/etc/ftstabファイルに変更を加えません。)

n エクスポート共有をマウントする必要があるのはeverRunシステムの

プライマリノードだけですが、オプションで両方のノードの

/etc/fstabファイルにマウントを追加して、プライマリノードが

変更されても共有を利用できるようにすることも可能です。

n パスワードを必要とするWindows/CIFS共有をマウントした後でパス

ワードが変更された場合、その共有をアンマウントして新しいパスワー

ドで再マウントする必要があります。そうでない場合、エクスポートは

予期せずに失敗します。

6. 共有を自動的にマウントするには、ftxmntスクリプトを実行し、インタラクティブプ

ロンプトに従って操作します。次の出力例は、特定のユーザアカウントからアクセスでき

るWindows/CIFS共有 (\\192.168.0.111\ExportVMs) をマウントする方法を示して

います。

[root@node0 /]# ftxmnt

This script is meant to mount a Network Attached Storage

location to use for exporting everRun virtual machines.

Enter Ctrl-C to exit

Enter n if you are mounting an nfs share, enter w if you
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are entering a windows share: w

What is the IP address or the computer name of the file

server?

192.168.0.111

What is the name of the share you wish to mount?

ExportVMs

Does this share require authentication? (y/n):y

What is your username?

domain\username

Password:

Successfully mounted folder \\192.168.0.111\ExportVMs at

path /mnt/ft-export/

7. everRunホストOSの /mnt/ft-exportディレクトリに移動します。共有が存在す

ること、およびユーザがその読み書き権限を持っていることを確認するファイルを作成し

ます。例:

# touch test

# ls

test

リモートシステムの共有にもこのファイルが表示されることを確認します。このファイル

がない場合や、everRunホストOSにエラーが表示される場合は、マウントの設定とアク

セス許可を確認してください。

8. test ファイルを削除します。

# rm test

仮想マシンをエクスポートした後で共有をアンマウントします。次のように mnt/ft-export

ディレクトリから元の場所に戻り umountコマンドを実行します。

# cd /

# umount /mnt/ft-export

スナップショットをエクスポートするには

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。
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2. [物理マシン]ページ(「90ページの「[物理マシン]ページ」」を参照)で、両方のPM

が "実行中"の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期も行われ

ていないことを確認します。

3. スナップショットをまだ作成していない場合は、「234ページの「スナップショットを作

成する」」の説明に従って作成します。

4. [スナップショット]ページで、エクスポートするスナップショットを選択します。

通常、スナップショットの [状態]列には正常( )であることが表示されます。スナップ

ショットが破損している場合( )、スナップショット内の1つ以上のボリュームをエク

スポートに使用できないことがあります。ボリュームが使用できるかどうかはステップ7

でチェックできます。

5. [エクスポート]をクリックします。

6. [スナップショットのエクスポート]ダイアログボックスで、/mnt/ft-exportの、ス

ナップショットをエクスポートするパスを入力します。

たとえば、エクスポートプロセスによって、OVF ファイルとVHDファイルを保存する

ocean1という新しいディレクトリを作成する場合、「ocean1」と入力します。ある

いは、エクスポートプロセスによって、TestVMsという既存のディレクトリ内に

ocean1というディレクトリを作成する場合は、「TestVMs/ocean1」と入力しま

す。

7. [キャプチャ済みボリューム]のリストを確認し、スナップショットに含めるボリュームを

選択します。

大半の場合、ダイアログボックスにはすべてのキャプチャ済みボリュームが noden、つ

まりプライマリノードでエクスポートに使用できることが示されます。エクスポートの対

象としては任意のスナップショットを選択できます。

プライマリノードで使用できないスナップショットが1つ以上ある場合(これは通常、ス

ナップショットの作成時にノードがオフラインになっていたためです)、このダイアログ

ボックスでは使用可能なスナップショットのみを選択できます。必要に応じて、エクス

ポートをキャンセルし、両方のノードが "実行中"の状態にあることを確認して、エクス

ポート用に新しいスナップショットを作成できます。

8. [スナップショットのエクスポート]をクリックします。エクスポートが開始され、ダイア

ログボックスが自動的に閉じます。
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[サマリ]タブの [エクスポートステータス]で、選択したスナップショットのエクスポート状況

を監視できます。エクスポートの進行状況は、完了率を示すパーセント値として報告されます。

エクスポートが完了すると、[エクスポートを正しく完了しました]というステータスに変わりま

す。

everRunシステムは、まずVHDファイル(ボリューム)をエクスポートしてから、OVF ファイ

ルをエクスポートします。エクスポート共有を監視している場合、共有にOVF ファイルが表示

された時点でエクスポートが完了したことが確認できます。

エクスポートの実行後にeverRunシステム上のOVF ファイルやVHDファイルをインポートし

たり復元する場合、「191ページの「everRun 7.xシステムからOVF ファイルをインポートす

る」」を参照してください。

関連トピック

233ページの「スナップショットを管理する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

スナップショットを削除する

everRunシステムからスナップショットを永久に削除するには、スナップショットの削除を行います。

注:

l VMのスナップショットを削除する際、それに関連付けられたすべてのボリュームス

ナップショットも削除して、ボリュームコンテナ内でこれらのボリュームスナップ

ショットが保存されているストレージ容量を解放することができます。

l ボリュームコンテナからすべてのボリュームとボリュームスナップショットの内容を

削除すると、システムによってそのコンテナが自動的に削除され、ストレージグルー

プの容量が解放されます。

l 削除できるのは、everRun可用性コンソールのユーザによって作成されたスナップ

ショットだけです。ディザスタリカバリ(DR) スナップショットは、そのVMの保護

を解除しない限り、削除することができません。

スナップショットを削除するには
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1. [スナップショット]ページで、削除するスナップショットを選択します。

2. [削除]をクリックします。

関連トピック

233ページの「スナップショットを管理する」

154ページの「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

高度なトピック (仮想マシン)

次のトピックでは、上級ユーザのための手順と情報を説明します。

l 245ページの「仮想マシンに特定のMACアドレスを割り当てる」

l 246ページの「仮想マシンの優先PMを選択する」

l 247ページの「仮想マシンの保護レベルを変更する(HAまたはFT)」

l 247ページの「仮想マシンのブートシーケンスを構成する」

l 248ページの「故障した仮想マシンのMTBF をリセットする」

l 249ページの「仮想マシンでダンプファイルを検索する」

仮想マシンの運用を管理するには、「210ページの「仮想マシンの運用を管理する」」を参照してくだ

さい。

仮想マシンに特定のMAC アドレスを割り当てる

仮想マシン(VM)のデフォルトのメディアアクセス制御(MAC) アドレスを上書きするには、VMに特

定のMACアドレスを割り当てます。

注: everRunソフトウェアはVMのMACアドレスを自動的に割り当てます。特定の必要

条件がある場合(たとえばMACアドレスに基づいてライセンスされているソフトウェア

アプリケーションをサポートする場合など)を除き、デフォルト設定を上書きしないでく

ださい。

前提条件: 仮想マシンのMACアドレスを上書きする前に、そのVMをシャットダウンする

必要があります。

VM に特定のMAC アドレスを割り当てるには
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1. [仮想マシン]ページを開きます(「93ページの「[仮想マシン]ページ」」を参照してくださ

い)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示し

ます。

4. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ネットワーク]ページに進みます。(必要な場

合は「216ページの「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」」を参照し、追加の

VMリソースを構成します。)

5. [ネットワーク]ページで、変更するネットワークを見つけ、必要に応じて元に戻せるように、そ

の現在のMACアドレスをメモします。

6. [MAC アドレス]列に新しいアドレスを入力するか、everRunソフトウェアによってMACアド

レスを自動で割り当てるには、テキスト領域を空白のままにします。

7. [完了]をクリックします。

関連トピック

245ページの「高度なトピック(仮想マシン)」

216ページの「仮想マシンのリソースを管理する」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの優先 PM を選択する

仮想マシンがeverRunシステム内の特定の物理マシンで実行されるようにするには、優先物理マシン

を選択します。

注: デフォルトではシステムが2台の物理マシンに自動的に負荷を分散させます。負荷分

散に特定の要件が課される場合を除き、この設定は変更しないでください。

優先物理マシンを選択するには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. 下部パネルで [負荷分散]タブをクリックします。

3. ドロップダウンリストから、優先させるマシンを選択し、[保存]をクリックします。

関連トピック
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245ページの「高度なトピック(仮想マシン)」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの保護レベルを変更する (HA または FT)

ゲストVMの保護レベルを高可用性(HA) からフォールトトレランス(FT)、またはFTからHAに変更

できます。

保護レベルを変更するには

1. [仮想マシン]ページで、停止している(つまり [アクティビティ]列に"停止"とマークされてい

る) VMを選択します。(VMの停止の詳細については、「211ページの「仮想マシンをシャット

ダウンする」」を参照してください。)

2. 下部パネルで [構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを開きます。

3. [CPU とメモリの構成]ページで、[HA]ボタンか [FT]ボタンを選択します。

4. [完了]をクリックし、(再構成が成功した場合) [OK]をクリックします。

関連トピック

12ページの「運用モード」(HAまたはFT)

245ページの「高度なトピック(仮想マシン)」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンのブートシーケンスを構成する

仮想マシンのブートシーケンスを構成して、everRunシステムにおけるゲストオペレーティングシス

テムおよびアプリケーションの起動順序を設定します。

まず必須のブートシーケンスを決定してから、それに応じて各仮想マシンのブート設定を構成します。

仮想マシンのブートシーケンスを設定するには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. 下部パネルで [ブートシーケンス]タブをクリックします。

3. 以下の説明に従ってブート設定を構成します。

4. [保存]をクリックします。

ブート設定は次のとおりです。
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l [優先度グループ]を使用して、everRunシステムに電源を投入した後や、VMの再起動が必要

となるフェールオーバーの後の、仮想マシンのブート順序を指定できます。一部のビジネスソ

リューションでは、他のVMを起動する前に、特定のVMを作動させなければならない場合があ

ります。優先度がもっとも高いのはグループ "1"で、もっとも低いのが "なし"です。everRun

ソフトウェアは、OS およびアプリケーションの起動時間が経過するまで待ってから、次の優先

度グループに含まれる仮想マシンを起動します。

ブートシーケンスの例:

VM 優先度グループ
OS およびアプリケーション

の起動時間

DNS 1 2分

App 2 30秒

DB 2 10分

Web 3 0

1 everRunがDNSVMをブートします。

2
everRunは、DNSVMが起動した2分後に、グループ2のAppサーバおよびDBサーバ

を起動します。

3 everRunは、DB VMが起動した10分後に、グループ3のWeb VMを起動します。

l [OS およびアプリケーションの起動時間]には、仮想マシンが起動してから、ゲストOSとアプ

リケーションが完全な動作状態になるまでの所要時間を設定します。

関連トピック

245ページの「高度なトピック(仮想マシン)」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

故障した仮想マシンのMTBF をリセットする

仮想マシンの平均故障間隔(MTBF) カウンタをリセットして、故障した仮想マシンの再起動を試行しま

す。
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仮想マシンでダンプファイルを検索する

仮想マシンのゲストOSがクラッシュした場合、everRunは、そのMTBF しきい値を下回る場合を除

き、OSを自動的に再起動します。仮想マシンがMTBF のしきい値を下回る場合、everRunはそのマシ

ンをクラッシュした状態のまま維持します。必要な場合はMTBF カウンタをリセットして、仮想マシン

を再起動できます。

注意事項: Stratus 認定サービス業者から指示を受けた場合を除き、MTBF カウンタはリ

セットしないでください。リセットを行うと、システムのフォールトトレランスに影響

することがあります。

注:

1. [デバイスのリセット]ボタンは、仮想マシンがそのMBTF しきい値に満たない場合

にのみ表示されます。

2. [MTBF のクリア]ボタンは、1台の物理マシンでVMをサポートしているシステム

ソフトウェアが、そのMBTF しきい値に満たない場合にのみ表示されます。

仮想マシンのMTBF カウンタをリセットするには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. [デバイスのリセット]をクリックします。

一方の物理マシンでVMをサポートしているシステムソフトウェアで、あまり多くの障害が発生する場

合、以下の手順に従ってそのMTBF カウンタをリセットします。

1 台の物理マシン上の VM のMTBF カウンタをリセットするには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. [MTBF のクリア]をクリックします。

関連トピック

245ページの「高度なトピック(仮想マシン)」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

79ページの「診断ファイルを作成する」

仮想マシンでダンプファイルを検索する
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仮想マシン(VM)がクラッシュした後、トラブルシューティングの目的でダンプファイルを収集する必

要がある場合、VMにあるダンプファイルを検索します。

サービス担当者のためにダンプファイルを収集するには

l Windows ベースのVM—VMのファイルシステムのC:\WINDOWS\MEMORY.DMP (デ

フォルト設定)からダンプファイルを取得ます。

l LinuxベースのVM—VMのファイルシステムの /var/crashディレクトリ(デフォルト設

定)からダンプファイルを取得します。

ダンプファイルが見つからない場合、次の手順でゲストオペレーティングシステムがハングしたとき

にクラッシュダンプファイルが生成されるようにOSが構成されていることを確認してください。

l Windows ベースのVM: Microsoft の記事「How to generate a complete crash dump file or

a kernel crash dump file by using an NMI on a Windows-based system (Windows ベースの

システムでNMIを使用して、完全クラッシュダンプファイルまたはカーネルクラッシュダンプ
ファイルを生成する方法)」(記事 ID: 927069) にある指示を参照します。「詳細」セクションの

手順を実行します。

l LinuxベースのVM: kexec-toolsパッケージをインストールしてクラッシュダンプを有効に

します。詳細については、Linuxのマニュアルを参照してください。

関連トピック

245ページの「高度なトピック(仮想マシン)」

210ページの「仮想マシンの運用を管理する」

79ページの「診断ファイルを作成する」
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第 9 章: 物理マシンのメンテナンスを行う

everRunシステムのPMのメンテナンスを行うには、その各種コンポーネントまたはPM全体を追加ま

たは交換します。

前提条件: コンポーネントの追加、交換、またはアップグレードを行う前に、「252ページ

の「物理マシンのハードウェアメンテナンスの制限事項」」を参照してください。

交換の必要があるコンポーネントを判断したうえで、次から適切な手順を参照してください。

l PMのコンポーネントを追加または交換するには、次を参照してください。

n ネットワークケーブル、ファン、電源装置など、ホットスワップ可能なコンポーネントの

場合、「252ページの「ホットスワップ可能なコンポーネントを追加または交換する」」

n CPU、メモリ、その他のホットスワップ不可能なコンポーネントの場合、「253ページの

「ホットスワップが不可能なコンポーネントを追加または交換する」」

n 新しいネットワークインタフェースカード(NIC) を追加する場合、「255ページの「新

しいNICを追加する」」

l PM全体、あるいは故障したマザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換するには、

「256ページの「物理マシン、マザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換する」」

を参照してください。

l 実行中のシステムにある両方のPMをアップグレードするには、「259ページの「実行中のシス

テムで両方の物理マシンをアップグレードする」」を参照してください。

ディスクに関する情報は、「17ページの「論理ディスクと物理ディスク」」を参照してください。
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物理マシンのハードウェアメンテナンスの制限事項

物理マシン(PM)、マザーボード、またはRAIDコントローラを交換する際は、互換性を確保するため

に以下の制限事項を守ってください。

l ライブマイグレーションをサポートするには、新しいPMに既存のPMと同じプロセッサファミ

リに属するプロセッサが必要となります。新しいPMと既存のPMのプロセッサが異なるファミ

リのものである場合、VMを停止して既存のPMから新しいPMにマイグレーションする必要が

あります。

l 交換後のPMのCPUは、オリジナルのPMのCPUと互換でなければなりません。

l 交換後のPMで、次のリソースの容量がオリジナルのPMと同じかそれ以上でなければなりませ

ん。

n プロセッサコアの数。

n メモリの合計容量。

n 論理ディスクの合計容量。

n ネットワークポートの合計数。各ポートで少なくとも既存のポートの速度がサポートさ

れ、特定のPM内のすべてのアドオンNICが同じベンダー/モデル番号でなければなりま

せん。

n ネットワークポートの合計数。各ポートで少なくとも既存のポートの速度がサポートされ

ていなければなりません。

さらに、PMでハードウェアのメンテナンスを行う前に、「24ページの「システム要件の概要」」にあ

るシステムハードウェアおよびソフトウェアの要件に関する情報を参照し、予定しているメンテナンス

がシステムのすべての制限事項に準拠していることを確認してください。

関連トピック

137ページの「メンテナンスモード」

251ページの「物理マシンのメンテナンスを行う」

58ページの「everRun可用性コンソール」

9ページの「物理マシンと仮想マシン」

90ページの「[物理マシン]ページ」

ホットスワップ可能なコンポーネントを追加または交換する
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ホットスワップが不可能なコンポーネントを追加または交換する

この手順を使用して、ホットスワップ可能なコンポーネントを追加または交換します。これにはネット

ワークケーブル、ファン、電源などが含まれます。この手順ではPMが稼動状態のままになります。

前提条件: コンポーネントの追加、交換、またはアップグレードを行う前に、「252ページ

の「物理マシンのハードウェアメンテナンスの制限事項」」を参照してください。

ホットスワップ可能なコンポーネントを追加または交換するには

1. そのコンポーネントを必要とするPM (node0またはnode1) を判断します。

2. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックしま

す。

3. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合状態

が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモード)"に

変わります。

4. ベンダーの指示に従い、PMのホットスワップ可能コンポーネントを追加または交換します。

5. [物理マシン]ページで、修復されたPMを選択します。[最終処理]をクリックしてから、[OK]

をクリックします。

同じサブネット上にある両方のPMにケーブルを追加した場合、everRunがその接続を検知して、新し

く作成された共有ネットワークでNICをペアリングします。[ネットワーク]ページで、新しい共有

ネットワークの名前を変更できます。

関連トピック

137ページの「メンテナンスモード」

251ページの「物理マシンのメンテナンスを行う」

58ページの「everRun可用性コンソール」

9ページの「物理マシンと仮想マシン」

90ページの「[物理マシン]ページ」

ホットスワップが不可能なコンポーネントを追加または交換する

この手順を使用して、ホットスワップが不可能なコンポーネントを追加したり交換します。これには

CPU、メモリ、およびホットスワップ不可能なファンや電源装置などが含まれます。

この手順では、実行中のPMを正常にシャットダウンします。
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前提条件: コンポーネントの追加、交換、またはアップグレードを行う前に、「252ページ

の「物理マシンのハードウェアメンテナンスの制限事項」」を参照してください。

ホットスワップ不可能なコンポーネントを追加または交換するには

1. その交換コンポーネントを必要とするPM (node0またはnode1) を判断します。

2. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックしま

す。

3. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合状態

が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモード)"に

変わります。

4. このPMの状態が "実行中 (メンテナンスモード)"になった後、[シャットダウン]をクリック

してから [OK]をクリックします。

5. コンポーネントを追加または交換します。

6. ネットワークケーブルを切断した場合、これらを接続し直します。この時点ではケーブルを新し

いネットワークポートに追加しないでください。

7. シャットダウンしたPMで、電源ボタンを押します。PMに電源が入るとeverRunの電源もオン

になり、PMのストレージとの同期が開始されます( が表示されます)。

8. [ネットワーク]ページで [フィックス]ボタンが強調表示されている場合はこれをクリックしま

す。アップグレードしたPM上でネットワークケーブルが移動された場合などにこのボタンが強

調表示されます。

9. [物理マシン]ページで、修復されたPMを選択します。[最終処理]をクリックしてから、[OK]

をクリックします。

10. 同期が完了して が表示されなくなったら、必要に応じてもう片方のPMでステップ3～9を

実行します。

注: データの損失を防ぐため、ディスクの同期中にプライマリPMの電源を切らな

いでください。

関連トピック

137ページの「メンテナンスモード」

251ページの「物理マシンのメンテナンスを行う」
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新しいNICを追加する

58ページの「everRun可用性コンソール」

9ページの「物理マシンと仮想マシン」

90ページの「[物理マシン]ページ」

新しい NIC を追加する

NICを追加する際、接続を確立し、VMに割り当てたりA-Linkとして使用できる共有ネットワークを1

つ以上形成するには、両方の物理マシン(PM)にNICを追加してから、それぞれのNICを両側の適切な

スイッチにケーブルでつなぐ必要があります。

前提条件: NICを追加する前に、「252ページの「物理マシンのハードウェアメンテナン

スの制限事項」」を参照してください。

新しい NIC を追加するには

注: この手順はnode0とnode1のどちらからでも開始でき、その後、もう片方のノー

ドで作業を続行します。以下の手順では、分かりやすくするためnode0から作業を開始

します。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックしま

す。

2. node0について次を実行します。

a. 適切なノードを選択して、[作業開始]をクリックします。

b. ノードの状態が "実行中 (メンテナンスモード)"になったら、[シャットダウン]をク

リックしてから [OK]をクリックします。

c. 新しいNICを適切なスロットに挿入します。

d. 電源ボタンを押してノードの電源を投入します。

PMがブートし、everRun可用性コンソールで [物理マシン]の下にある適切なノードの

アクティビティ状態が "実行中"と表示されるまで待機します。

e. [最終処理]をクリックし、[OK]をクリックします。ノードのメンテナンスモードが解

除されます。

ストレージの同期が完了するまで待機します( が非表示になります)。
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3. node1についてステップ2を実行します。

node0のPMで新しいNICを挿入したスロット(上記のステップc参照)に対応するnode1の

スロットに、新しいNICを挿入します。

4. 新しいNICにネットワークケーブルを接続し、必要に応じて新しいネットワークをA-Linkまた

はビジネスネットワークとして構成します。「54ページの「追加のネットワークを接続す

る」」を参照してください。

5. 新しいネットワークを使用する必要のあるVMをすべて再構成し、起動します。「147ページの

「仮想マシンを管理する」」を参照してください。

関連トピック

137ページの「メンテナンスモード」

251ページの「物理マシンのメンテナンスを行う」

90ページの「[物理マシン]ページ」

93ページの「[仮想マシン]ページ」

28ページの「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

26ページの「全般的なネットワーク要件と構成」

物理マシン、マザーボード、NIC、または RAID コントローラを交換する

everRunシステムのマザーボード、NIC、RAIDコントローラ、または物理マシン(PM)の交換は、シ

ステムが実行されている状態で行います。PMを削除して、PMをアップグレードしたり、故障したPM

を交換できます。マザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換できます。ハードウェア故障

の種類によっては、PMがeverRunシステムでハングしたりクラッシュすることがあります。これには

マザーボード、CPU、ミッドプレーン、またはストレージコントローラの故障が含まれます。(故障し

たPMを交換する代わりに復旧を行うには、「142ページの「故障した物理マシンを復旧する」」を参

照してください。)

everRun PMの [削除]機能を使用してPMを削除すると、PMがeverRunシステムのデータベースか

ら削除されます。その後everRunシステムは、追加のPMをシステムに統合するプロセスが完了する

まで待機します。

PMまたはコンポーネントを交換するには、ベンダーの指示に従います。ただし、その前に「252ペー

ジの「物理マシンのハードウェアメンテナンスの制限事項」」を通読してください。
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警告: この手順では、交換前にPMにインストールしたすべてのソフトウェアと、入力した

すべてのPM構成情報が削除されます。この手順を完了した後は、すべてのソフトウェアを

手動で再インストールして、元の設定に一致するようPMを再構成する必要があります。

前提条件: 次のいずれかの方法で、PMが実行していたeverRunリリースのインストール

ソフトウェアを入手します。

l インストール用ISOをStratus 認定サービス業者からダウンロードします。

l 前回使用したアップグレードキットから、現在の作業ディレクトリにインストール用

ISOを抽出します。これには次のようなコマンドを実行します(x.x.x.xはリリース番

号、nnnはビルド番号です)。

tar -xzvf everRun_upgrade-x.x.x.x-nnn.kit *.iso

インストール用の正しいISOを取得したら、これを保存するかDVDに書き込みます。「37

ページの「everRunソフトウェアを入手する」」を参照してください。

前提条件: PMを交換する場合、次の手順で新しいPMを準備します。

1. ネットワークを構成します。「19ページの「ネットワークアーキテクチャの概

要」」を参照してください。

2. ストレージを構成します。「26ページの「ストレージの要件」」を参照してくださ

い。

3. 電源を接続します。「36ページの「電源を接続する」」を参照してください。

4. BIOSを構成します。「39ページの「BIOSを構成する」」を参照してください。

故障した PM、マザーボード、NIC、または RAID コントローラを削除して交換するには

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックしま

す。

2. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合状態

が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモード)"に

変わります。

3. このPMの状態が "実行中 (メンテナンスモード)"になった後、 [シャットダウン]をクリック
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してから [OK]をクリックします。

4. PMがシャットダウンしたら、[削除] ( ) をクリックし、確認メッセージに適宜応答しま

す。削除の条件が満たされていない場合はアラートメッセージが表示されます。

PMの削除を確認すると、everRunソフトウェアはPMをeverRunシステムから削除し、PM

が正しく削除されたことを示すメッセージを表示します。

PMを交換するには、続けて以下の手順を行います。

5. 古いPMの電源を手動でオフにします。

6. 新しいPMまたはコンポーネントをインストールします。マザーボード、NIC、またはRAIDコ

ントローラを交換する場合、この時点で交換を行います。PMを交換する場合、この時点でPM

を切断して削除してから、新しいPMをインストールします。PMにモニタとキーボードが接続

されていることを確認します。

7. ネットワークケーブルをすべて元の位置に接続し直します。新しいPM (またはNIC) が、イーサ

ネットケーブルでネットワークに接続されているか、2台のeverRunシステムPM間の距離が

近い場合は実行中(プライマリ)のPMに直接接続されていることを確認します。イーサネット

ケーブルを新しいPMの最初の内蔵ポートに差し込むか、PMに内蔵ポートがない場合はNIC

ポートに差し込みます。

8. PMに手動で電源を入れます。PMの電源がオンになったらBIOSに入って光学式ドライブを最

初のブートデバイスに設定します。

9. PMに ISOイメージをマウントするか、DVDを挿入します。

10. [Welcome (ウェルカム)]画面で、[Replace PM, Join system: Initialize data (PM の交

換、システムの結合: データの初期化)]を選択し、Enterキーを押します。

注: 必要に応じて「49ページの「2台目のPMにソフトウェアをインストールす

る」」を参照してください。このトピックは2台目のPM用に書かれています

が、この場合には交換したPMに適用されます。

11. プロンプトが表示されたら [Select interface for private Physical Machine connection

(プライベート物理マシンに接続するインタフェースの選択)]に応答してから、[Select

interface for managing the system (ibiz0) (システムを管理するインタフェースの選択
(ibiz0))]プロンプトに応答します。
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12. ibiz0を構成するプロンプトが表示されたら、[Automatic configuration via DHCP

(DHCP による自動構成)]または [Manual configuration (Static Address) (手動構成 (静

的アドレス))]を選択します。(priv0はインストールソフトウェアによって自動的に構成されま

す。)

13. インストールが完了すると、PMでインストールDVDを使用した場合はDVDが取り出され、リ

ブートされます。

14. PMのブート中、everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページでそのアクティビティを確

認できます。復旧が完了すると、[アクティビティ]列の新しいPMの状態が "リカバリ (メンテ

ナンスモード)"から "実行中"に変わります。

15. この手順を完了した後は、アプリケーションおよびすべてのホストレベルのソフトウェアを手動

で再インストールし、元の設定に一致するようPMを再構成する必要があります。

関連トピック

137ページの「メンテナンスモード」

251ページの「物理マシンのメンテナンスを行う」

58ページの「everRun可用性コンソール」

9ページの「物理マシンと仮想マシン」

90ページの「[物理マシン]ページ」

実行中のシステムで両方の物理マシンをアップグレードする

前提条件: 新しい物理マシンへのアップグレードを行う前に、「252ページの「物理マシ

ンのハードウェアメンテナンスの制限事項」」を参照してください。

新しい物理マシンにアップグレードするには

1. 新しいPMをサポートするために必要な場合、everRunソフトウェアをアップグレードしま

す。everRunリリースノートおよびeverRun可用性コンソールの everRun [アップグレード

キット]ページのヘルプを参照してください。

2. 1台目のPMをアップグレードします。「256ページの「物理マシン、マザーボード、NIC、ま

たはRAIDコントローラを交換する」」を参照してください。

3. 2台目のPMで上記の手順を繰り返します。するとeverRunソフトウェアはVMをもう片方の

PMにマイグレーションします。
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4. NICポートを追加した場合、「19ページの「ネットワークアーキテクチャの概要」」を参照し

てください。

関連トピック

137ページの「メンテナンスモード」

251ページの「物理マシンのメンテナンスを行う」

58ページの「everRun可用性コンソール」

9ページの「物理マシンと仮想マシン」

90ページの「[物理マシン]ページ」
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第 2 部: 関連ドキュメント

リリース情報、およびリファレンスとトラブルシューティングの情報については、次の関連ドキュメン

トを参照してください。

l 262ページの「everRunリリース7.2.0.0リリースノート」

l 274ページの「everRunのコマンドラインインタフェースリファレンス」

l 422ページの「システムリファレンス情報」

l 430ページの「SNMP」



第 10 章: everRun リリース 7.2.0.0 リリース ノート

これらのリリースノートはeverRunリリース7.2.0.0に適用されます(更新日時:

2014/11/28、14:27)。以下のセクションを参照してください。

l 重要な考慮事項

l 既知の問題

l 新機能、機能強化、バグ修正

l ヘルプ情報

注: 最新の技術情報およびアップデートは、『everRunユーザガイド』の英語版を参照

してください。このマニュアルは everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) にあります。

重要な考慮事項

everRun の以前のリリースからのアップグレード

VM のダウンタイムを発生させずに everRunリリース7.0.xまたは7.1.xからeverRunリリース

7.2.xにアップグレードするには、「ソフトウェアをアップグレードする」の手順に従います。

それ以外のリリース(たとえばeverRun 7.2.0.0ベータリリースなど)からアップグレードする場合

は、システムの完全な再インストールが必要です。
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注意事項: everRunソフトウェアのアップグレードを実行するには、すべてのPMおよ

びVMが正常な稼働状態になければなりません。アップグレードを開始する前

に、everRun可用性コンソールでPMまたはVMの問題を示すアラートが発生していな

いことを確認してください。

注:

1. everRun可用性コンソールはeverRunのアップグレードが完了しても自動的にリフ

レッシュされないことがあるため、処理が完了していないかのように見えます。アッ

プグレードが完了したかどうかを確認するには、アップグレードの処理中にeverRun

可用性コンソールを定期的にリフレッシュしてください。これを行うには、ブラウザ

のリロードまたはリフレッシュボタンをクリックします。多くのブラウザではF5

キーを押してもリフレッシュすることができます。アップグレードの処理で問題が発

生した場合はStratus サポート( http://www.stratus.co.jp/customer_

support/index.html) まで問い合わせてください。

2. リリース7.2.xより前のeverRunリリースでは、2TBを超えるVMディスクがサ

ポートされませんでした。そのようなディスクを使用している場合は、Stratus サ

ポート( http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html ) ま

で、everRunリリース7.2.xへのアップグレードを試行する前に問い合わせてくださ

い。

DR で保護された VM を削除できない

DRで保護されているVMは削除できません。DRで保護されているVMをシャットダウンした後は [削

除]ボタンが表示されません。そのようなVMを削除するには、One Viewコンソールを使用してその

VMのDRによる保護を無効にしてください。DRによる保護を解除すると [削除]ボタンが有効にな

り、everRun可用性コンソールを使ってそのVMをシャットダウンし、削除できるようになります。

VM をインストールした後のゲスト VM ソフトウェアの更新

VMをインストールした後、ゲストOSの更新プログラムがあるかどうか確認します。使用できる更新

プログラムがある場合はインストールします。
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CentOSからCentOSのホストOSを直接アップデートできない

注意事項: RHEL7およびCentOS7仮想マシンは、カーネルバージョン3.10.0-123.8.1

以降を使用する必要があります。それ以前のバージョンのカーネルを使用すると、VMが

ハングする可能性があります。

CentOS から CentOS のホスト OS を直接アップデートできない

CentOSからCentOSのホストOSソフトウェアを直接アップデートしないでください。everRunソフ

トウェアと一緒にインストールされるCentOSリリースだけを使用してください。

A-Link ネットワークのパフォーマンスの最適化

Stratus では、インターネットフレームのMTUサイズを9000バイトに設定し(デフォルトでは1500

バイトに設定されています)、A-Linkネットワークのジャンボフレームを有効にすることを推奨しま

す。この設定によりVMのパフォーマンスが改善され、ホストの処理オーバーヘッドが軽減されます。

A-Linkネットワークには次の要件が課されます。

l 1本のイーサネットケーブルによるポイントツーポイント接続として構成するか、

l ジャンボフレームトラフィックの完全な受け渡しが可能な中間コンポーネント(スイッチなど)

を使用すること。

ジャンボフレームを有効にするにはAVCLIコマンドを使用します。AVCLIはeverRunソフトウェア

と一緒にホストシステムにインストールされます。AVCLIを実行するには、リモートコンソールから

システムのIPアドレスを使用してホストにログインします。またはリモート管理コンピュータに

AVCLIをインストールすることもできます。リモートコンピュータにAVCLIをインストールする方法

については、「274ページの「AVCLIコマンドの概要」」を参照してください。

ジャンボフレームを使用するようA-Linkを設定するには

1. リモートコンソールから、network-infoコマンドを実行してA-Linkネットワークの名前を

判断します。コマンドの出力で”role = A-Link” となっているネットワークの名前を見つけま

す。例については「349ページの「network-info」」を参照してください。

2. 347ページの「network-change-mtu」コマンドを実行して、MTUサイズを最大値の9000

バイトに変更します。変更は直ちに有効になります。次の例は sync_2003と sync_2004の

各A-Linkネットワークを、ジャンボフレームを使用するように変更します。

avcli network-change-mtu sync_2003 sync_2004 9000
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3. network-infoコマンドを実行してA-LinkのMTUが9000になっていることを確認しま

す。

注意事項: network-change-mtuコマンドを実行した後、新しいMTU設定が有効

になるまでは network-change-mtuコマンドを再実行しないでください。新しい

MTU設定が有効になったことを確認するには、前のステップ3で説明されている

network-infoコマンドを使用します。

everRun システムへの PM または VM のマイグレーション

Windows 2012 R2またはWindows 8.xのPMやVMを、everRun以外のシステムからeverRunシ

ステムにマイグレーションすることはできません。マイグレーションが可能なPMおよびVMのオペ

レーティングシステムの一覧は、「163ページの「物理マシンまたは仮想マシンをeverRun 7.xシス

テムにマイグレーションする」」を参照してください。

RAID 物理ディスクのステータスがモニタリングされない

everRunソフトウェアでは、RAIDセットの物理ディスクの状態がモニタリングされません。RAID

セットに含まれる個々の物理ディスクの稼動状態とステータスは、RAIDコントローラのベンダーが提

供するツールを使ってモニタリングする必要があります。

everRun のその他の重要な考慮事項

everRunシステムに関する重要な考慮事項は、「425ページの「物理マシンと仮想マシンの重要な考

慮事項」」を参照してください。

既知の問題

Windows 2008 ゲストがクラッシュする

Windows Server 2008 VMにはクラッシュ発生のリスクがあり、次の症状を示す場合があります。

l バグチェック0x19: BAD_POOL_HEADER (詳細は「http://msdn.microsoft.com/en-

us/library/windows/hardware/ff557389(v=vs.85).aspx」を参照してください)。

l バグチェック0x3B: SYSTEM_SERVICE_EXCEPTION (詳細は

「http://msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/hardware/ff558949

(v=vs.85).aspx」を参照してください)。
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システムから1つのノードが削除された場合にVMがブートしない

バックアップの最中などディスクにかかるワークロードが大きくなると、Windows Server 2008 (NT

6.0、Vista カーネル) x64は上記の症状を示してクラッシュします。この問題は64ビット版Windows

に影響することが知られていますが、Microsoft Vista カーネルを基盤とするWindows Server 2008

(NT 6.0、Vista カーネル) IA-32やその他のWindows バージョンにも影響を与える場合があります。

Windows Server 2008 R2およびLinuxなど、それ以外のWindows バージョンを実行するゲストVM

でこれらの症状が見られることはありません。

新しいeverRunシステムをインストールする際は、Windows Server 2008 (NT 6.0) ゲストをインス

トールやインポートしないでください。代わりに、これらの症状を示さない、以下のサポートされる

Windows タイプのいずれかをインストールします。

l Windows Server 2008 R2 (NT6.1、Windows 7カーネル) x64

l Windows Server 2012 (NT6.2、Windows 8カーネル) x64

l Windows Server 2012 R2 (NT6.3、Windows 8.1カーネル)

Windows Server 2008ゲストを既に使用している場合は、上記の症状が見られか確認してください。

稼働時に信頼性が必要とされるVMの場合には、上記いずれかのWindows タイプの置換用VMをイン

ストールしてください。現時点ではクラッシュによる影響が見られない場合でも、VMにかかる負荷が

大きくなるにつれてクラッシュが発生することが予想されます。

システムから 1 つのノードが削除された場合に VM がブートしない

システムから1台のPMを削除した場合(つまり [作業開始]をクリックしてから [削除]をクリックし

た場合)、もう片方のPMをメンテナンスモードにしてから [最終処理]ボタンを使ってサービスに戻す

操作は行わないでください。これを行うと、すべてのVMがブートされなくなります。残りのPMをメ

ンテナンスモードにする必要がある場合には、これをサービスに戻す前にリブートしてください。詳細

については、「139ページの「物理マシンをリブートする」」を参照してください。

VM コンソールのボタンが Java 8 で機能しない

everRun可用性コンソールを実行するリモート管理コンピュータにJava 8がインストールされている

と、[仮想マシン]ページの [コンソール]ボタンが機能しません。この問題を回避するには、リモート

管理コンピュータにJava 8をインストールしないでください。代わりにJava 7を使用します。

ユーザセッションがタイムアウトした場合にアップグレードキットのアップロードが失敗する

アップグレードキットのアップロード処理の最中にeverRun可用性コンソールのユーザセッションが

タイムアウトすると、アップロードは失敗します。この問題は、たとえばプライマリPMのサイト経由
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で低帯域幅あるいは混雑しているDRリンクを使ってDR PMをアップグレードする場合などに発生し

ます。アップロード処理に時間がかかる場合、セッションがタイムアウトする前にeverRun可用性コ

ンソールで何らかのアクション(別のページをクリックして表示するなど)を実行することで問題を回避

できます。または、アップグレード対象のシステムのサイトでアップロードをローカルに実行すること

もできます。

スナップショットを作成したボリュームの一部のみを含めてエクスポートした VM をインポートできな

い

VMのエクスポート操作の際にはVMのすべてのボリュームを必ず選択してください。この方法でエク

スポートされたVMは、後日インポートすることができます。

ユーザまたは DR スナップショットを削除すると VM や DR の操作が一時的に実行できなくなる

ユーザまたはディザスタリカバリ(DR) ソフトウェアによってeverRunシステム上のスナップショッ

トが削除された場合、システムはそのスナップショットを次に古いスナップショットとマージして、ス

ナップショットの統合を行う必要があります。システムがスナップショットの統合を行う間、次の操作

が制限されます。

l ユーザは、everRun可用性コンソールで新しいスナップショットを作成できません。これらの

操作を試行すると、システムがビジーであるというエラーが表示されます。

l DRソフトウェアは、プライマリVMのDRスナップショットを作成できません。DRスナップ

ショットの遅延がある程度長くなると、DRによる保護は、DRスナップショットが再開されるま

での間、指定のスナップショット保持とリカバリポイント間隔(RPO) のしきい値を一時的に下

回ることがあります。

l VMが現在停止されている場合、ユーザはスナップショットに関連付けられたVMを起動できま

せん。everRun可用性コンソールの [仮想マシン]ページで [起動]ボタンが一時的に使用でき

なくなります。

l ユーザはVMのDR保護を有効化したり再開することができません。everRun可用性コンソール

の [アラート]ページに、スナップショット用のストレージ容量が不足しているというアラート

が表示されることがあります。これは、統合中のスナップショットは、それが最終的に削除され

るまではボリュームコンテナの容量を引き続き消費するためです。

これらの操作を今すぐ行う必要がある場合には、スナップショットを削除しないようにします。スナッ

プショットを削除した後は、少なくとも10～15分待ってからこれらの操作を実行するか、必要な場合
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スナップショットの統合がRPOに与える影響

は操作を再試行してください。ボリュームのサイズ、VMアクティビティの量、および削除されるス

ナップショットの数によっては、さらに長い時間がかかることもあります。

DRで保護されているVMでは、DRスナップショットの複製が停止したり、指定のしきい値を下回る場

合には、everRun可用性コンソールの [アラート]ページで詳細を確認してください。

スナップショットの統合が RPO に与える影響

スナップショットの統合時には、統合が完了するまで新しいスナップショットを作成できません。RPO

が、VMのアクティビティレベルに応じた通常の統合処理時間に近い値に設定されていたり、それより

短く設定されている場合、VMは定期的にRPOを超過します。これは、ワークロードが中程度でRPO

が1～6時間の範囲に設定されているシステムではあまり発生しませんが、発生した場合には、RPO間

隔を増やしてRPO超過を回避する必要があります。

CIF で xfmnt スクリプトが説明どおりに機能しない

エクスポート共有を作成してCommon Internet File System (CIFS) 共有上にマウントする場

合、"Does this share require authentication? (この共有は認証を必要としますか？)"という質

問に [n]と回答します。その後、ゲストユーザ名(通常は guest) を入力します。パスワードは指定し

ません。

everRun システムの別のサブネットへの移動

次の手順を使用して、everRunシステムの管理IPの構成を(たとえば別の場所に出荷する場合やネッ

トワークのサブネットを再構成する場合などに)異なるサブネットで機能するように準備します。

注: この手順では次のものが必要です。

1. everRunシステムが現在稼働しているのと同じサブネットに接続された管理コン

ピュータ。everRun可用性コンソールの表示に使用します。

2. everRunシステムのプライマリノードに直接接続されたVGA コンソール。「35

ページの「サイトとシステムの準備」」を参照してください。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックし、ど

ちらのノードがプライマリノードであるかをメモします。

2. プライマリノードにVGAコンソールを直接接続します。

3. VGAコンソールで Enterキーを押します。コンソールにいくつかのアドレスが表示されま

す。PMのローカルリンクIPv6アドレス("fe80::" で開始するアドレス)をメモします。
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4. 管理コンピュータのブラウザに、ローカルリンクIPv6アドレスのURLを "http://[<ipv6ロー

カルリンクアドレス>]" という形式で入力します。アドレスは必ず角かっこで囲みます。例:

http://[fe80::21c:23ff:fedd:30ed]。

5. 両方のノードをメンテナンスモードにします。everRun可用性コンソールにログオンし、左側

のナビゲーションパネルで [物理マシン]をクリックします。

a. セカンダリノード(プライマリとマークされていない方のノード)を選択し、[作業開始]

をクリックします。

b. プライマリノードを選択して、[作業開始] をクリックします。

6. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックし、[IP 構成]をクリックします。

a. システムの移動先となる新しいサブネットのアドレスに一致するよう、IP構成の設定を変

更します。

b. [保存]をクリックします。

7. 左側のナビゲーションパネルで [システム]をクリックし、[シャットダウン]をクリックしま

す。

8. everRunシステムを新しい場所に移動するか、新しいサブネットに接続します。

9. 両方のPMの電源を投入します。

10. 管理コンピュータで、ステップ6で指定したIPv4管理アドレスを使ってeverRun可用性コン

ソールに接続します。

11. 両方のノードのメンテナンスモードを解除します。左側のナビゲーションパネルで [物理マシ

ン]をクリックします。

a. ノードを1つ選択して [最終処理]をクリックします。

b. もう片方のノードを選択して [最終処理]をクリックします。

ワークロードが大きくなるとWindows VM スナップショットのアプリケーション一貫性が維持され

ない

ワークロードの大きい一部の状況下では、Windows QEMUゲストエージェントが応答しなくな

り、Windows VMスナップショットのアプリケーション一貫性が失われることがあります(その場合

はクラッシュ一貫性のみが保たれ、そのことが [スナップショット]ページの [サマリ]タブに示されま

す)。この問題が発生すると、Windows QEMUゲストエージェントが再起動されるまではアプリケー
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Windows QEMUゲストエージェントのインストール中にログファイルを指定するとVMがタイムアウト

ション一貫性のあるスナップショットを作成できません。次の手順を実行して、アプリケーション一貫

性を備えたスナップショット機能を復元してください。

1. Windows タスクマネージャーでQEMUゲストエージェント (qemu-ga.exe) プロセスを停止

します。

2. Windows Services ユーザインタフェースで、QEMUゲストエージェントサービスを開始し

ます。

Windows QEMU ゲストエージェントのインストール中にログファイルを指定すると VM がタイム

アウトする

qemu-ga.exe のインストール処理中はログファイルを指定しないでください。指定すると、スナップ

ショットの作成時にVSSタイムアウトが発生することがあります。

物理マシン、マザーボード、NIC、または RAID コントローラを交換する

everRunでは、PM全体の交換が必要となるハードウェア障害が発生した場合、もう片方のPMでVM

を実行したままの状態でゲストにダウンタイムを発生させることなく、PMの置換を行うことができま

す。手順の説明については、「256ページの「物理マシン、マザーボード、NIC、またはRAIDコント

ローラを交換する」」を参照してください。この手順を完了した後、その後の問題の発生を避けるため

以下の手順を実行します。

注:

1. 物理マシンの削除操作はさまざまな理由で使用されます。上記の手順を実行した後

で、everRun可用性コンソールに問題のあるインジケータが表示されるなど、すぐに

解決できない問題が発生した場合、Stratus サポートに連絡してヘルプを依頼してく

ださい。連絡先情報は、 everRun サポートページ

(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html) を参照してくださ

い。

2. ゲストオペレーティングシステムが稼働していることを確認したら、独自の方法で問

題解決を試みる前に、関連するステータスと質問事項をすべてStratus に連絡してく

ださい。

1. PMを交換すると、優先PMの設定が破損されることがあります。この操作でどちらのPMが影

響を受けるかは予測不可能なので、すべてのVMで以下のステップ a.と b.を実行する必要があ
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ります。

a. everRun可用性コンソールで優先PMの設定をそのVMが現在置かれていない方のノー

ドに変更します。この手順の詳細については、「141ページの「負荷分散」」および

「246ページの「仮想マシンの優先PMを選択する」」を参照してください。

b. その後、各VMの優先PMを適切な設定に変更します。

2. この前の手順を実行した後、負荷分散を再実行する必要があるというアラートが表示される場

合、everRun可用性コンソールのマストヘッドで[再分散] ( ) をクリックします。

サポートされないネットワークアダプタカードおよびチップ

everRunでは、http://www-947.ibm.com/support/entry/portal/docdisplay?lndocid=migr-

5093183で説明されている問題のため、以下のネットワークアダプタカードおよびチップをサポート

していません。

l Broadcom NetXtreme II Dual Port 10GBase-TNetwork Adapter (IBMパーツ番号

49Y7910)

l Broadcom BCM57712 Ethernet ハードウェアチップ使用のその他すべてのNIC

ifdown コマンドを使用しない

everRun物理マシンのホストOSから ifdownコマンドを実行してVMのビジネス(ibizx) ネット

ワーク接続を一時的に切断することはしないでください。この操作を行うと、物理インタフェースがそ

のブリッジから切断され、ネットワークを介してVMにアクセスできなくなります。代わりに

ifconfig downコマンドを使用してください。

新機能、機能強化、バグ修正

以下は主な新機能、機能強化、およびバグ修正をリリースごとにまとめたものです。

everRun リリース 7.2.0.0 の新機能

l ディザスタリカバリ(別途ライセンスが必要なオプション機能)

l 仮想マシンのスナップショット

l スナップショットのインポートと復元

l 仮想マシンのエクスポート

l シンプレックス運用のeverRunシステム(DR構成のみ)
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ヘルプ情報

l 最大4つのFTVMを含む合計24個のVMのサポート

l Avance およびeverRunMXシステムのeverRunへのインプレースアップグレード

l VMのMTBF のリセット

l Parallel Redundancy Protocol (PRP)

l Active Directory

l 2 TBを超えるディスクのサポート

ヘルプ情報

everRunソフトウェアに関する技術的な質問がある場合、http://www.stratus.co.jp/customer_

support/index.htmlにある最新のマニュアルを参照してください

オンラインマニュアルを参照しても疑問点が解決されず、システムにサービス契約が適用される場合に

は、everRunカスタマサポートまたはStratus 認定サービス業者まで問い合わせてください。詳細に

ついては、 everRun サポートページ(http://www.stratus.co.jp/customer_support/index.html)

を参照してください。
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第 11 章: everRun のコマンド ライン インタフェース リファレンス

everRunコマンドラインインタフェースを使用して、リモートのコンソールからシステムを制御でき

ます。次のトピックでは、コマンドラインインタフェースの管理と使用方法について説明します。

l 274ページの「AVCLIコマンドの概要」

l 286ページの「AVCLIコマンドの説明」

AVCLI コマンドの概要

everRunコマンドラインインタフェース(AVCLI) を使用して、リモートのコンソールからシステムを

制御できます。

次のトピックでは、AVCLIクライアントをインストールする方法について説明します。

l 275ページの「前提条件」

l 275ページの「Linuxクライアントをインストールする」

l 276ページの「Windows クライアントをインストールする」

次のトピックでは、AVCLIコマンドインタフェースの使い方を説明します。

l 277ページの「AVCLIを使用する」

l 277ページの「コマンドを実行する」

l 278ページの「AVCLIのヘルプを使用する」

次のトピックでは、AVCLIコマンドインタフェースを使用するプログラマにとって役立つ情報を説明し

ます。
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l 280ページの「AVCLIのエラーステータス」

l 280ページの「XMLカプセル化エラー」

l 280ページの「エラーチェック」

l 281ページの「非同期コマンドの遅延」

l 281ページの「出力のフォーマット」

l 285ページの「AVCLIの例外」

関連トピック

286ページの「AVCLIコマンドの説明」

前提条件

AVCLIを使用する前に、以下の前提条件を満たす必要があります。

l 次を入力して、クライアントコンピュータにJava Runtime Environment (JRE) バージョン

1.6、アップデート14以降がインストールされていることを確認します。

java –version

クライアントコンピュータに正しいバージョンのJREが既にインストールされている場合、次

のような出力が表示されます。

java version "1.6.0_16" Java(TM) SE Runtime Environment

(build 1.6.0_16-b01) Java HotSpot(TM) Server VM (build

14.2-b01, mixed mode)

クライアントコンピュータにこれより古いバージョンのJREがインストールされているという

メッセージが出力された場合は、http://www.java.com/ja/download/manual.jspから正し

いバージョンをダウンロードします。

l これには有効なユーザ名とパスワードが必要です。デフォルトのユーザ名とパスワードの組み合

わせは admin/adminです。AVCLIスクリプトはユーザ名とパスワードを埋め込むので、アク

セス制御リスト(ACL) を使用して新しい資格情報を保護してください。AVCLIコマンドはSSL

で暗号化されています。

Linux クライアントをインストールする

Linux 用の AVCLI クライアントをダウンロードするには、次を行います。

275/491ページ

http://www.java.com/ja/download/manual.jsp


Windows クライアントをインストールする

1. 次の手順でLinuxクライアントをダウンロードします。

a. everRun サポートページ(http://www.stratus.co.jp/customer_

support/index.html) に移動します。

b. 左側の列で [Drivers and Tools (ドライバとツール)]をクリックします。

c. [everRun Command Line Interface (AVCLI)]の下で [Download the RHEL 6

(64-bit) AVCLI Client (RHEL 6 (64-bit) AVCLI クライアントのダウンロード)]

をクリックします。ファイルを保存します。

2. ルートユーザとしてログインします。

3. /usr/binというディレクトリがない場合、これを追加します。

4. 次を入力してクライアントをインストールします。

rpm -i avcli*.rpm

Linuxシステムに1度に含めることのできるAVCLIのコピーは1つだけです。別のバージョンが既にイ

ンストールされている場合、次のようなエラーメッセージが表示されます。

file /usr/bin/avcli.bat from install of avcli-2.1.1-0

conflicts with file from package avcli-1.0-0 file

/usr/lib/ImportExportLibs.jar from install of avcli-2.1.1-0

conflicts with file from package avcli-1.0-0

上記のメッセージが表示された場合は次を入力して以前のバージョンを削除します。

rpm -e avcli-1.0-0

その後、ステップ4を繰り返します。

Windows クライアントをインストールする

Windows 用の AVCLI クライアントをダウンロードするには、次を行います。

1. 次の手順でWindows クライアントをダウンロードします。

a. everRun サポートページ(http://www.stratus.co.jp/customer_

support/index.html) に移動します。

b. 左側の列で [Drivers and Tools (ドライバとツール)]をクリックします。
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c. [everRun Command Line Interface (AVCLI)]の下で [Download the

Windows AVCLI Client (Windows AVCLI クライアントのダウンロード)]をク

リックします。ファイルを保存します。

2. avcli.msiをダブルクリックします。画面の指示に従います。

3. [実行]をクリックします。プロンプトが表示されたら、ソフトウェアライセンスに同意しま

す。

4. 以前のバージョンのAVCLIを削除するよう求めるプロンプトが表示された場合、[スタート]

> [すべてのプログラム]> [everRun]> [AVCLI のアンインストール]を選択し

ます。その後、ステップ1～3を繰り返します。

AVCLI を使用する

AVCLIを使用するには

l Windows の場合、[スタート]メニュー> [すべてのプログラム]> everRun > [コ

マンド プロンプト]の順にクリックします。

l Linuxの場合、avcliコマンドの後に続けてコマンドを1つ以上入力します。例:

# avcli -H localhost -u admin -p admin vm-info

注: この例では -H、-u、および -pの各オプションを入力して、ホスト名、ユーザ名、お

よびパスワードをそれぞれ自動的に保存しています。すると、その後のコマンドで入力を

省略できます。また、「277ページの「コマンドを実行する」」で説明されているよう

に、ショートカットを作成して、すべてのコマンドにプレフィックスとしてホスト名、

ユーザ名、およびパスワードを追加する手間を省くこともできます。

コマンドラインからhelpコマンドを使用して、すべてのAVCLIコマンドを表示したり、特定のコマン

ドに関する情報を表示することができます。「278ページの「AVCLIのヘルプを使用する」」を参照

してください。

コマンドを実行する

コマンドにはeverRunシステムのDNS名またはIPv4アドレスを含める必要があります。指定した構

文が誤っている場合、正しい構文を示すメッセージが表示されます。

すべてのコマンドにプレフィックスとしてホスト名、ユーザ名、およびパスワードを追加する必要をな

くすには、ショートカットを作成します。
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ショートカットを作成するには、次を行います。

Windows の場合
avcliコマンドは、%Program Files%\everRunにあるバッチファイル avcli.bat

を実行します。このファイルにログイン資格情報を追加できます。

1. テキストエディタで avcli.batを開きます。

2. 次の文字列を検索します。

-jar "%AVCLI_HOME%\avcli.jar"

3. 末尾にログイン情報を追加します。例:

-jar "%AVCLI_HOME%\avcli.jar" –u admin –p admin –H everrun

同じユーザ名とパスワードを使って複数のeverRunシステムを管理している場合、コマンドラ

インに個々のシステムのドメイン名を指定します。

$ avcli –H everrun1 node-info node0

または、

$ avcli –H everrun2 node-info node0

Linux の場合
ログイン .cshrcファイルにエイリアスを作成します。例:

alias avcli='/usr/bin/avcli -u admin -p admin –H everrun'

この例では avcliがエイリアス名、admin/adminがユーザ名とパスワード、everRunが

everRunシステムのドメイン名です。すると、このエイリアスを使用してログオンしたりコマ

ンドを指定できるようになります。たとえば、unit-infoは次のように指定できます。

$ avcli unit-info

AVCLI のヘルプを使用する

このトピックではAVCLIヘルプの使い方について説明します。

すべてのコマンドのリストを表示する

使用できるすべてのAVCLIコマンドのリストを表示するには、次を入力します。

$ avcli help

次の内容が出力されます。
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[root@node0 zoneinfo]# avcli help

Usage: avcli [OPTION]... [COMMAND]

-u, --username username to login with

-p, --password password to login with

-H, --hostname hostname to login to

--log log file to capture debug information in

-x, --xml format output in XML

-V, --version display the version and exit

-h, --help display this message and exit

.

.

.

AVCLIで認識されないコマンドを入力すると、AVCLIに上記の出力が表示されます。

特定のコマンドのヘルプを表示する

特定のコマンドのヘルプを表示するには、次を入力します。

$ avcli help command_name

たとえば、

$ avcli help vm-create

と入力した場合、次が出力されます。

Usage: avcli vm-create[--interfaces] [--shared-storage]

Create a new VM.

.

.

.
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有効なコマンドに無効な引数を指定して入力すると、AVCLIにはそのコマンドのヘルプを指定した場合

と同じ内容が表示されます。

AVCLI のエラーステータス

AVCLIは、実行が成功すると0を返し、エラーの場合は1を返すというLinuxの規則に従いません。

XML カプセル化エラー

XMLパーサーで処理できるよう、すべてのエラーをカプセル化されたXMLとして表示するには、コマ

ンドラインに -xオプションを指定します。

次の例は、不良なユーザ名とパスワードに関連するエラーを表示します。

$ avcli -x -H eagles -u admin -p foo node-info

次の例は、everRunシステムの不良なホストアドレスに関連するエラーを表示します。

$ avcli -x -H foo -u admin -p foo node-info

foo

次の例は、存在しないVMを使用した操作を試行します。

$ avcli -H eagles -x vm-delete eagles23

Cannot find a resource that matches the identifier eagles23.

エラーチェック

スクリプトの作成中にすべてのエラーを正しくキャッチするには、出力を常にXML形式で指定してく

ださい。すると、有効なXMLを返さないすべての応答、およびエラー属性のあるすべてのXMLドキュ

メントについてエラーが返されます。

次は、AVCLIコマンドを実行するシェルを提供する、PERLのサブルーチン _cliからの例です。エ

ラーをチェックするコードが $stdoutに対してシンプルなパターンマッチを実行します。

my $error = 0

$error = 1 unless ($stdout =~ /xml version/);

$error = 1 if ($stdout =~ /\/);

エラーが1つもない場合、$stdoutが標準のPERLXML::Simple Libraryを使用してPERL

ハッシュに挿入されます。そうでない場合はエラーが表示されます。

unless ($error) {
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my $xs = XML::Simple->new();

$stdout_hash = $xs->XMLin($stdout,forceArray=>0);

return 0;

}

return 1;

非同期コマンドの遅延

everRunシステムに対するアクションを呼び出すコマンドのことを非同期コマンドと呼びます。これ

は、アクションが完了する前にそれを呼び出したコマンドが完了するからです。この機能によって複雑

なスクリプトの作成が可能になります。

あるコマンドをインラインで完了してから、次のコマンドに進むようにするには、シンプルなスクリプ

トを作成して —waitオプションを使用します。例:

$ cli -x -H eagles node-workon --wait node0

この例では、VMと管理ポートがnode0からnode1にフェールオーバーし、node0がメンテナンス

モードに切り替わった後で、cliが完了します。—waitオプションを指定しないと、このコマンドは

実行が確認された後、リソースのマイグレーションが行われる前に完了します。

出力のフォーマット

AVCLIではユーザにとって読みやすいコマンド出力と、プログラム向けのXML出力の両方を生成でき

ます。

ユーザ用のコマンド出力

AVCLIの出力はユーザが判読しやすいようにフォーマットされています。例:

$ avance -u admin -p admin -H avance –x node-info

node:

-> name : node0

-> id : host:o14

-> state: running

-> sub-state : nil

-> standing-state : maintenance
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-> mode : maintenance

-> primary : false

-> manufacturer : Dell

-> model : Dell PowerEdge 2950

-> maintenance-allowed : true

-> maintenance-guest-shutdown : false

-> cpus : 8

-> memory : 4,288,675,840

virtual machines:

node:

-> name : node1

-> id : host:o406

-> state : running

-> sub-state : nil

-> standing-state : warning

-> mode : normal

-> primary : true

-> manufacturer : Dell

-> model : Dell PowerEdge 2950

-> maintenance-allowed : true

-> maintenance-guest-shutdown : true

-> cpus : 8

-> memory : 4,288,675,840

virtual machines:

virtual machine:
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-> name : eagles1

-> id : vm:o1836

注: これらのコマンドの出力フォーマットはリリースごとに異なる場合があります。

プログラム用の XML 出力

プログラム用のXML出力を作成するには、-xまたは --xmlのグローバルオプションを使用します。

例:

$ avcli -u admin -p admin -H localhost -x node-info

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" standalone="no"?>

<avance>

<node>

<name>node1</name>

<id>host:o55</id>

<state>running</state>

<sub-state/>

<standing-state>normal</standing-state>

<mode>normal</mode>

<primary>false</primary>

<manufacturer>Intel Corporation</manufacturer>

<model>S5520UR</model>

<maintenance-allowed>true</maintenance-allowed>

<maintenance-guest-shutdown>false</maintenance-guest-shutdown>

<cpus>2</cpus>

<memory>25706889216</memory>

<virtual-machines/>

</node>
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<node>

<name>node0</name>

<id>host:o23</id>

<state>running</state>

<sub-state/>

<standing-state>normal</standing-state>

<mode>normal</mode>

<primary>true</primary>

<manufacturer>Intel Corporation</manufacturer>

<model>S5520UR</model>

<maintenance-allowed>true</maintenance-allowed>

<maintenance-guest-shutdown>false</maintenance-guest-shutdown>

<cpus>2</cpus>

<memory>25706889216</memory>

<virtual-machines>

<virtual-machine>

<name>MyVM</name>

<id>vm:o6417</id>

</virtual-machine>

</virtual-machines>

</node>

</avance>

注: スキーマの定義は各リリースに共通しています。

–Xまたは --XMLを指定しない場合にコマンドがエラーを返すと、詳細なメッセージが表示されま

す。例:

284/491ページ



everRunユーザガイド

$ cli -H eagles vm-delete eagles23

%Error: Cannot find a resource that matches the identifier

eagles23. com.avance.yak.cli.exceptions.CommandLineException:

Cannot find a resource that matches the identifier eagles23.

at

com.avance.yak.cli.ResourceDisambiguateServiceProvider.throwNo-

nExistentResource(ResourceDisambiguateServiceProvider.java:56)

at

com.avance.yak.cli.ResourceDisambiguateServiceProvider.getReso-

urceId(ResourceDisambiguateServiceProvider.java:81)

at

com.avance.yak.cli.Command.findResourceId(Command.java:80)

at

com.avance.yak.cli.CommandWithUnparsedAmbiguousResourcesInvoke-

Each.execute

(CommandWithUnparsedAmbiguousResourcesInvokeEach.java:65)

at

com.avance.yak.cli.Command.execute(Command.java:194)

at

com.avance.yak.cli.CommandLine.execute(CommandLine.java:649)

at

AVCLI の例外

–Xまたは--XMLを指定しない場合にコマンドがエラーを返すと、詳細なメッセージが表示されます。

例:

$ cli -H eagles vm-delete eagles23
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%Error: Cannot find a resource that matches the identifier

eagles23. com.avance.yak.cli.exceptions.CommandLineException:

Cannot find a resource that matches the identifier eagles23.

at

com.avance.yak.cli.ResourceDisambiguateServiceProvider.throwNo-

nExistentResource(ResourceDisambiguateServiceProvider.java:56)

at

com.avance.yak.cli.ResourceDisambiguateServiceProvider.getReso-

urceId(ResourceDisambiguateServiceProvider.java:81)

at

com.avance.yak.cli.Command.findResourceId(Command.java:80)

at

com.avance.yak.cli.CommandWithUnparsedAmbiguousResourcesInvoke-

Each.execute

(CommandWithUnparsedAmbiguousResourcesInvokeEach.java:65)

at

com.avance.yak.cli.Command.execute(Command.java:194)

at

com.avance.yak.cli.CommandLine.execute(CommandLine.java:649)

at

com.avance.yak.cli.Program.main(Program.java:94)

AVCLI コマンドの説明

各見出しをクリックすると、そのグループのAVCLIコマンドの完全なリストが表示されます。

注: 各コマンドの「例」のセクションは、「277ページの「コマンドを実行する」」の説

明に従って既にコマンドショートカットが設定されていることを前提に書かれていま

す。
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ad-disable

使用方法

avcli ad-disable

説明

ad-disableコマンドを使用して、Active Directory のサポートを無効にします。
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ad-enable

使用方法

avcli ad-enable

説明

ad-enableコマンドを使用して、Active Directory のサポートを有効にします。
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ad-info

使用方法

avcli ad-info

説明

ad-infoコマンドを使用して、Active Directory に関する情報を表示します。
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ad-join

使用方法

avcli ad-join --username name [--password password] domain

説明

ad-joinコマンドを使用して、everRunシステムを指定のActive Directory ドメインに参加

させ、Active Directory のサポートを有効にします。

オプション

--username name 指定のドメインに参加する権限のあるユーザ。

--password password

指定のドメインに参加する権限のあるユーザのパ

スワード。パスワードを指定しない場合、その入

力を求めるプロンプトが自動的に表示されます。

domain 参加するActive Directory ドメインの名前。

例

$ avcli ad-join --username domain\administrator --password

secret domain

$ avcli ad-join --username domain\administrator domain
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ad-remove

使用方法

avcli ad-remove --username name [--password password] domain

説明

ad-removeコマンドを使用して、everRunシステムを指定のActive Directory ドメインから

削除して、Active Directory サポートを無効にします。

オプション

--username name
指定のドメインからeverRunシステムを削除する権限

のあるユーザ。

--password password

指定のドメインからeverRunシステムを削除する権限

のあるユーザのパスワード。パスワードを指定しない

場合、その入力を求めるプロンプトが自動的に表示さ

れます。

domain
everRunシステムが削除されるActive Directory ドメ

インの名前。

例

$ avcli ad-remove --username domain\administrator --password

secret domain

$ avcli ad-remove --username domain\administrator domain
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alert-delete

使用方法

avcli alert-delete [alerts... | purge]

説明

alert-deleteコマンドを使用して、特定のアラート、またはオプションですべてのアラー

トを削除します。

オプション

alerts 削除する1つ以上のアラート。

purge すべてのアラートを削除します。

例

$ avcli alert-delete alert:o10

$ avcli alert-delete alert:o10 alert:o11

$ avcli alert-delete purge
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alert-info

使用方法

avcli alert-info [alerts...]

説明

alert-infoコマンドを使用して、すべてのアラート、または特定のアラートのみに関する情

報を表示します。

オプション

alerts 情報を表示するアラート。
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audit-export

使用方法

avcli audit-export

説明

audit-exportコマンドを使用して、すべての監査ログをエクスポートします。
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audit-info

使用方法

avcli audit-info [number-of-audit-logs]

説明

audit-infoコマンドを使用して、最近作成された50個の監査ログ、または指定した数の監

査ログを表示します。

オプション

number-of-audit-

logs
表示する監査ログの数。デフォルト値は50です。

例

$ avcli audit-info

$ avcli audit-info 25
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callhome-disable

使用方法

avcli callhome-disable

説明

callhome-disableコマンドを使用して、Call-home機能を無効にします。
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callhome-enable

使用方法

avcli callhome-enable

説明

callhome-enableコマンドを使用して、Call-home機能を有効にします。
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callhome-info

使用方法

avcli callhome-info

説明

callhome-infoコマンドを使用して、Call-homeに関する情報を表示します。
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datetime-config

使用方法

avcli datetime-config date time [timezone]

説明

datetime-configコマンドを使用して、everRunシステムの日付、時刻、およびタイム

ゾーンを設定します。

オプション

date 日付を YYYY-MM-DDの形式で指定します。

time 時刻をHH:MM:SSの 24時間形式で指定します。

timezone
タイムゾーン。デフォルトでは現在構成されているタ

イムゾーンが使用されます。

timezoneには次の値を指定できます。

Africa/Cairo Africa/Casablanca Africa/Harare

Africa/Lagos Africa/Monrovia Africa/Nairobi

Africa/Windhoek America/Adak America/Anchorage

America/Asuncion America/Bogota America/Buenos_Aires

America/Caracas America/Chicago America/Chihuahua

America/Cuiaba America/Denver America/Godthab

America/Goose_Bay America/Grand_Turk America/Guyana

America/Halifax America/Havana America/Indianapolis

America/Los_Angeles America/Managua America/Manaus
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America/Mexico_City America/Miquelon America/Montevideo

America/New_York America/Noronha America/Phoenix

America/Regina America/Santiago America/Sao_Paulo

America/St_Johns America/Tijuana America/Winnipeg

Asia/Amman Asia/Baghdad Asia/Baku

Asia/Bangkok Asia/Beijing Asia/Beirut

Asia/Bishkek Asia/Calcutta Asia/Colombo

Asia/Damascus Asia/Dhaka Asia/Gaza

Asia/Hong_Kong Asia/Irkutsk Asia/Jerusalem

Asia/Kabul Asia/Kamchatka Asia/Karachi

Asia/Katmandu Asia/Krasnoyarsk Asia/Magadan

Asia/Novosibirsk Asia/Rangoon Asia/Riyadh

Asia/Seoul Asia/Singapore Asia/Taipei

Asia/Tashkent Asia/Tbilisi Asia/Tehran

Asia/Tokyo Asia/Vladivostok Asia/Yakutsk

Asia/Yekaterinburg Asia/Yerevan Atlantic/Azores

Atlantic/Cape_Verde Atlantic/Stanley Australia/Adelaide

Australia/Brisbane Australia/Darwin Australia/Hobart

Australia/Lord_Howe Australia/Melbourne Australia/Perth

Australia/Sydney Etc/GMT Etc/GMT+1
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Etc/GMT+10 Etc/GMT+11 Etc/GMT+12

Etc/GMT+2 Etc/GMT+3 Etc/GMT+4

Etc/GMT+5 Etc/GMT+6 Etc/GMT+7

Etc/GMT+8 Etc/GMT+9 Etc/GMT-1

Etc/GMT-10 Etc/GMT-11 Etc/GMT-12

Etc/GMT-13 Etc/GMT-14 Etc/GMT-2

Etc/GMT-3 Etc/GMT-4 Etc/GMT-5

Etc/GMT-6 Etc/GMT-7 Etc/GMT-8

Etc/GMT-9 Europe/Athens Europe/Belgrade

Europe/Berlin Europe/Helsinki Europe/Istanbul

Europe/Kaliningrad Europe/London Europe/Minsk

Europe/Moscow Europe/Paris Europe/Samara

Europe/Sarajevo Japan Pacific/Auckland

Pacific/Chatham Pacific/Easter Pacific/Fiji

Pacific/Guam Pacific/Marquesas Pacific/Norfolk

Pacific/Tongatapu

例

$ avcli datetime-config 2010-12-31 6:03:10

$ avcli datetime-config 2010-12-31 20:09:22 America/New_York
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diagnostic-create

使用方法

avcli diagnostic-create [minimal | medium | stats | full]

説明

diagnostic-createコマンドを使用して、指定のタイプの新しい診断ファイルを作成しま

す。

オプション

minimal 最小サイズ(約2～10MB) の診断ファイル。

medium 中サイズ(約10MB) の診断ファイル。

stats 統計を含む中サイズの診断ファイル。

full 大きいサイズ(約60MB) の診断ファイル。
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diagnostic-delete

使用方法

avcli diagnostic-delete diagnostics...

説明

diagnostic-deleteコマンドを使用して、指定の診断ファイルを削除します。

オプション

diagnostics 削除する1つ以上の診断ファイル。
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diagnostic-extract

使用方法

avcli diagnostic-extract diagnostics.zip...

説明

diagnostic-extractコマンドを使用して、指定の診断ファイルを抽出します。

オプション

diagnostics 抽出する1つ以上の診断ファイル。
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diagnostic-fetch

使用方法

avcli diagnostic-fetch [--file name] diagnostics...

説明

diagnostic-fetchコマンドを使用して、指定の診断ファイルを現在のディレクトリにダウ

ンロードします。診断のステータスがビジーの場合、diagnostic-fetchは診断が完了する

まで待機してから、診断ファイルをダウンロードします。デフォルトの診断ファイル名は

diagnostic-type-name_YYYYMMDD_HHMMSS.zipです。各値は次のように指定しま

す。

l type: 診断ファイルのタイプでminimal、medium、stats、full のいずれか。

l name: unit-infoで表示される、everRunシステムの名前。

l YYYY: 診断ファイルの作成年。

l MM:診断ファイルの作成月。

l DD: 診断ファイルの作成日付。

l HH: 診断ファイルの作成時間。

l MM:診断ファイルの作成分。

l SS:診断ファイルの作成秒。

オプション

diagnostics ダウンロードする1つ以上の診断ファイル。

--file name

現在のディレクトリに書き込むファイルの名前。このオプ

ションは、診断ファイルを1つだけダウンロードする場合

にのみ有効です。

--extract ダウンロードした診断ファイルを抽出します。

例

$ avcli diagnostic-fetch buggrab:o10

$ avcli diagnostic-fetch --file buggrab.zip buggrab:o10
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$ avcli diagnostic-fetch buggrab:o10 buggrab:o11 buggrab:o12
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diagnostic-info

使用方法

avcli diagnostic-info diagnostics...

説明

diagnostic-infoコマンドを使用して、すべての診断の情報、またはオプションとして指

定の診断のみに関する情報を表示します。

オプション

diagnostics 情報を表示する1つ以上の診断ファイル。
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dialin-disable

使用方法

avcli dialin-disable

説明

dialin-disableコマンドを使用して、Dial-in機能を無効にします。
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dialin-enable

使用方法

avcli dialin-enable

説明

dialin-enableコマンドを使用して、Dial-in機能を有効にします。
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dialin-info

使用方法

avcli dialin-info

説明

dialin-infoコマンドを使用して、Dial-inに関する情報を表示します。
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ealert-config

使用方法

avcli ealert-config [--ssl] [--username name] [--password

password] --host recipients...

説明

ealert-configコマンドを使用して、everRunシステムのeアラートのサポートを構成し

ます。ユーザ名を指定しない場合、SMTPサーバへのアクセスに認証は不要であると仮定して処

理が行われます。ユーザ名だけを指定してパスワードを指定しない場合、パスワードの入力を求

めるプロンプトが表示されます。

オプション

--ssl SMTPサーバとの通信にSSLを使用します。

--username name 指定のSMTPホストで認証に使用する名前。

--password password 指定のSMTPホストで認証に使用するパスワード。

--host recipients SMTPサーバのDNSまたはIPアドレス。

例

$ avcli ealert-config --host mail.my-domain.com admin@my-

domain.com

$ avcli ealert-config --host mail.my-domain.com admin@my-

domain.com bob@my-domain.com

$ avcli ealert-config --host mail.my-domain.com --username

admin --password secret --ssl bob@my-domain.com

$ avcli ealert-config --host mail.my-domain.com --username

admin --ssl bob@my-domain.com
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ealert-disable

使用方法

avcli ealert-disable

説明

ealert-disableコマンドを使用してeアラートを無効にします。
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ealert-enable

使用方法

avcli ealert-enable

説明

ealert-enableコマンドを使用してeアラートを有効にします。
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ealert-info

使用方法

avcli ealert-info

説明

ealert-infoコマンドを使用して、eアラートの構成に関する情報を表示します。
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help

使用方法

avcli help [command] [-all]

説明

helpコマンドを使用して、特定のコマンドに関するヘルプを表示したり、すべてのAVCLIコ

マンドのリストを表示します。

オプション

-all すべてのコマンドに関する詳しい情報を表示します。

例

全般的な使用方法と、helpで情報を入手できるすべてのコマンドのリストを表示するには、次

を入力します。

$ avcli help

特定のコマンド(たとえば storage-info) に関する情報を表示するには、次のように入力し

ます。

$ avcli help storage-info

helpで情報を入手できるすべてのコマンドに関する詳細を表示するには、次を入力します。

$ avcli help -all
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image-container-info

使用方法

image-container-info [image-container]

説明

image-container-infoコマンドを使用して、すべてのイメージコンテナ("ボリューム

コンテナ"とも呼ばれます)あるいは指定のイメージコンテナのみに関する情報を表示します。

このコマンドでは、イメージコンテナのうち、ゲストオペレーティングシステムで利用できる

部分に関する情報が表示されます。

オプション

image-container
イメージコンテナの名前。この引数を指定しない場合、すべ

てのイメージコンテナに関する情報が表示されます。

例

$ avcli image-container-info

image-container:

-> name : root

-> id : imagecontainer:o58

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : true

-> size : 21,479,030,784

-> size-used : 21,479,030,784

-> storage-group : none

image-container:

-> name : root

-> id : imagecontainer:o31

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : true
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-> size : 21,479,030,784

-> size-used : 21,479,030,784

-> storage-group : none

image-container:

-> name : swap

-> id : imagecontainer:o36

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : true

-> size : 2,151,677,952

-> size-used : 2,151,677,952

-> storage-group : none

image-container:

-> name : swap

-> id : imagecontainer:o66

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : true

-> size : 2,151,677,952

-> size-used : 2,151,677,952

-> storage-group : none

image-container:

-> name : shared.fs_image_container

-> id : imagecontainer:o77

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : false

-> size : 1,073,741,824
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-> size-used : 1,073,741,824

-> storage-group : none

image-container:

-> name : win7_ent_x86_32_sp1

-> id : imagecontainer:o1360

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : false

-> size : 2,684,354,560

-> size-used : 2,684,354,560

storage-group:

-> name : Initial Storage Group

-> id : storagegroup:o21

image-container:

-> name : boot-chom1

-> id : imagecontainer:o1690

-> hasFileSystem : true

-> isLocal : false

-> size : 42,949,672,960

-> size-used : 37,787,627,192

storage-group:

-> name : Initial Storage Group

-> id : storagegroup:o21
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image-container-resize

使用方法

image-container-resize --new-size size image-container

説明

image-container-resizeコマンドを使用して、イメージコンテナの、ゲストオペレー

ティングシステムで利用できる部分のサイズを増やします。("イメージコンテナ"は、ボリュー

ムとスナップショットが保存されるクラスタワイドのコンテナで、"ボリュームコンテナ"とも呼

ばれます。)スナップショットの取得に必要な空き容量がコンテナに不足している場合、イメー

ジのコンテナサイズを増やすことができます。

オプション

--new-size size

新しいイメージコンテナのサイズ。sizeにはデフォルトでは

ボリュームサイズをメガバイト単位で指定します

が、KB、K、MB、M、GB、Gなどの標準単位も使用できま

す。

image-container イメージコンテナの名前。

例

$ avcli image-container-resize --new-size 40G boot-chom1
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kit-delete

使用方法

avcli kit-delete kit...

説明

kit-deleteコマンドを使用して、指定のキットを削除します。

オプション

kit 削除する1つ以上のアップグレードキット。
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kit-info

使用方法

avcli kit-info [kit...]

説明

kit-infoコマンドを使用して、すべてのキットの情報(デフォルト設定)、または指定した

キットのみに関する情報を表示します。

オプション

kit 情報を表示する1つ以上のアップグレードキット。
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kit-upload

使用方法

avcli kit-upload kit...

説明

kit-uploadコマンドを使用して、指定のキットファイルをアップロードします。

オプション

kit
アップロードする1つ以上のアップグレー

ドキット。

例

$ avcli kit-upload /var/kits/kit-avance.tar.bz2
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license-info

使用方法

avcli license-info

説明

license-infoコマンドを使用して、ライセンスに関する情報を表示します。
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license-install

使用方法

avcli license-install license-file

説明

license-installコマンドを使用して、指定のライセンスファイルをインストールしま

す。

オプション

license-file ライセンスキー定義が含まれているファイル。

例

$ avcli license-install avance.key
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local-group-add

使用方法

avcli local-group-add --name name --permissions permission-

type

説明

local-group-addコマンドを使用して、新しいローカルユーザグループを追加します。

オプション

--name name ローカルグループ名。

--permissions permission-type
ローカルグループのアクセス許可を、カンマ

区切りのリストとして指定します。

例

$ avcli local-group-add --name unprivileged_users --

permissions ADD_USER
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local-group-delete

使用方法

avcli local-group-delete groups...

説明

local-group-deleteコマンドを使用して、指定のローカルユーザグループを削除しま

す。デフォルトのグループ(admin、platform_admin、read_only) を削除することは

できません。

オプション

groups
ローカルユーザグルー

プ。

例

$ avcli local-group-delete unprivileged_users
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local-group-edit

使用方法

avcli local-group-edit [--name] [--permissions] group-name-or-

sid

説明

local-group-editコマンドを使用して、既存のローカルユーザグループを編集します。

デフォルトのグループ(admin、platform_admin、read_only) を編集することはでき

ません。

オプション

--name name 新しいローカルグループ名。

--permissions permission-type
ローカルグループのアクセス許可をカンマ

区切りのリストとして指定します。

group-name-or-sid 名前またはセキュリティID。

例

$ avcli local-group-edit --name privileged_users --permissions

ADD_USER unprivileged_users
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local-group-info

使用方法

avcli local-group-info [groups...]

説明

local-group-infoコマンドを使用して、すべてのローカルユーザグループの情報、また

は指定したローカルユーザグループのみに関する情報を表示します。

オプション

groups ローカルユーザグループ。
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local-user-add

使用方法

avcli local-user-add --username name --realname name --email

address [--password password] [--new-password password] [--

local-groups groups] [--permissions permission-types]

説明

local-user-addコマンドを使用して、everRunシステムに新しいローカルユーザを追加

します。ユーザのパスワードを指定しない場合、その入力を求めるプロンプトが表示されます。

パスワードが正しいことを確認するために、ユーザはパスワードを2度入力する必要がありま

す。

オプション

--username name everRunローカルユーザグループ。

--password password

ユーザに新しいパスワードの入力を求める

プロンプトを表示するかどうかを示す、

ブール値のフラグ。

--new-password password

--passwordを使用する場合と異なり、

パスワードをコマンドラインオプションと

して指定します。

--realname name ユーザの実名。

--email address ユーザの電子メールアドレス。

--local-groups groups
ユーザが参加するローカルグループをカン

マ区切りのリストとして指定します。

--permissions permission-types
ローカルユーザのアクセス許可をカンマ区

切りのリストとして指定します。

例
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$ avcli local-user-add --username bsmith --realname "Bob

Smith" --email bsmith@example.com --password secret --local-

groups admin

$ avcli local-user-add --username bsmith --realname "Bob

Smith" --email bsmith@example.com --local-groups users1,users2

--permissions ADD_USER,UPDATE_USER
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local-user-delete

使用方法

avcli local-user-delete users...

説明

local-user-deleteコマンドを使用して、指定のローカルユーザを削除します。

オプション

users 1人以上のローカルユーザ。

例

$ avcli local-user-delete afjord

$ avcli local-user-delete afjord bsmith tkirch
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local-user-edit

使用方法

avcli local-user-edit user [--username name] [--realname name]

[--email address] [--password password] [--new-password

password] [--local-groups groups] [--permissions permission-

types] user-name-or-sid

説明

local-user-editコマンドを使用して既存のユーザを編集します。--passwordオプ

ションを指定しない場合、パスワードは変更されません。--passwordオプションを指定する

と、パスワードの入力確認のためユーザにプロンプトが2度表示されます。

オプション

--username name 割り当てるユーザ名。

--password password

ユーザに新しいパスワードの入力を求めるプ

ロンプトを表示するかどうかを示す、ブール

値のフラグ。

--new-password password

--passwordを使用する場合と異なり、パ

スワードをコマンドラインオプションとして

指定します。

--realname name ユーザの実名。

--email address ユーザの電子メールアドレス。

--local-groups groups
ユーザが参加するローカルグループをカンマ

区切りのリストとして指定します。

--permissions permission-types
ローカルユーザのアクセス許可をカンマ区切

りのリストとして指定します。

group-name-or-sid 名前またはセキュリティID。
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例

$ avcli local-user-edit --email bsmith@example.net bsmith

$ avcli local-user-edit --realname "Robert Smith" --email

rsmith@example.com bsmith

$ avcli local-user-edit --email bsmith@example.net --local-

groups read_only --permissions ADD_USER,UPDATE_USER bsmith

$ avcli local-user-edit --password bsmith

$ avcli local-user-edit --new-password secret bsmith
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local-user-info

使用方法

avcli local-user-info [user...]

説明

local-user-infoコマンドを使用して、すべてのユーザの情報(デフォルト設定)、または

指定したユーザのみに関する情報を表示します。

オプション

user 情報を表示する対象となる1人以上のユーザ。
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localvm-clear-mtbf

使用方法

avcli localvm-clear-mtbf

説明

localvm-clear-mtbfコマンドを使用して、故障回数が多すぎるためサービスから削除さ

れていたVMの半分をサービスに戻します。
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media-create

使用方法

avcli media-create [--storage-group storage] [--name name]

url...

説明

media-createコマンドを使用して、指定のURLからeverRunシステムにISOイメージを

読み込みます。

オプション

--storage-group group

使用するストレージボリューム。このオプションを指定

しない場合、空き容量が最大のストレージグループが自

動的に選択されます。

--name name

使用するボリュームの名前。このオプションを指定しな

い場合、ボリューム名はURLに基づいて決定されま

す。

url ISOファイルの場所を示すURL。

--wait ISOが作成されるまで待機します。

例

avcli media-create --storage-group Pool-0001 --name cd.iso

http://hostname/cd.iso

avcli media-create http://hostname/cd.iso

avcli media-create http://hostname/cd1.iso

http://hostname/cd2.iso
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media-delete

使用方法

avcli media-delete media...

説明

media-deleteコマンドを使用して、指定のメディアを削除します。

オプション

media 削除するメディア。
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media-eject

使用方法

avcli media-eject [--cdrom name] [vm...]

説明

media-ejectコマンドを使用して、指定の仮想マシンからメディアを取り出します。

オプション

--cdrom name
メディアを取り出すCD-ROMデバイス。VMにCD-ROMデバイ

スが1つしかない場合、この値は省略できます。

vm 取り出すメディアが含まれているVMの名前。
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media-import

使用方法

avcli media-import [--storage-group storage] [--name name] [--

throttle] [--silent] file...

説明

media-importコマンドを使用して、指定のファイルからeverRunシステムにISOイメー

ジを読み込みます。

オプション

--storage-group group

使用するストレージボリューム。このオプションを指

定しない場合、空き容量が最大の共有ストレージが自動

的に選択されます。

--name name

使用するボリュームの名前。このオプションを指定しな

い場合、ボリューム名はURLに基づいて決定されま

す。このオプションは、ISOを1つだけ指定する場合に

のみ有効です。

--throttle

インポートまたはエクスポートの処理を減速します。有

効な値は次のとおりです。

l none: 調整機能を使用しません。これがデフォ

ルト値です。

l low: 約25%減速します。

l medium: 約50%減速します。

l high: 約75%減速します。

--silent 出力を生成しません。

file ISOイメージを含むファイル。

例
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avcli media-import --storage-group Pool-0001 --name cd.iso

cd.iso

avcli media-import cd.iso

avcli media-import cd1.iso cd2.iso
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media-info

使用方法

avcli media-info [media...]

説明

media-infoコマンドを使用して、すべてのメディア、または指定のメディアのみに関する情

報を表示します。

オプション

media 情報を表示するメディア。
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network-change-mtu

使用方法

avcli network-change-mtu name size

説明

network-change-mtuコマンドを使用して、everRunシステムで指定されたA-Linkネッ

トワークのサイズを変更します。

オプション

name A-Linkネットワークの名前

size MTUのサイズ。有効な値は1500～9000です。

例

$ avcli network-change-mtu priv0 4000

$ avcli network-change-mtu priv0 9000
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network-change-role

使用方法

avcli network-change-role networks... role

説明

network-change-roleコマンドを使用して、指定したネットワークのロールを指定のロー

ルに変更します。

オプション

networks ロールを変更する1つ以上のネットワーク。

role 新しいロール。指定できる値は businessまたは a-linkです。
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network-info

使用方法

avcli network-info [networks...]

説明

network-infoコマンドを使用して、すべての共有ネットワークの情報、または指定のネッ

トワークのみに関する情報を表示します。

オプション

networks 1つ以上のネットワーク。

出力

次の例は、A-LinkでデフォルトのMTU値1500を含む、4つのネットワークの設定を示します。

avcli network-info

shared network:

-> name : sync_2003

-> id : sharednetwork:o2334

-> fault-tolerant : ft

-> role : a-link

-> bandwidth : 10 Gb/s

-> mtu : 1500

shared network:

-> name : network0

-> id : sharednetwork:o64

-> fault-tolerant : ft

-> role : business

-> bandwidth : 1 Gb/s

-> mtu : 1500

shared network:
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-> name : sync_2004

-> id : sharednetwork:o2333

-> fault-tolerant : ft

-> role : a-link

-> bandwidth : 10 Gb/s

-> mtu : 1500

shared network:

-> name : priv0

-> id : sharednetwork:o65

-> fault-tolerant : ft

-> role : private

-> bandwidth : 1 Gb/s

-> mtu : 1500
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node-add

使用方法

avcli node-add [--wait]

説明

node-addコマンドを使用して、everRunシステムにPMを追加します。

オプション

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-cancel

使用方法

avcli node-cancel pm

説明

node-cancelコマンドを使用して、イメージングを実行しているPMをキャンセルします。

オプション

pm キャンセルするPM。
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node-config-prp

使用方法

avcli node-config-prp --nic1 adapter --nic2 adapter node

説明

node-config-prpコマンドを使用して、2つの物理アダプタを持つ指定のPMにPRPアダ

プタを構成します。

1台目のPMと2台目のPMにそれぞれアダプタを構成するために、このコマンドは2度実行す

る必要があります。

オプション

--nic1 adapter 物理アダプタの名前。

--nic2 adapter 物理アダプタの名前。

node 構成するPRPアダプタを含むPM。

例

$ avcli node-config-prp --nic1 eth0 --nic2 eth1 node0
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node-delete

使用方法

avcli node-delete pm [--wait]

説明

node-deleteコマンドを使用してPMを削除します。

オプション

pm 削除するPM。PMはメンテナンスモードになっている必要があります。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-delete-prp

使用方法

avcli node-delete-prp --name adapter node

説明

node-delete-prpコマンドを使用して、指定のPM上のPRPアダプタを削除します。

1台目のPMと2台目のPMでそれぞれアダプタを削除するために、このコマンドは2度実行す

る必要があります。

オプション

--name adapter 削除するアダプタの名前。

node 削除するアダプタがあるPMの名前。

例

$ avcli node-delete-prp --name ad0 node0
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node-info

使用方法

avcli node-info [pm...]

説明

node-infoコマンドを使用して、すべてのPMの情報(デフォルト設定)、または指定したPM

のみに関する情報を表示します。

オプション

pm 情報を表示するPM。
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node-poweroff

使用方法

avcli node-poweroff pm [--wait]

説明

node-poweroffコマンドを使用して、指定のPMの電源をオフにします。

オプション

pm 電源をオフにするPM。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-poweron

使用方法

avcli node-poweron pm [--wait]

説明

node-poweronコマンドを使用して、指定のPMの電源をオンにします。

オプション

pm 電源をオンにするPM。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-reboot

使用方法

avcli node-reboot pm [--wait]

説明

node-rebootコマンドを使用して、指定のPMをリブートします。

オプション

pm リブートするPM。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-recover

使用方法

avcli node-recover [--wipe] pm [--wait]

説明

node-recoverコマンドを使用して、指定のPMを復旧します。

オプション

pm 復旧するPM。

--wipe 復旧を実行する前にPMからディスクをワイプします。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-shutdown

使用方法

avcli node-shutdown pm [--force] [--wait]

説明

node-shutdownコマンドを使用して、指定のPMをシャットダウンします。

オプション

pm シャットダウンするPM。

--force

-f
シャットダウンの警告を上書きします。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-upgrade

使用方法

avcli node-upgrade --kit kit pm

説明

node-upgradeコマンドを使用して、指定のキットでPMをアップグレードします。

オプション

pm アップグレードするPM。

--kit kit アップグレードに使用するキット。
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node-workoff

使用方法

avcli node-workoff pm [--wait]

説明

node-workoffコマンドを使用して、指定のPMのメンテナンスモードを解除します。

オプション

pm メンテナンスモードを解除するPM。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-workon

使用方法

avcli node-workon pm

説明

node-workonコマンドを使用して、指定のPMをメンテナンスモードにします。

オプション

pm メンテナンスモードに切り替えるPM。
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ntp-config

使用方法

avcli ntp-config servers...

説明

ntp-configコマンドを使用して、指定のサーバリストに基づいてNTPのサポートを有効に

し、構成します。

オプション

servers 構成するサーバのリスト。

例

$ avcli ntp-config 1.2.3.4

$ avcli ntp-config 1.2.3.4 2.4.6.8
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ntp-disable

使用方法

avcli ntp-disable

説明

ntp-disableコマンドを使用して、everRunシステムのNTPを無効にします。
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ova-info

使用方法

avcli ova-info filename.ova...

説明

ova-infoコマンドを使用して、指定のOVAファイルに関する情報を表示します。

オプション

filename.ova 1つ以上のOVAファイル。
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ovf-info

使用方法

avcli ovf-info filename.ovf...

説明

ovf-infoコマンドを使用して、指定のOVF ファイルに関する情報を表示します。

オプション

filename.ovf 1つ以上のOVF ファイル。
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owner-config

使用方法

avcli owner-config [--email address] [--name name] [--phone

number]

説明

owner-configコマンドを使用してeverRunシステムの所有者情報を構成します。

オプション

--email address 所有者の電子メールアドレス。

--name name 所有者の名前。

--phone number 所有者の電話番号。

例

$ avcli owner-config --email "Bob Smith" --email

bsmith@example.org --phone 800-555-1234

$ avcli owner-config --phone 800-555-1234
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owner-info

使用方法

avcli owner-info

説明

owner-infoコマンドを使用して、everRunシステムの所有者に関する情報を表示します。
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pm-clear-mtbf

使用方法

avcli pm-clear-mtbf

説明

pm-clear-mtbfコマンドを使用して、ユーザインタフェースからPMのMTBF をクリアし

ます。
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proxy-config

使用方法

avcli proxy-config --port name [--username name] [--password

password] host

説明

proxy-configコマンドを使用して、everRunシステムがプロキシサーバを使用するように

構成します。ユーザ名を指定しない場合、AVCLIではプロキシサーバへのアクセスに認証の必

要はないと仮定して処理が行われます。ユーザ名だけを指定してパスワードを指定しない場合、

パスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

オプション

--port number ポート番号。

--username name ユーザの名前。

--password

password
ユーザのパスワード。

host ホストの名前。

例

$ avcli --port 8080 proxy.my-domain.com

$ avcli --port 8080 --username user --password secret

proxy.my-domain.com

$ avcli --port 8080 --username user proxy.my-domain.com
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proxy-disable

使用方法

avcli proxy-disable

説明

proxy-disableコマンドを使用してプロキシを無効にします。
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proxy-enable

使用方法

avcli proxy-enable

説明

proxy-enableコマンドを使用してプロキシを有効にします。
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proxy-info

使用方法

avcli proxy-info

説明

proxy-infoコマンドを使用して、プロキシの構成に関する情報を表示します。
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snmp-config

使用方法

avcli snmp-config [--enable-requests] [--enable-traps] [--port

number] [--community name] [recipients...]

説明

snmp-configコマンドを使用して、everRunシステムで使用されるSNMPを構成します。

オプション

--enable-requests
SNMP要求を有効にします。このオプションを指定しない

と、要求が無効になります。

--enable-traps
SNMPトラップを有効にします。このオプションを指定しな

いと、トラップが無効になります。

--community name SNMPコミュニティの名前。

--port number SNMPに使用するポート。デフォルト値は162です。

recipients
トラップを送信する宛先のホストのリスト。トラップが有効

な場合にのみ必須です。

例

次の例はSNMP要求を有効にし、それらをトラップして localhost および snmp.my-

domain.comに送信します。

$ avcli snmp-config --enable-requests --enable-traps --

community public localhost snmp.my-domain.com

次の例はSNMP要求を無効にし、トラップを有効にして localhost に送信します。

$ avcli snmp-config --enable-traps --community public

localhost
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snmp-disable

使用方法

avcli snmp-disable

説明

snmp-disableコマンドを使用してSNMPを無効にします。
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snmp-info

使用方法

avcli snmp-info

説明

snmp-infoコマンドを使用して、SNMPの構成に関する情報を表示します。
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storage-group-info

使用方法

avcli storage-group-info [--disks] [--volumes] [storage-

group...]

説明

storage-group-infoコマンドを使用して、すべてのストレージグループの情報、または

オプションとして指定のストレージグループのみに関する情報を表示します。

オプション

--disks
ストレージグループに属する論理ディスクを表示しま

す。

--volumes
ストレージグループを使用するボリュームを表示しま

す。

storage-group 情報を表示する1つ以上のストレージグループ。
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storage-info

使用方法

avcli storage-info [--disks] [--volumes] [storage-group...]

説明

storage-infoコマンドを使用して、すべてのストレージグループの情報、またはオプショ

ンとして指定のストレージグループのみに関する情報を表示します。

オプション

--disks
ストレージグループに属する論理ディスクを表示し

ます。

--volumes
ストレージグループを使用するボリュームを表示し

ます。

storage-group 情報を表示する1つ以上のストレージグループ。
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timezone-config

使用方法

avcli timezone-config timezone

説明

timezone-configコマンドを使用して、システムのタイムゾーンを設定します。

オプション

timezone タイムゾーン。

例

$ avcli timezone-config America/New_York
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timezone-info

使用方法

avcli timezone-info

説明

timezone-infoコマンドを使用して、設定できるタイムゾーンのリストを表示します。
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unit-change-ip

使用方法

avcli unit-change-ip

説明

unit-change-ipコマンドを使用して、指定のeverRunシステムの管理ネットワークIP構

成を変更します。
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unit-configure

使用方法

avcli unit-configure

説明

unit-configコマンドを使用してeverRunシステムを構成します。
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unit-eula-accept

使用方法

avcli unit-eula-accept [--deny]

説明

unit-eula-acceptコマンドを使用してEULAに同意するか、あるいは拒否します。

オプション

--deny EULAを拒否します。
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unit-eula-reset

使用方法

avcli unit-eula-reset

説明

unit-eula-resetコマンドを使用して、everRunシステムのEULAの受諾状態をリセット

します。
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unit-info

使用方法

avcli unit-info

説明

unit-infoコマンドを使用して、指定のeverRunシステムに関する情報を表示します。
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unit-shutdown

使用方法

avcli unit-shutdown

説明

unit-shutdownコマンドを使用して、everRunシステムをシャットダウンします。
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unit-shutdown-cancel

使用方法

avcli unit-shutdown-cancel

説明

unit-shutdown-cancelコマンドを使用して、everRunシステムのシャットダウンを

キャンセルします。

389/491ページ



unit-shutdown-state

unit-shutdown-state

使用方法

avcli unit-shutdown-state

説明

unit-shutdown-stateコマンドは、everRunシステムのシャットダウンの状態を返しま

す。
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unit-synced

使用方法

avcli unit-synced [--wait]

説明

unit-syncedコマンドは、everRunシステムがすべてのPM間で同期されている場合に

true を返し、そうでない場合は false を返します。

オプション

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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vm-boot-attributes

使用方法

avcli vm-boot-attributes --priority priority --application-

start-time minutes [vm...]

説明

vm-boot-attributesコマンドを使用して、指定のVMのブート属性を設定します。

オプション

--priority priority
ブートの優先度。1～1000の値を指定しま

す。

--application-start-time

minutes

VMおよびアプリケーションの推定起動時間

を分単位で指定します。最小値は1分です。

vm ブート属性を設定する1つ以上のVM。

例

$ avcli vm-boot-attributes --priority 1 --application-start-

time 1 vm1

$ avcli vm-boot-attributes --priority 1 --application-start-

time 1 vm:o100
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vm-cd-boot

使用方法

avcli vm-cd-boot --iso iso [--wait] [vm...]

説明

vm-cd-bootコマンドを使用して、指定のVMを起動し、指定のISOイメージからブートしま

す。

オプション

--iso iso ブートするISOイメージ。

--wait VMのブートを待機します。

vm 起動する1つ以上のVM。

例

$ avcli vm-cd-boot --iso MyISO vm1

$ avcli vm-cd-boot --iso MyISO vm:o100

$ avcli vm-cd-boot --iso MyISO --wait vm1
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vm-create

使用方法

avcli vm-create --name name --cpu number --memory memory --

cdrom cd-name | --kickstart template [--interfaces networks]

[--storage-group group] --volumes volumes [--wait]

説明

vm-createコマンドを使用して、新しいVMを作成します。

オプション

--name name 作成するVMの名前。

--cpu number VMに割り当てる仮想CPUの数。

--memorymemory VMに割り当てるメモリのメガバイト単位の容量。

--cdrom cd-name
VMの最初のブートに使用するCD-ROM。このオプション

を --kickstartと併用することはできません。

--kickstart template

VMのブート時に使用するキックスタートテンプレート。

このオプションを --cdromと併用することはできませ

ん。

--interfaces networks

VMに接続するネットワークのリスト。各ネットワークを1

度だけ指定できます。プライベートネットワークは接続で

きません。

--storage-group group

VMボリュームの作成に使用するストレージグループ。こ

の値を指定しない場合、空き容量が最大のストレージグ

ループが自動的に選択されます。

--volumes volumes

このVMに接続するボリュームのリスト。volumeは次の

コンポーネントで構成されます。各コンポーネントはカン

マで区切って指定します。
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l ボリュームのサイズ(必須)。

l ストレージを取得する、IDのストレージグループ

名。

l ボリューム名。

l ボリュームディスクイメージのフォーマット(raw

またはqcow2)。

デフォルトではボリュームサイズをメガバイト単位で指定

しますが、KB、MB、GB、TBなどの標準単位も使用でき

ます。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

例

次のコマンドは、vm001という名前で、1つのCPU、512MBのメモリ、1,024MBのボ

リュームを使用する、network0に接続されたVMを作成します。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --

cdrom linux.iso --interfaces network0 \ --volumes 1024

次のコマンドは、vm001という名前で、1つのCPU、512MBのメモリ、1,024MBのボ

リュームを使用する、network0に接続されたVMを作成します。作成後、ボリュームに

Pool-0001からストレージを割り当てます。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --

cdrom linux.iso --interfaces network0 \ --volumes 1024 --

storage-group Pool-0001

次のコマンドは、vm001という名前で、1つのCPU、512MBのメモリ、1,024MBのボ

リュームを使用する、network0に接続されたVMを作成します。作成後、ボリュームに

Pool-0001からストレージを割り当てます。ボリュームの名前は vm001_vol0です。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --

cdrom linux.iso --interfaces network0 \
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--volumes 1024,Pool-0001,vm001_vol0

次のコマンドは、vm001という名前で、1つのCPUと512MBのメモリを使用す

る、network0とnetwork1に接続されたVMを作成します。10GBと50GBの2つのボ

リュームを作成します。これらのボリュームに、それぞれ Pool-0001と Pool-0002からス

トレージを割り当てます。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --

cdrom linux.iso \

--interfaces network0 network1 \

--volumes 10GB,Pool-0001 50GB,Pool-0002

次のコマンドはキックスタートテンプレートに基づいてVMを作成します。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --

kickstart template:o81 --interfaces network0 \

--volumes 10GB
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vm-delete

使用方法

avcli vm-delete [--volumes volumes] [--wait] vm...

説明

vm-deleteコマンドを使用して、指定のVMを削除し、オプションとしてそのVMに接続さ

れているボリュームも削除します。

オプション

--

volumes

volumes

指定のVMに接続されているボリュームを削除

します。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

vm 削除する1つ以上のVM。

例

avcli vm-delete vm1

avcli vm-delete --volumes vm1

avcli vm-delete --volumes vm1 vm2
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vm-export

使用方法

avcli vm-export --name name [--folder name] [--use-snapshot]

[--silent] [--config-only] [--data][--description] [--

throttle] [--compress] [--use-https]

説明

vm-exportコマンドはVMをエクスポートします。

オプション

--name name エクスポートするVMの名前またはID。

--folder name
エクスポート先のフォルダ。デフォルトではこれがVMの

名前です。

--use-snapshot

VMの既存のスナップショットを使用してエクスポートしま

す。エクスポートにスナップショットを使用する場合、完

全なスナップショットがエクスポートされます。--

config-onlyおよび --dataは指定できません。

--silent 出力を生成しません。

--config-only
VMの構成をデータなしでエクスポートします。このオプ

ションを --use-snapshotと併用することはできませ

ん。

--data

指定したボリュームのデータのみをエクスポートします。

このオプションを --use-snapshotと併用することは

できません。

--description ユーザが指定する、このエクスポートの説明。

--throttle
インポートまたはエクスポートの処理を減速します。有効

な値は次のとおりです。
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l none: 調整機能を使用しません。これがデフォルト

値です。

l low: 約25%減速します。

l medium: 約50%減速します。

l high: 約75%減速します。

--compress

エクスポートされたボリュームデータのサーバサイド圧縮

(gzipなど)が可能になります。デフォルトでは圧縮がオ

フに設定されています。

注: 圧縮は大量のCPUリソースを消耗し、

エクスポートの処理に3倍以上の時間がかか

ることがあります。

--use-https

デフォルトのストリーミング方法(HTTP転送)ではなく、

セキュアなHTTPS転送を使用します。HTTPSによる転送

はHTTPより低速ですが、セキュリティが大幅に改善され

ます。

例

$ avcli vm-export --name vm1

$ avcli vm-export --folder /path/exported-vms/vm1 --name vm1

$ avcli vm-export --config-only --name vm1

$ avcli vm-export --compress --use-https --throttle low --name

vm1

$ avcli vm-export --use-snapshot --throttle high --name vm1

$ avcli vm-export --data volume1 volume2 --name vm1
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vm-import

使用方法

avcli vm-import --archive filename.ova [--no-auto-start] [--

cpu number] [--memory size] [--name vm-name] [--storage-groups

groups] [--interfaces networks] [--volumes volumes] [--data]

[--force] [--silent] [--dry-run] [--throttle] [--use-https]

説明

vm-importコマンドを使用して、OVAまたはOVF 形式のVMアーカイブファイルからVM

をインポートします。

オプション

--archive filename.ova
インポートするOVAまたはOVF ファイルアーカイ

ブ。

--no-auto-start
インポートが完了した後でVMを起動しないよう指定

します。

--cpu number
VMに割り当てるCPUの数。デフォルトではアーカイ

ブの値に設定されます。

--memory size
VMに割り当てるメモリのメガバイト単位の容量。デ

フォルトではアーカイブの値に設定されます。

--name vm-name
VMに割り当てる名前。デフォルトではアーカイブの

値に設定されます。

--storage-groups groups

VMのボリューム割り当てに使用するストレージグ

ループのリスト。デフォルトでは使用可能なすべての

ストレージグループが使用されます。割り当てはラウ

ンドロビン方式で行われます。

--interfaces networks
VMのインタフェースに割り当てる共有ネットワーク

のリスト。デフォルトではアーカイブの値、または使
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用可能な共有ネットワークが割り当てられます。

--volumes volumes

指定したボリュームのみをインポートします。デフォ

ルトではOVF からの使用可能なすべてのボリューム

が使用されます。

--data
指定したボリュームのみのデータをインポートしま

す。

--force

OVF ファイルに isBootableフラグがない場合

(Windows XPでは既知の問題です)、OVF がポイント

しているVHDはブート可能であると仮定します。

--silent 出力を生成しません。

--dry-run

実際のインポート処理やVMの復元を行わずに、共有

ネットワークへのインタフェースおよびボリュームか

らストレージグループへの割り当てを表示します。

--throttle

インポートまたはエクスポートの処理を減速します。

有効な値は次のとおりです。

l none: 調整機能を使用しません。これがデ

フォルト値です。

l low: 約25%減速します。

l medium: 約50%減速します。

l high: 約75%減速します。

--use-https

デフォルトのストリーミング方法(HTTP転送)ではな

く、セキュアなHTTPS転送を使用します。HTTPSに

よる転送はHTTPより低速ですが、セキュリティが大

幅に改善されます。

例

$ avcli vm-import --archive vm1.ova
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$ avcli vm-import --archive vm1.ovf

$ avcli vm-import --name myVM --throttle low --archive vm1.ovf

$ avcli vm-import --cpu 2 --memory 1024 --archive vm1.ovf

$ avcli vm-import --interfaces network0 network1 --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-import --storage-groups sm-0000 sm-0001 --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-import --volumes boot_vol vol3 --data vol3 --

archive vm1.ovf
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vm-info

使用方法

avcli vm-info [vm...]

説明

vm-infoコマンドを使用して、すべてのVMの情報、またはオプションとして指定のVMに関

する情報を表示します。

オプション

vm 情報を表示する1つ以上のVM。

例

$ avcli vm-info

$ avcli vm-info vm1

$ avcli vm-info vm1 vm:o100
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vm-migrate

使用方法

avcli vm-migrate [vm...] [--wait]

説明

vm-migrateコマンドを使用して、指定のVMをマイグレーションします。

オプション

vm
マイグレーションを行う1つ以上のVM。名前またはIDで指定

します。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

例

$ avcli vm-migrate vm1

$ avcli vm-migrate vm1 vm2

$ avcli vm-migrate vm1 vm:o100
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vm-poweroff

使用方法

avcli vm-poweroff [vm...] [--wait]

説明

vm-poweroffコマンドを使用して、指定のVMの電源をオフにします。

オプション

vm
電源をオフにする1つ以上のVM。名前またはIDで指定しま

す。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

例

$ avcli vm-poweroff vm1

$ avcli vm-poweroff vm1 vm2

$ avcli vm-poweroff vm1 vm:o100
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vm-poweron

使用方法

avcli vm-poweron [vm...] [--wait]

説明

vm-poweronコマンドを使用して、指定のVMの電源をオンにします。

オプション

vm
電源をオンにする1つ以上のVM。名前またはIDで指定しま

す。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

例

$ avcli vm-poweron vm1

$ avcli vm-poweron vm1 vm2

$ avcli vm-poweron vm1 vm:o100

406/491ページ



everRunユーザガイド

vm-reprovision

使用方法

avcli vm-reprovision --name name [--cpu number] [--memory

size] [--addVolumes volumes] [--deleteVolumes volumes] [--

keepVolumes volumes] [--interfaces networks]

説明

vm-reprovisionコマンドを使用して、指定のVMを再プロビジョニングします。

オプション

--name name

再プロビジョニングするVMを指定します。VMの再プロ

ビジョニングは一度に1つのみ実行できます。VMは名前

またはIDで指定します。

--cpu number
仮想CPUの数。デフォルトではVMの現在値に設定され

ます。

--memory size
メモリのメガバイト単位の容量。デフォルトではVMの

現在値に設定されます。

--addVolumes volumes

作成してこのVMに接続するボリュームのリス

ト。volumeは次のコンポーネントで構成されます。各コ

ンポーネントはカンマで区切って指定します。

l ボリュームのサイズ(必須)。

l ストレージを取得する、IDのストレージグループ

名。

l ボリューム名。

l ボリュームディスクイメージのフォーマット

(rawまたはqcow2)。

デフォルトではボリュームサイズをメガバイト単位で指

定しますが、KB、MB、GB、TBなどの標準単位も使用で

きます。
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--deleteVolumes

volumes

指定のVMに現在接続されている、削除するボリューム

のリスト。ボリュームは名前またはIDで指定します。

--keepVolumes volumes

指定のVMに現在接続されている、維持するボリューム

のリスト。現在接続されていて、このリストに指定され

ていないボリュームを指定すると、そのボリュームはVM

から切断されます(破棄はされません)。ボリュームは名

前またはIDで指定します。

--interfaces networks

VMに接続するネットワークのリスト。各ネットワークを

1度だけ指定できます。プライベートネットワークは接

続できません。

例

$ avcli vm-reprovision --cpu 2 --name vm1

$ avcli vm-reprovision --cpu 2 --name vm:o100

$ avcli vm-reprovision --cpu 2 --memory 2048 --name vm:o100

次の例は、vm001という名前で、1つのCPU、512MBのメモリ、1,024MBのボリュームを

使用する、network0に接続されたVMを再プロビジョニングした後、そのボリュームに

Pool-0001からストレージを割り当てます。ボリュームの名前は vm001_vol0です。

$ avcli vm-reprovision --cpu 1 --memory 512 --interfaces

network0 \

--addVolumes 1024,Pool-0001,vm001_vol0 --name vm1

次の例は、VM vm1を再プロビジョニングした後、これに関連付けられた

volume:o411、data-vm1、および data-vm2の各ボリュームを削除します。

$ avcli vm-reprovision --deleteVolumes volume:o411 data-

vm1 data-vm2 --name vm1

次の例は、VM vm1を、新しいデータボリューム data-1-7を使用して再プロビジョニング

し、ボリューム volume:o1043を削除して volume:o1、volume:o2、volume:o4の
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各ボリュームを維持したうえで、sharednetwork:o129と sharednetwork:o130の

各ネットワークインタフェースを接続します。

$ avcli vm-reprovision --cpu 3 --memory 3359 --addVolume

2500,storagegroup:o54,data-1-7 --deleteVolumes

volume:o1043 --keepVolumes volume:o1 volume:o2 volume:o4 -

-interfaces sharednetwork:o129 sharednetwork:o130

--name vm1
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vm-restore

使用方法

avcli vm-restore --archive filename.ova [--no-auto-start][--

cpu number][--memory size][--name vm-name][--storage-groups

groups][--interfaces networks][--data][--silent][--dry-run] [-

-throttle][--use-https]

説明

vm-restoreコマンドを使用してOVAまたはOVF ファイルからVMを復元します。

オプション

--archive filename.ova 復元するOVAまたはOVF ファイルアーカイブ。

--no-auto-start
復元が完了した後でVMを起動しないよう指定しま

す。

--cpu number
VMに割り当てるCPUの数。デフォルトではアー

カイブの値に設定されます。

--memory size
VMに割り当てるメモリのメガバイト単位の容量。

デフォルトではアーカイブの値に設定されます。

--name vm-name
VMに割り当てる名前。デフォルトではアーカイブ

の値に設定されます。

--storage- groups

VMのボリューム割り当てに使用するストレージグ

ループのリスト。デフォルトでは使用可能なすべて

のストレージグループが使用されます。割り当て

はラウンドロビン方式で行われます。

--interfaces networks

VMのインタフェースに割り当てる共有ネット

ワークのリスト。デフォルトではアーカイブの値、

または使用可能な共有ネットワークが割り当てられ

ます。
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--data 指定したボリュームのデータのみを復元します。

--silent 出力を生成しません。

--dry-run

VMの復元は実行せずに、共有ネットワークへのイ

ンタフェースおよびボリュームからストレージグ

ループへの割り当てを表示します。

--throttle

処理を減速します。有効な値は次のとおりです。

l none: 調整機能を使用しません。これがデ

フォルト値です。

l low: 約25%減速します。

l medium: 約50%減速します。

l high: 約75%減速します。

--use-https

デフォルトのストリーミング方法(HTTP転送)で

はなく、セキュアなHTTPS転送を使用しま

す。HTTPSによる転送はHTTPより低速ですが、

セキュリティが大幅に改善されます。

例

$ avcli vm-restore --archive vm1.ova

$ avcli vm-restore --archive vm1/vm1.ovf

$ avcli vm-restore --name myVM --throttle low --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-restore --cpu 2 --memory 1024 --archive vm1.ovf

$ avcli vm-restore --interfaces network0 network1 --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-restore --storage-groups sm-0000 sm-0001 --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-restore --data vol1 vol3 --archive vm1.ovf
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vm-shutdown

使用方法

avcli vm-shutdown [vm...][--wait]

説明

vm-shutdownコマンドを使用して、指定のVMをシャットダウンします。

オプション

vm シャットダウンする1つ以上のVM。名前またはIDで指定します。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

例

$ avcli vm-shutdown vm1

$ avcli vm-shutdown vm1 vm2

$ avcli vm-shutdown vm1 vm:o100
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vm-snapshot-create

使用方法

avcli vm-snapshot-create [--volumes | --no-data][--

description] [--desire] [--require] vm-name

説明

vm-snapshot-createコマンドを使用してVMのスナップショットを作成します。

次の2つのスナップショット一貫性レベルがサポートされます。

l クラッシュ一貫性: 復元されたデータの状態は、スナップショットを取得すると同時にシ

ステムがクラッシュした場合と同じ状態になります。クラッシュ一貫性レベルのスナップ

ショットには、メモリや保留中のI/O操作の内容はキャプチャされません。

l アプリケーション一貫性: スナップショットの取得前に、トランザクション処理、バッ

ファのフラッシュ、ファイルを閉じる、などの操作が完了されるよう、協調するアプリ

ケーションが一時的に凍結されます。これにより、協調アプリケーションが一貫した状態

から開始されるようになります。これは最高の一貫性レベルを提供します。

オプション

--volumes |

--no-data

スナップショットに含めるボリュームの名前。--no-dataを

指定した場合を除き、デフォルトではすべてのボリュームがス

ナップショットに含められます。このオプションを指定する

と、スナップショットにはボリュームが一切含まれません。こ

の2つの引数は相互に排他的です。

--description ユーザが指定する、このスナップショットの説明。

--desire

スナップショットが正しく取得されたと認識するために試行す

る必要のある、最高の一貫性レベル。この試行が失敗した場

合、それより低いレベルが順次試行されます(ただし --

requireの指定値より低いレベルは試行されません)。指定で

きる値は crashおよび application (デフォルト値)で

す。
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--require

スナップショットが正しく取得されたと認識するために最小限

必要な一貫性レベル。指定できる値は crashおよび

application (デフォルト値)です。

vm-name VMの ID。

例

$ avcli vm-snapshot-create --volumes volume:o100

volume:o101 vm1
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vm-snapshot-delete

使用方法

avcli vm-snapshot-delete snapshot...

説明

vm-snapshot-deleteコマンドを使用して、指定したスナップショットを削除します。

オプション

snapshot VMの1つ以上のスナップショット。スナップショットはIDで指定します。

例

$ avcli vm-snapshot-delete vmsnapshot:o100 vmsnapshot:o101
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vm-snapshot-export

使用方法

avcli vm-snapshot-export [--wait][--volumes volumes | --no-

data] --path pathname [--silent]

説明

vm-snapshot-exportコマンドを使用して、VMを pathnameで指定されたディレクトリ

にOVF/VHD形式でダウンロードします。このコマンドは、まずVHDファイルをエクスポート

した後、OVF ファイルをエクスポートします。エクスポートが完了すると、pathnameにOVF

ファイルが表示されます。

注: エクスポートを開始する前に、ターゲットのWindows/CIFSまたは(別のシステム

からの) NFS共有を、everRunホストオペレーティングシステムでマウントする必要が

あります。詳細については、「238ページの「スナップショットをエクスポートす

る」」を参照してください。

オプション

--wait
エクスポート操作の完了を待機します。エクスポートの進行状

況を表示するには、このオプションを指定します。

--volumes volumes

エクスポートするボリュームスナップショットのサイズは指定

のサイズに制限する必要があります。ボリュームは構成名また

はIDで指定します。このオプションを --no-dataオプショ

ンと併用することはできません。

--no-data

エクスポートされるスナップショットにボリュームを一切含め

ません。このオプションを --volumesオプションと併用す

ることはできません。

--path pathname
エクスポートマウントポイントからの、エクスポートした

OVF の書き込み場所への相対パス名。

--silent 出力を生成しません。
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例

キャプチャ済みボリュームがすべて含まれたスナップショットをエクスポートする場合:

$ avcli vm-snapshot-export --path exports/ex1 ex1

ボリュームデータが一切含まれないスナップショットをエクスポートする場合:

$ avcli vm-snapshot-export --no-data --path exports/ex1 ex1

キャプチャ済みボリュームが1つだけ含まれたスナップショットをエクスポートする場合:

$ avcli vm-snapshot-export --volumes boot-ex1 --path

exports/ex1 ex1
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vm-snapshot-info

使用方法

avcli vm-snapshot-info [snapshot...]

説明

vm-snapshot-infoコマンドを使用して、すべてのスナップショットの情報、またはオプ

ションとして指定のスナップショットのみに関する情報を表示します。

オプション

snapshot
VMの1つ以上のスナップショット。スナップショットは名前またはIDで指定

します。
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vm-unlock

使用方法

avcli vm-unlock [vm...]

説明

vm-unlockコマンドを使用して、指定のVMのロックを解除します。たとえばVMのイン

ポート操作では、処理中にVMが起動や変更されないようにロックを設定しますが、操作が予期

せず失敗し、VMがロックされたままの状態になった場合にこのコマンドを使ってVMのロック

を解除します。

オプション

vm ロックを解除する1つ以上のVM。名前またはIDで指定します。

例

$ avcli vm-unlock vm1

$ avcli vm-unlock vm:o100
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volume-info

使用方法

avcli volume-info [volume...]

説明

volume-infoコマンドを使用して、すべてのボリュームの情報、またはオプションとして指

定のボリュームのみに関する情報を表示します。

オプション

volume 情報を表示するボリューム。
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volume-resize

使用方法

avcli volume-resize --new-size size volume

説明

volume-resizeコマンドを使用して、ボリュームのサイズを変更します。イメージコンテ

ナ("ボリュームコンテナ"とも呼ばれます)に、この操作に十分な容量がなければなりません。

このコマンドを指定する前にVMを停止する必要があります。

オプション

--new-size size

新しいボリュームサイズ。sizeにはデフォルトではボリュームサ

イズをメガバイト単位で指定します

が、KB、K、MB、M、GB、Gなどの標準単位も使用できます。

volume サイズを変更するボリューム。

例

# avcli volume-resize --new-size 79G boot-airplane1
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第 12 章: システム リファレンス情報

リファレンス情報は、次のトピックを参照してください

l 422ページの「対応しているゲストオペレーティングシステム」

l 423ページの「物理マシンのシステム要件」

l 425ページの「物理マシンと仮想マシンの重要な考慮事項」

対応しているゲストオペレーティングシステム

everRunシステムで実行する仮想マシン(VM)のゲストオペレーティングシステムとして互換性があ

るのは以下のOSです。

ベンダー バージョン

Microsoft Windows Desktop

Windows 7、32ビットおよび64ビット

Windows 8、64ビットEnterprise

Windows 8.1、64ビットEnterprise

Windows Server 2008

32ビット、SP2

64ビット、SP2、R2 SP1

Web、Small

Business、Standard、Enterprise、Datacenter

Windows Server 2003 32ビット、R2 SP2 Enterprise1
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ベンダー バージョン

Microsoft Windows Small

Business Server 2011

64ビット(OSのみ)

Standard、Essential、Premium Add-On

Microsoft Windows Server 2012
64ビット(OSのみ)

Foundation、Essentials、Standard、Datacenter

Microsoft Windows Server 2012

R2

64ビット(OSのみ)

Foundation、Essentials、Standard、Datacenter

Red Hat Enterprise Linux 6 Red Hat 6.4、6.5、64ビットWorkstation、Server

CentOS 6 CentOS 6.4、6.5、64ビット

SUSE Linux Enterprise Server SLES 11、SP3 64ビット

Ubuntu 12.04 13.1、64ビット

1インストールとマイグレーションの詳しい手順については、「158ページの「新しいWindows

Server 2003仮想マシンを作成する」」および「160ページの「Windows Server 2003 VMを

everRun 7.2システムにマイグレーションする」」を参照してください。

物理マシンのシステム要件

次の表は、everRunシステムで実行される物理マシン用のデバイスについて容量・能力の最小値と最大

値を一覧したものです。

物理デバイス 最小値
テスト済

み最大値
設計仕様 注記

CPU:

Intel® Xeon® E3-

XXXXプロセッサ

Intel Xeon E3-

1 2 実質制限なし
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物理デバイス 最小値
テスト済

み最大値
設計仕様 注記

XXXX v2プロセッサ

Intel Xeon E5-

XXXXプロセッサ

Intel Xeon E5-

XXXX v2プロセッサ

CPU:

Intel Xeon E3-

XXXX v3プロセッサ

1 1 実質制限なし

物理マシンあたり

CPUソケット数
1 2 実質制限なし

物理メモリ 8GB 384 GB 実質制限なし

物理マシンあたり内

蔵ディスクカウント
2 24 実質制限なし

FTモードではPMあたり

最小2つのドライブが必

要。VMのディスク/ボ

リュームは両方のPMで複

製されます。

ディスク合計容量 36GB 9.4 TB 制限なし

管理ENETポート 1 1 1
システムあたり1つが必

要。

A-Link ENETポート
各PMに

1つ

各PMに8

つ

2つの使用を推奨しま

す。1つのVMで2つを超

えることはできません。最

大8つ(4以上のゲス

ト)。
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物理デバイス 最小値
テスト済

み最大値
設計仕様 注記

ビジネスENETポー

ト
1 20 管理リンクと共有可能。

クォーラムサーバ 0 2

物理マシンと仮想マシンの重要な考慮事項

物理マシンと仮想マシンを最適な方法で実装するには、以下のセクションで説明されている最大限の構

成と必要条件に注意してください。

l 423ページの「物理マシンのシステム要件」

l 425ページの「仮想マシンの推奨事項と制限」

l 427ページの「仮想マシンの合計最大構成」

l 427ページの「重要な考慮事項」

仮想マシンの推奨事項と制限

仮想マシン(VM)には特定のCPUコアリソースが必要とされるほか、メモリ、ネットワーク、および

ストレージに関するその他の制限も適用されます。

推奨される CPU コアの数

everRunのワークロードに推奨されるコア数は、次で説明するように各VMのvCPUの数およびVM

のタイプによって異なります。

項目 物理スレッド数

固定システムオーバーヘッド(ホストおよびシステム管理) 2

n個のvCPUを持つ各FTゲスト n+ 2 (通常)

n個のvCPUを持つ各HAゲスト n+ 1 (通常)
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注: ハイパースレッド化なしの物理CPUコアは1つの物理スレッドを処理できます。ハ

イパースレッド化された物理CPUコアは2つの物理スレッドを処理できます。

実際に必要なスレッド数はワークロードによって異なります。上記のガイドラインで大半のワークロー

ドをカバーできます。ただし、ワークロードによって必要なスレッド数が変わるため、テストを実施し

て特定のワークロードの特性を把握することをお勧めします。

例

1つの4-vCPU FTゲストでは、通常次が必要となります。

l ホスト/システム管理用に2つのスレッド

l ゲスト用に6つのスレッド

n 合計 8 つのスレッド (シングルソケット4コアハイパースレッドシステム)

4つの5-vCPU FTゲストでは、通常次が必要となります。

l ホスト/システム管理用に2つのスレッド

l 最初のゲスト用に7つのスレッド

l 第2のゲスト用に7つのスレッド

l 第3のゲスト用に7つのスレッド

l 第4のゲスト用に7つのスレッド

n 合計 30 のスレッド (デュアルソケット8コアハイパースレッドシステム)

仮想マシンの制限

仮想マシン(VM)の数が多いシステムや大規模なシステムの場合、everRunに10Gb同期リンクを構

成し、everRunソフトウェア自体に4つのvCPUおよび4096MBを構成します。everRunシステム

のリソースを最大限に設定する手順については、everRun可用性コンソールの [基本設定] の [システ

ムリソース]ページを参照してください。

次の表はeverRunシステムのVMの制限を一覧したものです。

項目 制限

FTVMあたりのｖCPU最大数 8

426/491ページ



everRunユーザガイド

項目 制限

HA VMあたりのｖCPU最大数 16

FTVMあたりのメモリ最大容量 256GB

HA VMあたりのメモリ最大容量 256GB

VMあたりの可用性リンク最大数 2

VMあたりの仮想ネットワーク最大数 20

VMあたりのストレージボリューム最大数 12

ゲストボリュームサイズ

最大2.2 TBまでテスト済み。ゲストオペ

レーティングシステムにより課される制限

のほかに既知の制限はありません。

VMあたりのスナップショット最大数 16 (システムあたり合計72)

仮想マシンの合計最大構成

次の表はeverRunシステムで実行できる仮想マシン(VM)および仮想NICの合計最大構成をまとめた

ものです。

仮想デバイス 最大数

FTVMの合計 4

VMの合計(FTとHAの合計) 24

仮想ネットワークインタフェースカード(NIC) の合

計
20

重要な考慮事項

以下の重要な点について考慮してください。
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機能 コメント

everRunシステムディスク

物理マシンの推奨最小構成:

l RAID 1、RAID 5、RAID 6、またはRAID 10で保護され

た1つの論理ボリューム

または、

l 非RAID構成またはRAID 0構成の2つのボリューム

RAIDセットごとに複数のボリュームを使用する場合、RAID

セットはRAID 1、RAID 5、RAID 10などの冗長性を提供する

タイプでなければなりません。

USB CD/DVDドライブ
USB CD/DVDドライブは、すべてのプラットフォームにおける

everRunのインストールでサポートされています。

ダイレクトアタッチテープドラ

イブ

ゲストによるダイレクトアタッチテープドライブへのアクセス

はサポートされていません。 Stratus ではネットワークアタッ

チテープドライブの使用を推奨します。

コンソールの接続

各PMのテキストコンソールをCentOSオペレーティングシス

テムで使用できます。ただし、VGAモードはサポートされない

ためPMはランレベル3で実行する必要があり、ランレベル5

には対応していません。以下の「システム管理」を参照してく

ださい。

SSDのサポート
everRunは、ストレージコントローラベンダーの仕様に基づ

きソリッドステートドライブをサポートします。

システム管理 everRunのシステム管理はランレベル5では機能しません。
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簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) は、アラームの受信、トラップの送信、およびシステムス

テータスのモニタリングに使用される標準プロトコルです。SNMPは、階層型に構成された管理情報

ベース(MIB) に格納されているシステム定義情報を使用します。

everRunシステムがSNMPを使用するように構成するには、「83ページの「SNMP設定を構成す

る」」を参照してください。

MIBファイルの内容を確認するには、「430ページの「MIBファイルの内容」」を参照してくださ

い。

MIB ファイルの内容

管理情報ベース(MIB) は、簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) がeverRunシステム上で管理す

ることのできるネットワークオブジェクトのセットを記述するファイルです。

MIBの形式はSNMPの一部として定義されています。

次はMIBファイルの全内容です。

--

===================================================================-

=======

--

-- COPYRIGHT (c) 2001 - 2014 Stratus Technologies Bermuda Ltd.

-- All Rights Reserved.

--
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--

===================================================================-

=======

--

===================================================================-

=======

--

-- @File:

-- STRATUS-EVERRUN-MIB.txt

--

-- @Revision:

-- 2.0

--

-- @Description:

-- This file defines the Stratus everRun SNMP MIB.

-- Definitions for everRun agents appear here.

-- Stratus MIB definitions for other agents are not in this

file.

--

--

===================================================================-

=======

STRATUS-MIB DEFINITIONS ::= BEGIN

IMPORTS

enterprises FROM RFC1155-SMI

OBJECT-TYPE FROM RFC-1212

DisplayString FROM RFC1213-MIB

TRAP-TYPE FROM RFC-1215;
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Boolean ::= INTEGER {

unknown(1),

false(2),

true(3)

}

ToggleState ::= INTEGER {

enabled(1),

disabled(2)

}

-- This data type is to indicate true or false.

--

===================================================================-

=======

-- Stratus Enterprise tree structure

--

===================================================================-

=======

-- stratus enterprise : 1.3.6.1.4.1.458

--

stratus OBJECT IDENTIFIER ::= { enterprises 458 }

--

===================================================================-

=======

-- Major categories under the Stratus namespace.
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-- Note: Values less than 101 are not used to prevent collision

with

-- old products.

--

===================================================================-

=======

experimental OBJECT IDENTIFIER ::= { stratus 101 }

agentInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { stratus 102 }

systemInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { stratus 103 }

productIdent OBJECT IDENTIFIER ::= { stratus 104 }

ftServerOid OBJECT IDENTIFIER ::= { stratus 105 }

stcpOid OBJECT IDENTIFIER ::= { stratus 106 }

ftLinuxOid OBJECT IDENTIFIER ::= { stratus 107 }

avanceOid OBJECT IDENTIFIER ::= { stratus 110 }

everRunOid OBJECT IDENTIFIER ::= { stratus 115 }

--

===================================================================-

=======

-- The Agent Information table is used to provide information about

-- the capabilities of the SNMP agent.

--

===================================================================-

=======

sraAgentMibFamily OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

stcp(1),

ftServer(2),

ftlinux(3),

avance(4),
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everRun(5)

}

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This variable indicates which OIDs are supported by

the agent.

When support for variables and/or traps are removed

from an

agent, a new family must be created."

::= { agentInfo 1 }

sraAgentMibRevision OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

rev01(1)

}

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This variable indicates whether variables and/or traps

have been

added to the MIB. When a MIB family is created this

is initially

one. When OIDs are added to those an agent supports,

this integer

is incremented. Each time a MIB is published, the

corresponding

Revision will be defined in the MIB."

::= { agentInfo 2 }
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--

===================================================================-

=======

-- The System Information table provides information about system

as a

-- whole. These variables are platform independent.

--

===================================================================-

=======

sraSiSystemType OBJECT-TYPE

SYNTAX OBJECT IDENTIFIER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"The authoritative identification of the hardware and

software

in the entity. This value provides an easy and

unambiguous means

for determining `what kind of box' is being managed.

This value

is an OID that indicates the product family, operating

system and

CPU architecture. Values are enumerated in the

Product Identification (OID 104) table."

::= { systemInfo 1 }

sraSiManufacturer OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION
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"This value is a string to indicate the manufacturer of

the system.

If unknown, the agent may return a null string."

::= { systemInfo 2 }

sraSiModel OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This value is a string to indicate the model of the

system.

If unsupported the agent may return a null string."

::= { systemInfo 3 }

sraSiOverallSystemStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unsupported(1),

noFaults(2),

systemFault(3),

systemDown(4)

}

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This integer indicates the overall status of the

system."

::= { systemInfo 4 }

sraSiSystemName OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString
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ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This value is a string representing the network name

of the

system. This is expected to be unique on a LAN but

possibly

not globally unique. If unsupported by the agent, a

null

string may be returned. When the OS is Windows, this

is the

*computer name* portion of the network id, or the Lan

Manager

name of the computer (e.g. PCAT). In contrast, the

MIB-II

sysName is typically the fully-qualified domain name

(e.g. pcat.mno.stratus.com). On VOS, this is the

system and

module name (e.g. %sys#m1). On UNIX and Linux this is

the

hostname."

::= { systemInfo 5 }

sraSiSystemSerialNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This value is a string containing the serial number of

the

system. If unsupported by the agent, a null string may
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be

returned."

::= { systemInfo 6 }

sraSiSiteID OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This string value contains the SiteID. SiteID is part

of

the RSN/ASN service model."

::= { systemInfo 7 }

sraSiCpuFamily OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unsupported(1),

m68k(2),

i860(3),

hppa(4),

ia32(5),

ia64(6)

}

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This value is an integer that indicates the CPU

architecture."

::= { systemInfo 8 }

sraSiOsType OBJECT-TYPE
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SYNTAX INTEGER {

unsupported(1),

ftx(2),

hpux(3),

ftlinux(4),

vos(5),

windows(6),

avance(7),

everRun(8)

}

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This value is an integer that indicates Operating

System type."

::= { systemInfo 9 }

--

===================================================================-

=======

-- The Product Identification table is used to identify specific

Stratus

-- products. This table defines OIDs but there are no variables.

Where

-- possible these will be used as the value of the RFC-1213 MIB-II

-- system.sysObjectID variable. However, with a non-Stratus OS,

like

-- ftLinux and Windows, MIB-II system.sysObjectID is not under our

control.

-- Consequently these same values are reported in the Stratus
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variable

-- sraSiSystemType.

--

===================================================================-

=======

osFTX OBJECT IDENTIFIER ::= { productIdent 1 }

sraProductIdFtxJetta OBJECT IDENTIFIER ::= { osFTX 1 }

sraProductIdFtxPolo OBJECT IDENTIFIER ::= { osFTX 2 }

osHPUX OBJECT IDENTIFIER ::= { productIdent 2 }

sraProductIdHpuxPolo OBJECT IDENTIFIER ::= { osHPUX 1 }

osftLinux OBJECT IDENTIFIER ::= { productIdent 3 }

sraProductIdLnxFtsIa32 OBJECT IDENTIFIER ::= { osftLinux 1 }

osVOS OBJECT IDENTIFIER ::= { productIdent 4 }

sraProductIdVos68k OBJECT IDENTIFIER ::= { osVOS 1 }

sraProductIdVosI860 OBJECT IDENTIFIER ::= { osVOS 2 }

sraProductIdVosJetta OBJECT IDENTIFIER ::= { osVOS 3 }

sraProductIdVosIa32 OBJECT IDENTIFIER ::= { osVOS 4 }

osWindowsFt OBJECT IDENTIFIER ::= { productIdent 5 }

sraProductIdWinFtsIa32 OBJECT IDENTIFIER ::= { osWindowsFt 1 }

sraProductIdWinFtsIa64 OBJECT IDENTIFIER ::= { osWindowsFt 2 }

osRadio OBJECT IDENTIFIER ::= { productIdent 6 }

sraProductIdWinRadIa32 OBJECT IDENTIFIER ::= { osRadio 1 }

osAvance OBJECT IDENTIFIER ::= { productIdent 10 }

sraProductIdAvance OBJECT IDENTIFIER ::= { osAvance 1 }
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osEverRun OBJECT IDENTIFIER ::= { productIdent 15 }

sraProductIdEverRun OBJECT IDENTIFIER ::= { osEverRun 1 }

--

===================================================================-

=======

-- The following table contains OIDs unique to the everRun MIB.

-- There are three groups of OIDs within this table:

-- OIDs that identify GET/SET variables,

-- OIDs that identify everRun TRAPs, and

-- OIDs used to identify variable fields in TRAP PDUs.

--

===================================================================-

=======

everRunVar OBJECT IDENTIFIER ::= { everRunOid 1 }

everRunTrapId OBJECT IDENTIFIER ::= { everRunOid 2 }

everRunTrapData OBJECT IDENTIFIER ::= { everRunOid 3 }

-- everRun GET/SET variables

everRunAvailableVirtualMemory OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This integer contains the available virtual memory of

the system
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in gigabytes."

::= { everRunVar 1 }

everRunVirtualCPUsTotal OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This integer contains the total number of virtual CPUs

on the system."

::= { everRunVar 2 }

everRunVirtualCPUsInUse OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This integer contains the number of virtual CPUs

currently in use on

the system."

::= { everRunVar 3 }

everRunVirtualCPUsMaxPerVM OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This integer contains the maximum number of virtual

CPUs that can be

assigned to a virtual machine."

::= { everRunVar 4 }
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-- everRunVirtualCPUsPercentageUsed OBJECT-TYPE

-- SYNTAX INTEGER

-- ACCESS read-only

-- STATUS mandatory

-- DESCRIPTION

-- "This integer contains the percentage of available

virtual CPU capacity

-- that is in use on the system."

-- ::= { everRunVar 5 }

everRunStorageTotal OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This integer contains the total amount of storage on

the system in gigabytes."

::= { everRunVar 5 }

everRunStorageUsed OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This integer contains the amount of storage in use on

the system in gigabytes."

::= { everRunVar 6 }

-- everRunStorageUsedByManagement OBJECT-TYPE

-- SYNTAX INTEGER
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-- ACCESS read-only

-- STATUS mandatory

-- DESCRIPTION

-- "This integer contains the amount of storage in use

by management on the system

-- in gigabytes."

-- ::= { everRunVar 7 }

everRunStorageFree OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This integer contains the amount of unused storage on

the system in gigabytes."

::= { everRunVar 7 }

-- everRunDiskReadBytes OBJECT-TYPE

-- SYNTAX INTEGER

-- ACCESS read-only

-- STATUS mandatory

-- DESCRIPTION

-- "This integer contains the percentage of available

disk throughput on the system that

-- is being consumed by disk reads."

-- ::= { everRunVar 10 }

-- everRunDiskWriteBytes OBJECT-TYPE

-- SYNTAX INTEGER

-- ACCESS read-only

-- STATUS mandatory
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-- DESCRIPTION

-- "This integer contains the percentage of available

disk throughput on the system that

-- is being consumed by disk writes."

-- ::= { everRunVar 11 }

everRunIPAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This IP address is the IP address of the system. It

corresponds to the

fully qualified domain name of the system."

::= { everRunVar 8 }

-- everRunNetworkReadBytes OBJECT-TYPE

-- SYNTAX INTEGER

-- ACCESS read-only

-- STATUS mandatory

-- DESCRIPTION

-- "This integer contains the percentage of available

network bandwidth on the system that

-- is being consumed by network reads."

-- ::= { everRunVar 13 }

-- everRunNetworkWriteBytes OBJECT-TYPE

-- SYNTAX INTEGER

-- ACCESS read-only

-- STATUS mandatory

-- DESCRIPTION
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-- "This integer contains the percentage of available

network bandwidth on the system that

-- is being consumed by network writes."

-- ::= { everRunVar 14 }

everRunAlertNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This integer contains the number of entries in the

everRunAlertTable table."

::= { everRunVar 9 }

everRunAlertTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF everRunAlertEntry

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This table contains an entry for each alert log that

has been generated on this system."

::= { everRunVar 10 }

everRunAlertEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX everRunAlertEntry

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This entry represents one alert in the

everRunAlertTable table."

INDEX { everRunAlertIndex }
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::= { everRunAlertTable 1 }

everRunAlertEntry ::= SEQUENCE {

everRunAlertIndex INTEGER,

everRunAlertSeverity INTEGER,

everRunAlertType INTEGER,

everRunAlertSource DisplayString,

everRunAlertDateTime DisplayString,

everRunAlertCallHomeSent Boolean,

everRunAlertEAlertSent Boolean,

everRunAlertSNMPTrapSent Boolean,

everRunAlertInformation DisplayString,

everRunAlertSNMPTrapOID OBJECT IDENTIFIER }

everRunAlertIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER(0..65535)

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This index value uniquely identifies the alert

represented by this entry."

::= { everRunAlertEntry 1 }

everRunAlertSeverity OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

clear(0),

informational(1),

minor(2),

major(3),

serious(4),

critical(5)
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}

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This value represents the severity of the alert."

::= { everRunAlertEntry 2 }

everRunAlertType OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This value represents the type of the alert."

::= { everRunAlertEntry 3 }

everRunAlertSource OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This string contains the source of the alert. This

could be a device or a node."

::= { everRunAlertEntry 4 }

everRunAlertDateTime OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This string contains the date and time that the alert

was generated."
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::= { everRunAlertEntry 5 }

everRunAlertCallHomeSent OBJECT-TYPE

SYNTAX Boolean

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This boolean value indicates whether or not a CallHome

message was sent for this alert."

::= { everRunAlertEntry 6 }

everRunAlertEAlertSent OBJECT-TYPE

SYNTAX Boolean

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This boolean value indicates whether or not an eAlert

was sent for this alert."

::= { everRunAlertEntry 7 }

everRunAlertSNMPTrapSent OBJECT-TYPE

SYNTAX Boolean

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This boolean value indicates whether or not an SNMP

trap was sent for this alert."

::= { everRunAlertEntry 8 }

everRunAlertInformation OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString
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ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This string contains explanatory text regarding the

alert. This can include more details regarding

the cause of the alert and the device/node that caused

the alert to be generated."

::= { everRunAlertEntry 9 }

everRunAlertSNMPTrapOID OBJECT-TYPE

SYNTAX OBJECT IDENTIFIER

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This string contains the OID of the trap associated

with this alert. Even if the trap is not sent, this field will

contain the OID of the trap that would have been sent."

::= { everRunAlertEntry 10 }

everRunAuditNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This integer contains the number of entries in the

everRunAuditTable table."

::= { everRunVar 11 }

everRunAuditTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF everRunAuditEntry

ACCESS read-only
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STATUS optional

DESCRIPTION

"This table contains an entry for each audit that has

been generated on this system."

::= { everRunVar 12 }

everRunAuditEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX everRunAuditEntry

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This entry represents one audit in the

everRunAuditTable table."

INDEX { everRunAuditIndex }

::= { everRunAuditTable 1 }

everRunAuditEntry ::= SEQUENCE {

everRunAuditIndex INTEGER,

everRunAuditDateTime DisplayString,

everRunAuditUsername DisplayString,

everRunAuditOriginatingHost IpAddress,

everRunAuditAction DisplayString

}

everRunAuditIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER(0..65535)

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This index value uniquely identifies the audit

represented by this entry."
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::= { everRunAuditEntry 1 }

everRunAuditDateTime OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This string contains the date and time that the audit

was generated."

::= { everRunAuditEntry 2 }

everRunAuditUsername OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This string contains the username of the user that

caused the audit to be generated."

::= { everRunAuditEntry 3 }

everRunAuditOriginatingHost OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This is the address of the host that originated the

audit."

::= { everRunAuditEntry 4 }

everRunAuditAction OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString
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ACCESS read-only

STATUS optional

DESCRIPTION

"This string contains a description of the action being

audited."

::= { everRunAuditEntry 5 }

-- everRun TRAP PDU Data Fields

-- This table contains variables that may be included in trap

PDUs.

everRunTrapDescription OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

"This string contains descriptive data -- suitable for

display -- about the trap."

::= { everRunTrapData 1 }

--everRunTrapObject OBJECT-TYPE

-- SYNTAX OBJECT IDENTIFIER

-- ACCESS read-only

-- STATUS mandatory

-- DESCRIPTION

-- "This OID represents the object for which the trap is

concerned."

-- everRun Traps
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--

-- All everRun traps use *everRunTrapId* as the enterprise OID.

-- The traps are distinguished by a unique enterprise-specific

TrapId.

-- The TrapId is the last token, following ::= in the TRAP-TYPE

macro

-- invocation.

--

everRunGenericTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Generic Trap."

::= 1

everRunGuestCrashedTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Guest Crashed Trap."

::= 2

everRunNodeUnreachableTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription
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}

DESCRIPTION

"Node Unreachable Trap."

::= 3

everRunNodeMaintenanceTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Node Maintenance Trap."

::= 4

everRunDoubleFaultPredictionTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Double Fault Prediction Trap."

::= 5

everRunPredictFaultOnSingleSystemNodeTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Predict Fault On Single System Node Trap."

::= 6
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everRunDiskProblemTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Disk Problem Trap."

::= 7

everRunDetectionOfBadNetworkTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Detection Of Bad Network Trap."

::= 8

everRunDetectionOfBadSensorOnChassisTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Detection Of Bad Sensor On Chassis Trap."

::= 9

everRunNodeRebootedUnexpectedlyTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {
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everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Node Rebooted Unexpectedly Trap."

::= 10

everRunNodeBlacklistTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Node Blacklist Trap."

::= 11

everRunVMBlacklistedTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"VM Blacklisted Trap."

::= 12

everRunVMBootFailedTrap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"VM Boot Failed Trap."
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::= 13

unitPredictFaultOnSingleNodeUnit TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Predict Fault On Single System Node."

::= 20

unitNoQuorum TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Cannot establish quorum."

::= 21

unitCallHomeNotEnabled TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Call Home Not Enabled."

::= 22

unitDialInNotEnabled TRAP-TYPE
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ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Dial-In Not Enabled."

::= 23

unitEAlertNotEnabled TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"E-Alert Notification Not Enabled."

::= 24

unitSnmpTrapNotEnabled TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"SNMP Trap Notification Not Enabled."

::= 25

unitNtpNotEnabled TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}
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DESCRIPTION

"NTP Time Synchronization Not Enabled."

::= 26

vmBlacklist TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"VMBlacklist."

::= 27

vmCrashed TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Guest Crashed."

::= 28

vmBootFailed TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"VMBootFailed."

::= 29
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nodeUnreachable TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Node Unreachable."

::= 32

nodeUnexpectedlyOff TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Node Unreachable."

::= 33

nodeFailed TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Node Unreachable."

::= 34

nodeBlacklist TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription
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}

DESCRIPTION

"NodeBlacklist."

::= 35

nodeMaintenance TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Node Maintenance."

::= 36

nodeUnexpectedRebooted TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Node rebooted unexpectedly."

::= 37

nodeVmxNotEnabled TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"PM Does Not Have VMX Enabled."

::= 38
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nodeNxMismatch TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"PM Setting For NX Mismatch."

::= 39

nodeBootOrderIsIncorrect TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"PM Boot Order Is Incorrect."

::= 40

nodeOldSoftwareVersionFault TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Node requires upgrade."

::= 41

nodeRunningOnBattery TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {
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everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"On Battery."

::= 44

nodeRunningOnLowBattery TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Low Battery - PM Shutdown."

::= 45

nodeLastNodeRunningOnLowBattery TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Low Battery - Unit Shutdown."

::= 46

nodeExiled TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Node Exiled."
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::= 47

diskFailed TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Disk problem."

::= 48

diskNotPresent TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Disk problem."

::= 49

diskIsMissing TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"PM Missing a Required Disk."

::= 50

diskIsTooSmall TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

465/491ページ



MIBファイルの内容

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"PM Disk is Too Small."

::= 51

nodeSingleDiskNotRedundant TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"PM System Disk is Not Redundant."

::= 52

networkNoLink TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Detection of Bad Network."

::= 53

networkFailedPort TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION
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"Detection of Bad Network."

::= 54

networkBadConnectivity TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Detection of Bad Network."

::= 55

networkSlowBusiness TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Detection of Slow Business Network."

::= 56

networkSlowPrivate TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Detection of Slow Private Network."

::= 57

networkIsMissing TRAP-TYPE
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ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"PM Does Not Have a Required Local Network."

::= 58

pdiskBroken TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Physical Disk Problem."

::= 59

pdiskNotPresent TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Physical Disk Problem."

::= 60

pdiskForeign TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}
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DESCRIPTION

"Physical Disk Problem."

::= 61

pdiskPredictFault TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Physical Disk Problem."

::= 62

sensorMinor TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Detection of Bad Sensor on chassis."

::= 63

sensorModerate TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Detection of Bad Sensor on chassis."

::= 64
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controllerBasicSupport TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Disk controller is not fully supported."

::= 67

nodePmModelNotSupported TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"PM is not a supported model."

::= 68

nodeSystemStorageNotRedundant TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"System Storage Not Redundant."

::= 69

unitProcIncompatVAPICSecondaryExec TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription
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}

DESCRIPTION

"Processor Incompatibility - Secondary Exec Virtual APIC

Access."

::= 70

unitWarningSwap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Warning Swap."

::= 74

unitFatalSwap TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Fatal Swap."

::= 75

unitSinglePM TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Single PM Detected."
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::= 77

unitEalertFailure TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"E-Alert Failure Detected."

::= 78

unitLicenseExpired TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"License Expired."

::= 79

unitLicenseAboutToExpire TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"License About to Expire."

::= 80

unitSnmpTrapFailure TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId
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VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"SNMP Trap Failure Detected."

::= 81

unitCallHomeFailure TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Call-Home Failure Detected."

::= 82

controllerRAIDBatteryFailed TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"RAID Battery Failed."

::= 83

controllerRAIDBatteryMissing TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION
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"RAID Battery Missing."

::= 84

controllerRAIDBatteryDegraded TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"RAID Battery Degraded."

::= 85

nodeNoRAIDDevices TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"No RAID Devices."

::= 86

controllerRAIDDiskOnNonRAIDController TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"RAID Disk On Non-RAID Controller."

::= 87

controllerMultipleLogicalDisks TRAP-TYPE
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ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Multiple Logical Disks."

::= 88

diskInvalidRAIDLevel TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Invalid RAID Level."

::= 89

controllerMultiDiskRAID0BootDevice TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"MultiDisk RAID-0 Boot Device."

::= 90

diskBootDiskTooLarge TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}
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DESCRIPTION

"Boot Disk Too Large."

::= 91

nodeFirmwareNotSupported TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Firmware Not Supported."

::= 92

controllerRAIDCapacitorFailed TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"RAID Capacitor Failed."

::= 93

controllerRAIDCapacitorMissing TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"RAID Capacitor Missing."

::= 94

476/491ページ



everRunユーザガイド

controllerRAIDCapacitorDegraded TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"RAID Capacitor Degraded."

::= 95

nodeBmcConnectivity TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"BMC Connectivity."

::= 96

diskDegraded TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"Logical Disk Is Degraded."

::= 97

networkMiswired TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription
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}

DESCRIPTION

"A Shared Network is miswired."

::= 98

networkNoBizPeerPort TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"network_noBizPeerPort."

::= 99

unitNoFastSyncNetworkAvailable TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"All DRDB sync networks are broken."

::= 100

networkCannotAutoCreateSharedNetwork TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"network_cannot_auto_create_sharedNetwork."

::= 101
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networkSlowSync TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"network_slowSync."

::= 102

nodeIncorrectVNICSetting TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_incorrectVNICSetting."

::= 103

nodeIncorrectIMMSetting TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_incorrectIMMSetting."

::= 104

unitLicenseSubscriptionExpired TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

479/491ページ



MIBファイルの内容

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_licenseSubscriptionExpired."

::= 105

unitLicenseServiceExpired TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_licenseServiceExpired."

::= 106

unitLicenseAlasPollingFailed TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_licenseAlasPollingFailed."

::= 107

unitLicenseInvalidated TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_licenseInvalidated."
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::= 108

unitLicenseServiceExpiryUnknown TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_licenseServiceExpiryUnknown."

::= 109

vmCannotRunLostDataAccess TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"vm_cannot_run_no_data_access."

::= 110

unitLicenseUnsupportedPlatform TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_licenseUnsupportedPlatform."

::= 111

nodeUserPowerCycleRequired TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId
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VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_userPowerCycleRequired."

::= 112

nodeUserPowerOffRequired TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_userPowerOffRequired."

::= 113

nodeKernelDiagnosticPresent TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_kernelDiagnosticPresent."

::= 114

nodeReprovisionDom0NeedReboot TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION
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"Reprovision Dom0 Need Reboot."

::= 115

nodeImsSingleLogicalDisk TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"IMS System Disk is Not Redundant."

::= 116

unitIsSyncing TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_isSyncing."

::= 117

unitTestAlert TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_testAlert."

::= 119

unitUnbalancedLoad TRAP-TYPE
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ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"The Unit is not well balanced."

::= 120

unitNoAltSyncNetworks TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_noAltSyncNetworks."

::= 121

unitNeedRepairStorage TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_needRepairStorage."

::= 122

localvmBlacklist TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}
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DESCRIPTION

"VMBlacklist."

::= 123

unitTooFew10GSyncLinks TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_tooFew10GSyncLinks."

::= 124

unitTooFew1GSyncLinks TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_tooFew1GSyncLinks."

::= 125

diskForeign TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"disk_foreign."

::= 126
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nodeNeedAddStorage TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_needAddStorage."

::= 127

nodeCannotUpgrade TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_cannotUpgrade."

::= 128

nodeCannotWorkOn TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_cannotWorkOn."

::= 129

nodeCannotWorkOff TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription
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}

DESCRIPTION

"node_cannotWorkOff."

::= 130

unitP2vFailed TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_p2vFailed."

::= 131

nodeSingleSystemDisk TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_singleSystemDisk."

::= 132

diskHasBadBlocks TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"disk_hasBadBlocks."

::= 133
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nodeVolumeFailed TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_volumeFailed."

::= 134

unitVolumeFailed TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_volumeFailed."

::= 135

vmFtUnsynchable TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"vm_ft_unsyncable."

::= 136

nodeVolumeMissing TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {
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everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"node_volumeMissing."

::= 137

unitVolumeMissing TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_volumeMissing."

::= 138

localvmCannotStart TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"localvm_cannot_start."

::= 139

unitQuorumServerOffline TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"quorum server offline."
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::= 140

unitSimplexMode TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_simplexMode."

::= 141

unitSimplexModeNormal TRAP-TYPE

ENTERPRISE everRunTrapId

VARIABLES {

everRunTrapDescription

}

DESCRIPTION

"unit_simplexMode."

::= 142

-- End-of MIB(everRun) Revision 1.

-- End-of MIB(everRun) Revision 1.

--

===================================================================-

=======

--
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===================================================================-

=======

END
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